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要 約  

１ ． 研 究 の 背 景 と 研 究 の 意 義 ・ 必 要 性  

在 宅 看 護 論 は ､地 域 で 暮 ら し な が ら 療 養 す る 人 々 と そ の 家 族 を

理 解 し 在 宅 で の 看 護 実 践 を 学 ぶ こ と で あ る ｡ そ し て ､ 令 和 4 年

( 2 0 2 2 )年 看 護 基 礎 教 育 指 定 規 則 改 正 (第 5 次 )か ら は ､対 象 者 で あ

る 療 養 者 が 「 生 活 す る 人 」 と な り ｢生 活 ｣を 捉 え る こ と が 重 要 に な

っ て き た ｡「 生 活 」を 捉 え る こ と は ､療 養 者 の 身 体 ･精 神 面 だ け で な

く 価 値 観 な ど 目 に 見 え な い 部 分 に も 配 慮 し ､居 住 環 境 ､社 会 と の 繋

が り な ど 広 範 囲 に 目 配 り す る こ と で あ る ｡看 護 師 は そ れ ぞ れ の 生

活 体 験 の 中 で 自 分 な り の 概 念 を 組 み 込 み 療 養 者 の 生 活 を 理 解 す る

こ と は 可 能 で あ る ｡し か し ､看 護 学 生 (以 後 学 生 と 略 す )は ､生 活 体

験 の 乏 し さ や 看 護 教 育 に お い て ､在 宅 療 養 環 境 と 日 常 生 活 行 動

（ d a i l y  l i f e  b e h a v i o r）（ 以 後 d l 行 動 と 略 す ） を 関 連 さ せ 看 護 実 践

を 学 ぶ 機 会 が 少 な く 、学 生 自 身 の 生 活 体 験 か ら は 、療 養 者 の d l 行

動 を イ メ ー ジ す る の が 難 し い 。 ま た 、 在 宅 看 護 論 実 習 に お い て 、

初 め て 他 人 の 家 に 入 る こ と や 体 験 し た こ と が な い 在 宅 の 環 境 で は ､

戸 惑 い 緊 張 感 は 高 く 療 養 者 の 生 活 を 捉 え る ま で の 余 裕 は な い 。 そ

の た め に ､在 宅 看 護 論 実 習 前 に は 、家 庭 訪 問 の 様 子 ・ 在 宅 の 環 境 ・

療 養 者 の d l 行 動 な ど の イ メ ー ジ 作 り が 必 要 と な る 。  

先 行 研 究 で は 、 在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 で の ロ ー ル プ レ イ や 視

聴 覚 教 材 に は 、 家 庭 訪 問 に 必 要 な 態 度 や 礼 節 ・ マ ナ ー ・ 療 養 者 ・

家 族 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 学 習 効 果 が あ っ た 。 し か し 、

ロ ー ル プ レ イ や 視 聴 覚 教 材 に は 具 体 的 に 療 養 者 の 生 活 の 場 や 療 養

者 の d l 行 動 の 臨 場 感 が な い た め に 、学 生 に「 生 活 」を 捉 え る の は

難 し い と さ れ て い る 。  

在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 で 必 要 な こ と は 、 療 養 者 が 「 生 活 を し

て い る 人 」 で あ る こ と を 学 ぶ こ と で あ る 。 そ の た め に は 、 生 活 と

は 何 か を 『 生 活 の 概 念 』 か ら 考 え 、 d l 行 動 が で き て い る の か 、 そ

の 行 動 が で き な い と 、何 故 に 困 る の か な ど を 能 動 的 に 考 え る に は 、

生 活 の 場 や 療 養 者 の イ メ ー ジ 作 り が 必 要 に な る 。 こ の イ メ ー ジ 作

り に は 、 実 際 に 家 庭 訪 問 し て い る よ う な 臨 場 感 あ る 映 像 を 映 し 出

す 機 器 と 、 療 養 者 の 生 活 を 捉 え る こ と が で き る 映 像 シ ナ リ オ を 併

用 す る 教 材 が 必 要 で あ り 、 バ ー チ ャ ル ･リ ア リ テ ィ (以 下 Ｖ Ｒ と 略

す )教 材 を 使 用 す る こ と が 適 し て い る と 考 え た 。  

 

２ ． 研 究 目 的  

在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 に お い て 看 護 の 対 象 で あ る 療 養 者 の 生

活 を 捉 え 、 具 体 的 に 生 活 者 を 支 援 す る こ と を イ メ ー ジ で き る よ う
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な 、 Ｖ Ｒ 教 材 を 開 発 し た 。 研 究 は 3 段 階 で 行 っ た 。  

 

３ .第 １ 研 究  

1） 目 的 :Ｖ Ｒ 教 材 の シ ナ リ オ 作 成 の 資 料 と す る た め に ､① 看 護 学 生

の 同 行 訪 問 時 の 在 宅 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 程 度 ､② 学 生 が イ

メ ー ジ で き て い な い 療 養 者 の d l 行 動 を 明 ら か に し た ｡③ 更 に ､療

養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ 想 起 に 影 響 す る 学 生 の 生 活 体 験 を 明 ら か

に し た 。  

 

2）方 法 :東 海 地 方 の 看 護 系 大 学 2 校 の 在 宅 看 護 論 実 習 前 3 年 生 お よ

び 東 海 地 域 で 在 宅 看 護 論 実 習 を 受 け て い る 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ

ン 施 設 か ら 実 習 指 導 歴 1 年 以 上 経 験 の あ る 訪 問 看 護 師 と し た 。 自

己 記 入 式 ア ン ケ ー ト 調 査 内 容 は 、学 生 は 性 別 と 学 生 の 生 活 体 験 1 4

項 目 、 同 行 訪 問 時 の イ メ ー ジ は 学 生 自 身 1 2 項 目 、 d l 行 動 イ メ ー

ジ 3 4 項 目 を リ ッ カ ー ト ス ケ ー ル ( 4 件 法 )で 求 め た 。臨 地 指 導 者 で

あ る 訪 問 看 護 師 （ 実 習 指 導 者 と 略 す ） か ら は 、 経 験 ・ 指 導 経 験 年

数 、在 宅 看 護 論 実 習 中 に 問 題 だ と 思 わ れ る 行 動 に 関 す る 3 5 項 目 、

学 生 が 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ が で き て い な い こ と 思 わ れ る 3 4

項 目 （ 学 生 の 項 目 と 同 じ ） を ｢あ る ｣｢な し ｣の ２ 択 で 求 め た 。 調 査

期 間 は 2 0 2 0 年 1 月 か ら 3 月 ｡分 析 方 法 は 、学 生 が 抱 く 療 養 者 の d l

行 動 イ メ ー ジ 項 目 を 4 択 回 答 と し ｢な し ｣ 0 点 ､｢少 し は あ る ｣ 1 点 ､

｢あ る ｣ 2 点 、 ｢大 変 あ る ｣ 3 点 と し 記 述 統 計 し た ｡更 に 、 療 養 者 の d l

行 動 イ メ ー ジ に 生 活 体 験 が 影 響 し て い る か を 解 析 す る 目 的 で ､生

活 体 験 ､療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ 項 目 を 因 子 分 析 し た 後 に 重 回 帰

分 析 を 行 っ た ｡ 統 計 解 析 の た め に ､ S P S S  v e r 2 6 . 0  f o r  

W i n d o w s ( I B M )を 用 い た 。  

 

3） 結 果 :学 生 1 9 6 名 に 調 査 を 行 い ､回 収 は 1 0 8 名 (回 収 率 5 5 % ) ､有 効

回 答 1 0 5 名（ 有 効 回 答 率 9 7％ ）で あ っ た 。実 習 指 導 者 1 1 0 名 に 配

布 し ､回 収 は 4 9 名（ 回 収 率 4 5 %）有 効 回 答 4 6 名（ 有 効 回 答 率 9 3 %）

で あ っ た ｡ 学 生 は ､ 女 性 8 1 名 ( 7 7 . 1 % ) ､ 実 習 指 導 者 の 経 験 年 数

8. 6±5. 4 3 ､臨 地 指 導 者 年 数 5. 1 7±3 . 7 0 で あ っ た ｡学 生 の 生 活 体 験

で あ る 生 活 経 験 の 8 項 目 中 6 項 目 が 9 0％ 以 上 経 験 し て い た 。経 験

が 乏 し か っ た の は 、 自 宅 の お 風 呂 ・ ト イ レ 掃 除 で あ っ た 。 人 と の

関 わ り 体 験 が 豊 か で あ っ た 項 目 は 、 ア ル バ イ ト 、 見 知 ら ぬ 高 齢 者

と の 会 話 で あ り 、 乏 し い 項 目 は ､子 供 ･病 人 の 世 話 ､ボ ラ ン テ ィ ア

活 動 ・ 地 域 交 流 で あ っ た 。 学 生 の 同 行 訪 問 時 の イ メ ー ジ の 想 起 が

困 難 な 項 目 は 、 療 養 者 の I A D L 行 動 の 家 計 管 理 、 家 政 、 食 事 の 支

度 と A D L 行 動 の 浴 槽 の 出 入 り 、整 髪 、階 段 昇 降 で あ っ た 。学 生 の

生 活 体 験 因 子 の 「 他 者 と の 交 流 体 験 」 が 同 行 訪 問 時 の 「 療 養 者 ・

家 族 と の コ ミ ュ ケ ー シ ョ ン 行 動 」「 家 庭 訪 問 開 始 時 行 動 」「 生 活 の
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自 立 に 向 け た 経 験 」「 生 活 を 営 む た め の 行 動 」「 保 清 行 動 」「 排 泄 行

動 」「 移 動 行 動 」イ メ ー ジ 因 子 に 影 響 し て い た 。実 習 指 導 者 が 、在

宅 看 護 論 実 習 中 に 問 題 だ と 思 わ れ る 行 動 は 、 療 養 者 と の 位 置 関 係 、

言 葉 が け を す る 場 合 の 目 線 の 高 さ に 気 配 り が で き な い こ と で あ

っ た 。実 習 指 導 者 が 思 う 、学 生 に イ メ ー ジ で き な い 療 養 者 の d l 活

行 動 は 、 戸 締 り 、 留 守 番 、 火 や 水 の 管 理 、 年 金 、 貯 金 の 管 理 な ど

の I A D L 行 動 で あ っ た 。  

 

4）考 察 ： 学 生 は 病 院 の 患 者 イ メ ー ジ の 枠 か ら 逸 脱 す る こ と な く ､在

宅 で 暮 ら し て い る 療 養 者 も 同 じ 身 体 状 態 ・ 環 境 と と ら え て い る こ

と が 推 測 さ れ る ｡イ メ ー ジ が で き な い d l 行 動 は ､お 金 の 管 理 ・ 洗

濯 ･調 理 な ど 病 院 や 施 設 で は 患 者 が 直 接 行 わ な い 行 動 で あ る た め

イ メ ー ジ が で き な か っ た と 考 え る ｡療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ に 、

人 と の 関 わ り 体 験 と I A D L 行 動 イ メ ー ジ が 関 係 し て い た 。 こ の 人

と の 関 わ り 体 験 の 因 子 に 「 他 人 の 家 へ の 訪 問 」 が 示 さ れ た 。 こ の

因 子 が 学 生 の イ メ ー ジ 想 起 す る の が 苦 手 な I A D L 行 動 に 影 響 し て

い る こ と は 、 Ｖ Ｒ 教 材 で 他 人 の 家 へ の 訪 問 体 験 す る こ と で 学 習 効

果 が 得 ら れ る 可 能 性 が 示 さ れ た 。  

 

4 .第 2 研 究  

 1）目 的：学 生 が 同 行 訪 問 時 に イ メ ー ジ で き な い 自 分 自 身 の 行 動 、

療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ や 、実 習 指 導 者 が 思 う 在 宅 看 護 論 実 習

中 の 問 題 と 思 わ れ る 行 動 、学 生 が で き て い な い 療 養 者 の d l 行 動

イ メ ー ジ の 項 目 を 入 れ て シ ナ リ オ と 画 像 を 作 成 し 開 発 し た 。  

2） 結 果 ： 学 生 ・ 実 習 指 導 者 が 療 養 者 の d l 行 動 が で き な い と 思 わ

れ る 項 目 と 学 生 の 生 活 体 験 に 影 響 し て い る 1 2 項 目 を 抽 出 し た 。

項 目 の 抽 出 に は 本 研 究 者 の こ れ ま で の 実 務 経 験 お よ び 在 宅 看 護

論 教 員 と し て の 経 験 を も と に 、担 当 指 導 教 官 と 相 談 し て d l 行 動

が 具 体 的 に 想 像 で き る 生 活 の 場 を 取 り 入 れ た 。 他 人 の 家 へ の 訪

問 体 験 が 乏 し い 学 生 の た め に 、 住 ん で い る 人 の 価 値 観 、 趣 味 、

生 活 様 式 を 感 じ ら れ る よ う に 、 療 養 者 の 部 屋 の み で な く 、 い ろ

ん な 部 屋 を 見 て 歩 く （ 応 接 間 、 座 敷 、 仏 間 ） 設 定 と し た 。 作 成

し た シ ナ リ オ で 映 像 撮 影 を し 、 研 究 に は 関 係 な い ５ 名 に 試 行 し

意 見 を 得 た 。 担 当 教 員 と 相 談 し て 画 像 編 集 を 行 い 、 Ｖ Ｒ 教 材 を

開 発 し た 。  

 

5 .第 3 研 究  

1） 目 的 :第 2 研 究 で 開 発 し た Ｖ Ｒ 教 材 試 行 を 行 い 、 Ｖ Ｒ 教 材 試 行

前 後 に お い て 療 養 者 の d l 行 動 の イ メ ー ジ 程 度 の 変 化 を 明 ら か

に し た 。 更 に 、 Ｖ Ｒ 教 材 と し て 活 用 が で き る か 検 証 し た 。  
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2） 研 究 方 法 :東 海 3 県 の 看 護 系 大 学 で 2 校 依 頼 し ､同 意 が 得 ら れ

た 1 校 で 実 施 し た ｡学 生 3 年 生 9 0 名 対 象 に 同 意 が 得 ら れ た 2 1

名 に Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た ｡ 1 1 日 後 に 2 0 名 の

学 生 Ｖ Ｒ 試 行 （ 7 分 間 ） と ア ン ケ ー ト を 実 施 し た ｡実 習 指 導 者 6

名 と 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 3 名 に Ｖ Ｒ 試 行 し 、 教 材 と し て の 活 用

調 査 を 行 っ た ｡研 究 期 間 は 2 0 2 1 年 7 月 ～ 2 0 2 1 年 1 0 月 ｡Ｖ Ｒ 試 行

前 後 の 調 査 内 容 は 、 第 1 研 究 結 果 か ら ､安 全 ･お 金 の 管 理 ､食 事

支 度 ､洗 濯 ､掃 除 ､内 服 ､療 養 者 の d l 行 動 に 関 連 し て い る 玄 関 ･ト

イ レ ･風 呂 場 ･移 動 の 2 6 項 目 。 教 材 と し て の 活 用 に 関 す る 調 査

の 内 容 は ､視 聴 覚 教 材 と し て Ｖ Ｒ 教 材 の 期 待 感 ､Ｖ Ｒ 教 材 と し て

の 活 用 ､他 の 教 材 と の 違 い ､Ｖ Ｒ 教 材 の メ ッ リ ト ･デ メ リ ッ ト ､Ｖ

Ｒ 機 器 の 効 果 、 操 作 の 仕 方 、 看 護 援 助 が 考 え ら れ る か 、 Ｖ Ｒ は

視 覚 を 補 う 教 材 か な ど 1 0 項 目 を 質 問 し た 。分 析 方 法 は 、療 養 者

の d l 行 動 イ メ ー ジ 程 度 を 1 0 点 満 点 で 0 点 ｢全 く で き な い ｣ 1 0 点

｢ 十 分 で き る ｣ と し 記 述 統 計 し た ｡ Ｖ Ｒ 試 行 前 後 の 変 化 は 、

W i l c o x o n の 符 号 付 順 位 検 定 で 行 っ た 。  

 

3）結 果 ：Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 の ア ン ケ ー ト 調 査 に は 9 0 名 に 配 布 し 2 1

名 の 回 収 (回 収 率 2 3％ )有 効 回 答 2 0 名 (有 効 回 答 率 9 5％ )で あ っ

た 。 Ｖ Ｒ 教 材 試 行 は 2 0 名 の 参 加 が あ り ア ン ケ ー ト 調 査 の 有 効

回 答 1 7 名 (有 効 回 答 率 8 5％ )で あ っ た ｡Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 の 変 化

は 、1 9 項 目 の d l 行 動 が 向 上 し 有 意 に 差 を 認 め た（ p = . 0 5）の は 、

「 買 い 物 を し て 支 払 い が で き る 」( p = . 0 0 2 )、「 お 風 呂 場 で 介 助 な

し で 脱 衣 が で き る 」 ( p = . 0 0 4 )、「 献 立 を 考 え る こ と が で き る 」

( p = . 0 0 4 )、「 乗 り 物 を 使 っ て 買 い 物 が で き る 」 ( p = . 0 0 5 )、「 手 す

り を 使 っ て 浴 槽 の 出 入 り が で き る 」( p = . 0 1 0 )、「 自 分 で 体 を 洗 う

こ と が で き る 」( p = . 0 1 6 )、「 調 理 が で き 食 材 の 後 片 付 け が で き る 」

( p = . 0 1 7 )、「 寝 具 の 整 理 整 頓 が で き る 」 ( p = . 0 1 9 )、「 配 膳 が で き

食 器 な ど の 後 片 付 け が で き る 」( p = . 0 4 0 )、「 玄 関 で 靴 が 脱 げ て 靴

が 履 け る 」（ ｐ = . 0 4 6）、「 階 段 昇 降 す る こ と が で き る 」 ( p = . 0 4 7 )

の 1 1 項 目 で あ っ た 。教 材 と し て の 活 用 に 関 す る 調 査 は 、学 生 ・

実 習 指 導 者 ・ 在 宅 看 護 担 当 教 員 と も に 臨 場 感 が あ る が 高 く 、 操

作 方 法 が わ か ら な い が 低 か っ た 。  

 

4） 考 察 ： Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 の 変 化 は 、 1 9 項 目 の d l 行 動 が 向 上 し

て お り 学 習 効 果 に 変 化 が み ら れ た 。 こ の こ と は 、 第 1 研 究 結 果

を 基 に 意 図 的 に d l 行 動 項 目 を 取 り 入 れ た こ と 、学 生 の 生 活 体 験

の 乏 し さ を 補 う た め に 、「 他 人 の 家 へ の 訪 問 」バ ー チ ャ ル 体 験 を

行 っ た 効 果 で あ る 。 こ の 教 材 は 在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 で の 教

材 と し て 可 能 で あ る と 考 え る 。 更 に 、 学 生 か ら 「 療 養 者 の 生 活

の 支 援 を す る の に 何 が 足 ら な い の か 」 と い う 気 づ き の 言 葉 が 出
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て き た こ と は 、 Ｖ Ｒ 試 行 に よ り 療 養 者 の 生 活 を 捉 え る こ と が で

き た と 考 え た 。 し か し 、 5 名 の 学 生 が 試 行 前 よ り 試 行 後 の イ メ

ー ジ が 下 が っ て い た こ と は 、 事 前 に 事 例 の 説 明 で だ け で な く 、

試 行 の 目 的 は 何 か 、 何 を 見 な け れ ば い け な い の か と い う 準 備 の

時 間 必 要 で あ る こ と や 、 試 行 後 に は 何 を 学 ん だ か 、 何 が 身 に つ

い た か を 学 習 者 に 振 り 返 ら せ て 学 生 自 身 が 気 付 く フ ォ ロ ー が 大

切 で あ る と 考 え る 。 ま た 、 試 行 者 ５ 名 （ 1 7％ ） は Ｖ Ｒ 酔 い の 出

現 が あ っ た 。 こ の 教 材 を 用 い て 学 習 す る に あ た り 、 Ｖ Ｒ 酔 い を

考 慮 す る こ と が 今 後 の 課 題 と な っ た 。  

 

6 .倫 理 上 の 配 慮  

第 1 研 究 は 、 対 象 者 の 研 究 施 設 承 諾 を 得 て 実 施 し た 。 研 究 同 意

は ア ン ケ ー ト 回 収 を も っ て 得 た 。第 3 研 究 は 、対 象 者 に 研 究 概 要 、

研 究 目 的 を 文 章 と 口 頭 で 説 明 し 同 意 を 得 た 。 Ｖ Ｒ に よ る 健 康 障 害

が あ る こ と を 伝 え 実 施 し た 。 (人 間 環 境 大 学 研 究 実 施 許 可 通 知

書 : 2 0 1 9Ν - 0 1 4、 2 0 2 0 N - 0 0 1 )  

 

7 .研 究 の 新 規 性 ・ 独 創 性 ・ 学 術 的 価 値 ・ 社 会 的 価 値  

 開 発 し た Ｖ Ｒ 教 材 は 、 学 生 ・ 臨 床 指 導 者 の 調 査 に 基 づ き 療 養 者 の

生 活 環 境 ・ d l 行 動 を 意 識 し 作 成 し た 映 像 シ ナ リ オ か ら 、動 画 を 作 成

し Ｖ Ｒ の 機 器 を 使 用 し た も の で あ り 、 生 活 を 継 続 さ せ る た め に 必 要

な 看 護 提 供 を 考 え る 力 を 育 成 す る 体 験 学 習 ト レ ー ニ ン グ 教 材 で あ る

の は 、 独 創 性 か つ 新 規 性 で あ る 。 こ の 教 材 は 、 在 宅 療 養 者 の 生 活 イ

メ ー ジ を 育 成 す る 目 的 で 使 用 さ れ る が 、 看 護 教 育 に 限 ら ず 他 の 教 育

現 場 で も 活 用 が で き る こ と や 、 在 宅 医 療 に か か わ る 医 師 ・ 薬 剤 師 ・

リ ハ ビ リ セ ラ ピ ス ト ・ 管 理 栄 養 士 な ど の 多 職 種 の 学 生 の 演 習 時 に 利

用 が で き る こ と は 、 学 術 価 値 ・ 社 会 的 価 値 が あ る と い え る 。  

 

8 .結 論  

 在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 に お い て 看 護 の 対 象 で あ る 療 養 者 の 生

活 を 捉 え 、 具 体 的 に 生 活 者 を 支 援 す る こ と を イ メ ー ジ で き る Ｖ Ｒ 教

材 を 開 発 す る こ と を 目 的 に 研 究 を 行 っ た 。 開 発 し た Ｖ Ｒ 教 材 の 学 習

効 果 と し て は 、 Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 の ア ン ケ ー ト 調 査 項 目 2 6 項 目 中

1 9 項 目 の イ メ ー ジ は 向 上 し 、試 行 前 後 の 有 意 な 差 を 認 め た 項 目 は 1 1

項 目 で あ っ た 。 学 生 か ら は 、 療 養 者 の こ と を よ く 理 解 す る こ と が で

き た 。 訪 問 看 護 師 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 か ら は 、 環 境 を 理 解 す る に

は 解 り 易 い 、 Ｖ Ｒ を 使 用 す る こ と で 演 習 場 面 に 必 要 な 看 護 援 助 を 考

え る こ と が で き る 機 会 と な る と い う 意 見 を 得 る こ と が で き た 。 開 発

し た Ｖ Ｒ 教 材 は 、 在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 で の 教 材 と し て 使 用 可 能

で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
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 序 章  

Ⅰ .研 究 背 景  

  わ が 国 は 、 少 子 超 高 齢 社 会 の 進 展 に よ り 人 口 構 造 ・ 家 族 形 態 は

変 化 し 、 人 々 の 価 値 観 も 多 様 化 し た 。 こ の 時 代 に お い て 、 保 健 ・

医 療 ・ 福 祉 に 関 連 す る 制 度 も 変 革 を 重 ね 、 医 療 は 病 院 完 結 型 か ら

在 宅 ・ 地 域 完 結 型 へ と 移 行 し て い る 。  

更 に ､生 活 習 慣 病 を 中 心 と す る 疾 病 構 造 の 変 化 や 健 康 の 概 念 が

病 気 で な い と い う 状 態 か ら 、「 生 活 の 質 」の 高 い 状 態 へ と 意 味 内 容

が 置 き 換 え ら れ た こ と に よ り 、 ケ ア 実 践 も 変 容 し 始 め て い る 。 看

護 の 対 象 と な る の は 生 活 者 で あ る 人 々 で あ り 、 そ の 内 容 と 方 法 を

決 め る の も こ の 人 々 の 価 値 判 断 に 基 づ い て な さ れ る 。 ケ ア が 人 々

の 地 域 社 会 に お け る 生 活 に 深 く 根 ざ す も の と な れ ば 、 ケ ア の た め

の 専 門 的 知 識 を 発 揮 す る に は 、 人 々 の 具 体 的 な 生 活 の あ り 方 を 学

ぶ こ と が 必 要 に な る（ 浦 野 ，2 0 2 0）。そ の 教 育 の 一 部 を 担 う の は 在

宅 看 護 論 で あ る 。  

  在 宅 看 護 論 は 、 地 域 で 生 活 し な が ら 療 養 す る 人 々 と そ の 家 族 を

理 解 し 、 在 宅 で の 看 護 実 践 を 学 ぶ こ と で あ る 。 在 宅 看 護 論 は 、 平

成 8（ 1 9 9 6）年 の 看 護 基 礎 教 育 カ リ キ ュ ラ ム 改 正 に よ っ て（ 第 3 次

改 正 ） 新 設 さ れ た 。 平 成 2 1（ 2 0 0 9） 年 か ら は 統 合 分 野 に 位 置 づ け

ら れ 終 末 期 看 護 を 理 解 す る こ と 、 多 職 種 と 協 働 す る 中 で 看 護 の 役

割 を 理 解 す る こ と が 加 え ら れ た （ 第 4 次 改 正 ）。 令 和 4（ 2 0 2 2） 年

看 護 基 礎 教 育 指 定 規 則 改 正（ 第 5 次 ）で は ､在 宅 看 護 論 は 統 合 分 野

か ら 基 礎 看 護 学 に 続 く 分 野 へ 移 動 ､｢地 域 ･在 宅 看 護 論 ｣へ 名 称 変 更 ､

看 護 の 対 象 を ｢療 養 す る 人 々 ｣か ら ｢生 活 す る 人 々 ｣へ 転 換 す る と い

う 看 護 基 礎 教 育 の 大 き な 改 革 が 始 ま る (厚 生 労 働 省 , 2 0 1 9 ) ｡尚 、 本

論 文 に お い て は 、「 地 域 ・ 在 宅 看 護 論 」 を 在 宅 看 護 と し て 述 べ る 。 

在 宅 看 護 論 に つ い て 、 山 田 （ 2 0 2 0） は 『 す べ て の 人 は 病 気 や 障

害 や 加 齢 に よ っ て 暮 ら し に く さ を 感 じ た と し て も 、 そ れ が 自 宅 で

暮 ら す こ と が で き な い こ と を 意 味 す る も の で は な く 、 暮 ら し に く

さ を 感 じ て い る 人 が 、 自 分 の 暮 ら し を 取 り 戻 せ る よ う に 支 援 す る

の が 看 護 実 践 で あ り 、そ の 知 識 を 学 ぶ こ と で あ る 。』と 述 べ て い る 。

す な わ ち 、在 宅 看 護 論 で は 、対 象 者 の 価 値 観 や 生 活 環 境 を つ か み 、

今 後 の 持 続 可 能 で 最 適 な 環 境 へ と 調 整 を 図 る こ と で 対 象 者 の 自 立

支 援 を す る こ と で あ る 。 そ の た め に は 、 療 養 者 の 生 活 や そ の 場 を

熟 知 す る こ と と 、 そ の 対 象 を 取 り 巻 く 環 境 や シ ス テ ム ､人 的 ･物 的

資 源 の 活 用 を 学 習 す る こ と が 必 要 で あ る 。こ れ ま で 、看 護 学 生（ 以

後 学 生 と 略 す ） は 病 院 に お け る 看 護 を 学 ん だ 後 に 、 そ の 応 用 と し

て 在 宅 に お け る 看 護 を 学 習 し て き た こ と に よ り 、 病 院 と の 違 い で

在 宅 に お け る 看 護 を と ら え て き て い る が 、 今 回 の カ リ キ ュ ラ ム 改
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正 で は そ う し た と ら え 方 で な く 、「 地 域 で 暮 ら す 人 々 の 看 護 は 、看

護 の 土 台 と も い え る も の で あ る 」と 認 識 し て ほ し い と 池 西（ 2 0 2 0）

は 述 べ て い る 。 在 宅 看 護 論 の 教 育 は 、 対 象 が 生 活 者 と い う 視 点 と

地 域 包 括 シ ス テ ム に お け る 自 助 ・ 互 助 の 視 点 で 生 活 （ 暮 ら し ） の

中 か ら 看 護 問 題 を 捉 え る こ と や 自 立 を 支 え る 看 護 を 考 え る 能 力 の

育 成 で あ る と 考 え る 。  

看 護 の 基 盤 は 、対 象 者 の 生 命 力 の 消 耗 を 最 小 に す る た め に ､環 境

を 整 え ､健 康 の 回 復 に 寄 与 す る こ と で あ る 。そ れ に 加 え 在 宅 看 護 は 、

地 域 で 生 活 す る 人 々 の 健 康 と 暮 ら し を 支 え る た め に『 生 活 の 概 念 』

の 知 識 が 必 要 に な る 。 生 活 概 念 は 、 生 命 活 動 が 基 と な り 、 生 活 が

で き る た め の A D L 行 動 (日 常 生 活 動 作 が で き る 身 体 機 能 )、生 活 を

継 続 ・ 向 上 さ せ る た め の I A D L 行 動 (認 知 機 能 ･コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 能 力 )、 自 立 し て 生 活 す る た め の 人 的 (介 護 者 ･支 援 者 ) ･物 的 (住

居 )環 境 か ら 生 活 が 成 り 立 っ て い る 。全 体 を 把 握 し 、療 養 者 の 生 活

習 慣 や 価 値 観 を 知 る こ と で 、療 養 者 の 生 活 を 捉 え る こ と が で き る 。

こ れ ら の 項 目 は 、 在 宅 で 暮 ら し て い る 療 養 者 や 家 族 だ け で な く 、

地 域 で 暮 ら し て い る 人 々 に 当 て は ま る こ と で あ る 。  

看 護 師 は 、 療 養 者 の 生 活 を ど の よ う に 捉 え る こ と が で き て い る

の で あ ろ う か 。 看 護 師 は 、 そ れ ぞ れ の 生 活 体 験 の 中 で 自 分 な り の

概 念 を 組 み 込 ん で い く こ と で 「 生 活 者 」 を 理 解 す る こ と が 可 能 で

あ る （ 仁 科 ， 2 0 1 9） と さ れ て い る 。 し か し 、 学 生 は 、 家 庭 訪 問 し

た 療 養 者 を 「 生 活 者 」 と し て 捉 え る こ と は 難 し い と さ れ て い る

（ 竹 口 ， 2 0 2 1）。 な ぜ な ら ば 、 学 生 は 、 生 活 体 験 が 乏 し く 、 自 身

生 活 者 で あ る に も か か わ ら ず 、 自 分 の 生 活 体 験 が 療 養 者 の 生 活 と

は 別 の も の で あ る よ う に 考 え て い る 。 例 え ば 、 右 片 麻 痺 の 女 性 の

療 養 者 が 「 家 族 の 世 話 に な ら ず に 洗 濯 が し た い 」 と 相 談 さ れ た 場

合 、 生 活 経 験 が 豊 か な 訪 問 看 護 師 な ら ば 、 洗 濯 機 の ふ た が 開 け ら

れ な い の か 、 ボ タ ン が 押 せ な い の か 、 洗 濯 槽 か ら 洗 濯 物 が 取 れ な

い の か 、 干 し 物 が で き な い の か な ど d l 行 動 に 沿 っ て 考 え 解 決 策

を 見 出 す が 、 学 生 は 、 療 養 者 の 生 活 の 中 で 「 何 か が 違 う こ と が 起

こ っ た 」 こ と に 対 し て も 、 日 常 の 生 活 に 関 連 さ せ て 考 え る こ と や

お か し い と 気 づ く こ と が で き な い の で あ る （ 安 ケ 平 ， 2 0 1 0）。 学

生 が 自 分 の 生 活 体 験 と 療 養 者 の d l 行 動 が つ な が ら な い の は 、 現

行 の 看 護 教 育 に お い て 、 療 養 環 境 や 医 療 施 設 の 整 っ た 場 所 に お け

る 看 護 に お け る 看 護 を 中 心 に 教 育 が 展 開 さ れ 、 在 宅 療 養 環 境 と

d l 行 動 を 関 連 さ せ て 看 護 実 践 す る こ と を 学 ぶ 機 会 は 少 な い （ 阿

川 ， 2 0 1 4） た め と 考 え る 。 そ れ ゆ え に 、 療 養 者 を 生 活 者 と し て 捉

え る た め の 教 授 方 法 が 求 め ら れ る よ う に な る 。 令 和 4（ 2 0 2 2） 年

か ら 施 行 さ れ る 新 カ リ キ ュ ラ ム に 向 け て ､学 生 が 「 生 活 者 」 を 捉

え る た め に 在 宅 看 護 論 で は ど の よ う に か か わ る か 、 現 在 の 在 宅 看

護 論 の 課 題 か ら 考 え て み る 。  
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一 つ 目 は 、 学 問 と し て 在 宅 看 護 学 が 承 認 さ れ て い な い こ と で あ

る 。 現 在 の 在 宅 看 護 は 、 自 宅 や そ れ に 準 じ た 環 境 で 療 養 生 活 を し

て い る 新 生 児 か ら 高 齢 者 ま で を 対 象 に 、 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の あ ら

ゆ る 面 か ら 生 活 の 質 を 高 め る た め 、 本 人 お よ び 家 族 に 対 し 看 護 を

提 供 し て い る （ 臺 , 2 0 1 8）。 し か も 、 身 体 や 精 神 に 障 害 が あ る 人 々

も 対 象 で あ り 、 慢 性 期 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 期 、 終 末 期 と い う 病

期 の み な ら ず 、 当 事 者 が 亡 く な っ た 後 に 家 族 に 対 し て グ リ ー フ ケ

ア を 含 め 看 護 に 関 す る 学 習 を 統 合 す る 領 域 と い え る 。  

  在 宅 看 護 論 は 、 成 人 看 護 学 、 老 年 看 護 学 な ど の 各 領 域 に お け る

実 践 的 な 位 置 づ け で あ り 、 学 問 体 系 は そ れ ら に 依 拠 す る も の で あ

る と い う 考 え に 基 づ き 「 論 」 と し た 経 緯 が あ る （ 池 西 , 2 0 2 0）。 新

設 よ り 2 0 年 以 上 経 過 し て い る が 、第 7 回 看 護 基 礎 教 育 検 討 会（ 2 0 1 9）

で 学 術 体 系 が 不 十 分 と 判 断 さ れ 学 問 と し て 「 在 宅 看 護 学 」 が 承 認

さ れ な か っ た 。  

吾 郷 （ 2 0 1 1） は 、 学 問 と し て 承 認 さ れ る に は 、 在 宅 看 護 の 理 論

と 方 法 論 を 教 員 ・ 学 生 が と も に 理 解 し 、 技 術 を 習 得 で き る よ う 学

習 内 容 の マ ト リ ク ス を 作 成 す る 必 要 で あ る と 述 べ て い る 。 学 問 に

必 要 な も の は 、 用 語 の 定 義 、 対 象 論 、 介 入 方 法 論 、 制 度 ・ 政 策 論

の 4 つ で あ る と さ れ て い る 。 吉 田 （ 2 0 2 0） が 行 っ た 在 宅 看 護 論 教

科 書 分 析 研 究 か ら も 用 語 の 説 明 、 医 療 の 変 化 に 伴 う 新 た な 見 地 や

ガ イ ド ラ イ ン 、 倫 理 的 な 課 題 に つ い て 反 映 さ れ て い な い と 示 唆 し

て い る 。 ま た 、 鍋 島 （ 2 0 1 8） は 新 卒 採 用 を 希 望 す る 訪 問 看 護 師 が

3 8 . 9 %で あ る の に 、肯 定 的 な 教 員 が 2 1 . 9 %と 少 な く 、在 宅 看 護 現 場

の ニ ー ズ に 教 育 機 関 側 が 十 分 に 応 え る 体 制 が 取 れ て い な い こ と を

指 摘 し て い る 。  

萱 間 、 山 田 、 村 嶋 （ 2 0 1 5） は 、 在 宅 看 護 が 「 学 」 に な る た め に

は 看 護 実 践 を 新 し く 体 系 化 す る こ と で 、 在 宅 で 行 わ れ て い る 看 護

が 何 を 行 っ て い る か 、 何 を 意 図 と し て い る の か 、 そ れ を 受 け る に

は ど う し た ら よ い の か を 、 在 宅 看 護 を 知 ら な い 人 に 伝 え る 手 段 が

「 学 」 に な る と 述 べ て い る 。  

二 つ 目 は 、 一 つ 目 と も 関 連 す る が 、 在 宅 看 護 論 が 新 設 さ れ 年 月

が 経 過 し て い る に も か か わ ら ず 実 習 モ デ ル が 確 立 さ れ て い な い こ

と で あ る 。日 本 在 宅 看 護 学 会 理 事 の 川 村（ 2 0 1 7）は 、「 在 宅 看 護 論

の 学 問 的 確 立 は 不 可 欠 で あ り 、 学 問 と し て の 在 宅 看 護 学 を 早 急 に

確 立 す る に は よ り 良 い 実 習 が 必 要 で あ る 」 と 述 べ て い る 。  

在 宅 看 護 論 実 習 は 、 主 に 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン で 行 わ れ 、 療 養

者 宅 に 訪 問 看 護 師 と 同 行 訪 問 す る 。 実 習 は 、 在 宅 療 養 者 の あ り の

ま ま の 生 活 の 様 子 を 知 り 、 看 護 師 を 含 む 多 く の 専 門 職 が 連 携 し 療

養 者 と 家 族 の 在 宅 生 活 を 支 え て い る こ と を 学 ぶ も の で あ る 。  

在 宅 看 護 論 実 習 は 、 病 院 実 習 で は 感 じ る こ と が で き な い 在 宅 看

護 の 魅 力 を 学 べ る 一 方 で 多 く の 課 題 を 抱 え て い る 。  
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体 制 と し て は 、 病 院 実 習 と 比 べ て 、 療 養 者 の も と で 実 習 す る 時

間 が 限 ら れ て い る こ と 、 教 員 は 同 行 訪 問 す る こ と が で き ず そ の 場

で 指 導 す る こ と が で き な い こ と 、 実 習 は 見 学 が 主 体 で 看 護 技 術 を

向 上 さ せ る 機 会 が 少 な い こ と で あ る 。  

学 生 側 の 問 題 と し て は 、 実 習 場 所 の 環 境 の 違 い に よ る 戸 惑 い が

あ る こ と 、 看 護 の 主 体 は 療 養 者 ・ 家 族 で あ る が 医 療 モ デ ル と し て

捉 え て い る こ と で 、 生 活 の 中 に 看 護 が あ り 支 援 す る 生 活 モ デ ル と

し て と ら え る こ と が 困 難 で あ る こ と で あ る 。 学 生 に と っ て 、 実 習

は 今 ま で 経 験 し た こ と が な い 様 々 な 在 宅 の 環 境 や 対 象 者 に 接 す る

こ と に な り 、 初 め て 他 者 の 家 に 入 り 、 療 養 者 や 家 族 を 通 し て 受 け

る 刺 激 は 、 学 生 に と っ て 新 鮮 で あ る と 同 時 に 衝 撃 的 で 、 対 応 に 戸

惑 う 点 で も あ る 。 例 え ば 、 長 期 間 病 棟 実 習 で 入 院 し て い る 患 者 の

生 活 に な れ 、 医 療 を 受 け る こ と を 主 た る 目 的 と し て 、 生 活 リ ズ ム

も 活 動 も 医 療 側 に 従 う と い う 医 療 モ デ ル か ら 抜 け 出 せ ず 、 療 養 者

は ど ん な 気 持 ち で 生 活 し て い る の か 、 ど ん な 生 活 を し て き た の か

と い っ た 生 活 モ デ ル と し て 考 え ら れ な い 。 そ の た め に 、 訪 問 看 護

師 と 同 行 訪 問 し て も 何 を 行 え ば よ い の か わ か ら ず に 、 指 導 者 か ら

は 、「 全 然 や る 気 が な い 」「 ボ ー ッ と 立 っ て い る だ け 」 と 指 摘 さ れ

て し ま う こ と も 多 い 。 原 口 （ 2 0 1 7） は 、 学 生 は 今 ま で に 経 験 し た

こ と な い 在 宅 看 護 論 実 習 に 不 安 を 抱 く と 述 べ て い る 。 そ れ は 、 在

宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 に お い て 、在 宅 看 護 論 実 習 で 何 を 学 ぶ の か 、

療 養 者 が 在 宅 で は ど ん な 環 境 下 に 住 ん で い て 、 生 活 を 維 持 し て い

く た め に ど ん な 行 動 を と っ て い る の か 、 具 体 的 に 示 す こ と は 難 し

く 、 学 生 は 在 宅 で 暮 ら す 療 養 者 の 生 活 を イ メ ー ジ す る こ と は 困 難

で あ る と 考 え る 。  

三 つ 目 は 、 在 宅 看 護 論 を 学 ぶ 学 生 の 育 っ た 世 代 は ､少 子 高 齢 化 ､

核 家 族 化 ､同 世 代 の 子 供 と の 集 団 遊 び の 減 少 ､地 域 社 会 と の 隔 離 な

ど と い っ た 社 会 の 変 化 に よ り 、 積 極 的 に 求 め な け れ ば 直 接 的 な 人

と の 触 れ 合 い が 得 ら れ な く な っ て い る 。 玉 木 （ 2 0 1 7） は 学 生 の 特

徴 を ､主 体 性 ､積 極 性 の 低 下 ､他 人 の 生 活 に 興 味 を 示 す こ と が で き

な い と 述 べ て い る ｡ま た 、多 く の 学 生 は 人 生 経 験 が 乏 し く 、生 活 体

験 が 浅 い た め に 「 生 活 の 視 点 」 で 対 象 者 を 捉 え る こ と が 困 難 で あ

る こ と や 、 世 代 間 ・ 地 域 交 流 が な い 学 生 は 、 対 象 者 で あ る 高 齢 者

の 生 活 し て い る 文 化 ・ 環 境 や 価 値 観 が 大 き く 異 な る こ と で 、 疾 患

や 障 害 が あ る 高 齢 者 が 、 在 宅 で ど の よ う に 生 活 し て い る か を 想 像

す る こ と は 困 難 で あ る 。  

  以 上 の こ と よ り 、 学 生 は 、 病 院 実 習 と は 違 い 、 教 員 不 在 の も と

訪 問 看 護 師 と 一 緒 に 他 者 の 家 へ 訪 問 す る 実 習 に 対 し て イ メ ー ジ を

持 つ こ と は 難 し い 。 そ の た め 、 教 員 は 在 宅 看 護 論 実 習 前 の 準 備 が

大 切 で あ り 、 在 宅 看 護 論 実 習 前 に 在 宅 で 行 わ れ て い る 看 護 や 療 養

者・家 族 の 生 活 を 理 解 で き る よ う な 教 育 方 法 が 重 要 な 鍵 と い え る 。
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特 に 、 生 活 経 験 が 乏 し い 学 生 が 、 在 宅 で 暮 ら し て い る 療 養 者 の 生

活 を イ メ ー ジ で き る こ と は 重 要 で あ る 。  

学 生 が 生 活 を イ メ ー ジ す る こ と で 、 療 養 者 が 生 活 を 継 続 さ せ る

た め に は 、 何 が 不 足 し て い る か 、 今 後 起 き う る 病 状 変 化 が 何 な の

か 、 そ れ を 補 う た め に 看 護 提 供 は ど う あ る べ き か と 考 え 理 解 す る

こ と が で き る 。 在 宅 看 護 論 実 習 前 の 事 前 準 備 授 業 の 演 習 に は 、 意

図 的 な 教 育 場 面 を 設 定 し 、学 生 の 生 活 体 験 の 未 熟 な 部 分 を 補 強 し 、

在 宅 で 行 わ れ て い る 看 護 を 理 解 す る た め に 療 養 者 の 生 活 の イ メ ー

ジ 形 成 さ せ る 教 育 方 法 の 工 夫 が 必 要 で あ る 。  

先 行 研 究 に お い て 、 在 宅 看 護 の 対 象 者 を 生 活 者 と 捉 え る た め に

在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 の 演 習 に お い て 様 々 な 視 点 か ら 取 り 組 が

さ れ て い た 。視 聴 覚 教 材（ 鈴 木 ， 2 0 1 6、阿 川 ， 2 0 1 4）、ロ ー ル プ レ

イ （ 及 川 ， 2 0 1 9、 山 崎 ， 2 0 1 8、 内 藤 ， 2 0 1 6） な ど は 、 訪 問 看 護 に

必 要 な 態 度 や 礼 節 ・ マ ナ ー ・ 療 養 者 ・ 家 族 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 能 力 な ど で 学 習 効 果 を 上 げ て い た 。 し か し 、 視 聴 覚 教 材 の D V D

は 、 研 究 者 の 見 せ た い と こ ろ を 映 し 出 さ れ た も の で 学 生 に と っ て

は 受 動 的 で 印 象 に 残 ら な い も の で あ る と 鈴 木 （ 2 0 1 6） は 述 べ て い

る 。 そ し て 、 ロ ー ル プ レ イ に お い て は 、 生 活 感 や 家 庭 に 入 り 込 む

緊 張 感 な ど の 臨 場 感 が な く 具 体 的 に 療 養 者 の d l 行 動 や 生 活 の 場 、

訪 問 看 護 師 と の 同 行 訪 問 を イ メ ー ジ す る こ と は 難 し い （ 吾 郷

ら , 2 0 1 1）。  

在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 に お い て は 、 学 生 に 「 生 活 」 と は 何 か

と 興 味 を 持 た せ 、 主 体 的 に 学 ぶ こ と が で き る 教 育 方 法 が 必 要 で あ

る 。 学 修 者 の 能 動 的 な 学 修 へ の 参 加 を 取 り 入 れ た ア ク テ ィ ブ ラ ー

ニ ン グ が 適 し て い る と 考 え る 。 ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ は 、 教 育 の

質 を 充 実 さ せ る た め に 、 知 識 伝 達 型 の 一 方 的 な 講 義 だ け で な く 、

参 加 型 の 授 業 形 態 で あ る 。そ の 多 く は 発 見 学 習 、問 題 解 決 学 習（ 課

題 解 決 型 学 習 ）、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル 等 を 用 い た 体 験 型 学 習 、

調 査 学 習 、 グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 、 デ ィ ベ ー ト 、 グ ル ー プ ワ

ー ク 等 を 有 効 に 取 り 入 れ て い る 。 こ の よ う な 授 業 は ア ク テ ィ ブ ラ

ー ニ ン グ 型 授 業 と よ ば れ て い る （ 文 部 科 学 省  用 語 集 , 2 0 1 6）。  

学 生 の 能 動 性 を 軸 と す る ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ は 、 知 識 を 短 期

間 に 記 憶 す る の で は な く 、 長 期 に わ た っ て 活 用 で き る 能 力 や 知 識

の 獲 得 を 目 指 す も の で あ る 。 し か し 、 学 生 に 言 語 的 教 材 の み で イ

メ ー ジ を さ せ 理 解 を 促 す こ と に 限 界 が 生 じ て き て い る 。 デ ー ル

（ 1 9 6 1） は 経 験 の 円 錐 を 示 し 抽 象 と 具 像 を 結 ぶ こ と が 効 果 的 で あ

る と 述 べ て い る 。 つ ま り 、 テ キ ス ト な ど の 文 字 で 伝 え ら れ る 知 識

を 視 聴 覚 教 材 で 具 像 と 結 び つ け る こ と で 教 育 効 果 が あ る と 述 べ て

い る 。 そ こ で 、 ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ 教 育 に 加 え 、 効 果 的 に 学 習

を 理 解 し 促 進 さ せ る た め に 教 材 を I n f o r m a t i o n  a n d  

C o m m u n i c a t i o n  T e c h n o l o g y（ I C T）機 器 の 視 聴 教 材 と す る こ と が 有
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効 で な い か と 考 え た 。  

何 故 、 I C T 機 器 を 使 用 す る か は 、 学 生 は ミ レ ニ ア ム 時 代 と 呼 ば

れ る 。 育 成 期 に は 家 庭 に イ ン タ ー ネ ッ ト が 普 及 し 、 ウ ェ ブ ロ グ

（ w e b l o g .以 後  ブ ロ グ と 略 す ）、動 画 共 同 サ ー ビ ス 、シ ョ ー ト メ ッ

セ ー ジ サ ー ビ ス （ S h o r t  M e s s a g e  S e r v i c e .  S M S と 略 す ） に 触 れ て

い る 。 携 帯 ゲ ー ム 機 も 、 ス マ ホ ゲ ー ム 、 拡 張 現 実 （ A u g m e n t e d  

R e a l i t y .以 後 Ａ Ｒ と 略 す ）、仮 想 現 実（ V i r t u a l  R e a l i t y .以 後 Ｖ Ｒ

と 略 す ） な ど 多 様 化 し て お り 、 学 生 た ち は 一 日 の う ち に 多 く の 情

報 を 目 に し 、 マ ル チ タ ス ク を 行 う 傾 向 が あ る 。 学 生 に と っ て は 、

視 聴 教 材 の Ａ Ｒ /Ｖ Ｒ は 日 常 的 に 触 れ る も の で あ る 。 授 業 に Ａ Ｒ /

Ｖ Ｒ 教 材 を 取 り 入 れ る こ と に よ り 、 学 生 は 興 味 を 持 ち 授 業 に 対 し

能 動 的 に 学 習 へ の 参 加 が な さ れ る と 考 え ら れ る 。  

学 生 の 能 動 性 が 高 ま る 授 業 を 行 う こ と に よ り 、 知 識 の 定 着 率 を

向 上 さ せ る こ と が で き る 。 学 生 の 学 習 ニ ー ズ を 満 た す た め に は 、

教 員 は Ｖ Ｒ 教 材 な ど を 活 用 し 経 験 的 、 実 験 的 、 実 践 的 な 学 習 体 験

授 業 を 検 討 す る 必 要 が あ る の で は な い だ ろ う か 。 Ｖ Ｒ 教 材 に は 、

学 習 者 で あ る 学 生 の 成 育 の 社 会 情 勢 と 、 臨 場 感 、 没 入 感 、 学 生 が

自 由 に 見 た い と こ ろ が 見 え る 能 動 的 な 教 材 を 使 用 す る こ と が 効 果

的 な 教 育 方 法 で あ る と 考 え る ｡  

 

Ⅱ .我 が 国 の 医 療 の 現 状 と 在 宅 看 護 論  

1 .我 が 国 の 医 療 の 現 状  

  我 が 国 で は 、平 成 2 5（ 2 0 1 3）年 に 高 齢 化 率 が 2 5％ を 超 え 超 高 齢

化 社 会 と な っ た 。 一 方 出 生 率 の 低 下 は 顕 著 で 、 昭 和 5 0（ 1 9 7 5） 年

頃 か ら 出 生 率 の 低 下 が 進 み 人 口 構 造 に 変 化 が 起 き 、 合 計 特 殊 出 生

率 は 平 成 1 7（ 2 0 0 5）年 に 1 . 2 6 と 最 低 数 値 と な り 、令 和 元（ 2 0 1 9）

年 で は 1 . 3 6 と 少 し 向 上 し て い る も の の 、総 人 口 は 平 成 2 3（ 2 0 1 1）

年 か ら 減 少 し 始 め て い る（ 2 0 2 0 / 2 0 2 1 年 国 民 衛 生 の 動 向 ）。急 速 な

人 口 構 成 の 変 化 に よ る 高 齢 化 は 、 医 療 の 在 り 方 に つ い て も 再 考 を

促 し て い る 。 そ の 一 つ と し て 、 慢 性 疾 患 の 増 加 と 医 療 費 の 高 騰 の

問 題 が あ る 。 高 齢 者 が い つ ま で も 日 常 生 活 機 能 を 高 く 保 ち 、 自 立

し た 生 活 を 送 る こ と が 望 ま し い 一 方 で 、 疾 患 な ど に よ り 日 常 生 活

な ど を 支 援 す る 人 が 増 え る の は 事 実 で あ り 、 平 成 3 0（ 2 0 1 8） 年 、

要 介 護 認 定 者 は 約 6 4 0 万 人 に 増 加 し て い る 。 高 齢 化 と と も に 慢 性

疾 患 を 抱 え て 生 き て い る 人 も 多 く 、 平 成 3 0（ 2 0 1 8） 年 に お い て 、

高 血 圧 性 疾 患 患 者 約 9 9 3 万 人 、 糖 尿 病 患 者 数 約 3 2 8 万 人 、 悪 性 新

生 物 患 者 約 1 7 8 万 人 、 脳 血 管 疾 患 患 者 約 1 1 1 万 人 と 報 告 さ れ て い

る （ 厚 労 省 , 2 0 1 8）。 進 歩 し た 医 療 技 術 の 恩 恵 を 受 け 障 害 や 疾 患 と

共 に 長 く 生 き て い く 人 々 が 増 え て き た 、こ の よ う な 社 会 に お い て 、

従 来 か ら 提 供 さ れ て い た 「 治 す 」 こ と を 主 眼 と す る 医 療 か ら 「 病

気 や 障 害 、 老 化 と 共 に 生 き る こ と へ の 援 助 」 と し て の 医 療 が 必 要
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に な る と 考 え ら れ る（ 岡 本 , 2 1 5）。慢 性 期 疾 患 は 、病 院 で 完 結 す る

も の で な く 、 療 養 者 が 生 活 状 態 を 見 直 し て 、 長 期 的 に 疾 患 管 理 を

し て い く 必 要 が あ る 。 療 養 者 を 支 え て い く た め に は 、 生 活 の 中 で

可 能 な 保 健 行 動 を 共 に 考 え 共 に 実 行 し て い く 生 活 密 着 型 の 医 療 が

求 め ら れ る 。  

 高 齢 の 療 養 者 ・ 障 害 者 の 増 加 に よ り 国 民 医 療 費 が 増 大 す る こ と

で 、 社 会 的 に 医 療 費 を 抑 制 す る こ と が 課 題 と な っ た 。 入 院 期 間 が

長 く な る ほ ど 段 階 的 に 診 療 報 酬 が 下 が る 逓 減 制 の 導 入 ・ 強 化 に よ

り 、 平 均 日 数 の 短 縮 や 患 者 一 人 に 対 す る 一 連 の 医 療 行 為 を 一 括 し

て 評 価 し て 診 断 別 に 設 定 さ れ た 額 を 支 払 う 包 括 払 い （ D i a g n o s i s  

P r o c e d u r e  C o m b i n a t i o n  /  P e r - D i e m  P a y m e n t  S y s t e m： D P C / P D P S）

へ の 変 換 が は か ら れ た 。 こ う し た 医 療 費 の 抑 制 効 果 と 共 に 在 院 日

数 の 短 縮 化 に よ り 、 在 宅 で 療 養 せ ざ る 負 え な い 社 会 環 境 も 出 現 し

て い る 。 ま た 、 急 速 な 高 齢 化 の 進 展 に 加 え て 、 高 齢 者 の 単 身 世 帯

や 高 齢 者 の み の 世 帯 の 急 増 に 伴 い 、 医 療 ニ ー ズ の 高 い 療 養 者 へ の

支 援 が 課 題 と な っ た 。こ の 課 題 に 対 応 す る た め に 、平 成 2 2（ 2 0 1 1）

年 の 介 護 保 険 法 改 正 に よ り 新 た な 住 民 相 互 の 互 助 の 観 点 を 包 含 し

た 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム が 導 入 さ れ た 。こ れ は「 2 0 2 5 年 を 目 安 に 、

高 齢 者 の 尊 厳 の 保 持 と 自 立 生 活 支 援 目 的 の 下 で 、 可 能 な 限 り 住 み

慣 れ た 地 域 で 、 自 分 ら し い 暮 ら し を 人 生 の 最 後 ま で 続 け る こ と が

で き る よ う 、 地 域 の 包 括 的 な 支 援 ・ サ ー ビ ス 提 供 体 制 の 構 築 を 推

進 」 す る も の で あ る 。 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 中 で 看 護 の 果 た す

役 割 は 大 き く 、 特 に 訪 問 看 護 師 は 、 住 ま い を 拠 点 と し て 高 齢 者 ・

家 族 の 望 む 生 活 を 現 場 で 支 え て お り 、 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 要

に な る こ と が 期 待 さ れ て い る 。  

 

2 .在 宅 看 護 活 動 の 変 遷  

  在 宅 看 護 論 は 主 に 訪 問 看 護 が 中 心 で あ る 。 訪 問 看 護 活 動 が 始 ま

っ た の は 、1 9 7 0 年 代 後 半 ご ろ よ り 病 院 の 看 護 師 の 継 続 看 護 と し て 、

保 健 師 の 自 治 体 の 福 祉 の 観 点 か ら「 寝 た き り 老 人 」「 在 宅 患 者 」に

対 す る 看 護 と し て 歩 み だ し た 。 平 成 4（ 1 9 9 2） 年 老 人 保 健 法 改 定

に よ り 、 老 人 訪 問 看 護 制 度 が ス タ ー ト し た 。 看 護 師 が 管 理 者 と な

っ て い る 事 業 所 が 主 治 医 の 指 示 を 受 け て 訪 問 看 護 ・ 訪 問 リ ハ ビ リ

を 行 っ た 場 合 に 診 療 報 酬 が 支 払 わ れ る 仕 組 み と な っ た 。 平 成 6

（ 1 9 9 4）年 に 健 康 保 険 法 が 改 正 さ れ 、老 人 医 療 対 象 者 だ け で な く 、

在 宅 難 病 患 者 、重 度 心 身 障 碍 者（ 児 ）、末 期 患 者 な ど に 対 し て も 訪

問 看 護 が 提 供 で き る シ ス テ ム と な っ た 。平 成 1 2（ 2 0 0 0）年 に 施 行

さ れ た 介 護 保 険 法 に よ り 、 要 介 護 認 定 を 受 け た 被 保 険 者 は 公 的 介

護 保 険 か ら サ ー ビ ス が 給 付 さ れ る 仕 組 み と な っ た 。 こ れ に 伴 い 医

師 の 指 示 に 加 え 、 介 護 支 援 専 門 員 が 立 案 す る ケ ア プ ラ ン の 中 に 位

置 づ け ら れ 実 施 す る こ と に な り 、 よ り 密 着 な 多 職 種 と の 連 携 が 必
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要 に な っ た 。 ま た 、 将 来 的 な 多 死 社 会 に 備 え エ ン ド オ ブ ラ イ フ ケ

ア の 充 実 が 求 め ら れ る よ う に な っ た 。 平 成 1 8（ 2 0 0 6） 年 か ら は 、

居 宅 以 外 の 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 所 （ グ ル ー プ ホ ー ム ）、

平 成 2 0（ 2 0 0 8） 年 か ら は 高 齢 者 専 用 賃 貸 住 宅 や 有 料 老 人 ホ ー ム 、

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム へ の 場 所 の 訪 問 な ど 、 さ ま ざ ま な サ ー ビ ス 形

態 で の 訪 問 看 護 サ ー ビ ス の 活 動 範 囲 が 広 ま っ た 。 平 成 2 4（ 2 0 1 2）

年 に 精 神 科 訪 問 看 護 と い う 枠 組 み が 診 療 報 酬 の 中 で 明 確 化 さ れ た 。 

訪 問 看 護 以 外 の 介 護 保 険 サ ー ビ ス で の 在 宅 看 護 活 動 は 、平 成 1 8

（ 2 0 0 6）年 に 重 症 の 要 介 護 者 を 主 た る 対 象 と し た「 療 養 通 所 介 護 」、

平 成 2 1（ 2 0 0 9）年 に 療 養 上 の 不 安 や 悩 み を 解 決 す る た め に 導 入 さ

れ た「 居 宅 療 養 管 理 指 導 料 」、平 成 2 4（ 2 0 1 2）年 に「 看 護 小 規 模 多

機 能 型 居 宅 介 護 」「 定 期 巡 回・随 時 対 応 型 訪 問 看 護 介 護 」が 導 入 さ

れ 、大 き く 1 0 年 間 で 変 化 を 遂 げ て い る 。こ れ ら の サ ー ビ ス は 有 意

義 な 活 動 を し て い る と い う 報 告 の 一 方 、 件 数 の 増 加 が 認 め ら れ て

い な い 現 状 が あ る 。  

平 成 2 9（ 2 0 1 7） 年 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 数 は 9 7 0 0 か 所 、 訪 問

看 護 職 員 数 は 4 . 7 万（ 全 就 労 看 護 職 員 の 約 3 %）と な り 訪 問 看 護 は

診 療 報 酬 ・ 介 護 保 険 の 公 的 サ ー ビ ス と し て 位 置 づ け ら れ る よ う に

な っ た 。今 後 、2 0 2 5 年 に 向 け た「 訪 問 看 護 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 2 0 2 5」

が 策 定 さ れ 、 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 時 代 を 支 え て い く た め の 在 宅

看 護 の 果 た す 役 割 は 大 き い 。  

  日 本 看 護 協 会 は 、 さ ら な る 「 専 門 性 の 高 い 看 護 の 実 践 」 を 目 指

す た め に 、平 成 6（ 1 9 9 4）年 に 専 門 看 護 師 、平 成 7（ 1 9 9 5）年 に 認

定 看 護 師 の 制 度 を 発 足 し 、訪 問 看 護 認 定 看 護 師 は 、平 成 1 8（ 2 0 0 6）

年 に 誕 生 し 、 令 和 2（ 2 0 2 0） 年 6 7 9 名 の 看 護 師 が 活 躍 し て い る 。  

  訪 問 看 護 認 定 看 護 師 は 、 令 和 2（ 2 0 2 0） 年 か ら 新 た な 認 定 看 護

師 教 育 開 始 に 向 け 「 在 宅 ケ ア 認 定 看 護 師 」 と 名 称 変 更 し 、 令 和 3

（ 2 0 2 1） 年 に 認 定 が 開 始 さ れ た 。  

 

Ⅲ .看 護 基 礎 教 育 に お け る 在 宅 看 護 論 教 育 の 変 遷 と 位 置 づ け  

  平 成 4（ 1 9 9 2） 年 指 定 老 人 訪 問 看 護 制 度 の 創 設 に 伴 い 、 そ の サ

ー ビ ス に 対 応 す る よ う に 、 平 成 8（ 1 9 9 6） 年 保 健 婦 助 産 婦 看 護 婦

学 校 養 成 所 指 定 規 定 の 一 部 改 正 で 在 宅 看 護 論 が 基 礎 看 護 教 育 に 新

設 さ れ た 。 平 成 1 9（ 2 0 0 7） 年 で の 「 看 護 基 礎 教 育 の 充 実 に 関 す る

検 討 会 報 告 書 」 で は 、 在 宅 看 護 論 は 、 地 域 で 生 活 し な が ら 療 養 を

す る 人 々 と そ の 家 族 を 理 解 し 、 在 宅 で の 看 護 実 践 の 基 礎 を 学 ぶ 。

そ し て 、 終 末 期 看 護 も 含 め 、 在 宅 で の 基 礎 的 な 技 術 を み に つ け 、

多 職 種 と 協 働 す る 中 で 看 護 の 役 割 を 理 解 す る 内 容 で あ る と 提 示 さ

れ て い る 。こ の 検 討 会 に よ り 平 成 2 0（ 2 0 0 8）年 に 保 健 師 助 産 師 看

護 師 学 校 養 成 所 指 定 規 則 が 改 正 さ れ た 。 翌 年 に カ リ キ ュ ラ ム 改 正

で 「 在 宅 看 護 論 」 が 統 合 分 野 に 位 置 づ け ら れ 、 在 宅 に 向 け た 看 護
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教 育 を 総 合 的 に 教 育 す る こ と と な っ た 。 し か し 、 平 成 3 0（ 2 0 1 8）

年 の 看 護 基 礎 教 育 検 討 会 で は 、 生 活 者 に 対 す る 看 護 と い う 視 点 か

ら 全 領 域 の 根 本 と 考 え ら れ 、 統 合 分 野 に 位 置 で な く 、 教 育 の 初 期

段 階 で 教 授 す る こ と で 基 礎 看 護 学 の 近 い 位 置 づ け と な っ た 。  

  看 護 基 礎 教 育 に お け る 在 宅 看 護 論 の カ リ キ ュ ラ ム 上 の 位 置 づ け

は 、 平 成 8（ 1 9 9 6） 年 保 健 婦 助 産 婦 看 護 婦 学 校 養 成 所 指 定 規 定 の

一 部 が 改 正 さ れ（ 第 3 次 改 正 ）、精 神 看 護 学 と と も に 在 宅 看 護 論 が

新 設 さ れ た 。 同 時 に 単 位 制 の 導 入 、 統 合 カ リ キ ュ ラ ム の 提 示 、 臨

床 実 習 が 臨 地 実 習 と 名 称 変 更 さ れ 1 単 位 4 5 時 間 と 算 出 さ れ た 。  

 平 成 2 1（ 2 0 0 9）年 保 健 婦 助 産 婦 看 護 婦 学 校 養 成 所 指 定 規 定 の 一

部 が 改 正 （ 第 4 次 改 正 ） さ れ た 。 改 正 は 、 看 護 の 統 合 と 実 践 と い

う 分 野 が 創 設 さ れ 、 基 礎 分 野 （ 科 学 的 思 考 の 基 盤 ・ 人 間 と 生 活 ・

社 会 の 理 解 ）、専 門 基 礎 分 野（ 人 体 の 構 造 と 機 能 、疾 病 の 成 り 立 ち

と 回 復 の 促 進 、健 康 支 援 と 社 会 福 祉 制 度 ）、看 護 の 専 門 分 野 1（ 看

護 基 礎 学 と 臨 地 実 習 ）、看 護 の 専 門 分 野（ 成 人・老 年・小 児・母 性・

精 神 看 護 と 臨 地 実 習 ）、 統 合 分 野 （ 地 域 看 護 学 （ 在 宅 看 護 論 +公 衆

衛 生 ）・ 看 護 の 統 合 と 実 践 ）の 5 分 野 と な り 、 3 0 0 0 時 間 総 計 9 7 単

位 の う ち 臨 地 実 習 が 2 3 単 位 の 教 育 課 程 と な っ た 。  

平 成 2 2（ 2 0 1 0）年 保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 お よ び 看 護 師 等 の 人 材

確 保 の 促 進 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 訂 す る 法 律 に よ り 改 正 さ れ た

保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 が 施 行 さ れ た 。こ れ を 受 け て 、平 成 2 3（ 2 0 1 1）

年 保 健 婦 助 産 婦 看 護 婦 学 校 養 成 所 指 定 規 定 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 平

成 2 4（ 2 0 1 2）年 か ら 保 健 師 ・ 助 産 師 課 程 の 新 カ リ キ ュ ラ ム が 開 始

さ れ た 。そ の た め 平 成 2 4 年（ 2 0 1 2）年 か ら は 公 衆 衛 生 看 護 学 と の

合 同 の 名 称 で あ る「 地 域 看 護 学 か ら 離 れ 、「 在 宅 看 護 論 」と な っ た 。  

平 成 2 9（ 2 0 1 7） 年 、 看 護 系 大 学 が 増 加 す る な か で 、 看 護 系 大 学

に お け る 教 育 の 充 実 や 質 の 保 障 が 求 め ら れ 、 大 学 に お け る 看 護 系

人 材 養 成 の あ り か た に 関 す る 検 討 会 に て 「 看 護 学 教 育 モ デ ル ・ コ

ア ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 が 策 定 さ れ た 。  

新 カ リ キ ュ ラ ム に よ り す べ て の 看 護 実 践 の 基 盤 と し て の 「 専 門

分 野 Ⅰ 」、対 象 の 発 達 段 階 等 に 応 じ た 看 護 実 践 を 学 ぶ た め の「 専 門

分 野 Ⅱ 」、よ り 臨 床 に 近 い 形 で 知 識 、技 術 を 統 合 さ せ る こ と を 目 的

と し た 「 統 合 分 野 」 と 専 門 分 野 の 構 造 を 分 け た 「 看 護 の 統 合 と 実

践 」か ら 1 0 年 後 、第 7 回 看 護 基 礎 教 育 検 討 会 に お い て「 専 門 分 野

Ⅰ 」「 専 門 分 野 Ⅱ 」「 統 合 分 野 」 の 区 分 を 一 つ に ま と め て 「 専 門 分

野 」 に な っ た 。  

そ の 状 況 下 で の 在 宅 看 護 論 は 、 生 活 者 に 対 す る 看 護 と い う 視 点

か ら 全 領 域 の 根 本 に あ た る と 考 え ら れ て 、 統 合 分 野 の 位 置 づ け で

な く 、 教 育 の 初 期 段 階 で 教 授 す る 重 要 性 で 看 護 基 礎 学 の 近 い 位 置

づ け と 単 位 数 が 増 え 在 宅 看 護 論 の 教 育 の 重 要 性 が 増 し た 。  
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1 .看 護 基 礎 教 育 に お け る 在 宅 看 護 論 が 他 の 看 護 学 領 域 と 異 な る 点  

  在 宅 看 護 論 が 他 の 看 護 学 領 域 と 異 な る の は 、 ① 対 象 者 が 発 達 段

階 で 区 別 す る こ と な く 、 乳 幼 児 か ら 高 齢 者 ま で の 全 年 齢 層 で 疾 患

も 診 療 科 別 に 区 別 す る こ と な く す べ て の 疾 患 が 含 ま れ 、 重 複 し て

罹 患 し て い る 者 も 多 い こ と で あ る 。 ② 看 護 の 対 象 に 住 環 境 や 地 域

の 生 活 環 境 も 含 ま れ る こ と も あ る 。 ③ 対 象 者 が 利 用 す る サ ー ビ ス

は 、 居 住 す る 市 町 村 に よ り 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 サ ー ビ ス が 異 な る こ

と や 、 介 護 保 険 の 介 護 度 や 障 害 者 の 障 害 等 級 に よ り 、 利 用 で き る

保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 サ ー ビ ス の 種 類 や 回 数 が 異 な る こ と で あ る 。 ④

訪 問 看 護 師 は 一 人 で 訪 問 し 療 養 者 の 症 状 や 状 況 を 判 断 し 推 考 す る

責 任 が 重 い 仕 事 で あ る 。 ⑤ 療 養 者 宅 を 訪 問 し 、 療 養 者 や 家 族 の 意

見 を 尊 重 す る と 共 に 対 象 者 の 生 活 に 合 わ せ た 看 護 を 提 供 す る こ と

で あ る 。 そ れ に は 、 基 礎 看 護 学 を 基 盤 と し た 母 性 ・ 小 児 ・ 成 人 ・

老 年・精 神 看 護 学 の 統 合 さ れ た 知 識・技 術 、さ ら に は 保 健・医 療・

福 祉 制 度 の 知 識 も 必 要 に な る 。  

 

2 .看 護 基 礎 教 育 に お け る 在 宅 看 護 論 で 必 要 な 看 護 実 践 能 力  

  在 宅 看 護 論 の 変 遷 を た ど る と 、 看 護 の 長 い 歴 史 の 中 で 展 開 さ れ

て 来 た 活 動 で あ り 、 新 し い 概 念 で な く 看 護 の 原 点 と し て 今 後 わ が

国 が 迎 え る 超 高 齢 社 会 に 対 応 す る 看 護 の 形 で あ る と い え る 。 在 宅

看 護 は 、 療 養 者 ・ 家 族 を 地 域 で 生 活 続 け る こ と を 支 援 し 、 そ の 人

が 望 む Q O L の 維 持 ・ 向 上 す る こ と を 目 的 に 看 護 活 動 を 提 供 す る こ

と で あ る 。  

在 宅 看 護 論 領 域 で 必 要 な 看 護 実 践 能 力 の 基 盤 と な る も の は 、 ①

対 象 者 を 生 活 者 と し て 理 解 す る 能 力 、 ② 療 養 者 ・ 家 族 の 意 思 を 尊

重 し 信 頼 関 係 を 構 築 す る 能 力 、 ③ 在 宅 看 護 論 領 域 で は 対 象 者 が あ

ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ ・ あ ら ゆ る 健 康 レ ベ ル に あ り 、 看 護 が 展 開

さ れ る 場 も 様 々 で あ る こ と か ら 、 高 い ア セ ス メ ン ト 能 力 と 看 護 実

践 を 行 う 能 力 （ 今 井 , 2 0 1 1）、 ④ 在 宅 で の 自 立 し た 生 活 を 支 援 し 在

宅 で の 生 活 を 継 続 さ せ る た め に 、 社 会 資 源 を 取 り 入 れ る 知 識 や 多

職 種 と の 協 働 す る 能 力 で あ る 。 こ の ① ～ ④ の 能 力 は 、 在 宅 看 護 論

領 域 の 看 護 実 践 を 構 成 す る 専 門 的 な 能 力 の 中 心 に 位 置 す る も の で

あ る 。  

  

3 .現 在 の 看 護 基 礎 教 育 に お け る 現 状 と 在 宅 看 護 論 実 習 の 課 題  

  在 宅 看 護 は 、 療 養 を し て い る 人 を 対 象 に 生 命 の 維 持 や 日 常 生 活

の 遂 行 を 目 的 に し た も の で あ り 、 入 院 患 者 を 対 象 に し た 看 護 の 目

的 と 本 質 的 に は 同 じ も の と 考 え る 。 し か し 、 療 養 者 の 反 応 に 生 活

の 場 に 特 有 な 状 態 が あ り 、 提 供 者 側 も 提 供 の 場 が 医 療 施 設 で は な

い と い う 提 供 環 境 に 相 違 が あ る 。 病 院 施 設 と 在 宅 で の 療 養 場 所 の

比 較 を す れ ば 、 ① 病 院 は 治 療 を 中 心 と し た 医 療 の 場 で あ る が 、 家
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庭 は 家 族 を 単 位 と し た 生 活 の 場 で あ る 。 ② 病 院 は 医 療 従 事 者 が 主

体 と な っ て い る が 、 家 庭 は 家 族 が 主 体 と な っ て お り 、 療 養 者 は 家

族 の 一 員 で あ る 。 ③ 病 院 で は 患 者 は 2 4 時 間 医 療 の 専 門 家 に よ る

医 療 的 管 理 の も と に あ る が 、 家 で は 医 療 に つ い て は 非 専 門 家 で あ

る 家 族 と の 関 係 が 大 き い 。 ④ 自 宅 で 生 活 す る 看 護 の 利 用 者 は 、 自

身 の 生 活 を 大 切 に し て お り 、健 康 問 題 の 解 決 を 含 め た Q O L  の 強 い

意 志 を 持 っ て い る 。 こ の よ う な 療 養 者 の ニ ー ズ を も と に 行 わ れ る

看 護 は 、 医 療 を 受 け る こ と を 目 的 と し た 入 院 し て い る 人 々 と は 異

な っ た 視 点 に 立 っ て 看 護 を 提 供 し な く て は な ら な い 。  

し か し な が ら 学 生 は 、 病 院 で 提 供 さ れ る 看 護 を 基 準 と し て 考 え

る 傾 向 に あ る 。 人 間 の 生 活 は 地 域 で の 生 活 か ら 始 ま り 、 一 時 的 に

病 気 に な れ ば 入 院 し 安 定 す れ ば 自 宅 に 戻 る こ と が 日 常 的 で あ る 。

地 域 で 生 活 す る こ と が 基 本 的 な 人 間 の 生 活 で あ り 、 入 院 生 活 こ そ

非 日 常 生 活 で あ る 。 し か し 、 学 生 は 、 患 者 が 疾 患 や 障 害 を も っ て

自 宅 で 療 養 し て い る イ メ ー ジ を 持 つ こ と が 難 し く で き な い 。  

  在 宅 看 護 論 実 習 の 目 的 は 、 生 活 の 営 み の 中 で 人 々 の 健 康 を 支 え

る た め の 看 護 活 動 を 体 験 し 、 看 護 実 践 に 必 要 な 基 礎 的 能 力 を 培 う

も の で あ る 。「 健 康 上 の 問 題 を 持 っ て 家 庭 で 生 活 す る 人 と そ の 家 族

の 生 活 の あ り よ う を 理 解 し 、 そ の 人 ら し い 生 活 を 尊 重 し た 訪 問 看

護 の 機 能 と 役 割 の 実 際 を 学 ぶ 」 こ と を 目 的 と し た 訪 問 看 護 と の 実

習 が 中 心 と な る 。 在 宅 看 護 論 実 習 期 間 は 主 に １ 〜 ２ 週 間 で あ り 、

療 養 者 宅 に 訪 問 看 護 師 と 同 行 訪 問 し 看 護 を サ ー ビ ス の 提 供 を 行 う 。 

在 宅 看 護 論 実 習 に よ り 、 学 生 は 病 院 実 習 と は 違 い 、 療 養 者 宅 を

訪 問 す る こ と で 、 疾 患 だ け で な く 、 介 護 者 へ の 配 慮 、 生 活 状 況 や

生 活 背 景 を 捉 え 、 そ の 人 ら し い 生 活 を 支 え る た め に 、 看 護 師 と し

て 地 域 特 性 や 社 会 資 源 、 予 防 的 視 点 も 含 め た ア セ ス メ ン ト 力 な ど

広 い 知 識 が 必 要 で あ る こ と を 学 ぶ（ 荒 木 ら , 2 0 1 4）。そ の た め に は 、

療 養 者 の 「 生 活 」 を み る こ と の 大 切 さ 、 療 養 者 ・ 家 族 が 様 々 な 価

値 観 や 生 活 習 慣 を 持 っ て い る こ と を 知 る こ と や 、 療 養 者 は 色 々 な

場 面 で 自 己 決 定 を し な が ら 生 活 を 営 ん で い る こ と を 知 る こ と で あ

る 。 在 宅 看 護 論 実 習 の 学 び に よ り 、 学 生 は 療 養 者 を 「 生 活 を し て

い る 人 」 と し て 捉 え る こ と が で き る よ う に な る 。  

し か し 、在 宅 看 護 論 実 習 前 の 学 生 か ら は 、「 な ぜ 療 養 者 は 在 宅 の

生 活 を 希 望 す る の だ ろ う 、 医 療 者 や 設 備 が 整 っ た 病 院 に 入 院 し て

い る 方 が 、 安 全 ・ 安 楽 で 安 心 し て い ら れ る の で は な い か と 」 と 想

像 し て い る と 報 告 し て い る （ 橋 本 ら , 2 0 1 5）。 ま た 、 実 習 指 導 者 か

ら は 、 学 生 は 病 院 内 に い る 患 者 を イ メ ー ジ す る こ と は で き る が 、

在 宅 で 生 活 し て い る 療 養 者（ 生 活 者 ）・家 族 お よ び そ の 生 活 の 場 を

イ メ ー ジ す る こ と は 困 難 と 報 告 さ れ て い る （ 柏 木 ら , 2 0 1 5）。 何 故

に 病 院 で の 治 療 を し て い る 患 者 の イ メ ー ジ か ら 逸 脱 で き ず 、 学 生

自 身 の 生 活 と 同 じ よ う に 、 食 事 の 支 度 、 掃 除 や 洗 濯 な ど を し て い
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る 療 養 者 の d l 行 動 が 結 び つ か な い の で あ ろ う 。  

学 生 が 、 療 養 生 活 を イ メ ー ジ す る こ と が 困 難 な の は 、 学 生 自 身

の 社 会 的 な ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 、 家 族 形 態 の 変 化 （ 核 家 族 ） で

の 暮 ら し や 、 住 民 （ 近 隣 ） と の 交 流 の 希 薄 や 、 身 近 に 療 養 者 が 生

活 し て い る こ と が 感 じ に く い な ど の 生 活 体 験 の 未 熟 さ で あ る と 考

え ら れ る 。  

川 田 （ 2 0 0 5） よ る と 学 生 の 生 活 体 験 の 乏 し さ が 起 因 と な り 、 在

宅 看 護 論 実 習 中 に 問 題 と 思 わ れ る 行 動 が 起 る と 報 告 し て い る 。 そ

れ ら は 、「 他 者 に 対 し て の 思 い や り や 配 慮 の 乏 し さ 」「 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 能 力 の 乏 し さ 」 な ど が 挙 げ ら れ て い る 。 療 養 者 の 生 活 の

場 は 、 外 部 社 会 か ら 隔 離 さ れ て お り 最 も 信 頼 し 深 い 絆 で 結 ば れ た

家 族 が お り 緊 張 せ ず に い ら れ る 場 で あ る 。 医 療 機 関 や 施 設 と は 違

い 管 理 さ れ た 時 間 的 な ス ケ ジ ュ ー ル に 合 わ す こ と な く 個 々 の リ ズ

ム や パ タ ー ン を 守 れ る 場 所 で あ り 、 プ ラ イ バ シ ー が 守 ら れ る 場 所

で も あ る 。 そ の よ う な 療 養 者 の 私 生 活 の 場 に 第 三 者 が 介 入 す る こ

と へ の 意 味 を 考 え 、 療 養 者 ・ 家 族 に 配 慮 し た 行 動 が 、 生 活 体 験 の

乏 し い 学 生 に は 想 像 す る こ と が で き る で あ ろ う か 。  

更 に 、 在 宅 看 護 論 は 、 療 養 者 ・ 家 族 を 『 尊 厳 を も っ て 生 き る こ

と を 支 え る 』 こ と が 重 要 で あ る 。 そ れ は 、 住 み 慣 れ た 在 宅 に お い

て 自 分 ら し い 人 生 を 生 き る こ と が で き る よ う に 、 ど の よ う な 生 き

方 が し た い か 、 生 活 を 望 ん で い る か と い う 『 目 標 志 向 型 思 考 』 を

中 核 と し て 、『 問 題 解 決 型 思 考 』の 両 輪 で 看 護 を 実 践 し て い る か ら

で あ る （ 片 山 , 2 0 2 0）。 そ の た め に は 、 対 象 の 今 ま で の 生 活 史 を 知

り 今 後 ど う 生 活 し た い か と い う 視 点 を 持 つ こ と が 大 切 に な る 。  

以 上 の こ と よ り 在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 で 必 要 な こ と は 、 療 養

者 を 「 生 活 を し て い る 人 」 で あ る こ と を 学 ぶ こ と で あ る 。 そ の た

め に は 、 生 活 と は 何 か を 『 生 活 の 概 念 』 か ら 考 え 、 d l 行 動 が で き

て い る の か 、 そ の 行 動 が で き な い と 、 何 故 に 困 る の か な ど を 能 動

的 に 考 え る 授 業 が 必 要 に な る と 考 え た 。  

こ の こ と を 実 施 す る に は 、 実 際 に 家 庭 訪 問 し て い る よ う な 臨 場

感 あ る 映 像 を 映 し 出 す 機 器 と 、 療 養 者 の 生 活 を 捉 え る こ と が で き

る 映 像 シ ナ リ オ を 併 用 す る 教 材 が 必 要 で あ る と 考 え た 。  
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第 1 章  文 献 検 討  

 

 療 養 者 の 生 活 イ メ ー ジ 作 り の 教 材 開 発 の た め に 、 在 宅 看 護 論 教 授

方 法 及 び 実 習 指 導 効 果 に 関 す る 文 献 を 、 医 中 誌 W e b ( v e r . 5 )・ C i N i i

を 用 い て 、 在 宅 看 護 論 a n d 教 授 法 、 在 宅 看 護 論 a n d 在 宅 看 護 論 実 習

で 検 索 し た 。 検 索 し た 論 文 は 、 医 学 中 央 雑 誌 6 0 編 、 C i N i i 1 7 編 （ 原

著 、 紀 要 、 研 究 ノ ー ト 、 資 料 ） で あ っ た 。 論 文 内 容 を 熟 読 し て 、 在

宅 看 護 論 実 習 に 関 す る 内 容 、 在 宅 看 護 論 の 教 授 法 で あ る こ と を 確 認

し 5 8 論 文 抽 出 し た 。 こ れ ら の 研 究 論 文 か ら 、 在 宅 看 護 論 実 習 で 学

生 ・ 臨 床 指 導 者 ・ 教 員 が 思 う 課 題 そ れ を 補 う た め の 教 授 方 法 、 学 習

内 容 、 教 材 、 お よ び 在 宅 看 護 論 実 習 を 行 う 学 生 の 状 況 な ど を 文 献 検

討 し た 。 さ ら に 、 授 業 に Ｖ Ｒ 教 材 を 取 り 入 れ る こ と に よ り 、 学 生 の

能 動 性 が 高 ま る 授 業 を 行 う こ と が で き 、 知 識 の 定 着 率 を 向 上 さ せ る

こ と が で き る と 考 え 、Ｖ Ｒ を キ ー ワ ー ド と し て 、医 中 誌 W e b ( v e r . 5 )

で 検 索 を 行 っ た 。 論 文 は 1 4 7 編 あ っ た 。 更 に 看 護 基 礎 教 育 の キ ー ワ

ー ド で 検 索 1 0 編 抽 出 し た 。在 宅 看 護 論 実 習 に 関 す る 内 容 、在 宅 看 護

論 に お い て の 教 授 方 法 5 8 編 と Ｖ Ｒ 教 材 と し て の 検 討 と し て 1 0 編 を

検 討 し 教 材 開 発 に か か わ ら な い も の を 除 き 4 6 編 で 検 討 し た （ 資 料

1 - A）。  

 

Ⅰ .在 宅 看 護 論 実 習 の 実 態 と そ の 課 題  

学 生 が 、 在 宅 看 護 論 実 習 に ど ん な 学 び が あ っ た か 、 そ し て 実 習

指 導 者 、 担 当 教 員 の 思 い を 文 献 か ら 検 討 し 課 題 を 抽 出 し た 。  

  在 宅 看 護 論 実 習 は 、 3～ 4 年 次 に 実 施 さ れ て お り 、 期 間 は 6～ 8

日 間 で 2 単 位 9 0 時 間 と な っ て い た 。目 的 は 、健 康 上 の 問 題 を 持 っ

て 家 庭 で 生 活 す る 人 と そ の 家 族 の 生 活 を 理 解 し 、 そ の 人 ら し い 生

活 を 尊 重 し た 訪 問 看 護 の 機 能 と 役 割 を 学 ぶ 。 そ し て 、 療 養 者 を 支

え る 多 職 種 と 連 携 し て 機 能 す る こ と の 重 要 性 が 理 解 で き る で あ る 。 

 実 習 を 実 施 す る こ と の 意 義 は 、 講 義 で 学 ん だ 看 護 と 実 践 で 学 ん

だ 看 護 と が 一 致 し て 、 実 習 と い う 体 験 を 通 し て 看 護 に 対 す る 認 識

を 深 め る も の で あ る 。 在 宅 看 護 論 実 習 の 学 び と 在 宅 看 護 論 実 習 で

あ る が ゆ え に 困 っ た こ と や 、 臨 床 指 導 者 及 び 教 員 が 学 生 に 望 む こ

と を 抽 出 し 、 在 宅 看 護 論 実 習 ま で に ど の よ う な 内 容 の も の が 足 り

な い の か 、 そ れ を 補 う た め に ど ん な 教 授 法 が あ る の か 検 討 し た 。  

学 生 の 在 宅 看 護 論 実 習 の 学 び は 、 訪 問 看 護 師 が 療 養 者 の 「 生 活

の 場 」 で 、 看 護 の 視 点 か ら ケ ア マ ネ ジ メ ン ト ・ 連 携 機 能 を 活 用 し

な が ら 、 在 宅 療 養 の 主 体 で あ る 療 養 者 や そ の 家 族 の 健 康 と Q O L の

https://ci.nii.ac.jp/ncid/BB00887607
https://ci.nii.ac.jp/ncid/BB00887607
https://ci.nii.ac.jp/ncid/BB00887607
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向 上 を 支 え て い る こ と を 学 ん で い た （ 小 路 , 2 0 0 7・ 蓮 井 , 2 0 0 8・ 鈴

木 , 2 0 1 7・吾 郷 , 2 0 1 1）。療 養 者 が 自 分 ら し く 生 き て い け る 主 体 的 な

「 生 活 の 場 」で あ る こ と（ 吉 田 , 2 0 0 6・ 荒 木 , 2 0 1 4）、療 養 者 ・ 家 族

に 対 し て は 健 康 問 題 の 解 決 を 含 め た Q O L の 強 い 意 志 を 持 っ て い る

こ と 、 そ し て 療 養 生 活 に お け る 家 族 の 影 響 力 の 大 き さ 、 歴 史 を 保

持 し た 関 係 性 に 留 意 し た 支 援 活 動 の 重 要 性 を 学 ん で い た 。  

ま た 、 学 生 は 、 在 宅 の 療 養 者 は 医 療 に 縛 ら れ た 寝 た き り の 生 活

を 送 っ て い る 療 養 者 を イ メ ー ジ し て い た が 、 実 際 の 療 養 者 は 自 分

ら し い 生 活 を 送 っ て お り 驚 か さ れ た（ 橋 本 ら , 2 0 1 5・小 森 ら , 2 0 0 7）。

そ し て 、病 院 で の 療 養 者 と は 違 う 在 宅 の 療 養 者 の 主 体 性（ 生 活 者 ）

を 感 じ 取 っ て い た （ 吉 田 , 2 0 0 6）。 学 生 は 、 療 養 者 の 多 様 性 、 個 別

性 が 尊 重 さ れ て い る こ と を 実 感 し 、 信 頼 関 係 を 構 築 す る 技 術 や 地

域 で の 連 携 の 取 り 方 、 そ れ ぞ れ の 職 種 の 役 割 を 学 ん だ 。 同 行 訪 問

す る こ と に よ っ て 疾 患 だ け で な く 、 介 護 者 へ の 配 慮 、 生 活 状 況 や

社 会 背 景 を 捉 え 、 そ の 人 ら し い 生 活 を 支 え る た め に 、 看 護 師 と し

て 地 域 特 性 や 社 会 資 源 、 予 防 的 視 点 も 含 め た ア セ ス メ ン ト 力 な ど

広 い 知 識 が 、 訪 問 看 護 師 に は 必 要 で あ る と 学 生 は 感 じ て い た

（ 森 , 2 0 0 5・ 栗 本 , 2 0 1 7・ 荒 木 ら , 2 0 1 4）。  

学 生 が 在 宅 看 護 論 実 習 で 感 動 し た こ と は 、 障 害 や 後 遺 症 な ど で

困 難 を 乗 り 切 ろ う と し て い る ひ た む き な 姿 を 見 た こ と や 療 養 者 ・

家 族 が 支 え あ う 家 族 間 の 深 い 絆 を 知 る こ と で あ っ た（ 小 森 , 2 0 0 8）。 

在 宅 看 護 論 実 習 中 の 困 り ご と し て は 、 学 生 に 想 像 が で き な い ほ

ど 、 療 養 者 の 居 宅 で 物 が 散 乱 し て い た こ と や 、 ペ ッ ト が 部 屋 の 中

を 飛 び 回 っ て い た こ と で あ り 、 療 養 者 の ベ ッ ド の 上 で 孫 が 泣 き 、

そ の 場 面 で 血 圧 測 定 を し た こ と で あ っ た 。 実 際 に 同 行 訪 問 し 学 生

は 、 ケ ア を 行 う に し て も 物 品 は 何 を 使 う の か 、 物 品 は ど こ に あ る

の か 、 お 湯 は ど こ で 準 備 を す れ ば い い の か 、 ど こ を 通 っ て お 湯 を

汲 み に 行 け ば い い の か 、 家 族 の 介 入 は ど こ ま で な の か 詳 細 を 知 ら

さ れ て お ら ず 困 っ た と も 報 告 し て い る （ 三 宅 , 2 0 1 8）。  

実 習 指 導 者 が 感 じ て い る 実 習 生 の 傾 向 は 、 学 習 者 、 社 会 の 一 員

と し て 一 定 水 準 に 満 た し て な い こ と を 指 摘 さ れ て い る 。 例 え ば 、

挨 拶 が で き な い 、 言 葉 遣 い が 悪 い 礼 儀 が 身 に つ い て い な い と い っ

た 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン マ ナ ー の 問 題 や 、 学 生 が 委 縮 し て い る 、

緊 張 度 が 高 い 、 学 習 意 欲 を 感 じ さ せ な い 学 生 が 存 在 す る 。 在 宅 看

護 論 実 習 時 に 以 前 の 実 習 し て き た 病 院 の 患 者 の よ う に 医 療 モ デ ル

と し て 療 養 者・家 族 を と ら え て し ま う こ と で あ っ た（ 柏 木 , 2 0 1 5）。  

実 習 指 導 者 が 学 生 に 望 む こ と は 、 病 人 に 対 す る ケ ア で な く 人 に

対 す る ケ ア で あ っ て ほ し い 。 そ し て 、 在 宅 療 養 生 活 や 対 象 者 を 把

握 し て ほ し い と 期 待 さ れ て い る 。 ま た 、 実 習 中 の 学 生 の 変 化 と し

て は 、 初 め て 看 護 の 個 別 性 に 触 れ 感 動 し 、 療 養 者 ・ 家 族 に 受 け 入

れ て も ら え た こ と を う れ し い と 感 じ 、 学 習 意 欲 が 高 ま り 表 情 が キ
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ラ キ ラ と 変 化 し て い く こ と を 、 実 習 指 導 者 は 感 じ て い た 。  

  実 習 指 導 者 は 、 実 習 中 に 問 題 行 動 が 起 き な い よ う に 、 実 習 前 に

学 生 に 身 に つ け さ せ た い 態 度 を 明 ら か に し て い る（ 千 葉 , 2 0 1 0・関

永 , 2 0 1 7）。 在 宅 看 護 論 実 習 は 、 実 習 指 導 者 と 同 行 訪 問 し て 限 ら れ

た 時 間 内 で 看 護 を 展 開 し 、 訪 問 者 と し て の 立 場 で 支 援 関 係 を 成 立

さ せ る 。 そ の た め 、 対 象 者 の 生 活 様 式 ・ 価 値 観 に 合 わ せ た 行 動 が

で き る こ と が 重 要 で あ り 、 信 頼 関 係 形 成 に 向 け た 行 動 が で き る 態

度 、 礼 節 を 重 ん じ る 態 度 が 必 要 と な る 。 こ の 態 度 を 形 成 す る た め

の 教 育 が 在 宅 看 護 論 実 習 前 の 準 備 段 階 で 必 要 と な る 。  

学 生 は 生 活 者 で あ る 療 養 者 ・ 家 族 を 援 助 す る も の と し て 、 学 生

自 身 が「 自 立 し た 生 活 が で き る 』こ と が 基 盤 と な る（ 田 村 ら , 2 0 1 8・

吉 川 ら , 2 0 1 5）。  

 

Ⅱ .現 看 護 学 生 の 状 況 と 在 宅 看 護 論 実 習 に お け る 学 生 の 実 態  

 1 .今 ど き の 看 護 大 学 生 の 状 況  

   学 生 に は 、 患 者 （ 療 養 者 ・ 家 族 ） に 専 門 知 識 や 技 術 を 提 供 す

る 一 方 で 、 日 常 生 活 援 助 や 生 活 指 導 な ど 多 く の 場 面 で 、 生 活 者

と し て の 感 覚 や 知 識・技 術 が 求 め ら れ る 。し か し 、少 子 高 齢 化 、

核 家 族 化 、 同 世 代 の 子 供 と の 集 団 遊 び の 減 少 、 地 域 社 会 と の 隔

離 な ど 社 会 背 景 の 変 化 か ら 、 若 者 の 生 活 体 験 ・ 経 験 の 乏 し さ が

と り あ げ ら れ て い る 。  

坂 本 （ 2 0 1 8） ら は 、 社 会 的 ス キ ル （ K i s s－ 1 8） と 生 活 体 験 を

調 査 し 、 今 ど き の 大 学 生 の 状 況 を 依 存 タ イ プ で あ り 、 自 発 的 な

行 動 や 自 信 を も っ て 行 動 す る こ と が 苦 手 で あ り 、 積 極 的 な 行 動

が 不 得 意 と 報 告 し て い る 。  

安 ヶ 平 ら （ 2 0 1 0） は 、 基 礎 看 護 学 担 当 の 教 員 か ら イ ン タ ビ ュ

ー 調 査 し 、 学 生 を 周 囲 に 無 関 心 で 対 人 関 係 が 希 薄 、 価 値 観 の 多

様 性 が 認 め ら れ な く 、 一 般 常 識 や マ ナ ー の 低 下 を 指 摘 さ れ て い

る 一 方 で 、学 生 は 、 I T を 活 用 す る こ と は 得 意 で あ る と 報 告 し て

い る 。 ま た 、 学 内 で の 演 習 や 臨 床 実 習 で は 、 学 生 の 生 活 者 と し

て の 感 覚 の ズ レ や 知 識 ・ 技 術 の 乏 し さ に し ば し 対 応 に 苦 慮 す る

こ と が あ る と 述 べ て い る 。  

 

 2 .在 宅 看 護 論 実 習 に お け る 学 生 の 実 態  

生 活 体 験 不 足 が 起 因 と す る 臨 地 実 習 中 の 学 生 の 問 題 行 動 は 、

療 養 者 ・ 家 族 と の 信 頼 関 係 の 構 築 を 妨 げ 、 善 意 で 実 習 に 協 力 し

て い る 療 養 者 ・ 家 族 に 不 快 感 や 苦 痛 を 与 え て し ま う と 考 え ら れ

る 。  

川 田 （ 2 0 0 5） ら は 、 看 護 学 生 の 在 宅 看 護 論 実 習 で の 問 題 行 動

や そ の 場 面 の 原 因 を 看 護 教 員 に イ ン タ ビ ュ ー 調 査 し 明 ら か に し

て い る 。 結 果 は 、「 他 者 に 対 す る 配 慮 や 思 い や り の 乏 し さ 」「 コ
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ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 乏 し さ 」「 生 活 技 術 の 乏 し さ 」「 清 潔 、

不 潔 感 覚 の 乏 し さ 」の 4 つ の カ テ ゴ リ ー に 集 約 さ れ て い た 。「 他

者 に 対 す る 配 慮 や 思 い や り の 乏 し さ 」の 中 に は 、「 冷 た い タ オ ル

で 体 を 拭 く 」「 食 事 中 に じ っ と そ の 行 為 を 見 て い る 。食 事 中 に や

た ら と 話 し か け る 」 行 為 で あ っ た 。  

こ れ ら の こ と は 日 常 生 活 の 中 で 他 者 と の 関 わ り が 少 な く 、 喜

び や 不 快 を 感 じ る 体 験 が 乏 し い た め 、 他 者 の 気 持 ち を 自 分 の 身

に 置 き 換 え て 想 像 す る こ と が 困 難 で は な い か と 考 え ら れ る 。  

「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 乏 し さ 」 の 中 に は 「 何 を 話 題 に

し て よ い か 分 か ら ず 会 話 が 続 か な い 」 が あ っ た 。 世 間 話 に 必 要

な 社 会 性 や 一 般 教 養 が 身 に つ い て な い と い う 問 題 や 、 他 者 へ の

関 心 の 低 さ 、 敬 語 の 使 用 や 挨 拶 の 習 慣 が 身 に つ い て い な い と い

う 基 本 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 す る 問 題 が 明 ら か と な っ た 。  

在 宅 看 護 学 実 習 受 け 入 れ の 療 養 者 ・ 家 族 は 学 生 に 対 し て ど の

よ う に 感 じ て い る の で あ ろ う か 。  

斉 藤 （ 2 0 1 9） は 、 在 宅 看 護 論 実 習 受 け 入 れ の 療 養 者 ・ 家 族 を

対 象 に 「 学 生 を 受 け 入 れ る 思 い 」 を 明 ら か に し た 。 療 養 者 ・ 家

族 か ら は 、「 知 ら な い 人 が 家 に 来 ら れ る の は 恥 ず か し い 、家 の 中

を 見 ら れ る の が 恥 ず か し い 。 台 所 や 風 呂 場 は 昔 の も の だ か ら 恥

ず か し い 」と い う 否 定 的 な 言 葉 も 聞 か れ た が 、そ の 反 面 、「 学 生

が 家 に 訪 問 し て く れ る と 部 屋 が 明 る く な る 、 気 持 ち が 若 返 る 、

一 日 を 気 持 ち よ く 過 ご す こ と が で き る 」 と い う 好 意 的 な ご 意 見

や 、学 生 に は も っ と リ ラ ッ ク ス し て ほ し い と い う 要 望 も あ っ た 。 

在 宅 看 護 論 実 習 で 同 行 訪 問 す る 看 護 師 は ど の よ う に 学 生 の こ

と を 感 じ て い る の だ ろ う か 。 牛 久 保 （ 2 0 1 5） の 調 査 に よ る と 、

他 人 の 家 に は じ め て 訪 問 す る に あ た り 、 挨 拶 が で き な い 、 靴 が

揃 え ら れ な い と い う マ ナ ー ス キ ル 不 足 、 緊 張 感 が 高 く 部 屋 の 中

を キ ョ ロ キ ョ ロ 見 回 す 、 療 養 者 ・ 家 族 と 話 す こ と も で き な い と

い う コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 不 足 が 指 摘 さ れ て お り 、 こ の 行

動 は 、 学 生 の 背 景 に あ る 生 活 体 験 ・ 経 験 不 足 か ら な る も の で あ

る と 述 べ て い る 。  

黒 臼 （ 2 0 0 8） ら は 、「 生 活 経 験 」「 生 活 体 験 」 の 定 義 を 「 生 活

体 験 」は 生 活 上 の す べ て の 体 験 で あ り 、「 生 活 体 験 」が 成 熟 す る

こ と に よ り 「 生 活 経 験 」 と し て い る 。 学 生 の 生 活 体 験 、 生 活 経

験 は 社 会 背 景 と と も に 変 化 し て い る そ れ ら を 十 分 理 解 し 、 教 育

の 方 法 を 選 択 し て い く 必 要 が あ る と 示 唆 し て い る 。  

学 生 の 社 会 背 景 、 環 境 か ら な る 生 活 経 験 の 乏 し さ で 、 在 宅 看

護 の 対 象 者 の 療 養 の 場 所 と d l 行 動 の イ メ ー ジ が で き な い こ と

は 、 療 養 者 を 理 解 す る こ と が で き ず 、 ア セ ス メ ン ト ・ 看 護 展 開

が で き な い こ と に 繋 が り 、 在 宅 看 護 論 実 習 の 目 的 も 達 成 で き こ

と と な る 。 そ の た め に 、 在 宅 看 護 論 領 域 の 教 員 は 実 習 の 準 備 段
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階 で の 教 授 方 法 や 授 業 内 容 に お い て 、 学 生 の 生 活 体 験 不 足 を 補

う 教 材 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 

Ⅲ .在 宅 看 護 論 教 授 の 方 法  

   在 宅 看 護 論 領 域 は 、 在 宅 で の 療 養 者 の 生 活 や 介 護 を 支 え て い

く た め の 諸 制 度 の 制 定 ・ 整 備 に 伴 い 、 看 護 師 の 果 た す 役 割 も 期

待 さ れ る 。  

 在 宅 看 護 論 に お い て は 、 幅 広 い 対 象 者 の 生 活 背 景 や 価 値 観 を

捉 え 生 活 環 境 に 応 じ た 看 護 実 践 が 求 め ら れ る 。 し か し 、 学 生 は

看 護 の 対 象 を“ 生 活 者 ”と し て 捉 え 支 援 し な く て は な ら な い が 、

そ の 対 象 者 の 療 養 し て い る 場 所 、 d l 行 動 を イ メ ー ジ （ 想 像 ） す

る こ と が で き な い 。 在 宅 看 護 論 の 基 盤 と な る 看 護 の 対 象 の 「 生

活 者 」「 生 活 の 場 」を ど の よ う な 教 授 方 法 で イ メ ー ジ 化・具 体 化

さ れ て い る の か 文 献 検 討 し た 。  

先 行 研 究 者（ 鈴 木 ら , 2 0 0 7・ 峰 村 , 2 0 1 6・ 細 川 ら , 2 0 0 8）ら は 講

義 の 構 成 及 び 計 画 を 、「 在 宅 看 護 概 論 」「 在 宅 療 養 者 の 健 康 状 態

に 応 じ た 看 護 」「 在 宅 看 護 技 術 」「 在 宅 看 護 過 程 」 の ４ 項 目 と し

て 考 え た 。  

「 在 宅 看 護 論 概 論 」 で は 地 域 で 生 活 し な が ら 療 養 す る 人 々 と

そ の 家 族 を 理 解 し 看 護 の 基 礎 を 学 ぶ 内 容 で 、 看 護 専 門 職 と し て

の 基 本 的 能 力 、 在 宅 看 護 の 専 門 職 と し て の 課 題 解 決 を 行 う 能 力

を 養 う も の で あ る 。「 在 宅 療 養 者 の 健 康 状 態 に 応 じ た 看 護 」で は

在 宅 療 養 の 継 続 を 支 援 す る 能 力 、 家 族 を 支 援 す る 能 力 と し 講 義

と す る 。  

「 在 宅 看 護 技 術 」「 在 宅 看 護 過 程 」は 演 習 ・ 実 習 と し 、学 生 に

は 看 護 の 対 象 を “ 生 活 者 ” と し て 捉 え “ 生 活 者 を 支 援 す る ” と

い う こ と を 意 識 し 、 在 宅 療 養 上 の 問 題 を 明 確 に す る 能 力 、 在 宅

看 護 実 践 を 評 価 す る 能 力 、 状 況 に 応 じ た 看 護 実 践 を 行 う 能 力 が

養 成 さ れ る も の と し て 構 成 さ れ て い る 。  

   在 宅 看 護 の 特 徴 の ひ と つ に 、 看 護 提 供 さ れ る 環 境 が 病 院 と は

大 き く 異 な る 点 で あ る 。 看 護 師 が 対 象 者 と な る 療 養 者 と そ の 家

族 が 生 活 し て い る 場 に 出 向 い て ケ ア を す る こ と で あ る 。 病 院 で

の 実 習 し か 経 験 し て い な い 学 生 に と っ て 、 在 宅 看 護 の 対 象 者 像

の イ メ ー ジ は 、 生 活 体 験 の 乏 し さ や 演 習 時 の 段 階 で 在 宅 看 護 論

実 習 の 経 験 が な い こ と か ら 難 し い 状 況 に あ る（ 奥 山 , 2 0 1 5・栗 本

ら , 2 0 0 9）。 し か し 、 在 宅 看 護 論 は 、 療 養 者 と そ の 家 族 の 多 種 多

様 な 生 活 事 象 の 理 解 を し た う え で 、 健 康 問 題 や 生 活 課 題 を ア セ

ス メ ン ト し 、生 活 条 件 や Q O L  の 向 上 、維 持 を 図 る 看 護 に つ い て

「 生 活 モ デ ル 」 で の 援 助 を 展 開 す る 必 要 が あ る 。  

そ の た め に 、 在 宅 看 護 の 対 象 者 を 生 活 者 と し て 捉 え る た め の

教 授 法 な ど に つ い て 様 々 な 視 点 か ら 取 り 組 ま れ て い た 。 学 生 に
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と っ て は 、 教 室 内 で の 講 義 形 式 の 授 業 の み で は 、 生 活 の 場 が 療

養 の 場 で あ る こ と の 理 解 は 困 難 で あ り 、 学 生 の イ メ ー ジ 化 を 図

る た め に 視 覚 教 材 や 生 き た 教 材 の 活 用 が 取 り 込 ま れ て い る 。  

具 体 例 に は「 ロ ー ル プ レ イ ン グ に よ る 在 宅 看 護 の イ メ ー ジ 化 」

「 看 護 用 品 の 作 成 演 習 」（ 三 尾 , 2 0 1 7） が 紹 介 さ れ て い た 。 演 習

に 少 人 数 の グ ル ー プ で ロ ー ル プ レ イ ン グ を 実 施 し た 小 野 ら

（ 2 0 1 5）・ 西 崎 ら（ 2 0 0 8）に よ る と 、学 生 に は 、在 宅 看 護 の イ メ

ー ジ が 高 ま り 、 演 習 に よ り 授 業 の 理 解 度 が 上 昇 し 、 訪 問 看 護 に

関 心 を 持 つ 機 会 と な っ た と 報 告 し て い る 。  

先 行 研 究 で は 、 演 習 時 に 想 像 力 ・ 創 造 力 を 育 成 す る 目 的 で 、

ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 演 習 が 取 り 入 れ ら れ

る 。特 に 臨 地 実 習 前 に ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ を 導 入 す る こ と で 、

学 生 の 能 動 的 な 学 習 を 促 進 、 看 護 専 門 知 識 ・ 技 術 に 対 す る 学 び

を 深 め る こ と が で き 、 主 体 的 な 問 題 解 決 で き る 能 力 、 ケ ア を 想

像 す る 力 が つ く と 報 告 し て い る 。  

在 宅 看 護 論 実 習 で は 、 訪 問 看 護 師 と 同 行 し て 療 養 者 の お 宅 に

訪 問 し 看 護 を 提 供 す る 。 そ の 生 活 の 場 所 は 療 養 者 の プ ラ イ ベ ー

ト の 場 所 で あ り 、 訪 問 し て き た 者 が 療 養 者 に 対 し て 信 頼 関 係 を

持 つ こ と が で き な い 態 度 を と れ ば 、 療 養 者 ・ 家 族 か ら 拒 否 を さ

れ て し ま う 。 そ の よ う な こ と が 起 こ ら な い よ う に 実 習 準 備 段 階

の 授 業 に は マ ナ ー 指 導 を 行 っ て い る （ 關 ら , 2 0 1 6）。 こ の 問 題 と

思 わ れ る 行 動 は 、 学 生 が 「 在 宅 療 養 者 ・ 家 族 が 生 活 し て い る 場

所 や 行 動 の イ メ ー ジ を 持 つ こ と が で き な い 」 こ と に よ る も の と

考 え ら れ る 。  

授 業 で は 、宅 看 護 の 対 象 者 を 生 活 者 と し て 捉 え る た め に 、「 ロ

ー ル プ レ イ ン グ に よ る 在 宅 看 護 の イ メ ー ジ 化 」「 看 護 用 品 の 作 成

演 習 」 に 視 覚 教 材 や 生 き た 教 材 の 活 用 が 取 り 込 み 実 施 さ れ る こ

と に よ り 、 在 宅 看 護 の イ メ ー ジ が 高 ま り 、 演 習 に よ り 授 業 の 理

解 度 が 上 昇 し 、 訪 問 看 護 に 関 心 を 持 つ 機 会 と な っ た と 報 告 し て

い る 。  

松 尾 （ 2 0 1 3） は 、 在 宅 看 護 論 実 習 中 の 学 内 実 習 日 に 、 受 け 持

ち 事 例 に 対 し て 立 案 し た 看 護 計 画 を 予 定 の 訪 問 時 間 内 で 実 施 で

き る よ う な シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 訪 問 事 例 に

よ り 多 く の 援 助 を 実 践 で き る よ う に な っ た と 報 告 し て い る 。 学

生 は 、 実 際 の 療 養 者 ・ 家 族 ・ 生 活 の 場 を 一 回 訪 問 す る こ と で 受

け 持 ち 療 養 者 の 全 体 像 を 把 握 す る こ と が で き 看 護 過 程 の 展 開 が

で き た と 考 え ら れ る 。 こ の よ う に 、 演 習 時 に 実 際 に 訪 問 看 護 師

と 療 養 者 の お 宅 を 訪 問 し 、 生 活 し て い る 療 養 者 ・ 家 族 の 姿 や 生

活 し て い る 場 所 を 感 じ 、 訪 問 看 護 師 が ど ん な こ と を 観 察 し て い

る か 、 ど の よ う に 看 護 を 提 供 し て い る か を 体 験 し 振 り 返 る こ と

が 大 切 で あ る 。  
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し か し 、 演 習 授 業 で は 、 教 員 が 見 て ほ し い 在 宅 で の D V D 映 像

や そ の 場 の 写 真 を 使 い イ メ ー ジ さ せ る 方 法 や 、 演 習 室 が 療 養 者

の 家 庭 の 現 場 と な り 、 学 生 が 、 療 養 者 ・ 家 族 ・ 訪 問 看 護 師 の 配

役 を し て ロ ー ル プ レ ン が 行 わ れ て い る の が 現 状 で あ る 。  

そ こ に は 生 活 体 験 ・ 経 験 が 低 い 学 生 で は リ ア リ テ ィ に 想 像 す

る の に は 限 界 が あ る 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 教 育 で は 、 疑 似 体 験 、

振 り 返 り な ど を 行 う こ と は で き る 。 し か し 、 臨 場 感 が な く 、 学

生 が 自 分 か ら そ の 世 界 に 入 り 込 み 、 望 む と こ ろ を 見 る こ と は で

き な い 。 解 決 策 と し て 、 Ｖ Ｒ 教 材 を 使 用 す る こ と で 、 そ の 場 面

を Ｖ Ｒ 映 像 に よ り 仮 想 の 中 に 参 加 し 体 験 す る こ と が で き る 。 何

回 で も 仮 想 空 間 に 入 る こ と に よ り 、 苦 手 で あ っ た コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン マ ナ ー を 身 に つ け る こ と が で き 、 訪 問 先 の イ メ ー ジ が つ

い た こ と に よ り 、そ の 生 活 の 場 や 療 養 者 が 暮 ら し て い る d l 行 動

イ メ ー ジ を 理 解 で き た の で は な い か と 考 え た 。  

療 養 者 の 生 活 の 場 ・ d l 行 動 の イ メ ー ジ が な く と も 何 回 も Ｖ Ｒ

の 世 界 に 訪 問 す る こ と に よ っ て 、 在 宅 で の 現 場 を 知 る こ と が で

き 、 そ の 場 に 慣 れ て 振 り 返 り を す る こ と で 、 療 養 者 か ら 発 せ ら

れ た 言 葉 や 行 為 な ど か ら そ の 人 の 生 活 を 把 握 す る こ と で 、 気 づ

き を も っ て 生 活 の 維 持 に 何 が 足 ら な い の か が 思 考 す る こ と が で

き る 。 こ の 場 面 の 映 像 を 記 憶 と し て 残 す こ と に よ っ て 、 初 回 訪

問 か ら 委 縮 せ ず 緊 張 度 を 高 め る こ と は な く な る と 考 え ら れ る 。  

余 裕 が 出 た こ と に よ り 、 実 習 本 番 で は 、 初 め て 看 護 の 個 別 性

に 触 れ 感 動 し 、 療 養 者 ・ 家 族 に 受 け 入 れ て も ら え た こ と を う れ

し い と 感 じ 、 学 習 意 欲 が 高 ま り 表 情 が キ ラ キ ラ と 変 化 し て い く

こ と と 予 測 さ れ た 。  

Ｖ Ｒ 教 材 を 実 習 準 備 段 階 で 使 用 す る こ と は 、 実 際 の 実 習 経 験

す る こ と と 同 等 で あ り 、 学 生 が 在 宅 療 養 者 の 生 活 の 場 ・ d l 行 動

の イ メ ー ジ の 具 体 化 が で き る と 考 え た 。  

 

Ⅳ .教 育 現 場 に お け る Ｖ Ｒ の 活 用  

   Ｖ Ｒ は 、「 仮 想 現 実 」「 人 工 現 実 感 」 と 訳 さ れ る 。 視 覚 や 聴 覚

器 官 に 働 き か け 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 作 り 出 さ れ た 人 工 環 境

を 実 質 的・現 実 的 に v i r t u a l l y（ 本 物・現 実 ）の よ う に 知 覚 さ せ

る 技 術 で あ る （ 星 野 , 2 0 1 7）。 Ｖ Ｒ が 提 示 す る の は 偽 り の 現 実 で

は な く 、 そ れ を 本 当 の 現 実 に 近 い 感 覚 を 人 に 与 え る 技 術 と 定 義

さ れ て い る 。 Ｖ Ｒ の 基 本 的 な 構 想 要 素 は 、 出 力 シ ス テ ム と し て

の デ ィ ス プ レ イ に よ る 感 覚 提 示 、 入 力 シ ス テ ム と し て の デ バ イ

ス に よ る 操 作 、 そ し て 感 覚 提 示 と 操 作 を イ ン タ ラ ク テ ィ ブ に シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン す る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で あ り 、 感 覚 提 示 と

操 作 が イ ン タ ラ ク テ ィ ブ に 連 動 す る こ と が 人 工 現 実 感 を 生 じ さ

せ る ポ イ ン ト と な る 。 コ ン ピ ュ ー タ が 生 成 す る Ｖ Ｒ 環 境 は 、「 3
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次 元 の 空 間 性 」「 実 時 間 の 相 互 作 用 性 」「 自 己 投 射 性 」 と い っ た

三 要 素 に よ っ て 成 立 す る と い わ れ て い る 。  

「 三 次 元 の 空 間 性 」と は 、人 を 取 り 込 む 36 0°の 立 体 的 な 視 覚

空 間 お よ び 聴 覚 空 間 の こ と で あ り 、 頭 の 動 き と リ ア ル タ イ ム に

追 従 す る こ と で 「 実 時 間 の 相 互 作 用 性 」 を 実 現 し 、 あ た か も 自

分 が 人 工 環 境 の 中 に 入 り 込 ん だ よ う な 没 入 感 を 生 む 「 自 己 投 射

性 」 を 成 立 さ せ る こ と が Ｖ Ｒ 技 術 の 核 心 で あ る （ 辻 下 , 2 0 1 7）。  

2 0 1 6 年 が Ｖ Ｒ 元 年 と 呼 ば れ 、コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス の 発 展

に よ り Ｖ Ｒ 技 術 が 身 近 に な っ た 。 元 年 か ら 日 が 浅 い が 、 Ｖ Ｒ 技

術 を 活 用 し て い る 分 野 の 例 は 、医 療 、健 康 福 祉 、教 育 、ゲ ー ム 、

航 空 宇 宙 、 自 動 車 、 ツ ー リ ズ ム 、 商 業 な ど が あ る 。  

医 療 で は 、 医 師 に よ る ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ を 着 用 し

て 手 術 室 で 3 D の 画 像 を リ ア ル タ イ ム に 見 る と い っ た 活 用 が 始

ま っ て い る 。  

介 護 、 福 祉 で は 、 外 出 が で き な い 要 介 護 者 の 「 外 出 体 験 」 や

介 護 職 の 教 育 の た め の 「 認 知 症 体 験 」 が 開 発 さ れ て い る 。 辻 下

（ 2 0 1 7） は 、 脳 血 管 疾 患 の 患 者 に 病 室 で Ｖ Ｒ を 使 用 し 架 空 環 境

の も と リ ハ ビ リ 実 施 し た 。 リ ハ ビ リ で は 単 調 で 辛 く 苦 し い ト レ

ー ニ ン グ の 反 復 訓 練 が 避 け ら れ な い が 、 Ｖ Ｒ を 使 用 す る こ と で

効 率 よ く 実 施 し 効 果 が 得 ら れ た と 報 告 し て い る 。  

岡 橋 ら （ 2 0 1 2） は 高 次 脳 機 能 障 害 患 者 の 高 次 脳 機 能 評 価 の た

め に Ｖ Ｒ 技 術 を 用 い た 買 い 物 課 題 に よ る 検 査 の 開 発 を お こ な っ

た 。 仮 想 の 商 店 街 に お け る 買 い 物 遂 行 過 程 か ら 、 正 解 数 、 買 い

物 リ ス ト 、 移 動 回 数 な ど を 評 価 す る も の で 従 来 の 検 査 と 同 じ 評

価 と な っ て い る 。 こ の よ う に あ ら ゆ る 分 野 で Ｖ Ｒ 技 術 が 使 用 さ

れ 始 め て い る 。  

看 護 分 野 で は 、 認 知 症 ・ 急 変 患 者 と し て 疑 似 体 験 や 静 脈 注 射

訓 練 、 助 産 師 へ の 新 生 児 蘇 生 訓 練 、 尿 道 カ テ ー テ ル 挿 入 手 技 習

得 な ど の 看 護 師 と し て 技 術 訓 練 目 的 の コ ン テ ン ツ な ど が あ る

（ 小 山 , 2 0 1 9）。 看 護 技 術 な ど は 繰 り 返 し 学 習 す る こ と が 欠 か せ

な い た め 、 模 擬 体 験 や 自 己 学 習 を 支 援 す る 教 材 が 効 果 的 で あ る

（ 真 嶋 , 2 0 1 4）。 ま た 、 臨 床 経 験 の 少 な い 学 生 に 、 仮 想 病 棟 を 歩

き 視 覚 的 ・ 体 験 的 に 病 棟 の 環 境 を 理 解 す る こ と で 「 環 境 」 に 対

す る 思 考 を 育 て る 教 材 と し て 有 効 で あ る と 報 告 し て い る

（ 辻 , 2 0 1 5）。  

宮 崎 （ 2 0 1 9） は 、 学 生 の 技 術 演 習 に Ｖ Ｒ は 応 用 可 能 で あ り 、

公 平 な 指 導 を 受 け る こ と が で き 、 か つ 、 よ り 患 者 理 解 に 近 づ く

効 果 の 高 い 教 育 が 実 施 で き る と し て 、Ｖ Ｒ 教 材 の 研 究 を 行 っ た 。

教 材 の 内 容 は 、 在 宅 看 護 論 に お け る 「 生 活 援 助 技 術 」 演 習 で の

訪 問 看 護 の 指 導 内 容 で あ っ た 。 実 施 し た 結 果 、 学 生 は 、 訪 問 看

護 時 の 看 護 技 術 だ け で な く 、 同 時 に 看 護 師 の 業 務 や 家 族 の 表 情
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を 観 察 し 、 手 す り や 段 差 な ど 環 境 へ の 配 慮 と い っ た 多 角 的 な 視

点 を 考 え つ つ 必 要 な 援 助 を 探 求 し て い く こ と が で き て い た 。 宮

崎 は 、 療 養 者 の 環 境 か ら 、 療 養 者 の 動 線 に は 段 差 が な い か 手 す

り は あ る か 、 療 養 者 の 目 線 の 先 に は 何 が あ る か と い っ た 「 気 づ

き 」 の 学 習 が で き た と 報 告 し て い る 。  

Ｖ Ｒ 教 材 の 効 果 と し て は 、 主 体 的 な 学 び を 促 す だ け で な く 共

感 力 を 高 め 、 視 点 交 換 に よ り 深 い 理 解 を も た ら し 、 転 移 に よ り

他 者 の 感 情 や 状 況 を 直 接 的 に 知 る こ と が で き る と さ れ て い る

（ 日 隈 , 2 0 1 9）。 す な わ ち 、 撮 影 す る 視 点 を 患 者 側 に 変 え る こ と

で 、 人 工 肛 門 、 自 己 注 射 、 処 置 を さ れ る 側 の 治 療 へ の 負 担 を 仮

想 現 実 に よ っ て 体 験 す る こ と で 、 患 者 の 想 い を く み 取 る 看 護 観

の 学 習 も 可 能 と す る こ と と な る 。 更 に 、 Ｖ Ｒ を 活 用 し た 体 験 学

習 は 、試 行 時 の Ｖ Ｒ 習 得 ス ピ ー ド（ G i d e n  B l u m s t e i n , 2 0 2 0）と 長

期 的 な イ メ ー ジ の 保 持 の 両 方 の 獲 得 で き る 可 能 性 が 示 さ れ て い

る（ E r i c  K r o k o s , 2 0 1 8・ J o s e  M i g u e l  P a d i l h a , 2 0 1 9）。こ れ ら の こ と

は 、 没 入 感 に よ り 関 心 が 生 ま れ 、 共 感 力 、 視 点 交 換 に よ り 気 づ

き が 生 ま れ る と 考 え ら れ 、 長 期 的 に イ メ ー ジ が 保 持 で き る こ と

に な る 。  

在 宅 看 護 論 に お い て 、 療 養 者 の 必 要 な 生 命 力 の 消 耗 を 最 小 限

に す る よ う 生 活 過 程 を 整 え 、 d l 行 動 す る 際 の 人 的 ・ 物 的 環 境 を

把 握 す る た め の 情 報 化 の 「 気 づ き 」 の 能 力 を 養 う こ と が で き る

の が Ｖ Ｒ 教 材 で あ る と 考 え た 。  

Ｖ Ｒ 教 材 は と て も 優 れ て い る が 、 視 聴 者 の 身 体 に も 影 響 す る

恐 れ が あ る 。 例 え ば 、 Ｖ Ｒ 酔 い が 出 現 す る 場 合 が あ る （ 井

野 , 2 0 0 1）。 Ｖ Ｒ に よ る 身 体 面 の 影 響 を 心 拍 変 動 の 周 波 数 分 析 の

値 を 参 考 と し 、ス ト レ ス 、疲 労 感 な ど を 明 ら か に さ れ て い る（ 井

上 , 2 0 1 2）。 実 施 前 に は 、 耳 鼻 科 疾 患 が あ る も の 、 体 調 不 良 の も

の は 対 象 か ら 除 外 す る 配 慮 を し な く て は な ら な い 。 Ｖ Ｒ は 疑 似

的 な 立 体 視 を 行 う た め 、 脳 の 立 体 視 細 胞 の 発 育 過 程 等 に 影 響 を

及 ぼ す と さ れ て お り 1 3 歳 以 上 の Ｖ Ｒ 視 聴 が 推 奨 さ れ て い る（ 総

務 省 , 2 0 1 2）。  

同 時 に 、 学 生 は 、 Ｖ Ｒ 教 材 を 仮 想 映 像 で あ る た め に ゲ ー ム 感

覚 視 聴 し 、 ぞ ん ざ い に 振 舞 う な ど 予 測 さ れ る （ 片 田 , 2 0 0 7）。 そ

の よ う に な ら な い た め に も シ ナ リ オ 内 容 が 教 材 の 鍵 と な る と 考

え ら れ る 。  

 

Ⅴ .在 宅 看 護 論 に お け る ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ 教 育 の 効 果  

   在 宅 看 護 論 実 習 前 の 演 習 授 業 で は 、 看 護 の 対 象 を “ 生 活 者 ”

と し て 捉 え “ 生 活 者 を 支 援 す る ” こ と を 中 心 に 、 在 宅 療 養 上 の

問 題 を 明 確 に し 、 在 宅 看 護 実 践 を 評 価 す る こ と を 学 習 す る 。 統

合 分 野 で あ る 在 宅 看 護 論 で は 、学 生 の 能 動 的 な 参 加 が 望 ま れ る 。
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そ れ を 実 現 で き る 授 業 は 、 ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ で あ る と 考 え

ら れ る 。  

ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ は 、「 教 員 に よ る 一 方 的 な 講 義 形 式 の 教

育 と 異 な り 、学 修 者 の 能 動 的 な 学 修 へ の 参 加 を 取 り 入 れ た 教 授・

学 習 方 法 」 と 定 義 さ れ る 。 目 的 は 、 認 知 的 ・ 社 会 的 能 力 や 知 識

や 経 験 な ど を 含 め た 汎 用 的 能 力 を 育 成 す る こ と で あ る （ 井

川 , 2 0 1 7）。 ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ の 妥 当 性 を 確 認 す る も の と し

て 、 ラ ー ニ ン グ ・ ピ ラ ミ ッ ド が あ る （ 中 里 , 2 0 1 5）。  

ラ ン ニ ン グ ・ ピ ラ ミ ッ ド と は 、 学 生 が 学 習 し た 時 に 知 識 が 記

憶 に 残 る 割 合 が 、 講 義 だ け の 教 育 で は 受 講 者 の 学 習 定 着 率 は

5％ 、教 科 書 を 読 む こ と は 1 0 %、オ ー デ ィ オ や 視 覚 化 に よ る 学 習

で は 2 0％ 、 実 施 さ れ る 学 習 で は 3 0 %、 グ ル ー プ 討 論 に よ る 学 習

は 5 0 %、実 施 し 行 動 に 移 す こ と に よ っ て 7 5 %、他 者 に 教 え る こ と

で 9 0 %で あ る と さ れ る 。  

学 生 が 自 主 的 に 活 動 す る 必 要 に 迫 ら れ る 授 業 形 態 ほ ど 授 業 の

形 態 と 知 識 の 定 着 率 を ピ ラ ミ ッ ド 状 に 図 示 し た モ デ ル で あ る

（ 大 西 , 2 0 1 5）。 こ の よ う な ラ ン ニ ン グ ・ ピ ラ ミ ッ ド の 主 流 と な

る も が デ ー ル の 「 経 験 の 円 錐 （ c o n e  o f  e x p e r i e n c e ）」 で あ る 。  

経 験 の 円 錐 は 、 学 習 に 密 接 に 関 係 す る 経 験 を 具 体 か ら 抽 象 と

い う 軸 で と ら え る 円 形 型 の モ デ ル で あ る 。 こ の モ デ ル で は 円 錐

の 下 か ら 上 に 上 が る に つ れ て 経 験 の 抽 象 度 が 高 ま る と さ れ て い

る 。経 験 を 1 1 の タ イ プ で 区 分 し て い る 。円 錐 の 一 番 下 に 位 置 付

け ら れ て い る の が「 直 接 的 目 的 体 験 」（ 現 実 社 会 で の 感 覚 的 な 実

際 の 経 験 ）そ の 上 に あ る も の は「 ひ な が た 体 験 」（ 複 雑 な 現 実 を

単 純 化 し た モ デ ル を 使 用 し た 経 験 ） そ の 上 に 位 置 付 け ら れ て い

る の が「 劇 化 さ れ た 体 験 」（ 実 際 に は 参 加 で き な い 現 実 社 会 を 劇

と し て 演 じ る 経 験 ）、そ の 上 は「 演 示 」（ 実 験 を 見 る 経 験 ）、そ の

上 は 「 見 学 」（ 実 際 の 現 場 を 見 学 す る 経 験 ）、 そ の 上 は 「 展 示 」

（ 並 べ ら れ た 制 作 物 な ど を 実 際 に 観 察 す る 経 験 ）、そ の 上 は「 テ

レ ビ 」（ 進 行 中 の 実 際 の 出 来 事 に 関 す る 聴 覚・視 覚 情 報 を コ ン テ

ン ツ と し て 視 聴 す る 経 験 ）そ の 上 は 「 映 画 」（ 制 作 さ れ た 聴 覚 ・

視 覚 情 報 を 含 む コ ン テ ン ツ を 視 聴 す る 経 験 ）、そ の 上 は「 レ コ ー

ド・ラ ジ オ・写 真 」（ 聴 覚 情 報 あ る い は 視 覚 情 報 の ど ち ら か 1 つ

を 含 む コ ン テ ン ツ を 聞 く ま た は 見 る 経 験 ）、そ の 上 は「 視 覚 的 象

徴 」（ 黒 板 な ど に 描 か れ た 図 表 を 見 た り そ れ を 用 い た 説 明 を 聞 い

た り す る 経 験 ）、 円 柱 の 最 上 部 に 示 さ れ て い る の は 、「 言 語 的 象

徴 」（ 書 き 言 葉 を 読 ん だ り 話 し 言 葉 を 聞 い た り す る 経 験 ）で あ る

（ デ ー ル , 1 9 5 7）。 下 方 に あ る 、「 直 接 的 目 的 体 験 」「 ひ な が た 体

験 」「 劇 化 さ れ た 体 験 」は 、実 際 に 参 加 し て 行 う 経 験 で あ る た め 、

教 育 的 な 意 義 が 大 き い と 指 摘 さ れ て い る 。  

す な わ ち 、 最 も 直 接 的 で 具 体 的 な 経 験 や 体 験 か ら 多 様 な 抽 象
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化 の 段 階 を か け て 最 も 抽 象 的 な 象 徴 と な り 概 念 化 に 至 る 。 す な

わ ち 、 具 像 （ 事 実 ・ 現 象 ） と 抽 象 （ 仮 想 ・ 練 習 ・ 教 科 書 ） を 関

連 づ け な が ら 学 習 す る こ と が 効 果 的 で あ る と い わ れ て い る 。  

具 像 と 抽 象 を 併 せ 持 っ た の が Ｖ Ｒ 教 材 で あ る 。 使 用 す る こ と

で 学 生 の 能 動 的 な 学 習 を 促 進 、 看 護 専 門 知 識 ・ 技 術 に 対 す る 学

び を 深 め る こ と が で き る 。効 果 と し て「 見 て 感 じ て 把 握 す る 力 」

で 身 体 状 態 の 変 化 を と ら え る 力 、 個 別 性 を 具 体 化 す る 力 、 観 察

の ポ イ ン ト を つ か む 力 で あ り 、「 情 報 を 引 き 出 す 力 」（ 療 養 者 ・

家 族 ・ 多 職 種 ） と 人 間 関 係 の 基 盤 を 作 る 力 、「 察 す る 力 」「 生 活

の 着 想 力 」 が で き る 能 力 、 ケ ア を 想 像 す る 力 を 養 成 す る こ と が

で き る と 考 え ら れ る 。  

在 宅 看 護 論 で の 教 育 目 標 で あ る 。看 護 の 対 象 で あ る“ 生 活 者 ”

を 知 り 生 活 を 援 助 す る こ と が で き る こ と を 達 成 す る こ と が で き

る 。 看 護 学 領 域 の Ｖ Ｒ 教 材 は 数 少 な く 、 特 に 在 宅 看 護 の 現 場 で

あ る 在 宅 療 養 場 所 （ 生 活 の 場 ） に 訪 問 看 護 師 と 同 行 訪 問 す る シ

ナ リ オ の Ｖ Ｒ 映 像 の 研 究 は 1 例 の み で あ っ た 。  

 

Ⅵ .ま と め  

  療 養 者 の 生 活 イ メ ー ジ 作 り の 教 材 開 発 の た め に 、 在 宅 看 護 論

教 授 方 法 及 び 実 習 指 導 効 果 に 関 す る 文 献 を 検 討 し 、 在 宅 看 護 論

実 習 で の 学 び と 実 態 、 訪 問 看 護 師 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 か ら 実

習 の 現 状 を 明 ら か に し た 。 そ れ を 基 に 、 在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段

階 に お い て 、 何 が 不 足 し て い る の か 、 そ れ を 補 う た め に ど の よ

う な 内 容 の 教 材 か い い の か 、 ど の よ う な 方 法 が 適 し て い る の か

さ ら に 検 討 す る こ と が で き た 。  

在 宅 看 護 論 実 習 の 学 び と し て は 、 家 庭 訪 問 す る こ と で 、 学 生

は 、 在 宅 の 療 養 者 は 医 療 に 縛 ら れ た 寝 た き り の 生 活 を 送 っ て い

る 療 養 者 を イ メ ー ジ し て い た が 、 実 際 の 療 養 者 は 自 分 ら し い 生

活 を 送 っ て い る こ と を 知 っ た 。 そ し て 、 訪 問 看 護 師 は 、 疾 患 だ

け で な く 、 介 護 者 へ の 配 慮 、 生 活 状 況 や 社 会 背 景 を 捉 え 、 そ の

人 ら し い 生 活 を 支 え る た め に 、 看 護 師 と し て 地 域 特 性 や 社 会 資

源 、 予 防 的 視 点 も 含 め た ア セ ス メ ン ト 力 な ど 広 い 知 識 が 必 要 で

あ る こ と も 学 ん で い た 。  

在 宅 看 護 論 実 習 状 況 は 、 療 養 者 の 居 宅 で 物 が 散 乱 し て い た こ

と や 、 ペ ッ ト が 部 屋 の 中 を 飛 び 回 っ て い た こ と で あ り 、 療 養 者

の ベ ッ ド の 上 で 孫 が 泣 き 、 そ の 場 面 で 血 圧 測 定 を し た こ と で あ

る な ど 、 病 院 実 習 と の 環 境 の 違 い や 、 ケ ア を 行 う に し て も 物 品

は 何 を 使 う の か 、 物 品 は ど こ に あ る の か 、 お 湯 は ど こ で 準 備 を

す れ ば い い の か 、 ど こ を 通 っ て お 湯 を 汲 み に 行 け ば い い の か 、

個 々 の 療 養 者 に よ り サ ー ビ ス 内 容 、 物 品 な ど 決 め ら れ て お ら ず

応 用 し て 対 処 し て い く こ と を 学 ん で い た 。  
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実 習 指 導 者 か ら は 、 挨 拶 が で き な い 、 言 葉 遣 い が 悪 い 礼 儀 が

身 に つ い て い な い と い っ た 、 マ ナ ー ス キ ル 不 足 、 学 生 が 委 縮 し

て い る 、緊 張 感 が 高 く 部 屋 の 中 を キ ョ ロ キ ョ ロ 見 回 す 、療 養 者・

家 族 と 話 す こ と も で き な い と い う コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 不

足 が 指 摘 さ れ て お り 、こ の 行 動 は 、学 生 の 背 景 に あ る 生 活 体 験・

経 験 不 足 か ら な る も の で あ る と 述 べ て い る 。  

在 宅 看 護 論 担 当 教 員 は 、 在 宅 の 環 境 を 知 る た め に D V D な ど の

聴 覚 教 材 を 使 用 し 、 療 養 者 の 生 活 イ メ ー ジ 付 け を す る 。 そ し

て 、 ロ ー ル プ レ イ に よ り 在 宅 で 行 わ れ て い る 看 護 実 践 を 、 マ ナ

ー 、 コ ミ ュ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 学 習 と も に 行 っ て い る 。  

し か し 、 演 習 授 業 で は 、 教 員 が 見 て ほ し い 在 宅 で の D V D 映 像

や そ の 場 の 写 真 を 使 い イ メ ー ジ さ せ る 方 法 で あ る が 、 そ こ に は

臨 場 感 が な く 、 学 生 が 自 分 か ら そ の 世 界 に 入 り 込 み 、 望 む と こ

ろ を 見 る こ と は で き な い 。 ロ ー ル プ レ イ は 、 学 生 が 療 養 者 ・ 家

族 ・ 訪 問 看 護 師 の 配 役 を し て 行 わ れ て い る の が 、 生 活 体 験 ・ 経

験 が 低 い 学 生 で は リ ア リ テ ィ に 想 像 す る の に は 限 界 が あ る 。  

こ の 状 況 を 補 う た め に 、 宮 崎 （ 2 0 1 9） は 、 Ｖ Ｒ を 使 用 し て 、

訪 問 時 の 生 活 援 助 体 験 さ せ て い る 。 学 習 効 果 は 、 訪 問 看 護 時 の

看 護 技 術 だ け で な く 、 同 時 に 看 護 師 の 業 務 や 家 族 の 表 情 を 観 察

し 、 手 す り や 段 差 な ど 環 境 へ の 配 慮 と い っ た 多 角 的 な 視 点 を 考

え つ つ 必 要 な 援 助 を 探 求 し て い く こ と が で き て お り 、 療 養 者 の

環 境 か ら 、 療 養 者 の 動 線 に は 段 差 が な い か 手 す り は あ る か 、 療

養 者 の 目 線 の 先 に は 何 が あ る か と い っ た 「 気 づ き 」 の 学 習 が で

き た と 報 告 し て い る 。  

先 行 研 究 で は 、 在 宅 で 行 わ れ て い る 看 護 実 践 、 療 養 者 の 生 活

状 況 な ど D V D や ロ ー ル プ レ イ に は な い 臨 場 感 あ る Ｖ Ｒ を 使 用 し

て 研 究 が 行 わ れ て い る 。 し か し 、 宮 崎 は Ｖ Ｒ 教 材 を 使 用 し て 研

究 し て い る が 、 Ｖ Ｒ コ ン テ ン ツ が 環 境 を 中 心 に 「 気 づ き 」 を 目

的 と し て い た 。 本 研 究 で は 、 コ ン テ ン ツ を 『 生 活 し て い る 人 』

の イ メ ー ジ 作 り に 、療 養 者 の d l 行 動 の 項 目 に 視 点 を 置 い た 映 像

と 、 学 生 の 生 活 体 験 を 補 う た め の シ ナ リ オ 作 り と し た こ と に 大

き く 違 い が あ る 。  

画 像 に 、 d l 行 動 で あ る I A D L 行 動 ・ A D L 行 動 を 意 識 し た 映 像

シ ナ リ オ の コ ン テ ン ツ を Ｖ Ｒ に 入 れ る こ と に よ り 、 画 像 を 3 6 0

度 自 由 に 見 る こ と が で き 、 そ の 場 に 没 入 で き る こ と に よ り 、 今

ま で と は 違 い 、『 生 活 』の 情 報 に 気 づ き 、『 生 活 を 継 続 す る に は 』

『 自 立 す る に は 』 な ど 思 考 過 程 を 展 開 で き る と い う 効 果 が 期 待

さ れ る 。そ の 教 材 を 使 用 す る こ と で 、学 生 の『 生 活 者 を 捉 え る 』

能 力 を 育 成 す る こ と を 目 的 し た 研 究 に す る 。  

ま た 、Ｖ Ｒ 教 材 の シ ナ リ オ の 内 容 が 重 要 に な る 。牛 久 保（ 2 0 1 5）

の 先 行 研 究 で は 、 学 生 の 生 活 経 験 不 足 が 、 マ ナ ー ス キ ル 、 コ ミ
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ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 不 足 と 明 ら か に さ れ て い る が 、 具 体 的 な

生 活 体 験 項 目 は 挙 げ ら れ て い な い 、 そ の た め 、 学 生 の 生 活 体 験

を 明 ら か に し そ の 項 目 が 療 養 者 の 生 活 イ メ ー ジ に ど の よ う に か

か わ っ て い る か の 研 究 は 見 当 た ら な か っ た 。 生 活 経 験 と 療 養 者

の d l 行 動 イ メ ー ジ と の 影 響 を 明 ら か に す る こ と で 、在 宅 看 護 論

実 習 準 備 段 階 に お い て 、 学 生 の 不 足 し て い る 生 活 体 験 を 補 え る

こ と と な る 。  
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第 ２ 章  研 究 の 新 規 性 ・ 独 創 性 ・ 学 術 的 価 値 ・ 社 会 的 価 値  

 

新 た な 社 会 を 指 す も の と し て S o c i e t y  5 . 0 が 内 閣 府 の 第 ５ 期 科 学

技 術 基 本 計 画 に 示 さ れ た ｡ S o c i e t y  5 . 0 と は ｢サ イ バ ー 空 間（ 仮 想 空 間 ）

と フ ィ ジ カ ル 空 間（ 現 実 空 間 ）を 高 度 に 融 合 さ せ た シ ス テ ム に よ り 、

経 済 発 展 と 社 会 的 課 題 の 解 決 を 両 立 す る 、 人 間 中 心 の 社 会

（ S o c i e t y ） ｣と 定 義 さ れ て い る ｡こ の よ う な 時 代 を 迎 え て い る 今 日 ､

2 0 2 2 年 か ら 保 健 師 助 産 師 看 護 師 学 校 養 成 所 指 定 規 則 改 定 さ れ 新 し

い カ リ キ ュ ラ ム で の 教 育 が 始 ま る ｡看 護 基 礎 教 育 に お い て は 、よ り 現

場 に 近 い 環 境 を 準 備 し 体 験 学 習 に 取 り 組 む こ と が 求 め ら れ る よ う に

な る ｡  

研 究 で 開 発 す る Ｖ Ｒ 教 材 は 、2 つ の 特 徴 が あ る 。1 つ は 、療 養 者 の

イ メ ー ジ づ く り の た め に 、 学 生 ・ 臨 床 指 導 者 の 調 査 か ら 、 療 養 者 の

生 活 環 境 ・ d l 行 動 を 意 識 し た 映 像 シ ナ リ オ を 作 成 し 、サ イ バ ー 空 間

と フ ィ ジ カ ル 空 間 を 高 度 に 融 合 さ せ た 動 画 を 作 っ た こ と で あ る 。 2

つ 目 は 、 臨 場 感 ・ 没 入 感 ・ 見 た い と こ ろ が 自 由 に み る こ と が で き る

Ｖ Ｒ の 機 器 を 使 用 し た こ と で あ る 。 ま た 、 開 発 し た Ｖ Ｒ 教 材 は 、 試

行 す る こ と で 療 養 者 の 生 活 環 境・ d l 行 動 イ メ ー ジ を 抱 く こ と が で き 、

画 像 に 映 り だ さ れ る 療 養 者 の 生 活 様 式 を 「 見 る 眼 」 ｢気 づ き ｣の 感 性

で 、 療 養 者 は 生 活 者 で あ り 、 生 活 を 継 続 さ せ る た め に は ど の よ う な

看 護 提 供 が 必 要 で あ る か を 考 え る 力 を 育 成 す る 体 験 学 習 ト レ ー ニ ン

グ 教 材 で あ る 。 こ れ ら の こ と は 独 創 性 か つ 新 規 性 で あ る と 考 え る 。  

ミ レ ニ ア ム か ら ゼ ッ ト 世 代 の 学 生 に は 、 デ ジ タ ル ネ イ テ ィ ブ と も

呼 ば れ 、視 聴 覚 の Ａ Ｒ /Ｖ Ｒ は 日 常 的 に 触 れ る も の で あ る 。そ の た め

に 授 業 に Ｖ Ｒ を 取 り 入 れ る こ と に よ り 、 授 業 に 興 味 を 持 ち 能 動 的 に

学 習 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 教 員 は 、 こ の Ｖ Ｒ 教 材 を 使 用 す

る こ と で ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ 授 業 の 一 つ で あ る 問 題 発 見 型 学 習 を

提 供 す る こ と が で き る ｡こ の 教 材 は 、在 宅 看 護 論 領 域 以 外 で も 、看 護

の 対 象 者 の 「 生 活 を 捉 え る 」 こ と が で き る こ と で あ る 。 Ｖ Ｒ 教 材 試

行 に よ り「 生 活 」を 可 視 化 ・ 言 語 化 す る こ と で 他 領 域 看 護（ 高 齢 者 ･

成 人 ） に お い て も こ の 教 材 が 活 か さ れ る 。 Ｖ Ｒ 教 材 は 、 看 護 教 育 に

限 ら ず 他 の 教 育 現 場 で も 活 用 が で き る こ と は 学 術 価 値 が あ る と い え

る 。  

こ の 教 材 は 、 在 宅 療 養 者 の 生 活 イ メ ー ジ を 育 成 す る こ と で 、 看 護

基 礎 教 育 ば か り で な く 、 在 宅 医 療 に か か わ る 医 師 ・ 薬 剤 師 ・ リ ハ ビ

リ セ ラ ピ ス ト ・ 管 理 栄 養 士 な ど の 多 職 種 の 学 生 の 演 習 時 に 利 用 が で

き る 。 さ ら に 、 病 棟 看 護 師 の 退 院 調 整 支 援 教 育 の 教 材 に も 使 う こ と

が で き る 。 病 棟 看 護 師 は 、 在 院 日 数 の 短 縮 化 に よ り 、 入 院 時 か ら ス

ク リ ー ニ ン グ を 行 い 、 退 院 調 整 を 考 え な け れ ば な ら な い 。 研 修 時 に
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Ｖ Ｒ 教 材 を 使 用 す る こ と で 、 退 院 支 援 に 必 要 な 「 在 宅 で 暮 ら す 患 者

の イ メ ー ジ 」 が 育 成 さ れ て い れ ば 、 退 院 後 の 療 養 生 活 に 必 要 な 事 柄

に 気 づ き 、 指 導 や 支 援 体 制 を 整 え る こ と が で き る 。 こ の よ う に 看 護

教 育 だ け で な く 、 病 院 に 勤 務 し て い る あ ら ゆ る 分 野 の 職 種 ス ッ タ ッ

フ の 教 育 に 使 用 で き る こ と は 社 会 的 価 値 が あ る と い え る 。  

2 0 2 0 年 か ら 現 在 に 至 る C O V I D - 1 9 感 染 症 拡 大 に よ り 臨 地 実 習 に 制

限 が で て い る 。 そ の た め に Ｖ Ｒ 教 材 は 、 臨 地 実 習 を 補 う も の と し て

活 用 す る こ と が で き る 。 学 内 実 習 時 に お い て Ｖ Ｒ 教 材 を 活 用 す る こ

と で 、 よ り 現 場 に 近 い 環 境 を 準 備 し 体 験 学 習 に 取 り 組 む こ と で 、 臨

地 実 習 で の 学 び の 代 替 え と し て 期 待 で き る も の と な る 。  

 開 発 し た Ｖ Ｒ 教 材 の 動 画 は 、 看 護 基 礎 教 育 現 場 で は 限 ら れ た も の

で あ る 。 家 庭 訪 問 状 況 か ら 、 学 生 は 在 宅 療 養 の 場 所 を 自 由 に 3 6 0 度

見 る こ と で 療 養 者 の 生 活 イ メ ー ジ を 捉 え る こ と が で き る 。 そ の 仮 想

映 像 の 中 で 学 生 自 身 が 「 考 え 」「 感 じ 」「 気 づ く 」 こ と の ト レ ー ニ ン

グ が で き る こ と は 、 ド ー ル の 「 学 習 の 円 錐 」 理 論 に よ る 、 具 像 （ 事

実 ・ 現 象 ） と 抽 象 （ 仮 想 ・ 練 習 ・ 教 科 書 ） を 関 連 づ け ら れ て い る 。

学 生 は 、 教 材 を 試 行 す る こ と で 在 宅 看 護 論 実 習 に 臨 む 視 点 も は っ き

り し モ チ ベ ー シ ョ ン を 上 げ る こ と が で き る 。  
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第 3 章  研 究 方 法  

Ⅰ .目 的  

在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 に お い て 看 護 の 対 象 で あ る 療 養 者 の 生

活 を 捉 え 、 具 体 的 に 生 活 者 を 支 援 で き る こ と が イ メ ー ジ で き る よ

う な 、バ ー チ ャ ル ･リ ア ル テ ィ 教 材 を 開 発 し た 。研 究 は 3 段 階 で 行

っ た 。  

第 1 研 究 は 、 在 宅 看 護 論 実 習 で の 学 生 と 訪 問 看 護 師 と の 同 行 訪

問 Ｖ Ｒ 教 材 を 作 成 す る た め に 、 シ ナ リ オ 作 成 の 資 料 と し て 、 学 生

と 実 習 指 導 者 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 い 、 そ の 結 果 か ら 学 生 が 「 在

宅 療 養 者 の 生 活 及 び 生 活 の 場 に つ い て イ メ ー ジ が 困 難 と 思 わ れ る

場 面 」 を 明 ら か に し た 。 更 に ､学 生 の 生 活 体 験 不 足 を 補 う た め に 、

学 生 の 人 と の 関 わ り 体 験・生 活 経 験 が 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ 項

目 に 影 響 す る の か を 明 ら か に し た 。  

第 2 研 究 は 、 第 1 研 究 で の 調 査 の 結 果 を 踏 ま え て Ｖ Ｒ 教 材 の シ

ナ リ オ を 作 成 、 Ｖ Ｒ 映 像 を 作 成 し た 。  

第 3 研 究 で は 、 Ｖ Ｒ 教 材 の 学 習 効 果 を 検 討 す る た め に 、 学 生 の

Ｖ Ｒ 教 材 施 行 前 後 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 い 、療 養 者 の d l 行 動 の イ

メ ー ジ 程 度 の 変 化 を 明 ら か に し た 。 更 に 、 Ｖ Ｒ 教 材 の 活 用 に 関 し

て 、 学 生 ・ 実 習 指 導 者 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 で 検 証 し た 。  

 

Ⅱ .操 作 的 用 語 の 定 義  

  生 活 ： 生 活 と は 、 暮 ら す と い う こ と で あ る 。 心 と 体 の 働 き で あ

る 生 命 活 動 が 土 台 と な り 、生 き て く た め の 動 作 で あ る 食 べ る こ と 、

着 替 え る こ と 、ふ ろ に 入 る こ と の 生 活 行 動（ 以 後 A D L と 略 す ）と 、

生 活 を 維 持 ・ 向 上 さ せ る 、 お 金 の 管 理 、 食 事 の 支 度 、 洗 濯 な ど の

手 段 的 日 常 行 動 （ 以 後 I A D L と 略 す ） が 積 み 重 な る 。 こ の ２ つ の

行 動 は 、 d l 行 動 と い い 、 高 次 の 欲 求 を 満 た す 生 活 維 持 の た め の 行

動 で あ る 。 こ の 行 動 を 学 生 が 把 握 す る こ と で 、 在 宅 で 暮 ら す 療 養

者 の 生 活 習 慣 や 価 値 観 を 把 握 す る こ と で 、 そ の 人 ら し い 生 活 を 理

解 す る こ と が で き る と 考 え る 。す な わ ち 、生 活 を と ら え る こ と は 、

d l 行 動 イ メ ー ジ を 把 握 す る こ と で あ る 。  

  日 常 生 活 行 動（ d a i l y  l i f e  b e h a v i o r ）： 生 命 維 持 の た め の 生 理 的 欲

求 充 足 の 行 動 に と ど ま ら ず 、 高 次 の 欲 求 を 満 た す 社 会 生 活 維 持 の

た め の 行 動 で A D L 行 動 ・ I A D L 行 動 を 合 わ せ た も の で あ る 。  

  学 習 の 効 果 ： d l 行 動 イ メ ー ジ が 試 行 前 後 に 変 化 し て い る こ と が

証 明 で き る こ と で あ る 。  
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Ⅲ .生 活 の 概 念  

生 活 概 念 は ､国 際 生 活 機 能 分 類 モ デ ル （ I n t e r n a t i o n a l  

C l a s s i f i c a t i o n  o f  F u n c t i o n i n g ,  D i s a b i l i t y  a n d  H e a l t h : I C F と 略 す ）

と 呉 郷 （ 2 0 0 9）「 生 活 者 を 理 解 す る 視 点 」 と 中 西 （ 2 0 0 4）「 d l 行

動 の 概 念 分 析 」 を 参 考 に 研 究 者 が 作 成 し た （ 図 1）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 活 と は 世 の 中 で 暮 ら す こ と で あ る （ 三 省 堂 , 1 9 8 8）。 世 の 中 で

暮 ら す こ と は I C F の 生 活 機 能 が 基 と な る 。生 活 機 能 は「 心 身 機 能・

身 体 機 能 」「 活 動 」「 参 加 」3 つ の 概 念 か ら な り「 健 康 状 態 」と 背 景

因 子 で あ る 「 環 境 因 子 」「 個 人 因 子 」 が 関 連 し あ う 。「 心 身 機 能 ・

身 体 機 能 」は 心 と 体 の 働 き で あ り 、「 活 動 」は 生 き て い く の に 役 立

つ 歩 行 、家 事 な ど の 様 々 な 日 常 生 活 行 為 で あ り 、「 参 加 」は 、仕 事

や 家 庭 内 の 役 割 な ど 社 会 的 な こ と へ の 関 与 で あ る 。 こ れ ら 3 つ は

相 互 に 関 連 し て い る 。更 に 、背 景 因 子 に は 環 境・個 人 と 2 つ あ る 。

「 環 境 因 子 」 は 建 物 な ど の 物 的 環 境 や 、 社 会 制 度 や 介 護 制 度 な ど

の 社 会 的 環 境 で あ り 、「 個 人 因 子 」は 、年 齢 、性 別 、価 値 観 な ど 個

人 の 人 生 や 生 活 の 特 別 で あ る 。 こ の 背 景 が 生 活 機 能 に 相 互 に 影 響

し て そ の 人 ら し い 生 活 を 送 る こ と が で き る 。 こ の I C F 理 念 の 考 え

を 基 に 研 究 者 自 身 が 「 生 活 の 概 念 図 」 を 作 成 し た 。  

心 身 機 能 は 生 命 活 動 の 源 で あ り 土 台 で あ る 。 そ の 生 命 力 を 維 持

す る た め に A D L 行 動 が あ り 、生 活 を 継 続 さ せ る た め に I A D L 行 動

が あ る 。 療 養 者 は 一 人 で は 生 活 で き な い 場 合 が あ り 、 そ れ を 支 え

る た め に 、 人 的 ・ 物 的 環 境 が 相 互 に 関 連 し て い る 。 そ の 人 ら し い

生 活 が で き て い る の は 、 そ の 人 の 価 値 観 、 生 き 方 に も 関 連 し て い

図 1 .生 活 の 概 念 図  



 

―35－ 

 

る 。生 活 者 の A D L 行 動 と は 、日 常 生 活 動 作 で あ る 、食 べ る 、排 泄 、

保 清 な ど で あ り 、 I C F  の「 活 動 」と 同 意 と す る 。そ し て 、 I A D L 行

動 と は 、 生 活 を 継 続 さ せ る た め に 必 要 な 認 知 機 能 、 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能 力 が 関 連 し た 行 動 で あ り I C F の 「 参 加 」 と 同 意 と し た  。 

吾 郷 ら （ 2 0 0 9） は 、 生 活 者 を 理 解 す る 視 点 と し て 、 対 象 者 の d l

行 動 や 健 康 状 態 、 生 活 状 況 を 様 々 な 角 度 に よ り 捉 え る 水 平 線 の 見

方 と 、 対 象 者 は 過 去 か ら 未 来 へ と 経 時 的 に 変 化 し て い る 存 在 と し

て 価 値 観 や 生 き 方 、 生 活 習 慣 を 捉 え る 見 方 を す る こ と で あ る と し

て い る 。 そ の た め 研 究 者 も A D L 行 動 を 水 平 線 で と ら え 、 I A D L 行

動 を 経 時 的 に 縦 軸 で と ら え こ と と し た 。  

在 宅 看 護 論 で は 、『 生 活 の 概 念 』の『 生 命 活 動 』『 A D L 行 動 』『 I A D L

行 動 』『 物 的・人 的 環 境 』の 項 目 か ら そ の 人 ら し い 生 活 に 関 す る 生

活 習 慣 、 価 値 観 に 視 点 を 置 き ア セ ス メ ン ト す る こ と で 問 題 解 決 型

思 考 や 目 標 志 向 型 思 考 へ と 展 開 さ せ て い く こ と が 重 要 で あ る 。  

 

Ⅳ .研 究 の 枠 組 み  

  研 究 の 枠 組 み を 以 下 の 図 2 に 示 す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2 .研 究 の 枠 組 み  
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在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 に お い て 看 護 の 対 象 で あ る 療 養 者 の 生

活 を 捉 え 、 具 体 的 に 生 活 者 を 支 援 で き る こ と が イ メ ー ジ で き る よ

う な 、 バ ー チ ャ ル ･リ ア ル テ ィ 教 材 を 開 発 し た 。  

第 1 研 究 に お い て は 、 学 生 に 生 活 体 験 の 現 状 と 、 訪 問 看 護 師 と

の 同 行 訪 問 時 の 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ 程 度 を ア ン ケ ー ト 調 査

し た 。 ま た 、 学 生 側 の 意 見 だ け で な く 、 実 習 指 導 者 か ら は 、 実 習

時 の 問 題 と 思 わ れ る 学 生 の 行 動 内 容 と 、 学 生 が 療 養 者 の 生 活 イ メ

ー ジ が で き て い な い と 思 わ れ る イ メ ー ジ 程 度 を ア ン ケ ー ト 調 査 し

た 。  

第 ２ 研 究 で は 、 第 1 研 究 の 結 果 か ら 、 特 に 学 生 が 療 養 者 の 日 常

生 活 イ メ ー ジ が で き て い な い 場 面 を 組 み 入 れ て 、 教 材 の シ ナ リ オ

作 り 作 成 し た 。 こ の シ ナ リ オ で 某 自 宅 を 借 り て 3 6 0 度 撮 影 が で き

る カ メ ラ で 画 像 を 作 成 し 編 集 し た 。  

第 3 研 究 で は 、 完 成 し た Ｖ Ｒ 教 材 を 学 生 に 試 行 し 、 試 行 前 後 の

療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 変 化 を 比 べ る こ と で 学 習 効 果 を 明 ら

か に し た 。 更 に 、 学 生 の ア ン ケ ー ト か ら 気 づ き に よ っ て 生 活 を と

ら え る こ と が で き た か 検 証 し た 。 開 発 し た も の が 教 材 と し て 適 し

て い る か 検 証 を す る た め に 、 学 生 ・ 実 習 指 導 者 ・ 在 宅 看 護 教 員 で

Ｖ Ｒ 教 材 を 試 行 し 、 教 材 と し て の 評 価 を 明 ら か に し た 。  
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第 4 章  第 1 研 究  

Ⅰ .目 的  

第 1 研 究 は 、 在 宅 看 護 論 実 習 で の 学 生 と 実 習 指 導 者 と の 同 行 訪

問 Ｖ Ｒ 教 材 の シ ナ リ オ 作 成 す る た め に 、 学 生 の 生 活 体 験 （ 人 と の

関 わ り 体 験 ･生 活 経 験 ）と 同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の 行 動 、療 養 者 の

d l 行 動 イ メ ー ジ 程 度 を 調 査 し 、学 生 が 同 行 訪 問 時 イ メ ー ジ の 想 起

が 困 難 な 項 目 明 ら か に し た 。 更 に 、 学 生 の 不 足 し て い る 生 活 体 験

を 補 う た め に 、看 護 学 生 の 生 活 体 験 に 影 響 し て い る 療 養 者 の d l 行

動 イ メ ー ジ を 明 ら か に し た 。実 習 指 導 者 か ら は ,同 行 訪 問 時 に 問 題

と 思 わ れ る 学 生 の 行 動 と 学 生 が イ メ ー ジ で き な い 療 養 者 の d l 行

動 項 目 を 明 ら か に し た 。  

 

1 .用 語 の 定 義  

   学 生 の 生 活 体 験 を 以 下 の 用 語 で 分 類 し た 。  

1） 人 と の 関 わ り 体 験  

人 と の 交 流 に よ り 、 マ ナ ー や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン お よ び  

他 人 に 対 し て の 思 い や り や 配 慮 を 育 む 体 験  

2） 生 活 経 験 ： 人 が 生 活 す る の に 必 要 な 家 事 経 験  

 

Ⅱ .研 究 方 法  

 1 .研 究 デ ザ イ ン  

   横 断 研 究  

 2 .研 究 対 象  

学 生 は 、 東 海 地 域 の 看 護 系 大 学 の 学 生 で 、 在 宅 看 護 論 実 習 前

の 3 年 生 1 0 0 名 と し た 。ア ン ケ ー ト 回 収 が 1 0 0 名 に 達 す る ま で 、

看 護 学 生 の 依 頼 を お こ な っ た 。 対 象 要 件 と し て 、 学 生 は 在 宅 看

護 概 論 の 科 目 を 終 了 し て い る も の と し た 。 看 護 系 大 学 選 択 は 、

日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 会 員 校 一 覧 に て 、東 海 地 域（ 愛 知・岐 阜・

三 重 ） の 大 学 を 選 出 し た 。  

実 習 指 導 者 は 、 東 海 地 域 で 看 護 系 大 学 ・ 短 大 、 看 護 師 養 成 所

の 在 宅 看 護 論 実 習 を 受 け て い る 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 5 0 施 設

2 名 を 対 象 と し 実 習 指 導 者 1 0 0 名 と し た 。 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ

ン の 選 択 は 、 一 般 社 団 法 人 全 国 訪 問 看 護 事 業 協 会 正 会 員 リ ス ト

か ら 東 海 地 域 （ 愛 知 ・ 岐 阜 ・ 三 重 ） の 施 設 を 選 出 し た 。 ま た 、

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 一 施 設 2 名 と し た 理 由 は 、 訪 問 看 護 ス テ

ー シ ョ ン に お け る 学 生 指 導 体 制 は 、 主 担 当 ・ 副 担 当 者 が 存 在 し

て 学 生 に 携 わ っ て い る こ と が 多 く 、 2 名 が 学 生 と と も に 、 療 養

者 宅 に 同 行 訪 問 す る 機 会 が 多 い た め で あ る 。 実 習 指 導 者 の 実 習

指 導 歴 1 年 以 上 の も の を 対 象 者 と し た 。  
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 3 .研 究 期 間  

  2 0 1 9 年 1 0 月 か ら 2 0 2 0 年 3 月  

 

4 .具 体 的 な 研 究 方 法  

1） 質 問 項 目  

  （ 1） 看 護 学 生  

学 生 の 生 活 体 験 （ 1 4 項 目 ） と 療 養 者 の d l 行 動 項 目 （ 3 4

項 目 ）は 先 行 研 究（ 佐 々 木 ，2 0 1 9、川 田 ，2 0 0 5、玉 田 ，2 0 1 7、

千 葉 ， 2 0 1 0） よ り 作 成 し た 。  

① 学 生 の 属 性 は 、 性 別 、 同 居 者 人 数 、 家 事 一 般 実 施 を 質

問 し た 。同 居 人 数 を 調 査 し た の は 、生 活 状 況 で 自 活 か 、

そ れ と も 同 居 人 が い て 家 事 一 般 し て も ら っ て い る の か

を 問 う も の で あ り 、 同 居 者 に 「 祖 父 母 」 の 問 い を 設 け

た の は 、 高 齢 者 と の 同 居 経 験 が 生 活 の イ メ ー ジ に 影 響

す る た め に と 考 え た 。  

② 学 生 の 生 活 体 験 は 、 生 活 経 験 （ 食 材 の 買 い 物 、 手 作 り

料 理 、 食 事 の 後 片 付 け 、 自 室 の 掃 除 、 私 物 の 洗 濯 、 ゴ

ミ 出 し 、ト イ レ 掃 除 、風 呂 掃 除 な ど ）、人 と の 関 わ り 体

験 （ 銭 湯 経 験 、 ア ル バ イ ト 経 験 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に

参 加 、 他 人 の 家 に 訪 問 し た 経 験 、 見 知 ら ぬ 高 齢 者 の 家

に 訪 問 し た 経 験 、子 ど も 、病 人 の 世 話 ）の 1 5 項 目 と し

た （ 表 1 - 1）。 生 活 体 験 は 過 去 １ 年 前 と し 、 回 答 は 「 あ

り 」「 な し 」「 以 前 は し て い た 」の 3 項 回 答 法 で 行 っ た 。  

     

    表 1 - 1 .看 護 学 生 の 生 活 体 験 の 質 問 項 目  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 同 行 訪 問 時 の「 自 分 の イ メ ー ジ 」：玄 関 先 の 挨 拶 、靴 の

脱 ぎ 方 、 置 き 方 、 居 間 に 入 っ て か ら の 療 養 者 と の 位 置

関 係 、言 葉 遣 い 、帰 り の 挨 拶 な ど 学 生 の 行 動 の 1 3 項 目

（ 表 1 - 2）  

他人の家に訪問 自室の掃除

ボランティア活動・地域での交流会 自宅のトイレ掃除

アルバイト経験 自宅の風呂掃除

子どもの世話・病人の世話 ぞうきんを絞ることができるか

銭湯での入浴 食事を作るための買い物

見知らぬ高齢者との会話 手作り料理

食事の後片付け

自宅のゴミ出し

自分で洗濯をして干して片づけする

生
活
経
験

人
と
の
関
わ
り
体
験
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 表 1 - 2 .同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の イ メ ー ジ の 質 問 項 目  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ （ I A D L 行 動 1 7 項 目 +A D L 行 動 1 7 項

目 ） 3 4 項 目 の 質 問 し た （ 表 1 - 3）。  

回 答 は 、 イ メ ー ジ が で き る 程 度 を 、 リ ッ カ ー ト ス ケ ー ル の 「 全

く な い 」「 少 し は あ る 」「 あ る 」「 た い へ ん あ る 」の 4 件 法 で 求 め た 。  

学 生 を 対 象 に す る 、 同 行 訪 問 イ メ ー ジ 調 査 で は 「 あ り 」「 な し 」

の 2 項 回 答 法 で 回 答 を 求 め た 場 合 、 安 易 に 回 答 す る 問 題 が 予 測 さ

れ る 。 そ の た め に 幅 広 く 学 生 の イ メ ー ジ の 程 度 を 探 る た め に ４ 段

階 と し て 回 答 を 求 め た 。  

  

大学名・氏名がはっきりと言える

玄関で靴をそろえて脱ぐことができる

玄関の邪魔にならないところに靴を置くことができる

相手との位置関係を考えることができる

言葉がけする場合に目線の高さに気配りできる

療養者に合わせた言葉づかい

家族に合わせた言葉づかい

療養者宅の物品を使用する場合に療養者・家族に対しての声掛けができる

ケアの前後手洗いできる

ケアの前の声掛けができる

ケアの終了の声掛けができる

挨拶ができる

玄関のドアを閉めることができる

訪
問
時

看
護
実
践
場
所

帰
宅
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④ パ イ ロ ッ ト 調 査  

    本 研 究 対 象 者 で な い 学 生 5 名 に 、 同 調 査 を 実 施 し 質 問 項 目

内 容 の 妥 当 性 を 確 認 し た 。  

 

（ 2） 実 習 指 導 者  

① 経 験 年 数 と 在 宅 看 護 論 実 習 で の 指 導 者 と し て の 経 験 年 数 を

質 問 し た 。  

② 同 行 訪 問 時 に 問 題 と 思 わ れ る 行 動 に 関 す る 質 問 項 目 は 、先 行

研 究（ 橋 本 , 2 0 1 5・田 村 , 2 0 1 8・柏 木 , 2 0 1 5）か ら 抽 出 し た 項 目

で 、 玄 関 先 の 挨 拶 、 靴 の 脱 ぎ 方 、 靴 の 置 き 方 、 居 間 に 入 っ て

か ら の 療 養 者 と の 位 置 関 係 、言 葉 遣 い な ど 3 5 項 目 と し た（ 表

1 - 4）。 質 問 の 回 答 は 、「 あ り 」「 な し 」 の ２ 件 法 で 行 っ た 。  

③ 学 生 が イ メ ー ジ で き な い 療 養 者 の d l 行 動 項 目 は 学 生 に 質 問

し た d l 行 動 イ メ ー ジ（ I A D L 行 動 1 7 項 目 +A D L 行 動 1 7 項 目 ）

3 4 項 目 と 同 じ も の と し た 。同 じ 質 問 と し た の は 、学 生 と 実 習

指 導 者 と の 比 較 と イ メ ー ジ の 項 目 を そ ろ え る た め で あ っ た 。 

質 問 は 、「 イ メ ー ジ が で き て い な い 」 の １ 件 法 で 行 っ た 。  

１ 件 法 で 行 っ た の は で き て い な い 項 目 を 知 る た め に 行 っ た 。  

更 に 、 研 究 者 が 推 測 で き な い 事 柄 も 抽 出 す る た め に 自 由 記 載

欄 を 設 け た 。  

④ パ イ ロ ッ ト 調 査 と し て 、 本 研 究 対 象 者 で な い 看 護 師 6 名 に 、

同 調 査 を 実 施 し 質 問 項 目 の 妥 当 性 を 確 認 し た 。  

表 1 - 3 .  療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 質 問 項 目

項 目  

具体的な行動 具体的な行動

電話の利用 自分で電話を掛けたり、受ける トイレまでの動線

買い物 便器への移動

交通手段の利用 乗り物に乗って移動する 排泄行為後トイレットペーパーが切れる

安全の管理 戸締り、留守番、火や水の管理 排泄後の後始末ができ下着、ズボンなどを上げる

金銭管理 年金、貯金の管理、集金の対応等 洗顔

冷暖房管理 機器の操作等 整髪

服薬の管理 薬カレンダーを利用 歯を磨く

寝具の整頓 浴槽への出入り

部屋の清掃 体を洗う

材料を調達する 体を拭く

調理をする ボタンかけけはずし

材料の後始末 上着の着脱

配膳 ズボンの上げ下げ

食器などの後片付け 靴下の着脱

洗う 段差確認

干す 廊下歩行　手すり

洗濯物をたたむ 階段昇降

項目項目

手
段
的
日
常
生
活
イ
メ
ー

ジ

生
活
行
動
イ
メ
ー

ジ

排泄

整容

部屋の整理
入浴

調理
着衣

洗濯と整理

移動
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表 1 - 4 .在 宅 看 護 論 実 習 中 に 問 題 と 思 わ れ る 行 動 に 関 し て の 質 問 項 目  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） デ ー タ 収 集 手 順  

  倫 理 審 査 後 、 以 下 の 手 順 で 行 っ た 。  

（ 1） 看 護 学 生 へ の 調 査  

【 看 護 系 大 学 の 看 護 学 部 長 へ 依 頼 】  

研 究 者 が 、 看 護 系 大 学 の 看 護 学 部 長 へ 電 話 で 研 究 協 力 の お 願

い と 、 研 究 概 要 説 明 日 の 日 程 調 整 を 行 い 訪 問 し た 。  

看 護 学 部 長 に は 、 研 究 実 施 依 頼 書 （ 資 料 1 - 1） と 学 生 用 ア ン

ケ ー ト 用 紙 （ 資 料 1 - B） を 添 え て 、 研 究 者 が 口 頭 で 文 章 に 添 っ

て 研 究 の 概 要 、 目 的 を 説 明 し 研 究 施 設 承 諾 書 （ 資 料 1 - 2） に て

承 諾 を 得 た 。 承 諾 後 に は 、 い つ で も 研 究 施 設 と し て の 取 り 消 し

が で き る こ と を 説 明 し 、 研 究 実 施 取 り 消 し 書 （ 資 料 1 - 3） と 返

信 用 封 筒 を 手 渡 し た 。  

学 生 の 研 究 参 加 募 集 の た め の 掲 示 板 の 使 用 と 、 回 収 箱 の 設 置

場 所 を 依 頼 し た 。  

場所 項目 場所 項目

大学名・氏名がはっきりと言えない 学生が食事中にそばでじっと見たり、やたらと話しかける

玄関で靴をそろえて脱ぐことができない 学生が食事のセッティングができない

玄関の邪魔にならないところに靴を置くことができない 学生が調理方法がわからない

相手との位置関係を考えることができない 後片付けをするのを気付かない

言葉がけする場合に目線の高さに気配りできない トイレまでの動線を気ににかけない

療養者に合わせた言葉づかいができない 便器への移動が考えれない

家族に合わせた言葉づかいができない 排泄後の後始末が考えれない

療養者宅の物品を使用する場合に療養者・家族に対しての声掛けができない 療養者がどこで洗顔するかわからない

ケアの前後手洗いでききない 整髪は療養者自身が行うか、家族が行うのかわからない

ケアの前の声掛けができない 義歯の取り扱いがわからなく、洗えない

ケアの終了の声掛けができない 歯磨きは自分で行えるのか、家族（介護者）が行うのかわからない

学生が物をとるときに患者の顔の上を通る 歯を磨く場所はどこか（ベッド上・洗面所）

おむつや尿器が人目につかないように配慮ができない 療養者に使用するお湯の温度が自分の手で確かめられない

学生が療養者に無断でテッシュペーパーを使う シャンプーを泡立てせずに直接かける

学生が療養者のスリッパを揃えない 療養者の着脱の介助ができない

学生がベッド周りが片付けられない 「左前」「こより」などの意味を知らない

学生がタオルやシーツのしわを伸ばせない たて結びが忌み嫌われていることを知らない

学生が掃除機をどのようにかけていいかわからない

キ

ッ
チ
ン

ト
イ
レ
・
洗
面
所
・
お
風
呂

玄
関

居
間
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【 ア ン ケ ー ト 調 査 実 施 ま で 】  

研 究 実 施 承 諾 の 許 可 後 、 該 当 看 護 系 大 学 の 教 員 に 研 究 の 概 要

と 目 的 を 説 明 し 協 力 を 得 た 。  

対 象 学 年 の 学 生 に 前 も っ て 、 研 究 概 要 ・ 目 的 ・ 調 査 の 日 時 ・

場 所 ・ 倫 理 的 配 慮 ・ 研 究 者 の 連 絡 先 が 書 か れ た ポ ス タ ー （ 資 料

1 - D） を 掲 示 板 に 掲 示 し 、 ア ン ケ ー ト 調 査 参 加 の 案 内 を 行 っ た 。 

【 ア ン ケ ー ト 調 査 実 施 当 日 】  

ポ ス タ ー に 記 載 し た 日 時 ・ 場 所 で 実 施 し た 。  

学 生 に 対 し 、 研 究 者 が 研 究 概 要 ・ 目 的 ・ 倫 理 的 配 慮 の 説 明 を

行 っ た 。  

説 明 時 に は 、 ア ン ケ ー ト の 回 答 は 強 制 で は な く 学 生 の 意 思 で

行 え る こ と 、 大 学 の 成 績 に 関 係 し な い こ と 、 ア ン ケ ー ト 用 紙 の

投 函 に よ り 学 生 の 研 究 協 力 同 意 と す る 旨 を 伝 え た 。  

所 要 時 間 は 1 0 分 ～ 1 5 分 で あ り 、 回 収 箱 の 設 置 場 所 と 回 収 の

日 時 を 伝 え た 。  

説 明 後 、 ア ン ケ ー ト 用 紙 を 配 布 し 、 回 答 後 は 設 置 さ れ て い る

回 収 ボ ッ ク ス に 投 函 し た 。  

 

（ 2） 実 習 指 導 者 へ の 調 査  

【 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン へ の 研 究 協 力 の 依 頼 】  

東 海 地 域 で 在 宅 看 護 論 実 習 を 受 け て い る 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ

ン 5 0 施 設 を 決 め た 。  

研 究 者 は 、訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン に 訪 問 し 研 究 実 施 依 頼 書（ 資

料 1 - 4）実 習 指 導 者 用 ア ン ケ ー ト 用 紙（ 資 料 1 - C）を 添 え て 文 章

と 口 頭 で 、 研 究 概 要 ・ 目 的 を 説 明 し 、 研 究 実 施 承 諾 書 （ 資 料 1 -

5）で 承 諾 を 得 た 。承 諾 後 に は 、い つ で も 研 究 施 設 と し て の 取 り

消 し が で き る こ と を 説 明 し 、 研 究 実 施 取 り 消 し 書 （ 資 料 1 - 6）

と 返 信 用 封 筒 を 手 渡 し た 。  

【 実 習 指 導 者 へ の ア ン ケ ー ト 調 査 】  

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン を 訪 問 し て 研 究 実 施 承 諾 書 が 得 ら れ た

管 理 者 に は 、 研 究 協 力 依 頼 書 （ 資 料 1 - 7） と 実 習 指 導 者 用 ア ン

ケ ー ト を 依 頼 し た 。 ま た 、 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン で 、 研 究 説 明

の 日 時 調 整 が で き な か っ た（ 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 都 合 な ど ）

施 設 に 対 し て は 、 電 話 で 承 諾 を 得 て 管 理 者 宛 て に 、 研 究 実 施 依

頼 書（ 資 料 1 - 4）研 究 実 施 承 諾 書（ 資 料 1 - 5）と 実 習 指 導 者 用 ア

ン ケ ー ト 用 紙 （ 資 料 1 - D） 返 信 封 筒 を 同 封 し 郵 送 し た 。  

研 究 実 施 承 諾 書 が 返 信 さ れ た 施 設 に は 、 実 習 指 導 者 研 究 依 頼

書 （ 資 料 1 - 7） と 実 習 指 導 者 用 ア ン ケ ー ト 、 研 究 実 施 承 諾 取 り

消 し 書 （ 資 料 1 - 6） と 返 信 用 封 筒 2 枚 を 同 封 し て 郵 送 し た 。  

実 習 指 導 者 の 研 究 協 力 同 意 は 、 返 信 を 同 意 と し た 。 実 習 指 導

者 研 究 協 力 用 紙 ・ 実 習 指 導 者 用 ア ン ケ ー ト 用 紙 に は 、 問 い 合 わ
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せ や 苦 情 な ど が で き る よ う に 研 究 者 の 連 絡 先 を 明 記 し た 。  

ま た 、 研 究 協 力 者 に は 、 管 理 者 か ら の 依 頼 で あ っ て も ア ン ケ

ー ト 回 答 は 自 分 の 意 思 で 行 う も の で あ っ て 強 制 で な い こ と 、 研

究 協 力 さ れ な い 場 合 は ア ン ケ ー ト 用 紙 の 破 棄 の 可 能 を 明 記 し た 。 

実 習 指 導 者 か ら の ア ン ケ ー ト 回 収 率 が 悪 く 3 か 月 後 に 5 か 所

追 加 し た 。 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン に は 1 1 0 枚 の ア ン ケ ー ト 用 紙

を 配 布 し た 。  

 

5 .デ ー タ の 分 析 方 法  

1） 学 生  

（ 1） 基 本 属 性 と 学 生 の 生 活 体 験 は 記 述 統 計 を 行 っ た 。  

（ 2）同 行 訪 問 時 の 自 分 の イ メ ー ジ 1 4 項 目 、療 養 者 の d l 行 動 イ

メ ー ジ 3 4 項 目 の イ メ ー ジ 程 度 を 4 択 回 答（ 順 序 尺 度 ）と し

た 。 4 択 回 答 で 得 た も の を ｢全 く な い ｣ 0 点 、 ｢少 し は あ る ｣ 1

点 、｢あ る ｣ 2 点 、｢た い へ ん あ る ｣ 3 点 の 間 隔 尺 度 と み な し 平

均 値 を 求 め た 。  

（ 3） 療 養 者 の イ メ ー ジ に 学 生 の 生 活 体 験 （ 人 と の 関 わ り 体 験 ･

生 活 経 験 ）が 影 響 し て い る か を 解 析 す る 目 的 で ､重 回 帰 分 析

を 行 っ た ｡重 回 帰 分 析 を 行 う 前 に 学 生 の 生 活 体 験 ､療 養 者 の

d l 行 動 イ メ ー ジ 項 目 を 因 子 分 析 し 。因 子 分 析 と 重 回 帰 分 析

を 統 合 し た 構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ （ S t r u c t u r a l  E q u a t i o n  

M o d e l i n g : S E M） で 分 析 し た 。  

① 因 子 分 析  

  ・ 構 成 概 念 妥 当 性  

   構 成 概 念 妥 当 性 の 検 討 と し て 、 項 目 を 主 因 子 法 、 学 生 の

生 活 経 験 を バ リ マ ッ ク ス 、 同 行 訪 問 イ メ ー ジ （ 学 生 自 身 ・

I A D L 行 動 ・ A D L 行 動 ） は 、 プ ロ マ ッ ク ス 回 転 に よ る 探 索

的 因 子 分 析 を 行 っ た 。 因 子 数 の 決 定 は 、 ス ク リ ー プ ロ ッ ト

で 因 子 数 を 推 定 し 、 共 通 性 、 パ タ ー ン 行 列 、 全 分 散 を 説 明

す る 割 合 を 確 認 し 、 固 有 値 1 . 0 以 上 、 因 子 負 荷 量 0 . 4 0 0 以

上 を 項 目 決 定 基 準 と し た 。 下 位 尺 度 の 因 子 を 解 釈 し て 因 子

名 を 付 け た 。  

② 重 回 帰 分 析  

妥 当 性 の 検 討 と し て 、 強 制 投 入 法 を 用 い て 重 回 帰 分 析 を 行

っ た 。 変 数 は 因 子 係 数 を 使 い 、 同 行 全 体 イ メ ー ジ 項 目 は シ

ャ ピ ロ・ウ イ ル ク 検 定 に て 正 規 性 を 確 認 し た 。多 重 共 線 性 、

V I F、各 独 立 変 数 の 有 意 性 、標 準 偏 回 帰 係 数 、決 定 係 数 、自

由 度 調 整 済 み 決 定 係 数 の 確 認 を 行 っ た 。  
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2） 実 習 指 導 者  

実 習 指 導 者 の 属 性 、 同 行 訪 問 時 に 問 題 と 思 わ れ る 学 生 の 行

動 、 学 生 が イ メ ー ジ で き な い 療 養 者 の 生 活 項 目 を 記 述 統 計 し

た 。 統 計 解 析 の た め に ､ S P S S  v e r 2 6 . 0  f o r  W i n d o w s ( I B M ) を 用 い

た 。  

 

Ⅲ .倫 理 的 配 慮   

学 生 の ア ン ケ ー ト 調 査 に 対 し て は 、 看 護 系 大 学 の 看 護 学 部 長

よ り 研 究 施 設 承 諾 が あ っ た 学 校 に 、 研 究 者 は 前 も っ て 研 究 の 概

要 ・ 目 的 ・ 方 法 ・ ア ン ケ ー ト を 行 う 場 所 ・ 時 間 を 明 記 し た ポ ス

タ ー を 作 成 し 掲 示 し た 。 ア ン ケ ー ト 調 査 当 日 に は 研 究 者 は 、 学

生 に 研 究 概 要 、 ア ン ケ ー ト の 手 順 や ア ン ケ ー ト は 無 記 名 で あ る

こ と 、 研 究 へ の 協 力 の 有 無 が 大 学 の 成 績 や 教 員 の 指 導 体 制 に 全

く 影 響 し な い こ と 、 研 究 協 力 は 自 由 意 思 に 基 づ く も の で あ る こ

と を 説 明 し た 。 更 に 、 回 収 箱 の 設 置 場 所 は プ ラ イ バ シ ー 保 護 と

配 慮 が で き る 場 所 で あ る こ と を 看 護 学 部 長 と 相 談 し て 決 め て お

い た 。  

   実 習 指 導 者 ア ン ケ ー ト 調 査 に 対 し て は 、 研 究 者 の 訪 問 な い し

郵 送 に て 研 究 施 設 承 諾 を 得 て 、 郵 送 で 研 究 施 設 承 諾 書 が 得 ら れ

た 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン に 実 習 指 導 者 用 の 研 究 協 力 書 と 実 習 指

導 者 用 の ア ン ケ ー ト 用 紙 を 郵 送 し た 。 実 習 指 導 者 用 の 研 究 協 力

書 に は 、 研 究 目 的 ・ 研 究 方 法 、 研 究 に 対 す る 協 力 の 自 由 意 思 、

ア ン ケ ー ト 記 載 は 無 記 名 で あ る こ と 、 研 究 に 対 す る 協 力 の 拒 否

権 、 プ ラ イ バ シ ー の 保 護 、 個 人 情 報 保 護 の 方 法 、 研 究 結 果 の 公

表 方 法 、 研 究 者 な ら び に 問 い 合 わ せ 先 を 明 記 し た 。 ア ン ケ ー ト

用 紙 の 回 収 は 郵 送 で 行 っ た 。 本 研 究 で 得 ら れ た 結 果 は 統 計 的 に

処 理 し 個 人 が 特 定 さ れ て お ら ず 、 入 力 さ れ た デ ー タ は 指 定 し た

U S B で パ ス ワ ー ド を 設 定 し て 鍵 の か か っ た ボ ッ ク ス で 管 理 し て

い る 。 ア ン ケ ー ト 回 答 用 紙 、 同 意 書 関 連 は 別 々 フ ァ イ ル に 入 れ

て 、 別 々 の 鍵 の か か る 棚 で 厳 重 に 管 理 し て い る 。 管 理 し て い る

棚 、 ボ ッ ク ス は 研 究 者 の 研 究 室 に あ る も の で あ る 。 研 究 終 了 後

の 資 料・デ ー タ は 、研 究 終 了 1 0 年 間 保 存 の 後 に 破 棄 を 行 う 。本

研 究 は 、 人 間 環 境 大 学 研 究 倫 理 審 査 会 で 承 認 さ れ た (許 可 番

号 : 2 0 1 9Ν - 0 1 4 , 2 0 1 9 . 1 2 月 )。  

 

 

Ⅳ .結 果  

学 生 は 、 東 海 地 域 看 護 系 大 学 2 校 の 看 護 学 生 （ 以 後 学 生 と 略

す ） 学 生 1 9 6 名 に 調 査 を 行 い ､回 収 は 1 0 8 名 (回 収 率 5 5 % ) ､有 効

回 答 1 0 5 名（ 有 効 回 答 率 9 7％ ）で あ っ た 。実 習 指 導 者 は 東 海 地

域 5 5 施 設 の 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 実 習 指 導 者 1 1 0 名 に 配 布
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し ､回 収 は 4 9 名（ 回 収 率 4 5 %）有 効 回 答 4 6 名（ 有 効 回 答 率 9 3 %）

で あ っ た ｡学 生 は ､男 性 2 4 名 ( 2 2 . 9 % )女 性 8 1 名 ( 7 7 . 1 % ) ､実 習 指

導 者 の 経 験 年 数 8. 6±5. 4 3 ､実 習 指 導 者 年 数 5. 1 7±3 . 7 0 で あ っ

た ｡  

 

1 .学 生  

1） 背 景  

対 象 者 の 家 族 構 成 は 、「 一 人 住 ま い 」 7 名（ 6 . 7 %）「 同 居 」9 8

名 （ 9 3 . 3 %） そ の う ち 、「 祖 父 母 と 同 居 」 9 名 （ 9 . 7 %） で あ っ

た 。  

2） 学 生 の 生 活 体 験 （ 人 と の 関 わ り 体 験 ・ 生 活 経 験 ）  

  生 活 体 験 を「 あ り 」「 以 前 は し て い た 」を あ り と し て 統 計 し

た 。「 雑 巾 を 絞 る こ と が で き る か 」は 、全 員 に 経 験 が あ っ た た

め 削 除 し た 。  

生 活 経 験 が 多 か っ た の は 、「 自 室 の 掃 除 」1 0 4 名（ 9 3 . 3％ ）、

「 食 事 を 作 る た め の 買 い 物 」1 0 3 名（ 9 8 . 1％ ）で あ っ た 。経 験

が な い の は 、「 自 宅 の ト イ レ 掃 除 」2 8 名（ 2 6 . 7 %）、「 風 呂 掃 除 」

1 3 名 （ 1 2 . 4 %） で あ っ た 。  

人 と の 関 わ り 体 験 が 多 か っ た の は 、「 ア ル バ イ ト 」 9 8 名

（ 9 3 . 3％ ）、「 見 知 ら ぬ 高 齢 者 と の 会 話 」 8 8 名 （ 8 3 . 8％ ） で あ

っ た 。経 験 が な い の は 、「 子 ど も・病 人 の 世 話 」4 0 名（ 3 8 . 1 %）、

「 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 ・ 地 域 の 交 流 」 3 5 名 （ 3 3 . 3 %） で あ っ た

（ 表 2）。  

表 2 .看 護 学 生 の 生 活 体 験 （ 人 と の 関 わ り 体 験 ・ 生 活 経 験 ） の 有 無  

                        N＝ 1 0 5  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あり なし

人数（％） 人数（％）

自室の掃除 104（99.0） 1（1.0）

食事を作るために買い物 103（98.1） 2（1.9）

食事の後片付け 103（98.1） 2（1.9）

手作り料理 100（95.2） 5（4.8）

自分の洗濯 96（91.4） 9（8.6）

自宅のゴミ出し 95（90.5） 10（9.5）

自宅の風呂掃除 92（87.6） 13（12.4）

自宅のトイレ掃除 77（73.3） 28（26.7）

アルバイト 98（93.3） 7（6.7）

見知らぬ高齢者との会話 88（83.8） 17（16.2）

他人の家に訪問 84（80.0） 21（20.0）

銭湯での入浴 78（74.3） 27（25.7）

ボランティア活動・地域の交流 70（66.7） 35（33.3）

子ども・病人の世話 65（61.9） 40（38.1）

項目

人
と
関
わ
り
体
験

生
活
経
験
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3） 同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の 行 動 、 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 程

度  

（ 1） 学 生 自 身 の イ メ ー ジ の 程 度  

同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の 行 動 イ メ ー ジ の 平 均 点 で 高 か っ た

の は 、「 玄 関 で 靴 を そ ろ え て 脱 ぐ 」 2 . 7 2± 0 . 4 9 0 点 、「 大 学 名 ・

氏 名 が は っ き り 言 え る 」 2 . 6 7± 0 . 5 8 3 点 、「 玄 関 の ド ア を 閉 め

る こ と が で き る 」2 . 5 4± 0 . 6 5 1 点 で あ っ た 。平 均 点 が 低 か っ た

項 目 は 、「 相 手 と の 位 置 関 係 を 考 え る 」1 . 8 8± 0 . 7 9 3 点 、「 療 養

者 宅 の 物 品 を 使 用 す る 場 合 に 声 掛 け す る 」 2 . 9 1± 0 . 6 9 5 点 、

「 家 族 に 合 わ せ た 言 葉 遣 い を す る 」 2 . 2 0± 0 . 7 2 6 点 で あ っ た

（ 表 3）。  

 

表 3 .  同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の 行 動 イ メ ー ジ の 程 度  

                         N＝ 1 0 5  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 2） 同 行 訪 問 時 の 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 程 度  

療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 平 均 点 が 高 か っ た の は 、「 食 べ

る 物 、着 る も の を 自 分 で 選 ぶ こ と が で き る 」1 . 6 5± 0 . 7 9 6 点 、

「 段 差 が あ る か 確 認 す る こ と が で き る 」 1 . 6 5± 0 . 8 0 8 点 、「 手

す り を 使 っ て 廊 下 歩 行 す る こ と が で き る 」 1 . 6 3± 0 . 7 3 7 点 で

あ っ た 。 平 均 点 が 低 か っ た 項 目 は 、「 浴 槽 へ 出 入 り が で き る 」

1 . 1 5± 0 . 7 4 4 点 、「 年 金 ・ 預 金 の 管 理 、 集 金 の 対 応 が で き る 」

1 . 1 8± 0 . 7 4 4 点 、「 洗 濯 が で き る 」1 . 2 6± 0 . 7 4 7 点 で あ っ た（ 表

4）。  

全くできない 少しはある ある たいへんある

人数（％） 人数（％） 人数（％） 人数（％）

玄関で靴をそろえて脱ぐ 0 2（1.9） 25（23.8） 78（74.3） 2.72 0.490

大学名・氏名がはっきりと言う 1（1.0） 3（2.9） 26（24.8） 75（71.4） 2.67 0.583

玄関のドアを閉めることができる 0 9（8.6） 30（28.6） 66（62.9） 2.54 0.651

挨拶ができる 1（1.0） 10（9.5） 33（31.4） 61（58.1） 2.47 0.708

ケア終了の声掛けする 1（1.0） 11（10.5） 46（43.8） 47（44.8） 2.32 0.700

ケア前後手洗いする 1（1.0） 16（15.2） 39（37.1） 49（46.7） 2.30 0.759

ケア前の声掛けする 2（1.9） 11（10.5） 47（44.8） 45（42.9） 2.29 0.730

療養者に合わせた言葉づかいをする 0 19（18.1） 44（41.9） 42（40.0） 2.22 0.734

言葉がけする場合に目線の高さに気配りする 1（1.0） 21（20.0） 39（37.1） 44（41.9） 2.20 0.789

家族に合わせた言葉づかいをする 1（1.0） 16（15.2） 49（46.7） 39（37.1） 2.20 0.726

療養者宅の物品を使用する場合に声掛けをする 0 17（16.2） 51（48.6） 37（35.2） 2.19 0.695

相手との位置関係を考える 1（1.0） 37（35.2） 41（39.0） 26（24.8） 1.88 0.793

標準偏差平均値項目
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表 4 .  同 行 訪 問 時 の 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 程 度   

                          N＝ 1 0 5  

  
全くできない 少しはある ある たいへんある

人数（％） 人数（％） 人数（％） 人数（％）

食べ物、着るものを自分で選ぶことができる 5（4.8） 44（41.9） 40（38.1） 16（15.2） 1.65 0.796

段差があるか確認することができる 7（6.7） 38（36.2） 45（42.9） 15（14.3） 1.65 0.808

手すりを使って廊下歩行することができる 4（3.8） 43（41.0） 46（43.8） 12（11.4） 1.63 0.737

排泄行為後トイレットペーパーを切ることができる 7（6.7） 42（40.0） 41（39.0） 15（14.3） 1.61 0.814

冷暖房機器の操作ができる 6（5.7） 47（44.8） 37（35.2） 15（14.3） 1.58 0.806

乗り物（バス・電車・自家用車）に乗って移動することができる 12（11.4） 47（44.8） 26（24.8） 20（19.0） 1.51 0.931

自分で電話を掛ける、受けとることができる 8（7.6） 49（46.7） 36（34.3） 12（11.4） 1.50 0.798

食事後の後片付けができる 7（6.7） 49（46.7） 39（37.1） 10（9.5） 1.50 0.761

排泄行為前ズボン、下着などを下すことができる 8（7.6） 50（47.6） 35（33.3） 12（11.4） 1.49 0.798

排泄後の後始末ができ下着、ズボンなどを上げることができる 8（7.6） 49（46.7） 37（35.2） 11（10.5） 1.49 0.786

上着の着脱ができる 5（4.8） 52（49.5） 40（38.1） 8（7.6） 1.49 0.709

戸締り、留守番、火や水の管理することができる 10（9.5） 50（47.6） 32（30.5） 13（12.4） 1.46 0.832

洗面所での歯磨きができる 5（4.8） 57（54.3） 35（33.3） 8（7.6） 1.44 0.706

体を拭くことができる 6（5.7） 55（52.4） 36（34.3） 8（7.6） 1.44 0.720

薬カレンダーなど利用して薬を管理することができる 10（9.5） 52（49.5） 30（28.6） 13（12.4） 1.44 0.831

着衣行為ボタンかけ、はずしをすることができる 7（6.7） 53（50.5） 37（35.2） 8（7.6） 1.44 0.733

食事前の配膳ができる 9（8.6） 53（50.5） 32（30.5） 11（10.5） 1.43 0.795

靴下の着脱ができる 9（8.6） 52（49.5） 35（33.3） 9（8.6） 1.42 0.769

ズボンの上げ下げができる 7（6.7） 56（53.3） 34（32.4） 8（7.6） 1.41 0.730

体を洗うことができる 7（6.7） 56（53.3） 34（32.4） 8（7.6） 1.41 0.730

洗面所での洗顔ができる 6（5.7） 57（54.3） 36（34.3） 6（5.7） 1.40 0.688

ベッド・車いすからポータブル便器への移動することができる 11（10.5） 49（46.7） 38（36.2） 7（6.7） 1.39 0.766

療養者自身の寝具の整頓ができる 12（11.4） 52（49.5） 29（27.6） 12（11.4） 1.39 0.838

調理を（自分・家族）ができる 10（9.5） 55（52.4） 30（28.6） 10（9.5） 1.38 0.789

材料の後始末ができる 11（10.5） 54（51.4） 31（29.5） 9（8.6） 1.36 0.786

階段昇降ができる 10（9.5） 54（51.4） 34（32.4） 7（6.7） 1.36 0.748

物干しに洗濯物を干すことができる 7（6.7） 61（58.1） 31（29.5） 6（5.7） 1.34 0.691

療養者自身の整髪ができる 12（11.4） 54（51.4） 30（28.6） 9（8.6） 1.34 0.795

療養者が部屋の清掃ができる 14（13.3） 52（49.5） 29（27.6） 10（9.5） 1.33 0.828

洗濯物をたたみタンスに片づけができる 11（10.5） 57（54.3） 30（28.6） 7（6.7） 1.31 0.751

調理の材料を調達する（買い物）ができる 14（13.3） 57（54.3） 25（23.8） 9（8.6） 1.28 0.803

洗濯ができる（洗濯機を使用している） 14（13.3） 55（52.4） 31（29.5） 8（7.6） 1.26 0.747

年金、貯金の管理、集金の対応ができる 16（15.2） 59（56.2） 25（23.8） 5（4.8） 1.18 0.744

浴槽への出入りができる 18（17.1） 57（54.3） 26（24.8） 4（3.8） 1.15 0.744

項目 平均値 標準偏差
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2 .実 習 指 導 者  

1） 実 習 指 導 者 が 同 行 訪 問 時 に 問 題 と 思 わ れ る 学 生 の 行 動  

    同 行 訪 問 時 に 実 習 指 導 者 が 問 題 と 思 わ れ る 学 生 の 行 動 は 、

「 療 養 者 に お け る 相 手 と の 位 置 関 係 を 考 え る こ と が で き な

い 」 1 3 名 （ 2 8 . 3 %）、「 言 葉 が け す る 場 合 に 目 線 の 高 さ に 気 配

り が で き な い 」 1 2 名 （ 2 8 . 3％ ）、「 療 養 者 の 義 歯 の 取 り 扱 い

が わ か ら な い 、 義 歯 が 洗 え な い 」 1 1 名 （ 2 3 . 9％ ）、「 大 学 ・

氏 名 が は っ き り と 言 え な い 」 1 0 名 （ 2 1 . 7％ ）、「 療 養 者 宅 の

物 品 を 使 用 す る 場 合 に 療 養 者 ・ 家 族 に 対 し て の 声 掛 け が で き

な い 」 1 0 名 （ 2 1 . 7％ ） で あ っ た 。 実 習 指 導 者 が 問 題 行 動 と

考 え な か っ た 学 生 の 行 動 は 、「 掃 除 機 を ど の よ う に か け て い

い か わ か ら な い 」、「 食 事 の セ ッ テ ィ ン グ が で き な い 」、「 歯 を

磨 く 場 所 が ベ ッ ド 上 か 洗 面 所 な の か わ か ら な い 」 0 名 で あ っ

た （ 表 5）。  
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表 5 .実 習 指 導 者 が 同 行 訪 問 時 に 問 題 で あ る と 思 わ れ る 学 生 の 行 動   

                          N＝ 4 6  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人数 ％

相手との位置関係を考えることができない 13 28.3

言葉がけする場合に目線の高さに気配りできない 12 26.1

義歯の取り扱いがわからなく、洗えない 11 23.9

大学名・氏名がはっきりと言えない 10 21.7

療養者宅の物品を使用する場合に療養者・家族に対しての声掛けができない 10 21.7

学生が療養者のベッド周りを片付けられない 9 19.6

療養者に合わせた言葉づかいができない 8 17.4

家族に合わせた言葉づかいができない 8 17.4

学生が物をとるときに患者の顔の上を通る 8 17.4

「左前」「こより」などの意味を知らない 8 17.4

排泄後の後始末がわからない 8 17.4

玄関の邪魔にならないところに靴を置くことができない 7 15.2

ケアの終了の声掛けができない 6 13.0

学生が調理方法をしらない 6 13.0

たて結びが忌み嫌われていることを知らない 6 13.0

療養者の着脱の介助ができない 5 10.9

療養者のトイレまでの動線を気にかけない 5 10.9

ケアの前の声掛けができない 4 8.7

学生が療養者に無断でテッシュペーパーを使う 4 8.7

学生がタオルやシーツのしわを伸ばせない 4 8.7

ケアの前後手洗いでききない 3 6.5

おむつや尿器が人目につかないように配慮ができない 3 6.5

学生が療養者のスリッパを揃えない 3 6.5

ポータブル便器への移動の方法が考えられない 3 6.5

玄関で靴をそろえて脱ぐことができない 2 4.3

整髪は療養者自身が行うか、家族が行うのかわからない 2 4.3

学生が食事中にそばでじっと見ている、やたらと話しかける 1 2.2

後片付けをしなくてはいけないことに気付かない 1 2.2

療養者に使用するお湯の温度が自分の手で確かめられない 1 2.2

シャンプーを泡立てせずに直接頭にかける 1 2.2

療養者がどこで洗顔するかわからない 1 2.2

歯磨きは自分で行えるのか、家族（介護者）が行うのかわからない 1 2.2

学生が掃除機をどのようにかけていいかわからない 0 0

学生が食事のセッティングができない 0 0

歯を磨く場所はどこか（ベッド上・洗面所）わからない 0 0

あり
項目
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2） 学 生 の 問 題 と 思 わ れ る 項 目 の カ テ ゴ リ ー  

    問 題 行 動 を「 コ ミ ュ ケ ー シ ョ ン 」8 項 目 、「 気 配 り・マ ナ ー 」

1 3 項 目 、「 家 事 」 ４ 項 目 「 技 術 ・ 言 葉 を 知 ら な い 」 ６ 項 目 、

「 療 養 者 の 事 情 」 4 項 目 と 分 類 し た （ 表 6）。  

 

表 6 . 学 生 の 問 題 と 思 わ れ る 行 動 に 関 し て の 項 目 の カ テ ゴ リ ー    

N＝ 4 6  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カテゴ
リー

項目 人数 （％）

相手との位置関係を考えることができない 13 28.3

言葉がけする場合に目線の高さに気配りできない 12 26.1

大学名・氏名がはっきりと言えない 10 21.7

療養者宅の物品を使用する場合に療養者・家族に対しての声掛けができない 10 21.7

療養者に合わせた言葉づかいができない 8 17.4

家族に合わせた言葉づかいができない 8 17.4

ケアの終了の声掛けができない 6 13.0

ケアの前の声掛けができない 4 8.7

学生が療養者のベッド周りを片付けられない 9 19.6

学生が物をとるときに患者の顔の上を通る 8 17.4

玄関の邪魔にならないところに靴を置くことができない 7 15.2

療養者のトイレまでの動線を気にかけない 5 10.9

学生が療養者に無断でテッシュペーパーを使う 4 8.7

学生がタオルやシーツのしわを伸ばせない 4 8.7

ケアの前後手洗いでききない 3 6.5

おむつや尿器が人目につかないように配慮ができない 3 6.5

学生が療養者のスリッパを揃えない 3 6.5

玄関で靴をそろえて脱ぐことができない 2 4.3

学生が食事中にそばでじっと見ている、やたらと話しかける 1 2.2

後片付けをしなくてはいけないことに気付かない 1 2.2

シャンプーを泡立てせずに直接頭にかける 1 2.2

学生が調理方法をしらない 6 13

療養者に使用するお湯の温度が自分の手で確かめられない 1 2.2

学生が掃除機をどのようにかけていいかわからない 0 0

学生が食事のセッティングができない 0 0

義歯の取り扱いがわからなく、洗えない 11 23.9

「左前」「こより」などの意味を知らない 8 17.4

排泄後の後始末がわからない 8 17.4

たて結びが忌み嫌われていることを知らない 6 13.0

療養者の着脱の介助ができない 5 10.9

ポータブル便器への移動の方法が考えられない 3 6.5

整髪は療養者自身が行うか、家族が行うのかわからない 2 4.3

療養者がどこで洗顔するかわからない 1 2.2

歯磨きは自分で行えるのか、家族（介護者）が行うのかわからない 1 2.2

歯を磨く場所はどこか（ベッド上・洗面所）わからない 0 0

療
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3） 実 習 指 導 者 が 思 う 学 生 が イ メ ー ジ で き て な い 療 養 者 の d l 行 動

イ メ ー ジ  

実 習 指 導 者 が 考 え る 学 生 が イ メ ー ジ で き な い 療 養 者 の d l 行

動 イ メ ー ジ 項 目 の 多 い の は 、「 戸 締 り 、留 守 番 、火 や 水 の 管 理 を

し て い る こ と 」、「 年 金 、貯 金 の 管 理 集 金 の 対 応 を し て い る こ と 」、

「 部 屋 移 動 す る と き の 段 差 を 気 に か け て い る 」各 1 0 名（ 2 1 . 7 %）、

「 調 理 を し て い る こ と 」 9 名（ 1 9 . 6 %）、「 調 理 の 食 材 を 調 達 す る

た め の 買 い 物 」、「 公 共 交 通 機 関 を 利 用 し て い る 」 8 名 （ 1 7 . 4 %）

で あ っ た 。  

 実 習 指 導 者 の 回 答 が 少 数 で あ っ た の は 、「 整 髪 」、「 洗 身 」、「 体

を ふ く 」、「 上 着 を 脱 ぐ 」、「 ボ タ ン を は ず す 」各 1 名（ 2 . 2％ ）の

5 項 目 で あ っ た （ 表 7）。  
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表 7 .実 習 指 導 者 が で き て な い と 思 う 学 生 が 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ                       

N＝ 4 6  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人数 ％

戸締り、留守番、火や水の管理していること 10 21.7

年金、貯金の管理、集金の対応していること 10 21.7

部屋移動するときの段差を気にかけていること 10 21.7

調理を（自分・家族）していること 9 19.6

乗り物（バス・電車・自家用車）に乗って移動していること 8 17.4

調理の材料を調達する（買い物）をしていること 8 17.4

自分で電話を掛けたり、電話を受けたりしていること 6 13.0

薬カレンダーなど利用して薬を内服していること 6 13.0

材料の後始末をしていること 6 13.0

冷暖房機器の操作をしていること 5 10.9

療養者自身の寝具の整頓をしていること 5 10.9

療養者が部屋の清掃をしていること 5 10.9

食事前の配膳をしていること 5 10.9

食事後の後片付けをしていること 5 10.9

洗濯機を使用していること 5 10.9

物干しに洗濯物を干している 5 10.9

療養者が洗濯物をたたみタンスに整理している 5 10.9

食べ物、着るものを自分で選んでいること 4 8.7

療養者が浴槽への出入していること 4 8.7

療養者が階段昇降していること 4 8.7

ベッド・車いすからポータブル便器への移動していること 3 6.5

排泄行為前ズボン、下着などを下すこと 3 6.5

靴下の着脱をしていること 3 6.5

廊下歩行のときに手すりを使っていること 3 6.5

排泄行為後トイレットペーパーが切れることができる 2 4.3

排泄後の後始末ができ下着、ズボンなどを上げること 2 4.3

洗面所での洗顔をしていること 2 4.3

洗面所での歯磨をしていること 2 4.3

ズボンの上げ下げをしていること 2 4.3

療養者自身で整髪をしていること 1 2.2

療養者自身が体を洗うこと 1 2.2

療養者自身が体を拭くこと 1 2.2

着衣行為ボタンかけはずしをしていること 1 2.2

上着の着脱ができること 1 2.2

あり
項目
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4） 自 由 記 載 の 結 果  

   自 由 記 載 さ れ た 4 1 件 の 意 見 を カ テ ゴ リ ー 化 し た 。 ① 同 行 訪

問 時 の 学 生 の 困 っ た 行 為 1 3 件 、 ② 実 習 指 導 者 か ら の 療 養 者 の

生 活 イ メ ー ジ に 関 す る 要 望 1 5 件 、 ③ 実 習 指 導 者 の 指 導 内 容 2

件 、 ④ ア ン ケ ー ト に 対 し て の 意 見 1 1 件 で あ っ た 。  

カ テ ゴ リ ー の 内 容 で は 、① 学 生 の 困 っ た 行 為 は 、「 ボ ー ッ と 立

っ て い る 」、「 家 族 に 何 し に 来 た の か と ク レ ー ム が 入 る 」、「 土 間

に 降 り た 足 で 上 が る 」② 療 養 者 の 生 活 イ メ ー ジ に 関 し て は 、「 ト

イ レ ま で の 移 動 手 段 や 距 離 」「 衣 服 の 着 脱 」な ど「 生 活 者 」で あ

る 視 点 が 弱 い 。 ひ と り 暮 ら し の 高 齢 者 な ど の 食 事 の 準 備 、 後 片

付 け な ど 含 め た 食 事 が イ メ ー ジ で き て い な い 。 病 院 と 違 っ て 、

誰 が 掃 除 や 洗 濯 す る の か イ メ ー ジ が で き て い な い 。 ④ の ア ン ケ

ー ト に 対 し て の ご 意 見 で は 、 生 活 の 視 点 も 大 切 で あ る が 、 ヘ ル

パ ー で な く 看 護 師 を 目 指 す 学 生 な の で も っ と 疾 患 を 理 解 し た う

え で 看 護 展 開 に 力 を 入 れ る 必 要 が あ る で あ っ た 。  

 

3 .療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ 想 起 に 影 響 す る 学 生 の 生 活 体 験 を 明 ら

か に す る  

1）質 問 項 目（ 学 生 の 生 活 体 験 、同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 、療 養 者 の

d l 行 動 ） の 因 子 の 構 造  

学 生 の 生 活 体 験 が 、 同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の イ メ ー ジ や 療 養

者 の d l 行 動 （ I A D L 行 動 ・ A D L 行 動 ） の イ メ ー ジ に ど の よ う に

影 響 を お よ ぼ し て い る か 重 回 帰 分 析 を 行 う 。 そ の た め に 、 質 問

項 目 が 学 生 の 生 活 体 験 項 目 1 4 項 目 、 同 行 訪 問 時 の イ メ ー ジ が

各 学 生 自 身 1 3 項 目 、 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ （ I A D L 行 動 ・

A D L 行 動 ）が 3 4 項 目 合 計 6 1 項 目 と 多 い た め に 因 子 分 解 を 行 い 、

変 数 を 最 小 限 に し た 。  

 

2） 因 子 分 析  

（ 1） 学 生 の 生 活 体 験 で の 分 析  

     学 生 の 生 活 体 験 質 問 で あ る 1 4 項 目 に つ い て 得 点 分 布 を

確 認 し た と こ ろ 、 い く つ か の 質 問 項 目 で 得 点 の 偏 り が み ら

れ た 。 し か し な が ら 、 得 点 分 布 の 偏 り が み ら れ た 項 目 の 内

容 を 吟 味 し た と こ ろ 、 い ず れ の 質 問 項 目 に つ い て も 学 生 の

生 活 経 験 を 測 定 す る 上 で 不 可 欠 で あ る と 考 え た 。 そ こ で 項

目 を 除 外 せ ず に す べ て の 質 問 項 目 を 分 析 対 象 と し た 。 K M O

測 度 は 0 . 6 2 1、 バ ー レ ッ ト の 球 面 性 検 定 で は ｐ ＜ 0 . 0 1 で 因

子 分 析 を 行 う 妥 当 性 を 確 認 し た 。 ま ず 1 4 項 目 に 対 し て 主

因 子 法 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た 。「 説 明 さ れ た 分 析 の 合 計 」

表 8 - 1 よ り 初 期 の 固 有 値 は 大 き い も の か ら 3 . 4 5、 2 . 0 9、

1 . 4 3、1 . 3 4、1 . 0 2、0 . 8 5… と 変 化 し て い る 。累 積 %を 見 る と 、
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５ 因 子 で 1 4 項 目 の 全 分 散 の 6 6 . 7 %を 説 明 し て い る 。ス ク リ

― プ ロ ッ ト （ 図 4 - a） を 見 る と 、 第 4 因 子 と 第 ５ 因 子 の 傾

き が 大 き く 、 第 5 因 子 以 降 の 傾 き が 小 さ く な っ て い る こ と

が 解 る 。  

 

表 8 - 1 .学 生 の 生 活 体 験 因 子 分 析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 4 - a  因 子 分 析 第 1 回 目 学 生 の 生 活 体 験 因 子 の ス ク リ ― ブ ロ ッ ト  

合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 %
1 3.45 24.67 24.67 2.99 21.38 21.38 2.05 14.64 14.64

2 2.09 14.95 39.62 1.76 12.55 33.93 1.59 11.33 25.97

3 1.43 10.23 49.85 0.99 7.10 41.03 1.39 9.92 35.89

4 1.34 9.60 59.45 0.85 6.05 47.08 1.15 8.21 44.11

5 1.02 7.26 66.70 0.59 4.22 51.30 1.01 7.19 51.30

6 0.85 6.07 72.77

7 0.76 5.44 78.21

8 0.68 4.85 83.07

9 0.62 4.45 87.52

10 0.57 4.10 91.62

11 0.40 2.85 94.47

12 0.36 2.57 97.05

13 0.23 1.67 98.72

14 0.18 1.28 100.00

因子抽出法：主因子法

説明された分散の合計

因子

初期の固有値 抽出後の負荷量平方和 回転後の負荷量平方和
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共 通 性 の 結 果 、「 他 人 の 家 へ の 訪 問 」0 . 2 8、「 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動・

地 域 の 交 流 」0 . 2 9、「 病 人・子 供 の 世 話 」0 . 2 4 の 因 子 抽 出 後 の 共 通

性 が 低 い 値 （ 表 8 - 2） を 示 し た が 、 学 生 の 生 活 経 験 に は 欠 か す こ

と が で き な い 重 要 項 目 の た め 除 去 せ ず 、 5 因 子 構 造 と し た 。  

 

表 8 - 2 .学 生 の 生 活 体 験 1 回 目 の 因 子 分 析 共 通 性  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

因 子 抽 出 方 法 は 、 主 因 子 法 と し 因 子 数 を 5 と し て バ リ マ ッ ク ス 回

転 後 の 最 終 的 な 因 子 パ タ ー ン と 因 子 関 係 を 表 8 - 3 で 示 す 。  

  

初期 因子抽出後

他人の家訪問 0.24 0.28

ボランティア活動・地域の交流 0.19 0.29

アルバイト経験 0.38 0.68

病人・子供の世話をしたことがある 0.21 0.25

自室の掃除 0.64 0.57

自宅のトイレ掃除 0.43 0.40

自宅の風呂掃除 0.46 0.88

食事のための買い物 0.57 0.72

手作り料理をしたことがあるか 0.52 0.48

食後の後片付け 0.64 0.97

ゴミ出し 0.48 0.48

洗濯をしたことがある 0.43 0.36

銭湯での入浴経験 0.35 0.41

見知らぬ高齢者との会話 0.31 0.41

因子抽出法: 主因子法
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表 8 - 3 .看 護 学 生 の 生 活 体 験 に 関 す る 質 問 項 目 の 変 数 間 の 構 造  

  

因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ 因子Ⅴ

食事のための買い物 0.83 -0.08 0.00 0.06 0.14

ゴミ出し 0.61 0.10 0.30 0.13 -0.02

手作り料理 0.59 -0.15 0.17 0.24 0.14

洗濯 0.56 0.12 0.17 -0.07 0.04

食後の後片付け 0.05 0.96 0.18 0.12 0.06

自室の掃除 -0.05 0.69 -0.04 0.14 0.27

自宅の風呂掃除 0.20 -0.02 0.91 0.05 0.04

自宅のトイレ掃除 0.24 0.14 0.54 0.16 0.04

見知らぬ高齢者との会話 0.35 -0.16 0.08 0.50 0.00

ボランティア活動・地域の
交流

-0.14 0.13 0.05 0.50 0.02

子ども・病人の世話 0.16 0.12 0.15 0.43 -0.03

他人の家へ訪問 0.13 0.07 -0.06 0.43 0.28

アルバイト経験 0.21 0.24 -0.03 -0.06 0.76

銭湯 -0.02 0.08 0.22 0.36 0.48

因子負荷量の2乗和 2.05 1.59 1.39 1.15 1.01

因子寄与率（%）
24.66 14.95 10.23 9.60 7.26

因子抽出法: 主因子法
  回転法: Kaiser の正規化を伴うバリマックス法

因子負荷量

因子Ⅰ：日々の生活に関する家事経験

因子Ⅱ：生活の自立に向けた経験

因子Ⅲ：家族の一員として行う役割経験

因子Ⅳ：他者との交流体験

因子Ⅴ：自宅外での体験
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第 1 因 子 は ４ 項 目 で 構 成 さ れ て お り「 食 事 の た め の 買 い 物 」「 ゴ

ミ 出 し 」「 洗 濯 」「 手 作 り 料 理 」 と 日 々 行 わ れ て い る 家 事 行 為 で あ

り 生 活 を 営 む た め に 必 要 な 項 目 が 高 い 負 荷 量 を 示 し て い た 。 そ こ

で 「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」 と 命 名 し た 。  

第 ２ 因 子 は 2 項 目 で 構 成 さ れ て お り「 食 後 の 後 片 付 け 」「 自 室 の

掃 除 」 で 学 生 自 ら 行 動 し 整 理 整 頓 す る こ と で 気 持 ち の い い 環 境 作

り を 行 う 行 為 の 負 荷 量 が 高 く 示 さ れ て い る 。 そ こ で 「 生 活 の 自 立

に 向 け た 経 験 」 と 命 名 し た 。 第 ３ 因 子 は 2 項 目 で 構 成 さ れ て お り

「 自 宅 の 風 呂 掃 除 」「 自 宅 の ト イ レ 掃 除 」で 家 族 が 協 働 で 使 用 す る

場 の 掃 除 を 自 分 の 役 割 と し て 行 う 行 為 で あ り 、「 家 族 の 一 員 と し て

行 う 役 割 経 験 」 と 命 名 し た 。 第 ４ 因 子 は 4 項 目 で 構 成 さ れ て お り

「 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動・地 域 の 交 流 」「 見 知 ら ぬ 高 齢 者 と の 会 話 」「 病

人 ・ 子 供 の 世 話 」「 他 人 の 家 へ の 訪 問 」で あ り 、親 し く な い 人 と の

交 流 で あ り 、 自 分 よ り 弱 い 立 場 の 人 の 面 倒 な ど 自 ら 直 接 手 お 差 し

伸 べ て 行 う 行 為 で あ る 。 そ の た め 「 他 者 と の 交 流 体 験 」 と 命 名 し

た 。第 5 因 子 は 2 項 目 で 構 成 さ れ て お り「 ア ル バ イ ト 経 験 」「 銭 湯

で の 入 湯 経 験 」 で あ り 自 宅 の な か で は 経 験 で き な い 項 目 で あ る 。

そ の た め 「 自 宅 以 外 で の 体 験 」 と 命 名 し た 。  

な お 、 回 転 前 の ５ 因 子 で 1 4 項 目 の 全 分 散 を 説 明 す る 割 合 は

5 1 . 3 0 %で あ っ た （ 表 8 - 4）。  

 

表 8 - 4 .学 生 の 生 活 体 験 の 因 子 寄 与  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回転後の
負荷量平

方和

合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 % 合計

1 3.45 24.67 24.67 2.99 21.38 21.38 2.43

2 2.09 14.95 39.62 1.76 12.55 33.93 1.75

3 1.43 10.23 49.85 0.99 7.10 41.03 1.89

4 1.34 9.60 59.45 0.85 6.05 47.08 1.61

5 1.02 7.26 66.70 0.59 4.22 51.30 1.40

6 0.85 6.07 72.77

7 0.76 5.44 78.21

8 0.68 4.85 83.07

9 0.62 4.45 87.52

10 0.57 4.10 91.62

11 0.40 2.85 94.47

12 0.36 2.57 97.05

13 0.23 1.67 98.72

14 0.18 1.28 100.00

説明された分散の合計

因子

初期の固有値 抽出後の負荷量平方和
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（ 2） 同 行 訪 問 中 の 学 生 自 身 の イ メ ー ジ の 因 子 分 析  

  同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の イ メ ー ジ の 質 問 1 3 項 目 で の 偏 り は み

ら れ ず 、全 項 目 を 分 析 対 象 と し た 。K M O 測 度 は 0 . 8 5 0、バ ー レ ッ ト

の 球 面 性 検 定 で は ｐ ＜ 0 . 0 1 で 因 子 分 析 を 行 う 妥 当 性 が 確 認 し た 。

ま ず 1 3 項 目 に 対 し 主 因 子 法 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た 。「 説 明 さ れ  

 た 分 析 の 合 計 」（ 表 8 - 5）よ り 初 期 の 固 有 値 は 、7 . 5 7、1 . 7 5、1 . 0 4、

0 . 5 9 と 変 化 し て い る 。  

 累 積 %を み る と ３ 因 子 で 1 3 項 目 の 全 分 散 の 7 9 . 7 9 %を 説 明 し て い

る 。  

 

表 8 - 5  同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の イ メ ー ジ の 因 子 寄 与  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 %

1 7.57 58.25 58.25 7.32 56.31 56.31 5.22 40.17 40.17

2 1.75 13.48 71.73 1.56 12.04 68.34 2.61 20.11 60.28

3 1.05 8.06 79.79 0.89 6.87 75.22 1.94 14.94 75.22

4 0.60 4.60 84.39

5 0.48 3.67 88.06

6 0.41 3.16 91.22

7 0.33 2.56 93.78

8 0.29 2.22 96.00

9 0.18 1.39 97.39

10 0.14 1.05 98.44

11 0.09 0.71 99.15

12 0.07 0.54 99.69

13 0.04 0.31 100.00

説明された分散の合計

因
子

初期の固有値 抽出後の負荷量平方和 回転後の負荷量平方和
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因 子 の ス ク リ ― プ ロ ッ ト （ 図 4 -ｂ ） を み る と 、 ２ 因 子 と ３ 因 子 の

傾 き が 大 き く 、 第 ４ 因 子 以 降 傾 き が 小 さ く な っ て い る 。  

そ こ で 、 ３ 因 子 構 造 と 仮 定 し て 回 転 を か け た 。 因 子 抽 出 方 法 は 、 主

因 子 法 と し て 因 子 数 宇 ３ と し プ ロ マ ッ ク ス 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行

っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 -ｂ  因 子 分 析 第 1 回 目 学 生 自 身 の イ メ ー ジ の ス ク リ ― ブ ロ ッ ト  

 

因 子 抽 出 後 の 共 通 性 の 値 に は 低 価 を 示 す も の は な か っ た （ 表 8 -

6）。  

 

表 8 - 6  学 生 自 身 の イ メ ー ジ の 第 1 回 目 因 子 分 析 共 通 性  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期 因子抽出後

大学名・氏名がはっきりと言う 0.78 0.70

玄関で靴をそろえて脱ぐ 0.87 0.99

玄関の邪魔にならないところに靴を置く 0.83 0.80

相手との位置関係を考える 0.60 0.57

言葉がけする場合に目線の高さに気配りする 0.77 0.74

療養者に合わせた言葉づかいをする 0.82 0.77

家族に合わせた言葉づかいをする 0.79 0.71

ケア前の声掛けする 0.60 0.57

ケア前後手洗いする 0.68 0.64

ケア終了の声掛けする 0.92 0.77

療養者宅の物品を使用する場合に声掛けする 0.92 0.79

帰りの挨拶ができる 0.83 0.94

玄関のドアを閉めることができる 0.80 0.80

共通性
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プ ロ マ ッ ク ス 回 転 後 の 最 終 的 な 因 子 パ タ ー ン と 因 子 関 係 を 表

8 - 7 で 示 す 。 な お 、 回 転 前 の ３ 因 子 で 1 3 項 目 の 全 分 散 を 説 明

す る 割 合 は 7 5 . 2 1 %で あ っ た （ 表 8 - 8）。  

   第 1 因 子 は ８ 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 療 養 者 に 合 わ せ た 言

葉 遣 い 」「 ケ ア 実 施 後 の 声 掛 け 」「 ケ ア 実 施 前 の 声 掛 け 」「 言 葉

が け の 時 の 目 線 の 位 置 に 気 配 り す る 」「 家 族 に 合 わ せ た 言 葉 遣

い 」「 ケ ア 実 施 前 後 の 手 洗 い 」「 療 養 者 宅 の 物 品 を 借 り る と き の

声 掛 け 」「 立 ち 位 置 を 考 え る 」 で あ り 、 訪 問 時 に 学 生 が 療 養 者

や 家 族 と 直 接 接 し た と き の マ ナ ー と 言 葉 が け が 高 い 負 荷 量 を 示

し て い る 。 そ こ で 、「 療 養 者 と 家 族 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」

と 命 名 し た 。 第 2 因 子 は ３ 項 目 で 構 成 さ れ て い る 。「 訪 問 時 玄

関 で 靴 を そ ろ え る 」「 邪 魔 に な ら な い よ う に 靴 を 置 く 」「 訪 問 先

で 挨 拶 を す る 」 こ の 項 目 は 、 他 人 の 家 に 訪 問 す る と き に 行 う 行  

  為 で あ り 、「 家 庭 訪 問 開 始 時 の 行 動 」 と 命 名 し た 。 第 ３ 因 子 は

2 項 目 で 構 成 さ れ て い る 。「 帰 宅 時 の 挨 拶 が で き る 」「 玄 関 の ド

ア を 閉 め る こ と が で き る 」 は 、 訪 問 修 了 時 の 行 為 で 「 家 庭 訪

問 終 了 時 の 行 動 」 と 命 名 し た 。  
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表 8 - 7 .同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の イ メ ー ジ に 関 す る 質 問 項 目 の 構 造  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

因子1 因子2 因子3

療養者に合わせた言葉遣い 0.89 0.54 0.44

ケア実施終了時の声掛け 0.87 0.55 0.41

ケア実施前の声掛け 0.87 0.42 0.45

言葉がけの時の目線の高さに気配りする 0.86 0.48 0.46

家族に合わせた言葉遣い 0.84 0.40 0.45

ケア実施前後の手洗い 0.80 0.49 0.46

療養者宅の物品を借りる時の声掛け 0.75 0.42 0.36

立ち位置を考える 0.74 0.47 0.27

訪問時玄関で靴をそろえる 0.49 0.99 0.53

邪魔にならいところに靴を置く 0.56 0.89 0.45

訪問先で挨拶をする 0.54 0.82 0.57

帰宅時挨拶ができる 0.51 0.57 0.97

玄関のドアを閉めることができる 0.43 0.47 0.89

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ 1.00 0.56 0.49

Ⅱ 1.00 0.53

Ⅲ 1.00

負荷因子

因子1：療養者・家族とのコミニケション

因子抽出法: 主因子法
 回転法: Kaiser の正規化を伴うプロマックス法

因子2：家庭訪問開始時の行動

因子3：家庭訪問終了時の行動
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表 8 - 8 .同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の 行 動 イ メ ー ジ 因 子 寄 与  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回転後の負荷量
平方和

合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 % 合計

1 7.572 58.245 58.245 7.320 56.307 56.307 6.767

2 1.753 13.483 71.729 1.565 12.038 68.345 4.787

3 1.047 8.057 79.786 0.894 6.873 75.218 3.921

4 0.598 4.603 84.389

5 0.477 3.670 88.059

6 0.410 3.156 91.215

7 0.333 2.563 93.778

8 0.289 2.221 95.999

9 0.181 1.392 97.391

10 0.136 1.049 98.440

11 0.092 0.706 99.146

12 0.070 0.540 99.686

13 0.041 0.314 100.000

説明された分散の合計

因子
初期の固有値 抽出後の負荷量平方和
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（ 3） 療 養 者 の I A D L 行 動 イ メ ー ジ の 因 子 分 析  

    同 行 訪 問 時 の 療 養 者 の 社 会 行 動 の イ メ ー ジ の 質 問 1 7 項 目

で の 偏 り は み ら れ ず 、 全 項 目 を 分 析 対 象 と し た 。 K M O 測 度 は

0 . 9 2 7、 バ ー レ ッ ト の 球 面 性 検 定 で は ｐ ＜ 0 . 0 1 で 因 子 分 析 を

行 う 妥 当 性 が 確 認 し た 。 ま ず 1 7 項 目 に 対 し 主 因 子 法 に よ る

因 子 分 析 を 行 っ た 。「 説 明 さ れ た 分 析 の 合 計 」（ 表 8 - 9） よ り

初 期 の 固 有 値 は 、 1 1 . 3 8、 1 . 1 9、 0 . 7 0 と 変 化 し て い る 。 累 積 %

を み る と ２ 因 子 で 1 4 項 目 の 全 分 散 の 7 0 . 6 0 %を 説 明 し て い る 。

因 子 の ス ク リ ― プ ロ ッ ト （ 図 4 - C） を み る と 、 ２ 因 子 と ３ 因

子 の 傾 き が あ り 、 第 ４ 因 子 以 降 傾 き が 小 さ く な っ て い る 。 そ

こ で 、３ 因 子 構 造 と 仮 定 し て 回 転 を か け た 。因 子 抽 出 方 法 は 、

主 因 子 法 と し て 因 子 数 宇 ３ と し プ ロ マ ッ ク ス 回 転 に よ る 因 子

分 析 を 行 っ た 。  

 

表 8 - 9 .  療 養 者 の I A D L イ メ ー ジ 因 子 寄 与  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 %

1 11.389 66.992 66.992 11.106 65.330 65.330 6.309 37.114 37.114

2 1.195 7.031 74.023 0.897 5.277 70.607 5.694 33.492 70.607

3 0.703 4.135 78.158

4 0.662 3.894 82.052

5 0.512 3.011 85.063

6 0.424 2.494 87.557

7 0.382 2.248 89.805

8 0.324 1.906 91.711

9 0.303 1.783 93.495

10 0.248 1.459 94.953

11 0.199 1.172 96.126

12 0.160 0.939 97.064

13 0.142 0.836 97.901

14 0.118 0.697 98.597

15 0.097 0.569 99.166

16 0.076 0.445 99.611

17 0.066 0.389 100.000

説明された分散の合計

因子
初期の固有値 抽出後の負荷量平方和 回転後の負荷量平方和
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図 4 - C  因 子 分 析 第 1 回 目 療 養 者 の I A D L イ メ ー ジ の ス ク リ ― ブ ロ ッ ト  

 

表 8 - 1 0  療 養 者 の I A D L イ メ ー ジ 第 1 回 目 因 子 分 析 共 通 性  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

初期 因子抽出後

自分で電話を掛ける、受けとることができる 0.67 0.60

食べ物、着るものを自分で選ぶことができる 0.79 0.80

乗り物（バス・電車・自家用車）に乗って移動することが
できる

0.78 0.74

戸締り、留守番、火や水の管理することができる 0.78 0.76

年金、貯金の管理、集金の対応ができる 0.63 0.56

冷暖房機器の操作ができる 0.75 0.64

薬カレンダーなど利用して薬を管理することができる 0.64 0.49

療養者自身の寝具の整頓ができる 0.80 0.69

療養者が部屋の清掃ができる 0.85 0.74

調理の材料を調達する（買い物）ができる 0.81 0.74

調理を（自分・家族）ができる 0.77 0.67

食材の後始末 0.86 0.77

食事前の配膳ができる 0.90 0.84

食事後の後片付けができる 0.85 0.79

洗濯ができる（洗濯機を使用している） 0.80 0.66

物干しに洗濯物を干すことができる 0.81 0.77

洗濯物をたたみタンスに片づけができる 0.82 0.74

共通性
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因 子 抽 出 後 の 共 通 性 の 値 に は 低 価 を 示 す も の は な か っ た （ 表

8 - 1 0）。 し か し 、「 説 明 さ れ た 分 析 の 合 計 」（ 表 8 - 1 1 - 1）  ３ 因 子

の 固 有 値 が 1 を 下 回 っ て い る が 因 子 を 増 や す こ と で 因 子 構 造 が 安

定 す る た め ３ 因 子 と し た （ 表 8 - 1 1 - 2）。  

 

表 8 - 1 1 - 1 .療 養 者 の I A D L イ メ ー ジ 第 1 回 目 の 初 期 固 有 値  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 %

1 11.389 66.992 66.992 11.106 65.330 65.330 6.309 37.114 37.114

2 1.195 7.031 74.023 0.897 5.277 70.607 5.694 33.492 70.607

3 0.703 4.135 78.158

4 0.662 3.894 82.052

5 0.512 3.011 85.063

6 0.424 2.494 87.557

7 0.382 2.248 89.805

8 0.324 1.906 91.711

9 0.303 1.783 93.495

10 0.248 1.459 94.953

11 0.199 1.172 96.126

12 0.160 0.939 97.064

13 0.142 0.836 97.901

14 0.118 0.697 98.597

15 0.097 0.569 99.166

16 0.076 0.445 99.611

17 0.066 0.389 100.000

説明された分散の合計

因子
初期の固有値 抽出後の負荷量平方和 回転後の負荷量平方和
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表 8 - 1 1 - 2 .  療 養 者 の I A D L イ メ ー ジ 第 2 回 目 回 転 後 因 子 寄 与  

累 積 寄 与 率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プ ロ マ ッ ク ス 回 転 後 の 最 終 的 な 因 子 パ タ ー ン と 因 子 関 係 を 表

8 - 1 2 で 示 す 。 な お 、 回 転 前 の ３ 因 子 で 1 3 項 目 の 全 分 散 を 説 明 す

る 割 合 は 7 9 . 3 6 4 %で あ っ た 。  

 

  第 １ 因 子 は 8 項 目 で 構 成 さ れ て い る 。「 食 べ 物・着 る も の を 選 ぶ

こ と が で き る 」「 お 金 の 管 理 が で き る 」「 電 話 を 使 用 す る こ と が で

き る 」「 乗 り 物 に 乗 っ て 移 動 す る こ と が で き る 」「 戸 締 り 、 留 守 番

や 水・火 の 管 理 が で き る 」「 冷 暖 房 機 器 の 管 理 」「 寝 具 の 整 理 整 頓 」

「 薬 の 管 理 」 で あ り 、 自 立 し た 生 活 を 得 る た め に 必 要 な 認 知 能 力

や 意 思 決 定 能 力 と 自 己 の 安 全 マ ネ ー ジ メ ン ト で 「 生 活 を 向 上 さ せ

る 行 動 」と 命 名 し た 。第 ２ 因 子 は 6 項 目 で 構 成 さ れ て い る 。「 配 膳

が で き る 」「 食 後 の 後 片 付 け 」「 調 理 後 の 食 材 の 後 始 末 が で き る 」

「 食 材 の 買 い 物 が で き る 」「 調 理 が で き る 」「 自 室 の 掃 除 が で き る 」

で あ り 、高 次 の 生 活 機 能 維 持 す る た め の も の で あ る た め 、「 生 活 を

営 む た め の 行 動 」 と 命 名 し た 。 第 ３ 因 子 は 、 洗 濯 の 一 連 の 行 為 で

あ る「 洗 濯 物 を 洗 濯 機 に 入 れ 洗 濯 を す る 」「 洗 濯 物 を 干 す こ と が で

き る 」「 洗 濯 物 を 片 付 け る こ と が で き る 」で あ り「 生 活 を 維 持 す る

行 動 」 と 命 名 し た 。  

  

合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 %

1 10.97 64.53 64.53 10.75 63.23 63.23 4.72 27.77 27.77

2 1.46 8.61 73.14 1.27 7.45 70.68 4.35 25.60 53.37

3 1.06 6.22 79.36 0.79 4.64 75.32 3.73 21.94 75.32

4 0.76 4.47 83.83

5 0.51 3.00 86.83

6 0.44 2.62 89.45

7 0.38 2.21 91.66

8 0.29 1.73 93.39

9 0.22 1.28 94.67

10 0.20 1.20 95.87

11 0.17 0.98 96.85

12 0.14 0.83 97.68

13 0.13 0.76 98.45

14 0.10 0.57 99.02

15 0.06 0.38 99.40

16 0.06 0.34 99.74

17 0.04 0.26 100.00

説明された分散の合計

因子
初期の固有値 抽出後の負荷量平方和 回転後の負荷量平方和
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表 8 - 1 2  療 養 者 の I A D L 行 動 イ メ ー ジ 質 問 1 7 項 目 の 構 造  主 因 子

法  プ ロ マ ッ ク ス 回 転 後 の 因 子 負 荷 パ タ ー ン 構 造  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ

食べるもの・着るものを選ぶことができる 0.931 0.025 -0.087

お金の管理ができる 0.813 -0.191 0.159

電話を使用することができる 0.800 0.085 -0.149

乗り物に乗って移動することができる 0.731 0.092 0.079

戸締り、留守番の管理ができる 0.675 0.126 0.130

冷暖房などの機器の管理 0.621 0.167 0.058

薬の管理ができる 0.542 0.134 0.062

寝具の整理整頓 0.458 0.405 0.019

配膳ができる -0.039 0.913 0.077

調理ができる 0.038 0.874 -0.057

食材の後始末ができる 0.035 0.827 0.060

食後の後片付けができる -0.004 0.729 0.204

食材の買い物ができる 0.167 0.716 0.028

自室の掃除ができる 0.282 0.605 0.029

洗濯物を洗濯機に入れ洗濯をする 0.003 -0.070 0.982

洗濯物を片付けができる 0.108 0.134 0.714

洗濯物を干すことができる -0.063 0.283 0.708

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ 1.00 0.78 0.67

Ⅱ 1.00 0.77

Ⅲ 1.00

因子抽出法: 主因子法
 回転法: Kaiser の正規化を伴うプロマックス法

負荷因子

因子Ⅰ：生活を向上させる行動

因子Ⅱ：生活を営むための行動

因子Ⅲ：生活を維持する行動
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（ 4） 療 養 者 の A D L イ メ ー ジ の 因 子 分 析  

   同 行 訪 問 時 の 療 養 者 の A D L の イ メ ー ジ の 質 問 1 7 項 目 で の 偏

り は み ら れ ず 、全 項 目 を 分 析 対 象 と し た 。K M O 測 度 は 0 . 9 2 5、バ

ー レ ッ ト の 球 面 性 検 定 で は ｐ ＜ 0 . 0 1 で 因 子 分 析 を 行 う 妥 当 性

が 確 認 し た 。 ま ず 1 4 項 目 に 対 し 主 因 子 法 に よ る 因 子 分 析 を 行

っ た 。「 説 明 さ れ た 分 析 の 合 計 」（ 表 8 - 1 3）よ り 初 期 の 固 有 値 は 、

1 0 . 9 7、 1 . 4 6、 1 . 0 5、 0 . 7 6 と 変 化 し て い る 。 累 積 %を み る と ３ 因

子 で 1 4 項 目 の 全 分 散 の 7 5 . 3 1 %を 説 明 し て い る 。 因 子 の ス ク リ

― プ ロ ッ ト（ 図 4 -ｄ ）を み る と 、３ 因 子 と ４ 因 子 の 傾 き が あ り 、

第 ４ 因 子 以 降 傾 き が 小 さ く な っ て い る 。 そ こ で 、 ３ 因 子 構 造 と

仮 定 し て 回 転 を か け た 。 因 子 抽 出 方 法 は 、 主 因 子 法 と し て 因 子

数 宇 ３ と し プ ロ マ ッ ク ス 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た 。  

 

 

表 8 - 1 3  療 養 者 の A D L イ メ ー ジ 因 子 寄 与  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 %

1 10.97 64.53 64.53 10.75 63.23 63.23 4.72 27.77 27.77

2 1.46 8.61 73.14 1.27 7.45 70.68 4.35 25.60 53.37

3 1.06 6.22 79.36 0.79 4.64 75.32 3.73 21.94 75.32

4 0.76 4.47 83.83

5 0.51 3.00 86.83

6 0.44 2.62 89.45

7 0.38 2.21 91.66

8 0.29 1.73 93.39

9 0.22 1.28 94.67

10 0.20 1.20 95.87

11 0.17 0.98 96.85

12 0.14 0.83 97.68

13 0.13 0.76 98.45

14 0.10 0.57 99.02

15 0.06 0.38 99.40

16 0.06 0.34 99.74

17 0.04 0.26 100.00

説明された分散の合計

因子
初期の固有値 抽出後の負荷量平方和 回転後の負荷量平方和
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図 4 -ｄ  因 子 分 析 第 1 回 目 療 養 者 の A D L イ メ ー ジ の ス ク リ ― ブ ロ ッ ト  
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因 子 抽 出 後 の 共 通 性 の 値 に は 低 価 を 示 す も の は な か っ た （ 表

8 - 1 4）。 し か し 、「 説 明 さ れ た 分 析 の 合 計 」（ 表 8 - 1 5）  ４ 因 子 の

固 有 値 が 1 を 下 回 っ て い る が 因 子 を 増 や す こ と で 因 子 構 造 が 安 定

す る た め ４ 因 子 と し た 。 プ ロ マ ッ ク ス 回 転 後 の 最 終 的 な 因 子 パ タ

ー ン と 因 子 関 係 を 表 8 - 1 6 で 示 す 。 な お 、 回 転 前 の ３ 因 子 で 1 3 項

目 の 全 分 散 を 説 明 す る 割 合 は 7 8 . 5 0 %で あ っ た 。 療 養 者 の A D L 行

動 は 、 生 活 を 営 む た め に は 不 可 欠 な d l 行 動 で あ る 。  

  第 １ 因 子 は ５ 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 洗 面 所 で の 歯 磨 き 」「 洗

面 所 で の 洗 顔 」「 療 養 者 自 身 が 行 う 整 容 」「 入 浴 時 の 洗 身 」「 浴 槽 の

出 入 り 」「 入 浴 後 に 体 を 拭 く 」で あ り「 保 清 行 動 」と 命 名 し た 。第

２ 因 子 は ４ 項 目 で 構 成 さ れ て い る 。「 排 泄 後 の 後 始 末 が で き 下 着 を

上 げ こ と が で き る 」「 排 泄 行 為 前 に ズ ボ ン を 下 げ る こ と が で き る 」

「 ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー の 取 り 扱 い が で き る 」「 ポ ー タ ブ ル 便 器 へ の

移 動 が で き る 」 で あ り 「 排 泄 行 動 」 と 命 名 し た 。 第 ３ 因 子 は ５ 項

目 で 構 成 さ れ て お り「 下 着 の 着 脱 」「 靴 下 の 着 脱 」「 ボ タ ン の 着 脱 」

「 上 着 の 着 脱 」 で あ り 「 更 衣 行 動 」 と 命 名 し た 。 第 ４ 因 子 は ３ 項

目 で 構 成 さ れ て お り 「 階 段 昇 降 」「 手 す り を 使 っ た 廊 下 歩 行 」「 段

差 を 気 に 掛 け る 」 で あ り 「 移 動 行 動 」 と 命 名 し た 。  

 

表 8 - 1 4  療 養 者 の A D L イ メ ー ジ 第 1 回 目 因 子 分 析 共 通 性  

 

 

 

 

 

 

 

  

初期 因子抽出後
ポータブル便器への移動 0.67 0.61

排泄行為前下着を下す 0.88 0.87

排泄行為後トイレットペーパーの操作 0.83 0.82

排泄後の後始末しズボンを上げる 0.91 0.96

洗面所での洗顔ができる 0.87 0.82

洗面所での歯磨きができる 0.91 0.93

療養者自身の整髪ができる 0.80 0.78

浴槽への出入りができる 0.68 0.60

体を洗うことができる 0.89 0.85

体を拭く 0.91 0.84

着衣行為ボタンかけ、はずしができる 0.86 0.80

上着の着脱ができる 0.84 0.81

ズボンの上げ下げができる 0.87 0.81

靴下の着脱ができる 0.77 0.74

手すりを使って廊下歩行することができる 0.57 0.52

段差があるか確認することができる 0.47 0.36

階段昇降ができる 0.73 0.69
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表 8 - 1 5   療 養 者 の A D L の イ メ ー ジ 質 問 1 7 項 目 の 構 造  

 主 因 子 法  プ ロ マ ッ ク ス 回 転 後 の 因 子 パ タ ー ン 構 造  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ

洗面所での歯磨きができる 0.97 0.57 0.67 0.52

洗面所での洗顔ができる 0.92 0.52 0.63 0.51

療養者自身の整髪ができる 0.87 0.63 0.72 0.53

体を洗うことができる 0.87 0.61 0.84 0.65

浴槽の出入り 0.77 0.54 0.63 0.52

排泄後の後始末ができ下着を上げる 0.58 0.98 0.71 0.62

排泄行為前下着を下す 0.56 0.94 0.71 0.58

排泄行為後トイレットペーパー操作 0.61 0.90 0.70 0.63

ポータブル便器への移動 0.54 0.78 0.52 0.57

着衣行為ボタンかけ、はずしができる 0.72 0.63 0.94 0.65

上着の着脱ができる 0.72 0.68 0.90 0.70

ズボンの上げ下げができる 0.65 0.73 0.89 0.74

体を拭く 0.82 0.63 0.88 0.67

靴下の着脱ができる 0.59 0.72 0.85 0.71

階段昇降ができる 0.56 0.58 0.72 0.91

手すりを使って廊下歩行することができる 0.42 0.50 0.61 0.75

段差があるか確認することができる 0.44 0.51 0.47 0.66

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ 1.00 0.60 0.72 0.57

Ⅱ 1.00 0.70 0.64

Ⅲ 1.00 0.73

Ⅳ 1.00

負荷因子

因子抽出法: 主因子法
 回転法: Kaiser の正規化を伴うプロマックス法

因子1：保清行動

因子Ⅱ：排泄行動

因子Ⅲ：更衣行動

因子Ⅳ：移動行動
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表 8 - 1 6  療 養 者 の A D L イ メ ー ジ  2 回 目 回 転 後  因 子 寄 与 、 累 積

寄 与 率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回転後の負
荷量平方和

合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 % 合計

1 10.970 64.532 64.532 10.777 63.395 63.395 8.362

2 1.463 8.606 73.138 1.282 7.544 70.939 8.065

3 1.057 6.219 79.356 0.834 4.907 75.847 9.305

4 0.760 4.472 83.829 0.452 2.656 78.503 7.165

5 0.510 3.001 86.830

6 0.445 2.616 89.447

7 0.376 2.214 91.661

8 0.295 1.733 93.394

9 0.218 1.280 94.674

10 0.204 1.198 95.872

11 0.167 0.980 96.852

12 0.141 0.831 97.683

13 0.130 0.765 98.447

14 0.097 0.572 99.019

15 0.065 0.382 99.401

16 0.057 0.335 99.736

17 0.045 0.264 100.000

説明された分散の合計

因子 初期の固有値 抽出後の負荷量平方和
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3）同 行 訪 問 イ メ ー ジ を 従 属 変 数 と し 、学 生 の 生 活 経 験 を 独 立 変 数

と し た 重 回 帰 分 析  

 

   学 生 経 験 が 同 行 全 体 イ メ ー ジ に 影 響 し て い る か の 探 る た め に 、

療 養 者 の I A D L イ メ ー ジ ３ 因 子 A D L 4 因 子 を 目 的 変 数 （ 従 属 変

数 ） と し 、 学 生 の 生 活 体 験 ３ 因 子 を 説 明 変 数 （ 独 立 変 数 ） と し

強 制 投 入 法 を 用 い て 重 回 帰 分 析 を お こ な っ た 。 変 数 は 因 子 係 数

を 使 っ た 。 同 行 全 体 イ メ ー ジ は シ ャ ピ ロ ・ ウ イ ル ク 検 定 に て お

い て 量 的 変 数 に お い て は 正 規 性 を 認 め た 。 相 関 行 列 表 を 観 察 し

た が | r |＞ 0 . 9 と な る よ う な 変 数 は 存 在 し な か っ た た め 、す べ て

の 変 数 を 対 象 と し た 。 変 数 は 因 子 得 点 係 数 を 用 い て 分 析 を 行 っ

た 。  

 

（ 1） 同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の イ メ ー ジ と 生 活 体 験 （ 表 9）  

① 療 養 者 ・ 家 族 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

    こ の 重 回 帰 モ デ ル は 重 相 関 係 数 R = 0 . 3 6 7 、 決 定 係 数

R 2 = 0 . 1 3 4、 調 整 済 み 決 定 係 数 R 2 = 0 . 0 9 1、 F 値 が 3 . 0 7 5、 ｐ ＝

0 . 0 1 3 で ｐ ＜ 0 . 0 5 で あ る こ と か ら 、 重 回 帰 式 は 役 に 立 た つ こ

と に な る 。 ま た 、 標 準 偏 回 帰 係 数 を 見 る と 「 他 者 と の 交 流 体

験 」 が 正 の 有 意 な 値 （ β ＝ 0 . 3 3 4 ,ｐ ＜ 0 . 0 5） と な っ て お り 、

「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」（ β ＝ - 0 . 0 0 7）「 生 活 の 自 立

に 向 け た 経 験 」（ β ＝ - 0 . 1 2 5）「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経

験 」（ β ＝ 0 . 0 7 6）「 自 宅 以 外 で の 体 験 」（ β ＝ - 0 . 0 0 7） に つ い

て は 有 意 な 値 で は な か っ た 。 し た が っ て 、 同 行 訪 問 時 で の 療

養 者 ・ 家 族 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の イ メ ー ジ に 及 ぼ す 影 響

の 強 さ は 、「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」「 生 活 の 自 立 に 向

け た 経 験 」「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」「 自 宅 以 外 で の

体 験 」 よ り も 「 他 者 と の 交 流 体 験 」 の 割 合 が 大 き い こ と を 示

し て い る 。偏 回 帰 係 数 B = 0 . 4 0 2 で あ り 1 に 近 い と 影 響 力 は「 他

者 と の 交 流 体 験 」 が 生 活 体 験 に 受 け て い る と い え る 。 決 定 係

数 Ｒ 2＝ 0 . 1 3 4 調 整 済 み Ｒ 2＝ 0 . 0 9 1 で あ る の で 予 想 精 度 は 低

い 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 説 明 変 数 の 許 容 度 は 1 以 下 で V I F は す

べ て 1 0 . 0 未 満 で あ り 多 重 共 線 に は 問 題 が な か っ た 。  

 

② 家 庭 訪 問 開 始 時 の 行 動  

重 回 帰 の 結 果 、 重 相 関 係 数 R = 0 . 3 8 0、 決 定 係 数 R 2 = 0 . 1 4 5、

調 整 済 み 決 定 係 数 R 2 = 0 . 1 0 1、F 値 が 3 . 3 4 7、ｐ ＝ 0 . 0 0 8 で ｐ ＜

0 . 0 5 で あ る た め 、 重 回 帰 式 は 役 に 立 た つ こ と に な る 。  

標 準 偏 回 帰 係 数 で は 、「 他 者 へ の 交 流 体 験 」が 正 の 有 意 な 値（ β

＝ 0 . 3 0 4 ,ｐ ＜ 0 . 0 5） で あ り そ の 他 の 「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家

事 経 験 」（ β ＝ - 0 . 0 7 5）「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」（ β ＝ - 0 . 1 5 6）
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「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」（ β ＝ 0 . 1 7 7）「 自 宅 以 外 で

の 体 験 」（ β ＝ - 0 . 1 0 4）に つ い て は 有 意 な 値 で は な い 。し た が

っ て 、 同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の イ メ ー ジ に 及 ぼ す 影 響 の 強 さ

は 、「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 」「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」

「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」「 自 宅 以 外 で の 体 験 」よ り

も 「 他 者 と の 交 流 体 験 」 の 割 合 が 大 き い こ と を 示 し て い る 。

決 定 係 数 Ｒ 2＝ 0 . 1 4 5 調 整 済 み Ｒ 2＝ 0 . 1 0 1 で あ る の で 予 想 精

度 は あ ま り 高 く な い と い え る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 説 明 変 数 の

許 容 度 は 1 以 下 で V I F は す べ て 1 0 . 0 未 満 で あ り 多 重 共 線 に

は 問 題 が な か っ た 。  

 

③ 家 庭 訪 問 終 了 時 の 行 動  

重 相 関 係 数 R = 0 . 2 6 5、 決 定 係 数 R 2 = 0 . 0 7 0、 調 整 済 み 決 定 係

数 R 2 = - 0 . 0 2 3、 F 値 が 1 . 4 9 8、  

ｐ ＝ 0 . 1 9 7 で ｐ ＞ 0 . 0 5 で あ る た め 、 重 回 帰 式 は 役 に 立 た な い

こ と に な る 。  

 

表 9 .  同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の イ メ ー ジ と 生 活 体 験  

 

 

 

（ 2） 療 養 者 の I A D L 行 動 イ メ ー ジ と 生 活 経 験 （ 表 1 0）  

 

①  生 活 を 向 上 さ せ る 行 動  

こ の 重 回 帰 モ デ ル は 重 相 関 係 数 R = 0 . 3 5 5、 決 定 係 数 R 2 = 0 . 1 2 6、

調 整 済 み 決 定 係 数 R 2 = 0 . 0 8 2、F 値 が 2 . 8 3 1、ｐ ＝ 0 . 0 2 0 で ｐ ＜ 0 . 0 5

で あ る こ と か ら 、 重 回 帰 式 は 役 に 立 た つ こ と に な る 。 ま た 、 標 準

療養者・家族との
コミュニケーション

家庭訪問開始時 家庭訪問終了時

β β β

日々の生活に関する家事経験 -0.007 -0.075 0.013

生活の自立に向けた経験 -0.125 -0.156 -0.128

家族の一員として行う役割経験 0.076 0.177 0.081

他者との交流体験 0.334 0.304 0.191

自宅以外での体験 -0.007 -0.104 -0.116

F値 3.075 3.347 1.498

R² 0.134 0.144 0.070

調整済みR² 0.091 0.101 0.023

*ｐ＜.5 **ｐ＜.01 ***ｐ＜.001

学生自身のイメージ

**

**

*

*
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偏 回 帰 係 数 を 見 る と 「 他 者 と の 交 流 体 験 」 が 正 の 有 意 な 値 （ β ＝

0 . 3 5 7 ,ｐ ＜ 0 . 0 5） と な っ て お り 、「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」

（ β ＝ - 0 . 1 1 9）「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」（ β ＝ - 0 . 1 5 7）「 家 族 の

一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」（ β ＝ - 0 . 0 3 1）「 自 宅 以 外 で の 体 験 」（ β

＝ 0 . 0 8 1）に つ い て は 有 意 な 値 で は な か っ た 。し た が っ て 、同 行 訪

問 時 で の 療 養 者 の 生 活 を 向 上 さ せ る 行 動 イ メ ー ジ に 及 ぼ す 影 響 の

強 さ は 、「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経

験 」「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」「 自 宅 以 外 で の 体 験 」 よ り

も 「 他 者 と の 交 流 体 験 」 の 割 合 が 大 き い こ と を 示 し て い る 。 偏 回

帰 係 数 B = 0 . 4 2 6 で あ り 1 に 近 い と 影 響 力 は 「 他 者 と の 交 流 」 が 生

活 経 験 に 受 け て い る と い え る 。決 定 係 数 Ｒ 2＝ 0 . 1 2 6 調 整 済 み Ｒ 2＝

0 . 0 8 2 で あ る の で 予 想 精 度 は 低 い 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 説 明 変 数 の

許 容 度 は 1 以 下 で V I F は す べ て 1 0 . 0 未 満 で あ り 多 重 共 線 に は 問

題 が な か っ た 。  

 

②  生 活 を 営 む た め の 行 動  

こ の 重 回 帰 モ デ ル は 重 相 関 係 数 R = 0 . 3 4 8、 決 定 係 数 R 2 = 0 . 1 2 1、

調 整 済 み 決 定 係 数 R 2 = 0 . 0 7 6、F 値 が 2 . 6 9 4、ｐ ＝ 0 . 0 2 5 で ｐ ＜ 0 . 0 5

で あ る こ と か ら 、 重 回 帰 式 は 役 に 立 た つ こ と に な る 。 ま た 、 標 準

偏 回 帰 係 数 を 見 る と 「 他 者 と の 交 流 体 験 」 が 正 の 有 意 な 値 （ β ＝

0 . 2 4 0 ,ｐ ＜ 0 . 0 5）、「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」（ β ＝ - 0 . 3 0 7 ,ｐ ＜

0 . 0 5）が 負 の 有 意 な 値 と な っ て い る 。「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経

験 」（ β ＝ - 0 . 1 1 2）「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」（ β ＝ - 0 . 0 1 9）

「 自 宅 以 外 で の 体 験 」（ β ＝ 0 . 0 4 1） に つ い て は 有 意 な 値 で は な か

っ た 。 し た が っ て 、 同 行 訪 問 時 で の 療 養 者 の 生 活 を 営 む た め の 行

動 イ メ ー ジ に 及 ぼ す 影 響 の 強 さ は 、「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」

「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」「 自 宅 以 外 で の 体 験 」よ り も「 他

者 と の 交 流 体 験 」「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」の 割 合 が 大 き い こ と

を 示 し て い る 。決 定 係 数 Ｒ 2＝ 0 . 1 2 1 調 整 済 み Ｒ 2＝ 0 . 0 8 2 で あ る の

で 予 想 精 度 は 低 い 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 説 明 変 数 の 許 容 度 は 1 以 下

で V I F は す べ て 1 0 . 0 未 満 で あ り 多 重 共 線 に は 問 題 が な か っ た 。  

 

③ 生 活 の 維 持 す る 行 動  

こ の 重 回 帰 モ デ ル は 重 相 関 係 数 R = 0 . 3 4 7、 決 定 係 数 R 2 = 0 . 1 2 0、

調 整 済 み 決 定 係 数 R 2 = 0 . 0 7 6、F 値 が 2 . 6 8 5、ｐ ＝ 0 . 0 2 6 で ｐ ＜ 0 . 0 5

で あ る こ と か ら 、 重 回 帰 式 は 役 に 立 た つ こ と に な る 。 ま た 、 標 準

偏 回 帰 係 数 を 見 る と 「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」 が 負 の 有 意 な 値

（ β ＝ - 0 . 3 0 1 ,ｐ ＜ 0 . 0 5） と な っ て お り 、「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家

事 経 験 」（ β ＝ - 0 . 1 8 8）「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」（ β ＝

0 . 1 1 7）「 他 者 と の 交 流 体 験 」（ β ＝ - 0 . 2 1 9）「 自 宅 以 外 で の 体 験 」

（ β ＝ 0 . 0 2 4）に つ い て は 有 意 な 値 で は な か っ た 。し た が っ て 、同
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行 訪 問 時 で の 療 養 者 の 生 活 を 維 持 す る 行 動 イ メ ー ジ に 及 ぼ す 影 響

の 強 さ は 、「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」「 家 族 の 一 員 と し て 行

う 役 割 経 験 」「 他 者 と の 交 流 体 験 」「 自 宅 以 外 で の 体 験 」よ り も「 生

活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」 の 割 合 が 大 き い こ と を 示 し て い る 。 決 定

係 数 Ｒ 2＝ 0 . 1 2 0、調 整 済 み Ｒ 2＝ 0 . 0 7 6 で あ る の で 予 想 精 度 は 低 い 。

ま た 、そ れ ぞ れ の 説 明 変 数 の 許 容 度 は 1 以 下 で V I F は す べ て 1 0 . 0

未 満 で あ り 多 重 共 線 に は 問 題 が な か っ た 。  

 

表 1 0  療 養 者 の I A D L 行 動 イ メ ー ジ と 学 生 の 生 活 体 験  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 3） 療 養 者 の A D L イ メ ー ジ と 学 生 の 生 活 体 験 （ 表 1 1）  

 

①  保 清 行 動  

こ の 重 回 帰 モ デ ル は 重 相 関 係 数 R = 0 . 3 7 0、決 定 係 数 R 2 = 0 . 1 3 7、

調 整 済 み 決 定 係 数 R 2 = 0 . 0 9 3、 F 値 が 3 . 1 3 5、 ｐ ＝ 0 . 0 1 1 で ｐ ＜

0 . 0 5 で あ る こ と か ら 、重 回 帰 式 は 役 に 立 た つ こ と に な る 。ま た 、

標 準 偏 回 帰 係 数 を 見 る と 「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」（ β ＝ -

0 . 2 1 8 ,ｐ ＜ 0 . 5）「 他 者 と の 交 流 体 験 」が 正 の 有 意 な 値（ β ＝ 0 . 3 3 4 ,

ｐ ＜ 0 . 0 1）、 が 正 の 有 意 な 値 と な っ て い る 。「 日 々 の 生 活 に 関 す

る 家 事 経 験 」（ β ＝ 0 . 1 9 1）「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」（ β

＝ 0 . 0 7 2）「 自 宅 以 外 で の 体 験 」（ β ＝ 0 . 1 1 1） に つ い て は 有 意 な

値 で は な か っ た 。 し た が っ て 、 同 行 訪 問 時 で の 療 養 者 の 保 清 行

動 の イ メ ー ジ に 及 ぼ す 影 響 の 強 さ は 、「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事

経 験 」「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」「 自 宅 以 外 で の 体 験 」

よ り も「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」「 他 者 と の 交 流 体 験 」の わ ず

か に 影 響 力 は あ る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 説 明 変 数 の 許 容 度 は 1 以

生活を向上させる行動 生活を営むための行動 生活を維持する行動

β β β

日々の生活に関する家事経験 -0.119 -0.112 -0.188

生活の自立に向けた経験 -0.157 -0.307** -0.301**

家族の一員として行う役割経験 -0.031 -0.019 0.117

他者との交流体験 0.357** 0.24* 0.219*

自宅以外での体験 0.081 0.041 0.024

F値 2.831* 2.694* 2.685*

R² 0.126 0.121 0.12

調整済みR² 0.082 0.076 0.076

*ｐ＜.5 **ｐ＜.01 ***ｐ＜.001

療養者の手段的日常生活行動イメージ
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下 で V I F は す べ て 1 0 . 0 未 満 で あ り 多 重 共 線 に は 問 題 が な か っ

た 。  

 

②  排 泄 行 動  

   重 相 関 係 数 R = 0 . 3 5 7、 決 定 係 数 R ² = 0 . 1 2 8、 調 整 済 み 決 定 係 数

R ² = 0 . 0 8 3、 F 値 が 2 . 8 9 4、 ｐ ＝ 0 . 0 1 8 で ｐ ＜ 0 . 5 で あ る た め 有 意

に 役 立 つ 重 回 帰 式 で あ る 。「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」（ β

＝ 0 . 2 6 2 ,ｐ ＜ 0 . 5）「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」（ β ＝ 0 . 2 3 5 ,ｐ ＜

0 . 5）「 他 者 と の 交 流 体 験 」（ β ＝ 0 . 2 8 6 ,ｐ ＜ 0 . 0 1）が 正 の 有 意 な

値 と な っ て い る 。「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」（ β ＝ 0 . 0 0）

「 自 宅 以 外 で の 体 験 」（ β ＝ 0 . 1 1 6） で あ っ た 。 排 泄 行 動 イ メ ー

ジ に 対 し て「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」「 自 宅 以 外 で の 体

験 」 よ り も 「「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」「 生 活 の 自 立 に 向

け た 経 験 」」「 他 者 と の 交 流 体 験 」 イ メ ー ジ に 及 ぼ す 影 響 力 は や

や あ る と い え る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 説 明 変 数 の 許 容 度 は 1 以 下

で V I F は す べ て 1 0 . 0 未 満 で あ り 多 重 共 線 に は 問 題 が な か っ た 。 

 

③  更 衣 行 動  

重 相 関 係 数 R = 0 . 4 4 4、 決 定 係 数 R ² = 0 . 1 9 8、 調 整 済 み 決 定 係 数

R ² = 0 . 1 5 7、 F 値 が 4 . 8 7 4、 ｐ ＝ 0 . 0 0 0 で ｐ ＜ 0 . 0 0 1 で あ る た め 有

意 に 役 立 つ 重 回 帰 式 で あ る 。「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」（ β

＝ 0 . 2 3 1 ,ｐ ＜ 0 . 5）「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」（ β ＝ 0 . 4 1 3 ,ｐ ＜

0 . 0 0 1）「 他 者 と の 交 流 体 験 」（ β ＝ 0 . 2 6 2 ,ｐ ＜ 0 . 5） が 正 の 有 意

な 値 と な っ て い る 。「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」（ β ＝

0 . 1 1 0）「 自 宅 以 外 で の 体 験 」（ β ＝ 0 . 1 2 4） で あ っ た 。 更 衣 行 動

イ メ ー ジ に 対 し て「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」「 自 宅 以 外

で の 体 験 」 よ り も 「「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」「 生 活 の 自

立 に 向 け た 経 験 」」「 他 者 と の 交 流 体 験 」 イ メ ー ジ に 及 ぼ す 影 響

力 は や や あ る と い え る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 説 明 変 数 の 許 容 度 は

1 以 下 で V I F は す べ て 1 0 . 0 未 満 で あ り 多 重 共 線 に は 問 題 が な か

っ た 。  

 

④  移 動 行 動  

   重 相 関 係 数 R = 0 . 4 0 2、 決 定 係 数 R ² = 0 . 1 6 2、 調 整 済 み 決 定 係 数

R ² = 0 . 1 2 0、F 値 が 3 . 8 2 4、ｐ ＝ 0 . 0 0 3 で ｐ ＜ 0 . 0 5 で あ る た め 有 意

に 役 立 つ 重 回 帰 式 で あ る 。「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」（ β

＝ 0 . 2 6 9 ,ｐ ＜ 0 . 5）「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」（ β ＝ 0 . 3 0 7 ,ｐ ＜

0 . 0 1）「 他 者 と の 交 流 体 験 」（ β ＝ 0 . 3 1 1 ,ｐ ＜ 0 . 0 1） が 正 の 有 意

な 値 と な っ て い る 。「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」（ β ＝

0 . 0 6 8）「 自 宅 以 外 で の 体 験 」（ β ＝ 0 . 0 7 2） で あ っ た 。 療 養 者 の

移 動 行 動 イ メ ー ジ に 対 し て「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 」「 自 宅
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以 外 で の 生 活 経 験 」よ り も「「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」「 生

活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」」「 他 者 と の 交 流 体 験 」 イ メ ー ジ に 及 ぼ

す 影 響 力 は わ ず か と い え る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 説 明 変 数 の 許 容

度 は 1 以 下 で V I F は す べ て 1 0 . 0 未 満 で あ り 多 重 共 線 に は 問 題

が な か っ た 。  

 

 

表 1 1 .  療 養 者 の A D L イ メ ー ジ と 学 生 の 生 活 体 験  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保清 排泄 更衣 移動

β β β β

日々の生活に関する家事経験 -0.191 -0.262* -0.231* -0.269*

生活の自立に向けた経験 -0.218* -0.235* -0.413*** -0.307**

家族の一員として行う役割経験 -0.072 0 0.11 0.068

他者との交流体験 0.334** 0.286** 0.262* 0.311**

自宅以外での体験 0.111 0.116 0.124 0.072

F値 3.135* 2.894* 4.874*** 3.824**

R² 0.137 0.128 0.198 0.162

調整済みR² 0.093 0.083 0.157 0.12

*ｐ＜.5 **ｐ＜.01 ***ｐ＜.001

療養者の生活行動イメージ
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学 生 の 生 活 経 験 で あ る 「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」「 生 活 の 自

立 に 向 け た 経 験 」「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」「 他 者 と の 交 流

体 験 」「 自 宅 以 外 で の 体 験 」 は 同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 ・ 療 養 者 の

I A D L・ A D L の 各 項 目 イ メ ー ジ に ど の よ う に 影 響 し て い る か 、 パ ス

図 （ 図 5 - 1、 図 5 - 2、 図 5 - 3） で 示 す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 - 1 .学 生 自 身 の イ メ ー ジ と 生 活 経 験  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 - 2 .療 養 者 の I A D L イ メ ー ジ と 生 活 経 験  

 

Ｒ ２ ＝ . 0 9 1＊ ＊  

日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験  

. 3 5 7 * *  

Ｒ
2
＝ . 0 7 6 *  

Ｒ
2
＝ . 0 8 2 *  

生 活 を 維 持 す る 行 動  

生 活 を 向 上 さ せ る 行 動  

Ｒ
2
＝ . 0 7 6 *  

生 活 を 営 む た め の 行 動  

- . 3 0 7 *

- . 2 4 *   
- . 3 0 * *   

日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験  

生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験  

家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験  

他 者 と の 交 流 体 験  

自 宅 以 外 で の 体 験  

生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験  

Ｒ ２ ＝ . 1 0 1＊ ＊  

. 3 3 4 * *  
家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験  

Ｒ ２ ＝ . 0 2 3  

他 者 と の 交 流 体 験  

ク ロ ー ジ ン グ の 行 動  

療 養 者 ・ 家 族 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

オ ー プ ニ ン グ の 行 動  

*ｐ ＜ . 0 5  * *ｐ ＜ . 0 1  * * *ｐ ＜ . 0 0 1  

自 宅 以 外 で の 体 験  

. 3 0 4 * *  

*ｐ ＜ . 0 5  * *ｐ ＜ . 0 1  * * *ｐ ＜ . 0 0 1  



 

―80－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 - 3 .療 養 者 の A D L の イ メ ー ジ と 生 活 経 験  
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Ⅴ .考 察  

在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 に お い て 、 療 養 者 の 生 活 を 捉 え る た め

の 教 材 を 作 成 す る 。 Ｖ Ｒ で の コ ン テ ン ツ の シ ナ リ オ 資 料 と す る た

め に 、 ① 学 生 か ら は 、 同 行 訪 問 時 に お け る 学 生 自 身 の 行 動 ・ 療 養

者 の d l 行 動 イ メ ー ジ 、② 実 習 指 導 者 か ら は 、在 宅 看 護 論 実 習 時 に

お け る 学 生 の 問 題 と 思 わ れ る 行 動 と 、療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ が

な い と 思 わ れ る 項 目 を 明 ら か に し た 。  

ま た 、 準 備 段 階 に お い て 、 学 生 の 生 活 体 験 不 足 を 補 う た め に 、

③ 学 生 の 生 活 体 験 項 目 が 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ に 影 響 し て い

る の か を 明 ら か に し た 。 こ の ① ～ ③ に つ い て 考 察 を す る 。  

 

1 .  学 生 の 生 活 背 景 と 生 活 イ メ ー ジ 発 想 と の 関 連  

1） 学 生 の 生 活 背 景  

   看 護 学 生 は 核 家 族 世 帯（ 9 1 . 2 %）で あ り 、子 ど も の 世 話 や ボ

ラ ン テ ィ ア 活 動 ・ 地 域 交 流 、 他 人 の 家 の 訪 問 の 経 験 が 乏 し く

現 代 社 会 背 景 を 映 し 出 さ れ て い る 。 こ の 生 活 経 験 は 、 ア ル バ

イ ト ・ ボ ラ ン テ ィ ア ・ 地 域 交 流 ・ 子 供 や 病 人 の 世 話 な ど 「 人

と の 交 流 の 経 験 」 を 問 う も の で あ っ た 。 体 験 が 少 な い の は 、

育 っ た 世 代 が 、 少 子 高 齢 化 、 核 家 族 化 、 同 世 代 の 子 供 と の 集

団 遊 び の 減 少 、地 域 社 会 と の 隔 離 な ど 社 会 背 景 の 変 化 に よ り 、

人 と の 関 わ り を 持 つ 機 会 が 少 な く な っ た と 考 え ら れ る 。 人 と

の 関 わ り が あ ま り な い こ と は 、 マ ナ ー 方 法 や 社 会 人 基 礎 力 、

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 低 下 と 、 他 人 に 対 し て の 思 い や り や

配 慮 の 乏 し さ に 繋 が っ て い く と 考 え ら れ る 。 こ れ ら の こ と に

よ り 、 在 宅 看 護 論 実 習 に お い て も 支 障 を き た し て い た 。 川 田

（ 2 0 0 5）は「 他 者 に 対 し て の 思 い や り や 配 慮 の 乏 し さ 」「 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 乏 し さ 」 は 学 生 の 生 活 体 験 の 乏 し さ が

起 因 で あ り 、 在 宅 看 護 論 実 習 中 に 問 題 と 思 わ れ る 行 動 が 起 こ

っ て い る と 報 告 し て い る 。 本 研 究 の 対 象 者 で あ る 学 生 も 、 核

家 族 、 祖 父 母 と の 同 居 が 少 な く 、 人 と の 交 流 体 験 が 少 な く 、

在 宅 看 護 論 実 習 中 に 問 題 と 思 わ れ る 行 動 を 起 こ す 可 能 性 が あ

る と 考 え ら れ る 。  

生 活 体 験 で は 家 事 体 験 を 問 う も の で あ っ た 。 学 生 は 親 と の

同 居 者 が 9 3 . 1 %あ り ト イ レ ・ 風 呂 な ど 共 同 で 行 う 家 事 一 般 の

経 験 は 少 な い が 、 個 人 的 な 自 室 の 掃 除 、 食 事 の 後 片 づ け は で

き て い た 。 高 井 （ 2 0 1 0） が 行 っ た 先 行 研 究 に お い て も 学 生 の

8 割 は 自 室 の 掃 除 は 行 っ て い る 。 し か し 、 プ ラ イ ベ ー ト 空 間

は 大 切 に し て い る が 、 他 者 が 使 用 す る 生 活 環 境 を き れ い に 気

持 ち よ く 整 え る と い う こ と を 学 ぶ 機 会 は 日 常 生 活 の 中 で は 少

な い と 考 え ら れ る 。 ま た 、 親 と の 同 居 者 が 多 く 、 家 事 は 誰 か

が や っ て く れ る だ ろ う と 思 い 2 0 年 間 過 ご し て き て い る 。 そ



 

―82－ 

 

の た め 家 事 行 為 や 内 容 も 理 解 で き な い と 思 わ れ る 。  

こ れ ら の こ と よ り 、 安 ヶ 平 （ 2 0 1 0） に よ る 研 究 と 同 様 に 、  

本 研 究 の 対 象 者 で あ る 学 生 は 、 周 囲 に 無 関 心 で 対 人 関 係 が

希 薄 に よ り 、 療 養 者 を 生 活 者 と し て 捉 え る と い う 困 難 や 、 一

般 常 識 や マ ナ ー の 低 下 が 考 え ら れ 、 在 宅 看 護 論 実 習 中 に 問 題

行 動 と 思 わ れ る 行 動 を と る こ と が 懸 念 さ れ る 。  

 

2） 実 習 場 所 の 違 い に よ る 、 学 生 の 行 動 イ メ ー ジ の 違 い  

家 庭 訪 問 時 の 学 生 の 行 動 イ メ ー ジ か ら は 、 玄 関 先 で の あ い

さ つ や 靴 の 位 置 な ど の 立 ち 振 る 舞 い の 行 動 の イ メ ー ジ が で き

て い た 。 森 山 （ 2 0 1 5） は 、 こ の 玄 関 先 の 立 ち 振 る 舞 い の 行 為

は 、 訪 問 者 と し て 受 け 入 れ て も ら う た め に 、 マ ナ ー が 身 に つ

け て い な け れ ば な ら な い こ と で あ り 、 当 研 究 対 象 者 の 学 生 も

訪 問 時 の マ ナ ー が 大 切 な こ と は 理 解 し て い た 。  

家 庭 訪 問 時 で の 行 動 イ メ ー ジ が 低 か っ た の は 、 相 手 の 位 置

関 係 、 話 し か け の 目 線 の 高 さ で あ っ た 。 こ の こ と は 、 病 院 実

習 で は 、 ベ ッ ド で 臥 床 し て い る 患 者 に 訪 室 し 、 患 者 と の 立 ち

位 置 や 目 線 の 高 さ な ど を 気 に か け て 行 動 す る こ と を 理 解 で き

て い る 。 し か し 、 家 庭 訪 問 で は 、 ど ん な と こ ろ に 療 養 者 が い

て ど ん な 姿 勢 を と っ て い る か 、 訪 問 看 護 師 が い て 自 分 は ど ん

な 位 置 に い れ ば い い の か 、 何 を 話 題 に し て 話 か け た ら い い の

か 想 像 す る の は 困 難 で あ る と 考 え る 。 こ の 行 為 が イ メ ー ジ で

き な い の は 、 学 生 は こ れ ま で に 同 級 生 や 家 族 な ど 、 限 ら れ た

対 人 関 係 の 中 で 行 っ て い た 意 思 疎 通 が 、 初 め て 会 う 療 養 者 ・

家 族 に 対 し て の か か わ り と は 違 っ て い る こ と を 感 じ 取 っ た と

考 え る 。  

 

  3） 同 行 訪 問 時 に 感 じ る 療 養 者 の I A D L 行 動 イ メ ー ジ  

の 程 度  

療 養 者 の I A D L 行 動 イ メ ー ジ と は 、 生 活 を 継 続 さ せ る た め

に 必 要 な 認 知 機 能 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 、 生 活 習 慣 、 価

値 観 が 関 連 し た 行 動 で あ る 。  

学 生 が イ メ ー ジ を 発 想 す る の が 困 難 な I A D L 行 動 イ メ ー ジ

項 目 は 、 お 金 の 管 理 で 年 金 ・ 預 貯 金 ・ 支 払 い と 、 調 理 の た め

の 買 い 物 と 全 体 的 に 低 い 値 と な っ て い た 。 こ れ ら の 項 目 は 、

学 生 自 身 が 行 っ て い る 行 動 で あ る に も か か わ ら ず 、 疾 患 や 障

害 を 持 っ た 対 象 者 が 一 般 の 人 の よ う に お 金 を 管 理 す る こ と な

く 、 自 由 に 買 い 物 も で き な い と 感 じ て い る 可 能 性 が あ る 。 橋

本 （ 2 0 1 5） の 調 査 で は 、 在 宅 の 療 養 者 は 医 療 に 縛 ら れ た 寝 た

き り の 生 活 を 送 っ て い る 療 養 者 を イ メ ー ジ し て い る 報 告 さ れ

て い る が 、 や は り 本 研 究 対 象 学 生 も 、 療 養 者 を ベ ッ ド に 縛 ら
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れ て い る 対 象 者 と イ メ ー ジ し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

吉 田 （ 2 0 0 9） 橋 本 （ 2 0 1 5） に よ る と 、 在 宅 看 護 論 実 習 を 終

え た 学 生 た ち は 、療 養 者 は 自 分 ら し い 生 活 を 送 っ て お り 驚 き 、

病 院 で の 療 養 者 と は 違 う 在 宅 の 療 養 者 の 主 体 性 （ 生 活 者 ） を

感 じ 取 っ て い た と 報 告 し て い る 。 こ れ ら の こ と は 、 在 宅 看 護

の 対 象 者 は 、 疾 患 や 障 害 を 持 っ て い て も 自 立 し て 生 活 を 営 み

そ の 人 ら し く 暮 ら し て い る こ と を 在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 に

お い て 理 解 で き る こ と が 重 要 に な る 。  

療 養 者 が 生 活 を 営 み 継 続 さ せ る た め に は 、 I A D L 行 動 が 必

要 に な る 。 こ の I A D L 行 動 は 、 認 知 機 能 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 能 力 な ど を 知 る た め に 重 要 な 行 動 で あ る 。 こ の 行 動 の 機 能

が 低 下 し た ら 生 活 は 継 続 で き な い 。 ま た 、 こ の 行 動 を 向 上 さ

せ る こ と に よ り 、 生 活 は よ り 豊 か に な る と い う 知 識 が 足 り な

く イ メ ー ジ と 繋 が っ て い か な い と 考 え た 。  

 

  4） 同 行 訪 問 時 に 感 じ る 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 程 度  

療 養 者 の A D L イ メ ー ジ と は 、日 常 生 活 動 作（ 食 べ る 、排 泄 、

保 清 な ど ） が 療 養 者 の 身 体 機 能 お よ び そ の 機 能 に 応 じ て 支 援

で き る 人 的 環 境 （ 介 護 者 ・ サ ー ビ ス 担 当 者 ） と 物 的 環 境 （ 住

宅 改 修 ・ 福 祉 用 具 ） の イ メ ー ジ が で き て い る か を 問 う も の で

あ っ た 。 低 か っ た 項 目 は 浴 槽 の 出 入 り と 洗 濯 の 一 連 の 動 作 で

あ っ た 。 疾 患 ・ 障 害 が あ る も の は 入 浴 を し な い と い う イ メ ー

ジ で あ ろ う か 。 入 浴 す る の に も 衣 服 の 更 衣 行 動 そ し て 手 す り

に 手 を か け 体 を 支 え て 浴 槽 を ま た ぐ と い う 一 連 の 動 作 が あ る 。

た だ 単 に 浴 槽 に 入 る ・ 出 る と い う 動 作 だ け が イ メ ー ジ で き な

か っ た の だ ろ う か 。 菱 沼 （ 2 0 1 4） は 、 看 護 師 は 暮 ら し の 中 の

動 作 が 、 ど ん な 体 の 仕 組 み に よ っ て な さ れ る の か を 知 っ て こ

そ 、A D L を 援 助 で き 、ま た 、疾 患 に よ っ て A D L に ど ん な 障 害

が 起 こ る の か 説 明 で き る も の で あ る と し て い る 。 学 生 は 日 常

生 活 動 作 や 体 の 仕 組 み は 理 解 し て い る が 、 居 宅 と い う 環 境 で

ど の よ う に d l 行 動 し て い る の か 一 連 の 流 れ を 理 解 し イ メ ー

ジ す る こ と が で き て い な い と 考 え る 。  

 

2 .実 習 指 導 者  

1） 調 査 対 象 者 の 妥 当 性  

対 象 者 は 、 訪 問 看 護 師 と し て の 平 均 経 験 年 数 は 8 . 6± 5 . 4 3

年 で あ り 、 日 本 訪 問 看 護 財 団 （ 2 0 1 6） の 調 査 か ら 訪 問 看 護 経

験 年 数 の 平 均  1 0 . 0  ±6 . 4  年 と 同 様 に 経 験 豊 か な 指 導 者 で あ

る こ と が 分 か っ た 。ま た 、指 導 経 験 も 5 . 1 7± 3 . 7 0 年 と 長 期 に

学 生 の 実 習 指 導 も 経 験 が あ り 学 生 の 状 況 を 把 握 し て い る こ と
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が 考 え ら れ る 。 訪 問 看 護 師 で あ り 臨 地 指 導 者 と し て 、 今 回 の

ア ン ケ ー ト 調 査 回 答 者 と し て は 適 任 者 で あ る と 考 え る 。  

 

2） 同 行 訪 問 時 に 実 習 指 導 者 が 問 題 と 思 わ れ る 学 生 の 行 動  

実 習 指 導 者 が 問 題 で あ る と 考 え た の は 、 学 生 の 立 ち 位 置 、

療 養 者 に 対 し て の 目 線 の 高 さ 、 挨 拶 、 声 掛 け な ど の 、 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 や マ ナ ー に 関 す る こ と で あ り 全 体 の 5 2 . 6 %

を 占 め て い た 。 訪 問 看 護 は 、 療 養 者 の お 宅 に 訪 問 し て 看 護 を

提 供 す る 。 そ の 行 為 は 療 養 者 ・ 家 族 と の 信 頼 関 係 で 成 立 し て

お り 、 療 養 者 と の 契 約 関 係 で 訪 問 看 護 の 特 徴 と も い え る 。 そ

の た め 、 信 頼 関 係 を 構 築 す る た め の 社 会 人 基 礎 力 で あ る 、 マ

ナ ー 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 重 視 す る 。  

し か し 、 学 生 は 、 患 者 に 対 し て の マ ナ ー や コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン の 取 り 方 は 学 内 演 習 で も 医 療 機 関 や 施 設 で の 実 習 に お い

て も 実 施 し て お り 課 題 と し て 報 告 さ れ て い な い 。実 習 の 場 が 、

施 設 か ら 療 養 者 の 居 宅 に 変 わ る こ と で 、 学 生 は 、 ど こ に 立 っ

て 、 何 を す る の か が 理 解 で き ず 、 た だ ボ ー ッ と 立 っ て い る 状

態 で あ る と 指 摘 さ れ る 。 楳 田 （ 2 0 1 9） が 学 生 に 行 っ た 調 査 で

は 、学 生 の 背 景 と し て 、親 と の 同 居 9 1 . 4 % ､祖 父 母 と の 同 居 は

8 . 6 %で あ り 核 家 族 で あ る 。 環 境 と し て は 、 子 ど も の 世 話 や ボ

ラ ン テ ィ ア 活 動 ･地 域 交 流 ､他 人 の 家 の 訪 問 の 経 験 が 乏 し い こ

と で 、 地 域 ・ 世 代 間 交 流 が な い 状 態 で あ る 。 そ の た め 、 初 め

て 他 人 の 家 に 訪 問 す る 行 為 に 戸 惑 っ て い る こ と が 考 え ら れ る 。 

学 生 は 、 病 院 を 含 め た 医 療 施 設 の 実 習 で は 、 ベ ッ ド が あ り

床 頭 台 と 配 置 が 決 ま っ て い て 自 然 に 立 ち 位 置 も 想 像 で き る 。

し か し 、 他 人 の 家 の 訪 問 経 験 が 乏 し い こ と に よ り 、 訪 問 す る

療 養 者 宅 の 生 活 環 境 は 全 く イ メ ー ジ す る こ と が で き て い な い

と 考 え る 。  

柏 木 （ 2 0 1 5） は 、 イ メ ー ジ が で き な い こ と に よ り 、 在 宅 看

護 論 実 習 中 は 委 縮 し 、 緊 張 度 が 高 く 、 学 習 意 欲 が 持 て な い な

ど と 報 告 し て い る 。 更 に 、 自 由 記 載 か ら は 、 土 間 で 降 り た 足

で 上 が る 、 療 養 者 の 頭 の 方 か ら 話 し か け る 、 物 を と る と き に

療 養 者 の 頭 の 上 を 通 る 、 ベ ッ ド 周 囲 を 勝 手 に 触 れ る な ど 、 日

常 的 な 常 識 の 知 識 が 足 ら な い と 指 摘 さ れ て い る 。 そ の た め に

も 、 在 宅 看 護 論 実 習 前 に は 、 病 院 で な い 環 境 下 で の 、 信 頼 関

係 形 成 に 向 け た 行 動 が で き る マ ナ ー 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技

術 の 訓 練 が 必 要 と な る と 考 え る 。  

在 宅 看 護 論 実 習 は 、 病 院 実 習 と 違 い 訪 問 時 間 は 最 大 １ 時 間

半 と 制 限 が あ り 、 教 員 も 学 生 と 一 緒 に 訪 問 で き ず 学 生 に 技 術

指 導 が で き な い 。ま た 、実 習 指 導 者 も 療 養 者・家 族 の 前 で は 、

学 生 に 対 し て 指 導 が で き な い 。 つ ま り 、 そ の 時 そ の 場 で タ イ
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ム リ ー な 指 導 が で き な い こ と に な る 。  

東 海 林 （ 2 0 1 9） は 、 問 題 行 動 を 起 こ す の は 療 養 者 の 生 活 が

イ メ ー ジ で き な い ば か り か 、 学 生 の 看 護 技 術 の 知 識 不 足 、 未

熟 な 技 術 提 供 が あ る と 指 摘 し て い る 。 そ の 項 目 は 、 義 歯 の 取

り 扱 い 、 療 養 者 の 着 脱 の 介 助 、 シ ー ツ ・ タ オ ル の し わ 伸 ば し

が で き な い 、 排 泄 後 の 始 末 が で き な い で あ っ た 。 特 に 、 看 護

提 供 場 所 は 療 養 者 の 私 的 空 間 で あ り 、 提 供 す る 技 術 が 本 人 家

族 に 不 快 も し く は 負 担 に な ら な い よ う 配 慮 す る こ と や 、 家 族

に 見 ら れ て も 適 切 に 技 術 が 提 供 で き る こ と（ 牛 久 保 , 2 0 1 5）が

重 要 で あ る 。 そ の た め に も 、 義 歯 の 取 り 扱 い の 知 識 不 足 、 脱

衣 介 助 の 未 熟 な 看 護 技 術 が 目 に つ い た と 考 え ら れ る 。  

実 習 指 導 者 が 問 題 行 動 と 思 わ な か っ た 項 目 は 、 家 事 動 作 で

あ る 掃 除 機 の か け 方 、食 事 の セ ッ テ ィ ン グ で あ る 。楳 田（ 2 0 1 9）

が 行 っ た 調 査 で も 自 室 の 掃 除 、手 料 理 な ど の 家 事 は 9 5％ 以 上

に で き て お り 経 験 が あ る こ と で 問 題 に な ら な か っ た と 考 え る 。 

 

3）実 習 指 導 者 が 思 う 学 生 が イ メ ー ジ で き な い 療 養 者 の 生 活 項 目  

生 活 と は ､ d l 行 動 あ る い は A D L 行 動 ､ I A D L 行 動 な ど 日 々 の

営 み を 主 と し た も の で あ る（ 池 西 , 2 0 2 0）と さ れ て お り 、療 養

者 の I A D L と A D L に 分 類 し 、実 習 指 導 者 が 、何 故 、学 生 が イ

メ ー ジ で き て い な い と 考 え た の か 、 ま た 、 そ の イ メ ー ジ を 持

つ こ と が 重 要 な の か を 考 察 し た 。  

 

① 療 養 者 の I A D L 行 動  

療 養 者 の I A D L 行 動 は 、 老 研 活 動 能 力 指 標 （ 東 京 都 老 人

総 合 研 究 所 開 発 ）の 項 目 を 入 れ た も の で あ る 。こ の 指 標 は 、

地 域 に 暮 ら す 高 齢 者 の 生 活 機 能 を 測 定 す る 際 に 用 い ら れ て

い る 。 I A D L 行 動 は 複 雑 で 高 次 な 生 活 動 作 で あ る こ と か ら

身 体 機 能 や 認 知 機 能 ・ 精 神 機 能 と い っ た 様 々 な 機 能 が 必 要

に な り 、 地 域 社 会 の 中 で 自 立 し た 生 活 を 営 む た め に は 重 要

な 能 力 で あ る 。 ま た 、 高 齢 者 に お い て は I A D L 行 動 の 障 害

は 基 本 的 日 常 動 作 （ 以 後 B A D L と 略 す ） 障 害 に 先 行 し て 生

じ 生 命 予 後 と 関 連 す る と さ れ て い る （ 中 村 , 2 0 1 4）。  

実 習 指 導 者 が 思 う I A D L 行 動 イ メ ー ジ で き て い な い 療 養

者 の 生 活 項 目 で 多 か っ た の は 、 戸 締 り ・ 留 守 番 ・ 火 や 水 の

管 理 、 年 金 ・ 貯 金 の 管 理 ・ 集 金 の 対 応 、 調 理 を し て い る 、

買 い 物 し て い る 、公 共 交 通 機 関 の 利 用 で あ っ た 。こ れ ら は 、

暮 ら し て い く た め の 安 全 、 お 金 の 管 理 で あ り 食 に 関 し て の

行 動 で あ り 、 人 間 が 生 計 を 立 て 生 活 を 継 続 す る た め に は と

て も 重 要 な 項 目 で あ る 。柏 木（ 2 0 1 5）は 、学 生 が 療 養 者 を 、

健 康 レ ベ ル が 低 く ベ ッ ド 上 で 寝 た き り の 状 態 を 想 像 し て お
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り 、 自 活 で き な く 、 常 に 介 護 が 必 要 な 療 養 者 で あ る と 想 像

し て い る と 報 告 し て い る 。 し か し 、 対 象 者 で あ る 療 養 者 の

健 康 レ ベ ル は 様 々 で あ り 、 I A D L 行 動・ B A D L の 能 力 が 高 い

方 も い る 。  

 療 養 者 が 自 分 の 身 を 守 る た め に 安 全 に 気 を 配 り 、 生 活 を

維 持 す る た め に お 金 の 管 理 を し て い る こ と が 想 像 す る こ と

が で き な い 。 実 習 指 導 者 の 自 由 記 載 か ら で も 、 こ れ ら の こ

と が 指 摘 さ れ て い る 。 例 え ば 、 一 人 暮 ら し の 高 齢 者 の 療 養

者 の 場 合 に 、 食 事 の 準 備 、 後 片 付 け な ど 、 誰 が 準 備 し 、 誰

が 調 理 し 後 片 付 け す る の か と い う 一 連 の 行 動 の イ メ ー ジ が

な い こ と や 、 だ れ が 洗 濯 、 掃 除 を す る の か と い う イ メ ー ジ

が で き て い な い こ と が 述 べ ら れ て い る 。 こ の こ と は 、 学 生

は 自 分 自 身 が 主 と し て 生 計 を し て い な い た め に 生 活 の イ メ

ー ジ が で き な い こ と 実 習 指 導 者 は 指 摘 し て い る 。  

本 研 究 の 調 査 で は 、 家 事 経 験 は で き て い た が 療 養 者 の 生

活 を し て い る イ メ ー ジ に は 繋 が っ て い な い と 考 え る 。 な ぜ

な ら ば 、 学 生 の 育 成 期 に は 家 電 が 進 化 し 体 を 使 わ ず に 生 活

で き る よ う に な っ て い る た め 、 在 宅 で 暮 ら し て い る 療 養 者

の 生 活 と の 生 活 習 慣 が 変 化 し て お り 、「 何 が 足 ら な い と 、生

活 で き な い の か 」 と い う 気 づ き が で き な く な っ て い る （ 玉

木 , 2 0 1 5）。 ま た 、 学 生 は 、 病 院 や 施 設 の 実 習 し か 経 験 し て

お ら ず ､療 養 者 は ､病 院 に い る 患 者 が そ の ま ま の 状 態 で 自 宅

の 部 屋 に い る と 想 像 し て お り 、 学 生 は ｢病 院 の 患 者 イ メ ー

ジ ｣の 枠 か ら 逸 脱 す る こ と な く ､在 宅 で 暮 ら し て い る 療 養 者

も 同 じ よ う に と ら え て い る こ と が 推 測 さ れ る 。 そ の た め 、

お 金 の 管 理・洗 濯 ･調 理 な ど 病 院 や 施 設 で は 患 者 が 直 接 行 わ

な い 行 為 は イ メ ー ジ が で き な か っ た と も 考 え る ｡  

訪 問 看 護 師 は 、2 4 時 間 療 養 者 の そ ば に い て 状 態 を 観 察 す

る こ と は で き な く 、わ ず か な 変 化 に 対 し て 予 後 予 測 を 行 う 。

そ の た め に は 、 療 養 者 の I A D L 行 動 が な ん で あ る か の 知 識

は 大 切 な も の で あ り 、 そ れ を 把 握 し 何 ら か の 変 化 に 気 づ く

こ と は 、訪 問 看 護 師 に は 重 要 な 役 目 で あ る た め に こ の I A D L

行 動 イ メ ー ジ を 大 切 に し て い る と 考 え る 。  

 

② 療 養 者 の A D L 行 動  

     療 養 者 の A D L 行 動 は 、日 常 生 活 動 作 で あ る 、排 泄・保 清・

更 衣 ・ 移 動 の 項 目 で あ る 。 病 院 実 習 で も 患 者 の 日 常 生 活 動

作 に つ い て は ア セ ス メ ン ト を 行 っ て い る た め 実 習 指 導 者 は 、

イ メ ー ジ が で き て い る と 考 え て い た 。 し か し 、 病 院 に は な

い 段 差 に つ い て は 、 学 生 は イ メ ー ジ を 持 つ こ と が で き て い

な い と 指 摘 し て い る 。 そ れ は 、 病 院 ・ 施 設 で は 、 あ ら か じ



 

―87－ 

 

め 療 養 生 活 を 設 定 し た 設 備 構 造 と な っ て お り 、 学 生 は 、 段

差 が あ る こ と で 転 倒 リ ス ク が 高 く な る こ と が イ メ ー ジ と し

て 結 び つ い て い な か っ た 。 こ の 段 差 を 気 に 掛 け る 行 動 は 、

療 養 者 が 転 倒 す る リ ス ク を 回 避 し て い る 行 為 で あ り 、 訪 問

看 護 師 は 療 養 者 が 気 遣 う イ メ ー ジ を 学 生 が 持 っ て い る こ と

が 重 要 で あ る と 考 え て い る 。  

こ れ ら の こ と よ り 、 実 習 指 導 者 が 学 生 に 生 活 イ メ ー ジ を

持 つ こ と が 大 切 と 考 え て い る こ と は 、 病 院 で あ れ ば 2 4 時

間 寄 り 添 い 、 変 化 が あ れ ば す ぐ に 対 応 が で き る 。 し か し 、

訪 問 看 護 で は 、 限 ら れ た 訪 問 日 数 ・ 訪 問 時 間 で あ る た め 訪

問 時 に 感 じ た d l 行 動 の わ ず か な 変 化 の 気 づ き が 、今 後 起 こ

り う る 症 状 で あ り 、 病 態 変 化 と 予 測 す る 。 そ の こ と で 、 家

族 に 指 導 を 行 い 、 看 護 師 不 在 時 の 対 応 を 周 知 す る こ と が で

き る 。 こ の 行 為 は 、 在 宅 看 護 論 の 特 徴 で あ り 、 在 宅 看 護 論

実 習 で 求 め ら れ る 推 考 の 能 力 と 、 実 習 指 導 者 が 考 え て い る

か ら で あ る 。  

 

3 .看 護 学 生 の 生 活 体 験 に 影 響 し た 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ  

   準 備 段 階 に お い て 、 学 生 の 生 活 体 験 不 足 を 補 う た め に 、 人 と

の 関 わ り 体 験 と 生 活 経 験 か ら 、明 ら か に な っ た 療 養 者 の d l 行 動

イ メ ー ジ に 影 響 し て い る 項 目 を 考 察 し た 。  

 

1） 人 と の 関 わ り 体 験 に 影 響 し て い る 同 行 訪 問 時 の イ メ ー ジ  

学 生 の 人 と の 関 わ り 体 験 の 「 他 者 と の 交 流 体 験 」・「 自 宅 以

外 で の 体 験 」 因 子 の う ち 前 者 の 「 他 者 へ の 交 流 体 験 」 だ け が

同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身 の 行 動 、 療 養 者 の I A D L 行 動 ・ A D L 行

動 イ メ ー ジ に 影 響 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。「 他 者 と の

交 流 体 験 」 因 子 に は 、「 見 知 ら ぬ 高 齢 者 と の 会 話 」「 ボ ラ ン テ

ィ ア 活 動 ・ 地 域 で の 交 流 」「「 こ ど も ・ 病 人 の 世 話 」「 他 人 の 家

へ の 訪 問 」 の 項 目 で あ っ た 。  

「 他 者 と の 交 流 体 験 」 は 学 生 が イ メ ー ジ 想 起 す る の に 苦 手

な 「 お 金 の 管 理 」、「 電 話 の 使 用 」、「 乗 り も の に 乗 っ て 移 動 」、

「 戸 締 り 留 守 番 」、「 冷 暖 房 機 器 の 管 理 」「 薬 の 管 理 」「 寝 具 の

整 理 整 頓 」の 生 活 を 向 上 さ せ る 行 動 イ メ ー ジ に 関 係 し て い た 。

こ の こ と は 、在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 で「 他 人 の 家 へ の 訪 問 」

体 験 す る こ と に よ り 生 活 を 向 上 さ せ る 行 動 イ メ ー ジ 形 成 に 繋

が る こ と に な る 。 ま さ し く こ れ か ら 開 発 す る Ｖ Ｒ 教 材 の 仮 想

体 験 に お け る お 宅 訪 問 は イ メ ー ジ 想 起 に 有 効 で あ る と 考 え ら

れ る 。  

「 他 者 と の 交 流 体 験 」 は 、「 生 活 を 営 む た め の 行 動 」「 生 活

を 維 持 す る 行 動 」 の 食 事 の 支 度 、 洗 濯 行 為 イ メ ー ジ に 影 響 し



 

―88－ 

 

て い た 。学 生 は 、生 活 体 験 が 乏 し い た め に 療 養 者 の d l 行 動 を

自 分 の 生 活 経 験 と し て 取 り 込 む こ と が で き な い こ と が 問 題 と

さ れ て い る 。し か し 、学 生 の 家 事 経 験 は 9 0％ あ り 経 験 は 豊 か

で あ る と い え る 。 何 故 、 生 活 体 験 の 「 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 ・ 地

域 と の 交 流 」「 こ ど も・病 人 の 世 話 」と い う 体 験 が 低 い 項 目 と

に 影 響 し た か 考 え た 。  

人 は 、世 代 間 ･地 域 交 流 に よ り 高 齢 者 や 地 域 住 民 か ら 生 活 形

式 や 人 の 間 で 生 き て 作 用 し て い る 価 値 や 規 範 を 学 び ､地 域 社

会 や 人 へ の 関 心 の 視 野 を 広 め る と さ れ て い る（ 原 田 ら ，2 0 1 8）。

更 に 、 食 事 の 支 度 は 、 相 手 の こ と を 配 慮 し 献 立 を 立 て 、 必 要

な 材 料 を 準 備 し 、 手 順 を 考 え な が ら 調 理 し 盛 り 付 け て 提 供 し

後 片 付 け を す る 。 食 事 の 支 度 は 、 調 理 す る 人 が 相 手 の こ と を

思 い 喜 ん で も ら い た い 一 心 で 行 う 行 為 で あ り 、 食 事 の 支 度 を

学 生 が 行 う こ と は 、 家 族 の 一 員 と し て 役 割 を 果 た し て い る こ

と 感 じ 取 る 機 会 で も あ り 、 自 立 に 向 け て の 行 動 で も あ る 。  

    他 者 と の 交 流 体 験 に I A D L 行 動 イ メ ー ジ が 影 響 し て い る 可

能 性 に よ り 、 在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 に お い て 仮 想 で は あ る

が 、 映 像 で の 「 見 知 ら ぬ 高 齢 者 と の 会 話 」 体 験 と 「 他 人 の 家

へ の 訪 問 」 体 験 が I A D L 行 動 イ メ ー ジ を 育 成 す る の に 有 効 で

あ る と 考 え る 。  

 

2） 生 活 経 験 に 影 響 し て い る 同 行 訪 問 時 の イ メ ー ジ  

学 生 の 生 活 体 験 に は 、「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」「 生

活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」「 家 族 の 一 員 と し て 行 う 役 割 経 験 」因

子 が あ る 。 そ の う ち 「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」 因 子 が 療 養

者 の I A D L 行 動・ A D L 行 動 イ メ ー ジ 行 動 に 影 響 し て い た 。「 生

活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」は 、「 食 後 の 跡 片 付 け 」「 自 室 の 掃 除 」

の 項 目 で あ っ た 。「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」 項 目 は 学 生 の

9 0％ 以 上 が 経 験 し て い る 項 目 で あ る 。 そ の た め 影 響 し て い る

I A D L 行 動 で あ る 「 生 活 を 営 む た め の 行 動 」「 生 活 を 維 持 す る

行 動 」 は イ メ ー ジ が で き て い る と 考 え る 。  

A D L イ メ ー ジ に は 、「 日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 」「 生 活

の 自 立 に 向 け た 経 験 」が 影 響 し て い る 。「 日 々 の 生 活 に 関 す る

家 事 経 験 」因 子 は 、「 食 事 の た め の 買 い 物 」「 ゴ ミ 出 し 」「 手 作

り 料 理 」「 洗 濯 」で 学 生 の 9 0％ 以 上 に 経 験 し て い る た め に A D L

行 動 イ メ ー ジ は で き て い る と 考 え る 。  

学 生 は 患 者 の セ ル フ ケ ア 不 足 に 対 し て の 看 護 介 入 を 学 ん で

い る 。 そ の 内 容 は 清 潔 ケ ア ､排 泄 ケ ア と い っ た A D L を 中 心 と

し た 内 容 で あ る た め に 、 イ メ ー ジ を 想 起 し や す か っ た の で は

な い か と 考 え る 。  

学 生 の 生 活 体 験 不 足 で あ る「 他 者 と の 交 流 体 験 」と 、「 生 活



 

―89－ 

 

を 向 上 さ せ る 行 動 」 で あ る 8 項 目 の 「 食 べ る 物 ・ 着 る 物 を 選

ぶ 」「 お 金 の 管 理 」「 電 話 の 使 用 」「 乗 り 物 に よ っ て 移 動 」「 戸

締 り 留 守 番 な ど の 管 理 」「 冷 暖 房 な ど の 機 器 の 管 理 」「 薬 の 管

理 」「 寝 具 の 整 理 整 頓 」の 行 動 項 目 が 影 響 し て い る こ と が 明 ら

か に な り 、 こ の 項 目 を シ ナ リ オ の 内 容 に す る こ と で 学 生 の 生

活 体 験 を 補 え る 可 能 性 が あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。  

ま た 、 相 反 し て 「 保 清 」「 排 泄 」「 移 動 」 行 動 イ メ ー ジ は 生

活 経 験 項 目 と の 重 な っ て い る た め に 、 選 択 し て 映 像 に 入 れ る

こ と に な る 。  

 

 

Ⅵ .結 論  

  第 1 研 究 は 、 在 宅 看 護 論 実 習 で の 学 生 と 実 習 指 導 者 と の 同

行 訪 問 Ｖ Ｒ 教 材 の シ ナ リ オ 作 成 す る た め に 、 ① 学 生 の 生 活 体

験（ 人 と の 関 わ り 体 験 ･生 活 経 験 ）と ② 同 行 訪 問 時 の 学 生 自 身

の 行 動 、療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ 程 度 を 調 査 し 、学 生 が 同 行

訪 問 時 イ メ ー ジ の 想 起 が 困 難 な 項 目 明 ら か に し た 。 更 に 、 ③

学 生 の 不 足 し て い る 生 活 体 験 を 補 う た め に 、 看 護 学 生 の 生 活

体 験 に 影 響 し て い る 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ を 明 ら か に し

た 。④ 実 習 指 導 者 か ら は ,同 行 訪 問 時 に 問 題 と 思 わ れ る 学 生 の

行 動 と 学 生 が イ メ ー ジ で き な い 療 養 者 の d l 行 動 項 目 を 明 ら

か に し た 。  

 

1 .看 護 学 生  

1）看 護 学 生 の 生 活 体 験 で あ る 生 活 経 験 の 8 項 目 中 6 項 目 が 9 0％

以 上 経 験 し て い た 。 経 験 が 乏 し か っ た の は 、 自 宅 の お 風 呂 ・

ト イ レ 掃 除 で あ っ た 。 人 と の 関 わ り 体 験 が 豊 か で あ っ た 項 目

は 、 ア ル バ イ ト 、 見 知 ら ぬ 高 齢 者 と の 会 話 で あ り 、 乏 し い 項

目 は ､子 供 ･病 人 の 世 話 ､ボ ラ ン テ ィ ア 活 動・地 域 交 流 で あ っ た 。 

2）学 生 の 同 行 訪 問 時 の イ メ ー ジ の 想 起 が 困 難 な 項 目 は 、療 養 者

の I A D L 行 動 の 家 計 管 理 、家 政 、食 事 の 支 度 と A D L 行 動 の 浴

槽 の 出 入 り 、 整 髪 、 階 段 昇 降 で あ っ た 。  

3）看 護 学 生 の 生 活 体 験 因 子 の「 他 者 と の 交 流 体 験 」が 同 行 訪 問

時 の「 療 養 者・家 族 と の コ ミ ュ ケ ー シ ョ ン 行 動 」「 オ ー プ ニ ン

グ 行 動 」「 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 」「 生 活 を 営 む た め の 行 動 」

「 保 清 行 動 」「 排 泄 行 動 」「 移 動 行 動 」 イ メ ー ジ 因 子 に 影 響 し

て い た 。  

 

2 .実 習 指 導 者  

1） 在 宅 看 護 論 実 習 中 の 問 題 と 思 わ れ る 学 生 の 行 動  

（ 1） 療 養 者 と の 位 置 関 係 を 考 え る こ と が で き な い  
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（ 2） 言 葉 が け を す る 場 合 の 目 線 の 高 さ に 気 配 り が で き な い  

（ 3） 義 歯 の 取 り 扱 い が わ か ら な く 、 洗 え な い  

2） 実 習 指 導 者 が 思 う 学 生 が イ メ ー ジ で き な い 療 養 者 の d l 行 動  

（ 1） 戸 締 り 、 留 守 番 、 火 や 水 の 管 理 し て い る こ と  

（ 2） 年 金 、 貯 金 の 管 理 、 集 金 の 対 応 し て い る こ と  

（ 3） 部 屋 移 動 す る と き の 段 差 を 気 に か け て い る  
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第 5 章  第 ２ 研 究  

Ⅰ .目 的  

   学 生 が 同 行 訪 問 時 に イ メ ー ジ で き な い 自 分 自 身 の 行 動 、

療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ や 、 実 習 指 導 者 が 思 う 在 宅 看 護 論

実 習 中 の 問 題 と 思 わ れ る 行 動 、 学 生 が で き て い な い 療 養 者

の d l 行 動 イ メ ー ジ の 項 目 を 入 れ て シ ナ リ オ ・ 画 像 作 成 を 行

い 、 Ｖ Ｒ 教 材 の 開 発 を す る 。  

 

Ⅱ .  シ ナ リ オ 作 成  

  シ ナ リ オ 作 成 に あ た り 影 響 さ れ る と 考 え ら れ る 生 活 状 況 と 背 景  

1 .学 生 の 属 性 と 生 活 経 験 と の 関 係  

1） 核 家 族  

    本 研 究 の 学 生 は ､親 と の 同 居 9 1 . 4 % ､祖 父 母 と の 同 居 は 8 . 6 %

で あ り ､高 齢 者 白 書 で の 3 世 代 同 居 率 1 1 . 0 % (内 閣 府 , 2 0 1 8 )と

合 致 し 現 代 の 学 生 の 社 会 的 背 景 を 映 し 出 し て い る ｡  

2） 他 者 と の 交 流 が 乏 し い  

生 活 経 験 が 低 か っ た の は ､子 ど も の 世 話 や ボ ラ ン テ ィ ア 活

動 ･地 域 交 流 ､他 人 の 家 の 訪 問 で あ り ､先 行 研 究 と 同 様 で あ っ

た (菱 沼 ら , 2 0 1 1 ;佐 々 木 , 2 0 1 9 ) ｡こ の こ と は ､学 生 が 育 っ た 世

代 が ､少 子 高 齢 化 ､核 家 族 化 ､同 世 代 の 子 供 と の 集 団 遊 び の 減

少 ､地 域 社 会 と の 隔 離 な ど と い っ た 社 会 の 変 化 に よ り 積 極 的

に 求 め な け れ ば 直 接 的 な 人 と の 触 れ 合 い が 得 ら れ な く な っ て

い る こ と に よ る と 考 え る ｡  

人 と の 交 流 経 験 が 乏 し い と い う こ と は ､マ ナ ー 方 法 や 社 会

人 基 礎 力 の 低 下 ､コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 低 下 ､他 人 に 対 し て

の 思 い や り や 配 慮 の 乏 し さ に 繋 が る ( 川 田 ら , 2 0 0 5 ) ｡ 玉 木

（ 2 0 1 7）は 学 生 の 特 徴 を ､主 体 性 ､積 極 性 の 低 下 ､他 人 の 生 活 に

興 味 を 示 す こ と が で き な い と 述 べ て い る ｡  

3） 家 事 経 験 は あ る が 配 慮 が な い  

家 事 経 験 で は ､食 事 に 関 連 す る 買 い 物 ､調 理 ､後 片 付 け ､洗 濯

な ど は ほ と ん ど 経 験 し て い た ｡高 井 ( 2 0 1 0 )が 行 っ た 先 行 研 究

に お い て も 学 生 の 8 割 は 自 室 の 掃 除 、 食 後 の 後 片 付 け は 行 っ

て い た ｡経 験 が 乏 し い の は ト イ レ ･風 呂 な ど 共 同 で 使 用 す る 場

の 掃 除 で あ っ た 。赤 塚 ,渡 邉 ( 2 0 1 8 )の 大 学 生 を 対 象 と し た 家 事

調 査 は ､母 親 の 家 事 を 担 う 割 合 が 高 い の は 食 事 の 準 備 と ト イ

レ 掃 除 で あ り ､大 学 生 が ト イ レ 掃 除 を 行 っ て い る の は 2 3 %と

報 告 さ れ て い た ｡本 研 究 の 対 象 者 同 居 率 ( 9 3 . 3 % )と 高 く ､自 分

で 行 う 必 要 性 が な い こ と が 理 由 の 一 つ と し て 推 察 さ れ た ｡そ

の た め 、 生 活 の 場 を 気 持 ち よ く 使 え る た め に ど う す れ ば い い

の か と い う 生 活 の 意 識 や 他 者 へ の 配 慮 が 身 に つ い て い な い と
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考 え ら れ る ｡  

4） 祖 父 母 と の 同 居 率 が 低 く 世 代 間 交 流 が み ら れ な い  

祖 父 母 と の 同 居 と 学 生 の 生 活 経 験 に は 有 意 な 差 が み ら れ た

( p < 0 . 0 5 )。 祖 父 母 と の 同 居 に は 、 社 会 生 活 の 知 恵 ・ 習 慣 を 孫

に 教 え る と い う 役 割 を 果 た し て い る 。 特 に 祖 母 は 、 料 理 を 作

る ･身 の 回 り の 世 話 を す る と い っ た ｢伝 統 的 女 性 役 割 機 能 ｣を

孫 の 世 話 に お い て 果 た し て い る ｡孫 は 祖 父 母 の 姿 か ら 人 の 一

生 に つ い て 積 極 的 に 考 え て み る こ と が で き ､高 齢 者 の イ メ ー

ジ に 繋 が っ て い る (福 江 ら , 2 0 2 0 ) ｡す な わ ち 、 祖 父 母 と の 同 居

率 が 低 い と い う こ と は ､伝 統 的 女 性 役 割 機 能 で あ る 家 事 や ､人

の 世 話 お よ び 高 齢 者 の イ メ ー ジ が で き な い と 考 え る ｡  

し か し 、 祖 父 母 と の 同 居 率 が 低 い こ と に 介 入 す る こ と は 不

可 能 で あ る た め ､療 養 者 の 生 活 イ メ ー ジ を 捉 え る た め に は ､高

齢 者 と の 関 わ り の 機 会 を 設 け る こ と が 必 要 で は な い か と 考 え

る ｡  

 

2 .学 生 が 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 想 起 が で き な い 項 目  

    学 生 が 療 養 者 の 生 活 イ メ ー ジ を す る の が 難 し か っ た の は ､

浴 槽 の 出 入 り ､年 金 ･預 貯 金 ･支 払 い と ､洗 濯 行 為 の 一 連 で あ っ

た （ 表 １ ２ -１ ）。 表 は 平 均 点 の 低 い も の は イ メ ー ジ が で き て

い な い 項 目 で あ り 、オ レ ン ジ 色 は 、I A D L イ メ ー ジ 、ブ ル ー は 、

A D L 行 動 イ メ ー ジ を 示 す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 . 1 2 - 1  学 生 が 療 養 者 d l 行 動 の イ メ ー ジ が で き な い 項 目  

 

学生　　　N＝105 平均点

浴槽への出入り 1.15

年金、貯金の管理、集金の対応 1.18

洗濯ができる（洗濯機を使用している） 1.26

調理の材料を調達する（買い物） 1.28

洗濯物をたたみタンスに片づけ 1.31

療養者が部屋の清掃 1.33

整髪 1.34

物干しに洗濯物を干す 1.34

材料の後始末 1.36

階段昇降 1.36

調理を（自分・家族） 1.38

寝具の整頓 1.39

ベッド・車いすからポータブル便器への移動 1.39

洗顔 1.40

体を洗う 1.41

ズボンの上げ下げ 1.41

靴下の着脱 1.42

食事前の配膳 1.43

薬を管理 1.44

着衣行為ボタンかけ、はずし 1.44

体を拭く 1.44

洗面所での歯磨き 1.44

戸締り、留守番、火や水の管理 1.46

排泄行為前ズボン、下着などを下す 1.49

排泄後の後始末ができ下着、ズボンなどを上げる 1.49

上着の着脱 1.49

自分で電話を掛ける、受けとる 1.50

食事後の後片付け 1.50

乗り物（バス・電車・自家用車）に乗って移動 1.51

冷暖房機器の操作 1.58

排泄行為後トイレットペーパーを切る 1.61

手すりを使って廊下歩行する 1.63

食べ物、着るものを自分で選ぶ 1.65

段差があるか確認する 1.65
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3 .在 宅 看 護 論 実 習 中 に 実 習 指 導 者 が 学 生 に 思 う こ と  

1） 在 宅 看 護 論 実 習 中 の 問 題 と 思 わ れ る 行 動 に 関 し て  

    実 習 指 導 者 が 問 題 と 思 わ れ る 行 動 で あ る と 考 え た の は 、 学

生 の 立 ち 位 置 、 療 養 者 に 対 し て の 目 線 の 高 さ 、 挨 拶 、 声 掛 け

な ど の 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 や マ ナ ー に 関 す る こ と で あ

っ た 。  

2） 学 生 が イ メ ー ジ で き て な い 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ  

実 習 指 導 者 が 思 う 学 生 が イ メ ー ジ で き な い 療 養 者 の d l 行

動 イ メ ー ジ は 、「 戸 締 り 、 留 守 番 、 火 や 水 の 管 理 を し て い る

こ と 」、「 年 金 、 貯 金 の 管 理 集 金 の 対 応 を し て い る こ と 」、「 部

屋 移 動 す る と き の 段 差 を 気 に か け て い る 」、「 調 理 を し て い る

こ と 」、「 調 理 の 食 材 を 調 達 す る た め の 買 い 物 」 で あ っ た （ 表

１ ２ ― ２ ）。 表 の 実 習 指 導 者 の 回 答 数 が 多 い 項 目 は 、 実 習 指

導 者 が 学 生 に は 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ が で き な い と お も

わ れ た 項 目 と な る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 . 1 2 - 2  実 習 指 導 者 が 思 う 学 生 が 療 養 者 d l 行 動 の イ メ ー ジ が で き て い な い 項 目  

※ オ レ ン ジ 色 は 、 I A D L イ メ ー ジ 、 ブ ル ー は 、 A D L 行 動 イ メ ー ジ  

実習指導者　N＝46 回答数

戸締り、留守番、火や水の管理 10

年金、貯金の管理、集金の対応 10

段差を気にかける 10

調理を（自分・家族） 9

乗り物（バス・電車・自家用車）に乗って移動 8

調理の材料を調達する（買い物） 8

自分で電話を掛けたり、電話を受ける 6

薬の管理 6

材料の後始末 6

冷暖房機器の操作 5

療養者自身の寝具の整頓 5

療養者が部屋の清掃 5

食事前の配膳 5

食事後の後片付け 5

洗濯機を使用 5

物干しに洗濯物を干す 5

療養者が洗濯物をたたみタンスに整理 5

療養者が浴槽への出入 4

階段昇降 4

食べ物、着るものを自分で選ぶ 4

ベッド・車いすからポータブル便器への移動 3

排泄行為前ズボン、下着などを下す 3

靴下の着脱 3

廊下歩行のときに手すりを使う 3

排泄行為後トイレットペーパーが切れる 2

排泄後の後始末ができ下着、ズボンなどを上げる 2

洗面所での洗顔 2

洗面所での歯磨 2

ズボンの上げ下げ 2

整髪 1

体を洗う 1

体を拭く 1

着衣行為ボタンかけはずし 1

上着の着脱 1
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4 .学 生 の 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ に 及 ぼ す 影 響  

1） 在 宅 看 護 論 実 習 で の 病 院 と の 違 い  

学 生 が イ メ ー ジ で き な い と 思 わ れ る の は ､病 院 や 施 設 の 実

習 し か 経 験 し て お ら ず ､療 養 者 は ､病 院 に い る 患 者 が そ の ま ま

の 状 態 で 自 宅 の 部 屋 に い る と 想 像 し て い る こ と が 少 な か ら ず

考 え ら れ る ｡橋 本 ,作 山 ( 2 0 1 5 )は ､在 宅 看 護 論 実 習 前 の 学 生 に

行 っ た 研 究 で ､学 生 は 療 養 者 を 寝 た き り の 生 活 を 送 っ て い る

人 と イ メ ー ジ し て い る と 報 告 し て い る ｡  

学 生 は ｢病 院 の 患 者 イ メ ー ジ ｣の 枠 か ら 逸 脱 す る こ と な く ､

在 宅 で 暮 ら し て い る 療 養 者 も 同 じ よ う に と ら え て い る こ と が

推 測 さ れ る ｡イ メ ー ジ で き な い 行 為 は ､入 浴 時 の 浴 槽 の 出 入 り

で あ っ た ｡病 院 に お い て シ ャ ワ ー 浴 や 機 械 浴 が 主 流 で あ り ､患

者 が 浴 槽 に 入 っ て 入 浴 し て は い な い こ と や ､お 金 の 管 理 ・ 洗

濯 ･調 理 な ど 病 院 や 施 設 で は 患 者 が 直 接 行 わ な い 行 為 で あ る

た め イ メ ー ジ が で き な か っ た と 考 え る ｡  

学 生 は 患 者 の セ ル フ ケ ア 不 足 に 対 し て の 看 護 介 入 を 学 ぶ が ､

そ の 内 容 は 清 潔 ケ ア ､排 泄 ケ ア と い っ た A D L を 中 心 と し た 内

容 で あ る ｡そ の た め ､地 域 ･在 宅 に お い て の セ ル フ ケ ア 不 足 に

関 す る ケ ア の イ メ ー ジ は で き る が ､療 養 者 で あ っ て も 生 活 者

で あ り ､生 活 者 と し て 必 要 な お 金 の 管 理 ･買 い 物 ･調 理 と い う

I A D L 行 動 に お い て 当 た り 前 の 事 柄 が イ メ ー ジ す る こ と が 困

難 で は な い か と 考 え ら れ る 。  

I A D L 行 動 は 、 実 際 に 病 院 実 習 で は 経 験 す る こ と が な く ､自

分 た ち の 生 活 に お い て も ､家 族 と 同 居 し て い る た め 自 か ら 主

体 的 に 行 な わ な い 行 動 で あ る 。 そ の た め 、 イ メ ー ジ を 想 起 し

療 養 者 の 生 活 と し て の 認 識 す る の が 困 難 で な い か と 推 測 さ れ

る ｡  

 2） 学 生 の 生 活 経 験  

   療 養 者 の 生 活 イ メ ー ジ 全 因 子 に 影 響 し て い た の は ､他 者 と の

交 流 で あ り 、全 く 影 響 の な か っ た の は ､家 族 の 一 員 と し て 行 う 役

割 ､自 宅 以 外 で の 生 活 経 験 で あ っ た ｡  

   他 者 と の 交 流 は ､学 生 の 見 知 ら ぬ 高 齢 者 と の 会 話 ､ボ ラ ン テ ィ

ア 活 動 ･地 域 交 流 ､子 供 ･病 人 の 世 話 ､他 人 の 家 へ の 訪 問 の 経 験 で

影 響 し て い た ｡他 者 と の 交 流 体 験 が あ れ ば 生 活 の イ メ ー ジ を 抱

く こ と に な る ｡他 者 と の 交 流 が 影 響 し て い る の は ､世 代 間 交 流 ･

地 域 交 流 に よ り 高 齢 者 や 地 域 住 民 か ら 生 活 形 式 や 人 の 間 で 生 き

て 作 用 し て い る 価 値 や 規 範 を 学 ぶ も の で (原 ら , 2 0 1 8 )、地 域 社 会

や 人 の 関 心 の 視 野 が 広 が る と さ れ て い る (権 ら , 2 0 1 7 )。生 活 の イ

メ ー ジ を 抱 く に は 地 域 で 生 活 し て い る 人 々 と 触 れ 合 い ､そ こ か

ら 生 活 を 感 じ 取 る こ と が で き る ｡他 者 と の 交 流 体 験 は 特 に 生 活
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を 向 上 さ せ る 行 動 に 影 響 し て い た ｡  

生 活 を 向 上 さ せ る 行 動 は 、 生 活 の 管 理 (お 金 ･安 全 ･空 調 )な ど

生 活 を 継 続 さ せ て い く た め の 適 切 な 状 況 判 断 を 有 す る 行 動 で あ

る ｡学 生 は ､手 段 的 日 常 行 動 と し て 日 々 の 営 み と し て 学 ん で い る

項 目 で ､行 動 の な か に 療 養 者 の 生 き 方 ､ラ イ フ ス タ イ ル が 見 え 隠

れ し て い る 項 目 と も い え る ｡生 活 を 認 識 し て い な い と ､対 象 の 暮

ら し や 生 活 習 慣 や そ の 人 の 価 値 観 を 理 解 す る こ と は で き な い ｡  

そ れ を 行 う た め に は 、 学 生 自 身 が 生 活 者 と し て 、 広 く 多 角 的

に 生 活 経 験 を 捉 え 、 気 づ き に よ り イ メ ー ジ を 想 起 す る こ と で あ

る 。し か し ､生 活 経 験 が 乏 し い 学 生 に と っ て は イ メ ー ジ を 想 起 し

生 活 を 認 識 し て い く の に は 困 難 な 項 目 で あ る と も い え る 。  

   日 々 の 生 活 に 関 す る 家 事 経 験 、 生 活 の 自 立 に 向 け た 経 験 は イ

メ ー ジ と 負 の 関 係 で 影 響 し て い た ｡負 の 関 係 と な っ た 2 項 目 は

家 事 動 作 で あ り ､学 生 の 育 成 時 代 の 環 境 に 影 響 し て い る と 考 え

ら れ る 。学 生 は ､ I T 化 ､オ ー ト メ イ シ ョ ン 化 時 代 に 育 ち 、ス イ ッ

チ 一 つ で 掃 除 や 洗 濯 が で き 、お 風 呂 の 湯 加 減 が 調 整 さ れ ､体 を 使

わ ず 家 事 が で き る 。  

玉 木（ 2 0 1 5）は ､学 生 の 生 活 経 験 が 乏 し い と い う の で は な く 生

活 習 慣 や 体 験 の 変 化 が あ る と 述 べ て い る 。 体 を 使 わ ず 家 事 が で

き 生 活 が 継 続 し て い る た め 、 生 活 す る た め に は 何 が 必 要 な 行 動

な の か を 予 測 す る こ と で き な く な っ て い る 。 そ の た め に 、 生 活

経 験 と 生 活 の イ メ ー ジ は 負 の 関 係 の 影 響 と な っ た と 考 え る ｡  

   生 活 の イ メ ー ジ を 抱 く た め に は 、自 身 の d l 行 動 が 療 養 者 の d l

行 動 で あ る と 結 び つ く こ と で あ る ｡そ の 為 に は 、地 域 住 民 か ら 話

を 聞 く だ け の 参 加 体 験 で な く ､一 緒 に 食 事 を と る ､地 域 の 自 然 を

肌 で 感 じ る な ど ､体 を 使 い 地 域 で 生 活 す る こ と を 実 感 す る 本 物

経 験 が 有 効 で あ る と さ れ て い る (中 井 , 2 0 1 9 ) ｡し か し ､本 物 経 験

も 限 り が あ る た め 在 宅 看 護 論 実 習 前 に 生 活 体 験 と 療 養 者 の 生 活

イ メ ー ジ が 結 び つ く 体 験 学 習 が 有 効 的 で あ る と 考 え る ｡  

体 験 学 習 と は ､学 生 に と っ て 直 接 的 で 印 象 深 く 大 き な 影 響 を

与 え る 非 日 常 的 な 機 会 で あ り ､こ の こ と は ､本 人 の 気 づ き を 促 し

大 き な 成 果 を 生 む こ と に な る ｡  

デ ュ ー イ は ､経 験 と 教 育 に は 連 続 性 ･相 互 作 用 の 原 理 が あ り ､

経 験 か ら 得 た も の を 基 盤 に 新 し い 経 験 か ら の 学 び ､体 験 す る こ

と で 周 り の 人 た ち と 関 わ り を 持 っ て 学 ぶ こ と と 述 べ て い る (デ

ュ ー イ , 2 0 2 0 ) ｡体 験 学 習 が 他 者 と の 交 流 経 験 を 補 え る も の と 考

え る ｡  

5 .ま と め  

学 生・実 習 指 導 者 が 療 養 者 の d l 行 動 が で き な い と 思 わ れ る 項 目

と 学 生 の 生 活 体 験 に 影 響 し て い る 項 目 を 合 わ せ 表 1 3 の 項 目 を 抽

出 し た 。 項 目 の 抽 出 に は 本 研 究 者 の こ れ ま で の 実 務 経 験 お よ び 在
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宅 看 護 論 教 員 と し て の 経 験 を も と に 、担 当 指 導 教 官 と 相 談 し て d l

行 動 が 具 体 的 に 想 像 で き る 生 活 の 場 を 取 り 入 れ た 。ま た 、 A D L 行

動 の 排 泄 行 為 は 排 泄 時 の 服 装 着 脱 で あ っ た た め 、 環 境 を 配 慮 し 入

口 の 開 け 閉 め 、 便 器 の ふ た の 開 け 閉 め 、 手 す り な ど に 変 更 し た 。

更 に 、 第 １ 研 究 で の ア ン ケ ー ト 項 目 で は な か っ た 、 玄 関 で の 靴 の

脱 ぎ 、 履 き 、 上 り 框 の 上 り 方 な ど 学 生 が 想 像 し づ ら い 項 目 を 入 れ

た 。  

  他 人 の 家 へ の 訪 問 体 験 が 乏 し い 学 生 の た め 、 住 ん で い る 人 の 価

値 観 、 趣 味 、 生 活 様 式 を 感 じ ら れ る よ う に 、 療 養 者 の 部 屋 の み で

な く 、 い ろ ん な 部 屋 を 見 て 歩 く （ 応 接 間 、 座 敷 、 仏 間 ） 設 定 と し

た 。  

  

 

表 1 3 - 1 .第 １ 研 究 結 果 か ら 第 ２ 研 究 の シ ナ リ オ の も と に な る 項 目  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事の支度 献立を考える・調理の材料を調達・調理や配膳、後片付けなど

洗濯と整理 洗う、干す、洗濯物をたたむ等

部屋の整理 寝具の整頓や部屋の清掃

電話の利用 自分で電話を掛けたり、受ける

安全の管理 戸締り、留守番、火や水の管理

金銭管理 年金の管理、支払いの対応

冷暖房管理 機器の操作等

服薬の管理 薬カレンダーの利用

浴室 浴槽への出入り、清身、体をふく、更衣

トイレ周辺
排泄行為→　変更して入口の開閉、便座のふた、手すり
トイレットペーパーの操作

廊下 階段昇降

玄関 追加　靴の脱ぎ履き、上り框が上がれるか

具体的な項目

I

A

D

L

行

動

A

D

L

行
動
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Ⅲ .シ ナ リ オ デ ザ イ ン シ ー ト 作 成 ・ 画 像 作 成 ま で の プ ロ セ ス  

 1 .シ ナ リ オ デ ザ イ ン シ ー ト  

1） 目 的  

無 意 識 下 に あ る 生 活 体 験 を 意 識 化 し そ の 体 験 を 対 象 の 生 活 と

関 連 さ せ 看 護 を 展 開 す る  

2） テ ー マ  

  在 宅 看 護 論 実 習 初 回 受 け 持 ち 療 養 者 宅 へ の 訪 問  

3） 学 習 者 ： 対 象  1 名  

4） 撮 影 場 所 ： 受 け 持 ち 療 養 者 宅 （ ２ 階 建 て の 木 造 建 物 ）  

5） Ｖ Ｒ 体 験 画 像 時 間 ： 1 0 分 間   

6） シ ナ リ オ の 中 に 入 れ る 項 目  

第 1 研 究 結 果 か ら 学 生 が 想 像 で き な か っ た 項 目 の 対 応 を 表

1 3 - 2 に 示 し た 。  

 

 

イ メ ー ジ が で き な か っ

た 項 目  
イ メ ー ジ が つ く よ う な 工 夫  

学

生  

相 手 と の 位 置 関 係  看 護 提 供 時 に 学 生 が 、 療 養 者 と の 目 線 の 高

さ 、 言 葉 遣 い な ど 考 え ら れ る よ う な 画 像 に

す る  

療 養 者 ・ 家 族 に 合

わ せ た 言 葉 遣 い  

療

養

者  

年 金  カ レ ン ダ ー に 年 金 支 給 を 書 く  

集 金 の 対 応  宅 配 業 者 の 対 応 （ 着 払 い ）・ 電 話 対 応  

調 理 の 食 材 の 買 い

物  

看 護 師 と の 会 話 の 中 に 入 れ る  

冷 蔵 庫 に 献 立 表 を 貼 る 。 買 い 物 を し て き た

食 材 を 置 く  

洗 濯 が で き る  玄 関 先 の 物 干 し 、部 屋 の 中 の 洗 濯 物 、看 護 師

の 会 話  

内 服 管 理  薬 カ レ ン ダ ー を み る  

 浴 槽 へ の 出 入 り  看 護 師 が 洗 面 台 と 浴 槽 を み る  

 整 容 が で き る  

 段 差 を 気 に し て い

る  

宅 配 業 者 に お 金 を 払 い に 行 く と き そ の 姿 を

み る  

 

 

7） 画 像 の 流 れ と 学 生 の 気 づ き の 場 面  

（ 1） 療 養 者 宅 に 初 め て 訪 問 す る 。  

 

 

 

 

表 1 3 - 2  シ ナ リ オ に 入 れ る 項 目  
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（ 2） 玄 関 で あ い さ つ す る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 3） 家 の 中 を 歩 く  

 

 

 

 

 

 

 

（ 4） 台 所 で 療 養 者 と あ い さ つ （ 立 ち 位 置 を 考 え る ）  

【 電 話 対 応 、 お 金 の 支 払 い 、 歩 行 時 の 行 動 】  

  【 内 服 薬 の 管 理 、 洗 濯 の 一 連 行 為 、 浴 槽 の 出 入 り 】  

バ イ タ ル 測 定 と 服 薬 を 薬 カ レ ン ダ ー に 入 れ る 。 内 服 さ れ て い る

か 確 認 す る 。 療 養 者 か ら 、 洗 濯 す る の は 自 分 の 仕 事 で あ る が 、 干

も の 片 付 け す る の が 億 劫 で あ る 。 ま た 、 お 風 呂 に 入 り た い が 怖 く

て 入 れ な い と 相 談 さ れ た 。  

 

 

 

 

 

 

（ 5）宅 配 業 者 か ら 着 払 い の 荷 物 が 届 け る と 連 絡 が 携 帯 電 話 に あ っ た 。

お 財 布 を 探 し 支 払 い を す る 。 杖 を 使 っ て 玄 関 ま で い く が 段 差 を 気

に か け て い る 。  

 

 

 

 

 

療 養 者 と 一 緒 に お 風 呂 場 ま で 行 き 、 足 が 上 が る か 、 安 定 し て 足 を

入 れ る 方 法 が あ る か 一 緒 に 考 え る  

【 気 づ き 】  

・ 杖 を 突 い て 歩 行 す る 姿 か ら 安 定 感 が あ る  

・ 入 浴 す る こ と が で き る →  手 す り 、 浴 槽 ボ ー ド （ 福 祉 用 具 ） が あ

れ ば 入 浴 が で き る  

気 づ き  

・ 台 所 に 療 養 者 が い る が 、 食 後 の 片 づ け が さ れ て い な い 「 患 肢

に 疼 痛 が あ り 長 時 間 立 っ て 洗 い 物 が で き な い 」 と い う  

・ 携 帯 電 話 の 操 作 、 宅 配 業 者 へ の 支 払 い が で き る  

・ 洗 濯 を 干 す と こ ろ は ど ん な と こ ろ だ ろ う  

【 気 づ き 】  

上 が り か ま ち が 上 が れ る か 、 靴 の

着 脱 が で き る か  

・ 椅 子 や 手 す り は い る か  

靴 の 脱 ぎ 方 、 お き 方  

【 気 づ き 】  

畳 の 部 屋 と 仏 間 ・ 応 接 間 を 見 る

こ と で 、 療 養 者 の 趣 味 や 生 活 状

況 を 知 る  
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8） 配 役  

療 養 者 、 実 習 指 導 者 、 学 生 （ 姿 は な い ）、 宅 配 業 者 （ 声 の み ）  

9） 画 像 場 面 の 構 成  

（ 1）実 習 指 導 者 と 学 生 は 、療 養 者 宅 に 車 を 使 っ て 訪 問 す る 。実 習

指 導 者 か ら は 、 車 中 で 訪 問 す る 療 養 者 の 様 子 や 注 意 点 な ど は 聞

か さ れ て い る 。  

（ 2）訪 問（ 鍵 は 預 か っ て お り あ け て は い る ）玄 関 先 で 声 掛 け を し

て 療 養 者 が い る 居 間 に 出 向 く （ 玄 関 先 で の 行 動 ）  

（ 3）療 養 者 さ ん と あ い さ つ し 、状 態 を 聴 取 し な が ら バ イ タ ル 測 定

を す る 。  

（ 4） 日 頃 の 様 子 を 聞 く  

   ① 食 後 の 後 片 付 け 、 夕 食 の 準 備 が 苦 痛 （ 買 い 物 に 行 け な い ）  

   ② 洗 濯 の 干 し 物 が で き な い  

   ③ 入 浴 が し た い  

（ 5） 主 治 医 か ら 預 か っ て き た 薬 を 薬 カ レ ン ダ ー に 配 役 す る  

（ 6） 療 養 者 か ら 、『 入 浴 し た い が 足 が 上 が ら ず 入 る こ と が で き な

い 』 と い う 訴 え が あ っ た 。  

（ 7） 療 養 者 と 一 緒 に お 風 呂 場 に 行 っ て 確 認 す る  

（ 8）浴 槽・手 す り の 確 認 を し て 、ケ ア マ ネ や 福 祉 用 具 担 当 者 と 検

討 す る こ と に す る 。  

 

2 .シ ナ リ オ 内 容 の 決 定 と 台 本 作 り  

本 研 究 者 の こ れ ま で の 実 務 経 験 お よ び 在 宅 看 護 論 教 員 と し て の 経

験 を も と に 、担 当 指 導 教 官 と 相 談 し て d l 行 動 が 具 体 的 に 想 像 で き る

生 活 の 場 を 取 り 入 れ た シ ナ リ オ を 作 成 し 、担 当 教 員 と 吟 味 を 行 い 、撮

影 台 本 を 作 成 し た 。  
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3 .撮 影 台 本  

訪 問 看 護 師 と の 同 行 訪 問 （ 学 生 は 初 回 訪 問 ） Ｐ Ｍ 1 時 3 0 分 ご ろ  

1 .  導 入 （ 療 養 者 ） 紹 介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .撮 影 場 所 と 登 場 人 物  

順

番  

場 所  登 場

人 物  

台 本 ※ M S 明 朝 ： ナ レ ー シ ョ ン  H G P

ゴ シ ッ ク ： セ ル フ  

1  玄 関  

 

 

 

N 訪

問 看

護 師  

訪 問 す る 家 の 外 観  

築 3 0 年 の 住 居 で あ り 、 庭 先 に は 療 養

者 の 趣 味 の お 花 が 植 え ら れ て い る 。 訪

問 日 は ド ア の カ ギ は か か っ て い な い が

イ ン タ ー フ ォ ン を 押 し て 入 る 。  

N :ごめんください。訪 問 看 護 ステーションハ

ナミズキの恩 田 です。入 りますね。学 生 さん

靴 はそこにおいてね。  

 

療 養 者 の 部 屋 に 向 か う 。  

生 活 状 況 の 変 化 が な い か 見 渡 す 。  

【 玄 関 ド ア に 外 出 時 の 注 意 書 】  

（ 物 忘 れ が あ る た め 外 出 時 に チ ェ ッ

ク ）  

・ 鍵 の 替 え 忘 れ  

・ 火 の 始 末  

・ お 財 布 ・ 自 宅 の カ ギ の 忘 れ 物  

【 氏 名 】 高 木  恵 子  【 年 齢 】 8 0 歳  【 性 別 】 女 性  【 身 長 】 1 5 8 . 0 ㎝  

【 体 重 】 7 2 . 0 ㎏  

【 現 疾 患 】 右 大 腿 骨 頚 部 骨 折 手 術 後 （ 退 院 後 1 週 間 ）  

【 既 往 歴 】 糖 尿 病 （ 内 服 薬 あ り ）・ ア ル ツ ハ イ マ ー 型 認 知 症 （ 認 知 症 日 常

生 活 自 立 度 ラ ン ク Ⅰ ａ ）何 ら か の 認 知 症 を 有 す る が 、日 常 生 活

は 家 庭 内 及 び 社 会 的 に ほ ぼ 自 立 し て い る 。  

【 生 活 状 況 】 長 男 夫 婦 と 3 人 暮 ら し で 昼 間 独 居 で あ る 。  

      退 院 後 か ら 、 家 事 を 行 っ て い る 。 食 事 の 支 度 （ 昼 ・ 夕 ）、  

洗 濯 ・ 自 室 の 掃 除 、 お 風 呂 は 未 だ 入 っ て い な い 。 シ ャ ワ ー の

み で あ り 、 本 人 は ゆ っ く り と お 湯 に つ か り た い と 希 望 し て い

る 。 ま た 、 昼 間 は 一 人 で あ る た め 不 安 と 訴 え て い る 。  

【 身 体 状 況 】 一 本 杖 で 歩 行 、 1 0 分 程 度 の 立 位 で 右 下 肢 の 痛 み を 訴 え る 。  

      糖 尿 病 は 内 服 薬 で 血 糖 値 は 安 定 し て い る 。  

【 サ ー ビ ス 状 況 】 介 護 認 定 ： 要 介 護 1  

      訪 問 看 護  2 週 間 に 1 回  6 0 分 の み  

      看 護 サ ー ビ ス ： 症 状 観 察 、 薬 物 管 理 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン  



 

―101－ 

 

2  玄 関 の 廊 下  

 

 

 

 

療 養 者 の 部 屋  

寝 室 の 状 態  

 

 

 

 

 

 

N 訪

問 看

護 師  

R 療

養 者  

【 生 活 環 境 を 見 る 】  

・ 応 接 間 か ら 仏 壇 が 見 え る  

・ 家 族 の 写 真 が 飾 っ て あ る  

・ 広 々 と し て い る が 、 療 養 者 の 動 線 は

ど う か  

・ 手 す り は あ る の か な  

・ 整 理 整 頓 し て あ る か  

N :こんにちは、恩 田 です。あ  みえない。高 木

さんどこですか。  

R ： 台 所 にいるよ。入 ってきて  

【 療 養 者 の 部 屋 の 環 境 を み る 】  

･寝 室 に は ベ ッ ド が あ る 。  

・ ポ ー タ ブ ル 便 器 が 置 い て あ る 。  

・ 洗 濯 物 が 片 付 け て い な い 。  

3  食 堂  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

療 養

者  

訪 問

看 護

師  

台 所 の テ ー ブ ル に 座 っ て 、 訪 問 看 護 師

を 迎 え る  

R :こんにちは、看 護 師 さん。  

N ： 高 木 さん、こんにちは。今 日 は学 生 さんと

一 緒 なの  

R ： 学 生 さん、若 い子 はいいよね。よろしく

ね。  

N ： 体 の調 子 はどう  

R ： やっぱ、手 術 をした足 は痛 むね。夜 寝 れ

なんだわ。  

N ： 血 圧 を測 ろうか、やっぱりねれていなかっ

たので少 し高 いね。足 みせてね。薬 は飲 めて

いる。  

 

薬 カ レ ン ダ ー に 薬 を 追 加 す る 。  

 

【 台 所 の 様 子 を 見 る 】  

①  食 後 の 片 付 け  

②  買 い 物 袋 （ 調 理 の た め の 買 い 物 ）  

③  冷 蔵 庫 に 献 立 表  

④  コ ン ロ 周 辺 （ 火 の 管 理 ）  

⑤  ご み 捨 て が で き て い な い  

⑥  薬 の 管 理  

⑦  火 の 管 理 （ 消 火 器 ・ 火 災 感 知 器 ）  

⑧  年 金 支 給 日 （ カ レ ン ダ ー ）  

⑨  お 財 布 ・ 携 帯 電 話  
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N ： ほうれん草 がありますね。今 日 は何 作 る

の  

R ： 息 子 の体 のことも考 えて、ほうれん草 のお

ひたしや魚 の煮 つけかな。あれも糖 尿 病 やか

らね。  

N ： 献 立 を考 えるのも買 い物 も大 変 やね  

R ： 電 動 スクーターがあるので頑 張 れるわ  

R ： もうすぐで年 金 ももらえるのでうれしいわ  

N ： 気 になることありますか  

R ： 退 院 してきてから、忙 しいな  

 お勝 手 はしなくてはならないし、洗 濯 も、し

なあかん  

 ボーとしておれんわ、でもね、前 のように立

ってられへんよ  

 5 分 も過 ぎると、足 が痛 い。困 ったもん

や・ ・ ・  

N ： 大 変 ですね  

R ： だから、足 が痛 いからゆっくりとお風 呂 に

入 りたい。けど・ ・  

 足 が上 がらないので、はいれへんのや  

N ： そうですね、お風 呂 入 りたいですね。お風

呂 場 見 させてください。  

 

宅 配 業 者 か ら 携 帯 に 電 話 が か か る 。  

R :もしもし、はい、そうです。 3 6 0 0 円 ですね。

用 意 しておきます。  

玄 関 チ ャ イ ム が な る 。  

T ： 高 木 さん、お届 け物 です。  

 

療 養 者 は 、 財 布 を 探 し 始 め る が 、 台 所

の 食 器 棚 か ら 預 か っ て い た お 金 を 見 つ

け て い そ い そ と 杖 を 使 っ て 支 払 い に 行

く 。  

T ： ありがとうございました。  

R ： 忙 しい、忙 しい、私 でも役 に立 ってるんや

な～  

 看 護 師 さん、お風 呂 場 に行 こうか  

・ 宅 配 業 者 と の 対 応  

①  携 帯 電 話 の 使 い 方  

②  お 金 の 支 払 い  
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③  玄 関 ま で の 歩 行 の 姿  

4

.  

お 風 呂 場  

 

 

 

訪 問

看 護

師  

療 養

者  

R ： ここです。  

 転 ぶ前 に直 したばかりで一 回 も入 ってな

い、残 念 や  

N ： そうですね、足 が上 がらないと浴 槽 は跨

げませんね。  

市 橋 ケアマネージャと相 談 しましょう。  

では、これで帰 ります。何 かあったら連 絡 く

ださい。  

 

入 浴 す る に は  

浴 槽 の 出 入 り  

浴 槽 が 跨 げ る か  

手 す り は  

浴 槽 版 が い る か  

バ ス チ ェ ア の 必 要 性  

5

.  

玄 関  

 

 

 

 

 

 

 

 療 養 者 は 、 訪 問 看 護 師 ・ 学 生 を 玄 関

先 ま で き て 見 送 る  

 

N ： ありがとうございました。  

R ： 気 つけてね、さようなら。  

 

訪 問 看 護 師 は 靴 を 履 い て 玄 関 か ら 出

る 。  

 

 

1 3 .Ｖ Ｒ 画 像 の 開 発  

作 成 し た シ ナ リ オ で 、 ボ ラ ン テ ィ ア 2 名 で 3 6 0 度 カ メ ラ を 使 用

し て 映 像 撮 影 を し た 。  

撮 影 後 画 像 を 研 究 に は 関 係 な い ５ 名 に 、 プ レ テ ス ト し て 教 材 を

試 行 し 意 見 を 得 た 。 意 見 は 、 画 像 の 場 所 が 移 行 す る た び に 、 天 井

が 映 し 出 さ れ て い た り 、 廊 下 で あ っ た り し て 自 分 の い る 場 所 が 変

わ る 都 度 わ か ら な く な る 。切 り 替 え が 早 い た め 一 瞬 で そ の 場 面（ 療

養 者 の 部 屋 ） が わ か ら な く な っ て し ま う な ど で あ っ た 。 担 当 指 導

教 官 と 相 談 し て 画 像 編 集 を 繰 り 返 し 行 い 、 Ｖ Ｒ 教 材 を 開 発 し た 。  
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第 6 章  第 3 研 究  

Ⅰ .目 的  

看 護 学 生 が イ メ ー ジ 困 難 で あ る 療 養 者 の d l 行 動 を 取 り 入 れ た

Ｖ Ｒ 教 材 を 試 行 し 、看 護 学 生 の 試 行 前 後 の 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー

ジ の 変 化 を 明 ら か に す る 。  

  更 に 、開 発 し た Ｖ Ｒ 教 材 の 使 用 の 検 証 を 看 護 学 生・実 習 指 導 者・

在 宅 看 護 担 当 教 員 で 行 う 。  

 

Ⅱ .研 究 方 法  

 1 .研 究 デ ザ イ ン  

  コ ン ト ロ ー ル 群 無 し の 介 入 前 後 研 究  

1 .調 査 対 象  

東 海 3 県 の 看 護 系 大 学 で 2 校 依 頼 し た 結 果 、 同 意 が 得 ら れ た

1 校 で 実 施 し た 。 大 学 の 選 択 方 法 は 、 第 1 研 究 で 依 頼 し た 学 校

で 実 施 し た 。 対 象 の 3 年 生 は 、 学 年 度 が 変 わ っ て い る た め 、 第

1 研 究 の ア ン ケ ー ト 協 力 し た 学 生 で は な い 。  

看 護 学 生 3 年 生 9 0 名 対 象 に 研 究 協 力 を 求 め 、 研 究 協 力 同 意

が 得 ら れ た 2 1 名 で Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た 。

Ｖ Ｒ 教 材 試 行 は ア ン ケ ー ト 内 容 の 記 憶 が 残 ら な い た め に 1 1 日

間 開 け て 実 施 し た 。 Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 の ア ン ケ ー ト 調 査 、 教 材 と

し て の 効 果 調 査 は 2 0 名 の 学 生 に 実 施 し た 。  

 東 海 地 域 で 在 宅 看 護 論 実 習 を 受 け て い る 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ

ン 2 施 設 に 勤 務 し て い る 訪 問 看 護 師 6 名 で あ っ た 。こ の 6 名 は 、

第 1 研 究 で 研 究 協 力 を し た 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 方 々 で あ っ

た 。 東 海 地 域 で 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 3 名 の 研 究 協 力 の 同 意 を 得

て Ｖ Ｒ 試 行 し 教 材 と し て の 効 果 調 査 を 行 っ た 。 在 宅 看 護 論 担 当

教 員 は 、 紹 介 に て 選 定 し た 。  

 

2 .研 究 期 間  

2 0 2 1 年 7 月 ～ 2 0 2 1 年 1 0 月  

 

3 .調 査 内 容  

1） Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 ア ン ケ ー ト 項 目  

質 問 紙 調 査 内 容 は 、 第 1 研 究 に お い て 看 護 学 生 が 療 養 者 の

生 活 イ メ ー ジ す る の が 困 難 で あ っ た d l 行 動 2 6 項 目 を 質 問 し

た 。 Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 の ア ン ケ ー ト 質 問 は 、 療 養 者 の 生 活 状 況

イ メ ー ジ と し て 、 安 全 管 理 、 お 金 の 管 理 、 食 事 関 連 、 洗 濯 、

掃 除 、内 服 と し た 。更 に 、療 養 者 の 環 境 と d l 行 動 に 関 連 性 の

あ る 玄 関 ・ ト イ レ ・ 風 呂 場 の 場 所 や 、 療 養 者 の 移 動 に つ い て
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質 問 し た 。 Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 の ア ン ケ ー ト 内 容 は 、 Ｖ Ｒ 教 材 試

行 前 と 同 じ 項 目 で あ っ た （ 表 1 4 - 1 ,資 料 2 - C - 2 , 2 - C - 4）。  

 

 表 1 4 .Ｖ Ｒ 教 材 施 行 前 後 の ア ン ケ ー ト 内 容 （ 2 6 項 目 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 の 教 材 と し て 効 果 調 査 項 目  

Ｖ Ｒ は 、教 材 と し て 学 習 効 果 が あ る か 質 問 す る も の で あ る 。

項 目 は 、 宮 崎 （ 2 0 1 9） が 行 っ た 調 査 項 目 を 参 考 に 作 成 し た 。

項 目 内 容 は 、 視 聴 覚 教 材 と し て Ｖ Ｒ 教 材 の 期 待 感 、 今 後 の Ｖ

Ｒ 教 材 と し て の 活 用 、 他 の 教 材 と の 違 い 、 Ｖ Ｒ 教 材 の メ ッ リ

ト ・ デ メ リ ッ ト 、 Ｖ Ｒ 機 器 の 効 果 、 操 作 の 仕 方 、 演 習 場 面 に

お い て 必 要 な 看 護 援 助 が 考 え る こ と が で き る か 、 Ｖ Ｒ は 視 覚

を 補 う 教 材 で あ る の 1 0 項 目 を 質 問 し た（ 表 1 4 - 2）。更 に 、試

行 の 感 想 を 自 由 記 載 で 求 め た 。  

 

表 1 4 - 2 .Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 の 教 材 と し て 効 果 の 質 問 項 目  

 

 

 

 

 

 

 

 

火や水道の水を気にかけている 玄関で靴が脱げて、靴が履ける

戸締りができ留守番ができている 上がり框が上がれる

買い物をして支払いができる トイレの入り口の開閉はできる。

年金の支給日を知っている 便器のふたを上げることができる

献立を考えることができる トイレの中の手すりを使っている

乗り物を使って買い物ができる トイレットペーパーを切ることができる

調理ができ食材の後片付け 介助者なしで脱衣ができる

配膳ができ食器などの後片付け 自分で体を洗っている

洗濯機の操作ができる 手すりを使って浴槽の出入りをしている

洗濯ものを干す 移動 階段昇降

洗濯ものをたたみ片づける

掃除をして部屋の片づけ

寝具の整理整頓

薬の管理 薬カレンダーを利用

電話 電話（携帯）をかける

冷暖房の操作 冷暖房機器の操作

掃除
整理整頓

IADL行動 ADL行動

安全管理 玄関周辺の行動

金銭管理

トイレ周辺の行動

食事の支度

お風呂場周辺

洗濯

項目

ふだんの視覚教材、演習、シミュレーションの他に、
このようなVRでの教材を期待する

今後、コンテンツの内容を充実すれば、活用していきたい

VRにより自分が見落としている場所を違う視点で学習ができる

VRにより対象者だけでなく、対象者を取り巻く環境の観察ができる

VRにより演習場面に必要な看護援助を考えることができる

VRによりその場にいるような臨場感がある

VRの活用の利点が理解できる

VRの活用、操作がわからない

VR教材に積極的に取り組める

VRは視覚を補う教材になる
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4 .Ｖ Ｒ 教 材 試 行  

1） Ｖ Ｒ 教 材 試 行  

【 学 生 】  

（ 1） Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前  

   ① 大 学 看 護 学 部 長 へ 依 頼  

     第 1 研 究 で の 協 力 が 得 ら れ た 2 校 と し た 。 研 究 者 が 、 該

当 す る 看 護 系 大 学 ・ 看 護 系 短 期 大 学 の 看 護 学 部 長 へ 電 話 で

研 究 協 力 の お 願 い と 、研 究 概 要 説 明 日 の 日 程 調 整 を 行 っ た 。

後 日 訪 問 し 、 看 護 学 部 長 に 研 究 実 施 依 頼 書 （ 資 料 2 - 1） と

Ｖ Ｒ 教 材 紹 介 資 料（ 資 料 2 - A）と 学 生 用 ア ン ケ ー ト 用 紙（ 資

料 2 - C - 2・ 2 - C - 4）、「 Ｖ Ｒ 教 材 の 活 用 に 関 す る 調 査 」（ 資 料

2 - C - 5）を 添 え て 、研 究 者 が 文 章 と 口 頭 で 研 究 の 概 要 、目 的

や Ｖ Ｒ 試 行 に よ る 健 康 へ の 影 響 を 説 明 し た 。 ま た 、 承 諾 後

で も 研 究 施 設 と し て の 取 り 消 し が で き る こ と や Ｖ Ｒ 教 材 試

行 に は 、 健 康 に 影 響 さ れ る Ｖ Ｒ 酔 い が 出 現 す る 可 能 性 が あ

る た め 、試 行 前 後 に「 体 調 チ ェ ッ ク 表 」（ 資 料 2 - C - 3 - 1・ 2）

を 用 い て 健 康 チ ェ ッ ク を 実 施 す る 。 試 行 中 に 症 状 が 出 現 し

た 場 合 に は 中 断 で き る こ と 、 試 行 後 に は 充 分 に 休 息 が と れ

る 場 所 や ベ ッ ド や 椅 子 な ど を 準 備 し て あ る こ と を 説 明 し た 。 

研 究 協 力 が 得 ら れ た 場 合 に は 、研 究 実 施 承 諾 書（ 資 料 2 -

2）に 日 付 と 署 名 を 得 る 。更 に 、学 生 の 研 究 参 加 募 集 の た め

に 掲 示 板 や 教 室 の 使 用 許 可 と 、 回 収 箱 の 設 置 場 所 も 相 談 し

た 。最 後 に 、研 究 実 施 承 諾 取 り 消 し 書（ 資 料 2 - 3）と 封 筒 を

渡 し た 。  

     2 校 の 大 学 に 依 頼 し 、1 校 で は 、研 究 倫 理 審 査 の 申 請 の 依

頼 が あ り 申 請 手 続 き を し た が 、 許 可 が 2 0 2 2 年 8 月 か ら の

許 可 に な っ て し ま い 実 施 す る こ と が で き な か っ た 。  

研 究 実 施 承 諾 許 可 後 に は 、研 究 概 要・目 的・調 査 の 日 時・

場 所 ・ 倫 理 的 配 慮 ・ 健 康 へ の 影 響 、 研 究 者 の 連 絡 先 が 書 か

れ た ポ ス タ ー（ 資 料 2 -Ｂ ）を 掲 示 板 に 掲 示 し Ｖ Ｒ 試 行 前 の

ア ン ケ ー ト 依 頼 と Ｖ Ｒ 教 材 試 行 協 力 の 案 内 を し た 。  

 

② Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 ア ン ケ ー ト 当 日  

A 大 学 看 護 学 部 3 年 生 9 0 名 に 、研 究 者 が 研 究 の 概 要 、目

的 、 倫 理 的 配 慮 、 健 康 へ の 影 響 と 試 行 ま で の 手 順 を 口 頭 で

説 明 し た 。Ｖ Ｒ 試 行 前 後 の ア ン ケ ー ト に 各 1 0 分 、Ｖ Ｒ 試 行

時 間 7 分 間 、 機 器 の 説 明 、 事 例 説 明 、 休 息 時 間 も 入 れ て 所

要 時 間 を 約 1 時 間 と し た 。  

ま た 、 試 行 に よ り Ｖ Ｒ 酔 い す る 恐 れ が あ る た め 、 事 前 に

体 調 チ ェ ッ ク 表 を 用 い て 健 康 チ ェ ッ ク 行 う こ と を 説 明 し た 。

試 行 中 ・ 後 に 自 覚 症 状 が 出 現 し た 場 合 に は 、 休 息 で き る 部
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屋 に ベ ッ ド や 椅 子 な ど が 準 備 し て あ る こ と 、 試 行 中 に 自 覚

症 状 が 出 現 し た 場 合 の 合 図 や 試 行 は 直 ち に 中 止 で き る こ と

と 、 休 息 で き る 部 屋 の 場 所 も 紹 介 し た 。 体 調 チ ェ ッ ク で 悪

化 す る 恐 れ の あ る 方 は Ｖ Ｒ 試 行 を お 断 り す る 場 合 が あ る こ

と も 伝 え た 。  

研 究 協 力 の 同 意 後 も 取 り 消 し が で き る こ と や 「 Ｖ Ｒ 試 行

前 後 の ア ン ケ ー ト 」 は 無 記 名 で あ る が 、 Ｖ Ｒ 試 行 前 後 の ア

ン ケ ー ト と 対 応 さ せ る た め に 、 事 前 に ナ ン バ リ ン グ さ れ た

も の を 使 用 す る こ と も 説 明 し た 。  

研 究 者 の 説 明 に 同 意 す る 学 生 に 、 研 究 協 力 同 意 書 （ 資 料

2 - C - 1） と 研 究 協 力 同 意 取 り 消 書 （ 資 料 2 - C - 6） を 渡 し 、 Ｖ

Ｒ 試 行 前 ア ン ケ ー ト （ 資 料 2 - C - 2） を 実 施 し 、 回 収 ボ ッ ク

ス に 同 意 書 、 ア ン ケ ー ト を 投 函 し た 。  

 

（ 2） Ｖ Ｒ 教 材 試 行 当 日  

Ｖ Ｒ 教 材 試 行 事 前 ア ン ケ ー ト の 記 憶 が 残 ら な い よ う に 、

Ｖ Ｒ 教 材 試 行 は 1 1 日 間 開 け て 実 施 し た 。  

学 生 に は 、Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 ア ン ケ ー ト 時 に 実 施 日 の 日 時 、

場 所 も 連 絡 し て い た 。 決 め ら れ た 教 室 に 、 参 加 者 の 学 生 が

集 合 し 、 事 例 紹 介 文 章 （ 資 料 2 -Ｆ 事 例 部 分 ） を 一 読 後 し 、

そ の 後 、 Ｖ Ｒ 教 材 の 使 用 方 法 の 説 明 と 体 調 チ ェ ッ ク 表 （ 資

料 2 - C - 3 - 1） を 用 い て 体 調 チ ェ ッ ク を 行 い 、 問 題 が な い も

の に Ｖ Ｒ 教 材 試 行 し た 。  

実 施 後 体 調 チ ェ ッ ク 表 （ 資 料 2 - C - 3 - 2） で 確 認 し 充 分 に

休 憩 を と っ て Ｖ Ｒ 試 行 後 の ア ン ケ ー ト（ 資 料 2 - C - 4）と「 Ｖ

Ｒ 教 材 の 活 用 に 関 す る 調 査 」（ 資 料 2 - C - 5）記 載 し 回 収 ボ ッ

ク ス に 投 函 し た 。  

 

【 実 習 指 導 者 】  

（ 1） Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 の 臨 地 指 導 者 へ の 依 頼  

東 海 ３ 県 で 第 １ 研 究 協 力 施 設 の 実 習 指 導 者 に 、 電 話 に よ

り 第 ２ 研 究 の 研 究 協 力 の お 願 い と 、 研 究 概 要 説 明 日 の 日 程

調 整 を 行 い ２ 施 設 の 許 可 を 得 た 。  

後 日 訪 問 し 実 習 指 導 者 に 研 究 協 力 依 頼 書 （ 資 料 2 - D - 1）

と Ｖ Ｒ 教 材 紹 介 資 料 （ 資 料 2 - A） と 「 Ｖ Ｒ 教 材 の 活 用 に 関

す る 調 査 」（ 資 料 2 - C - 5）調 査 を 添 え て 、研 究 者 が 訪 問 看 護

ス テ ー シ ョ ン を 訪 問 し て 、文 章 を 添 え て 口 頭 で 研 究 の 概 要 、

目 的 、 Ｖ Ｒ 教 材 試 行 に よ る 健 康 へ の 影 響 や 所 要 時 間 の 説 明

を し た 。  

Ｖ Ｒ 教 材 試 行 に お い て Ｖ Ｒ 酔 い が 出 現 す る こ と が あ り 、

試 行 前 後 に 体 調 チ ェ ッ ク 表（ 資 料 2 - C - 3 - 1・ 2）を 用 い て ２



 

―108－ 

 

回 健 康 チ ェ ッ ク 行 う こ と 、 充 分 に 休 憩 を と り ア ン ケ ー ト を

し て い た だ く と 説 明 し た 。 研 究 同 意 後 で も い つ で も 研 究 協

力 取 り 消 し が で き る こ と や ア ン ケ ー ト 投 函 後 は 無 記 名 の た

め ア ン ケ ー ト の 返 却 は で き な い と も 説 明 し た 。  

 

（ 2） 試 行 当 日  

     研 究 者 が 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン ま で 出 向 き 、 研 究 協 力 者

に 再 度 、 研 究 の 概 要 、 目 的 、 倫 理 的 配 慮 、 Ｖ Ｒ 教 材 試 行 に

よ る 健 康 へ の 影 響 と Ｖ Ｒ 教 材 試 行 ま で の 手 順 を 口 頭 で 説 明

を し た 。 試 行 中 ・ 後 に Ｖ Ｒ 試 行 に よ る 自 覚 症 状 が 出 現 し た

場 合 に は 、 休 息 で き る 部 屋 に ベ ッ ド や 椅 子 な ど が 準 備 し て

あ る こ と 、 試 行 中 に 自 覚 症 状 が 出 現 し た 場 合 の 合 図 や 試 行

は 直 ち に 中 止 で き る こ と を 説 明 し た 。 試 行 か ら ア ン ケ ー ト

ま で は 充 分 に 休 憩 時 間 を と る こ と や 試 行 前 の 健 康 チ ェ ッ ク

で 悪 化 す る 恐 れ の あ る 方 は Ｖ Ｒ 教 材 試 行 を お 断 り す る 場 合

が あ る こ と 、 研 究 協 力 の 同 意 後 も 取 り 消 し が で き る こ と を

説 明 し た 。 研 究 者 の 説 明 後 研 究 協 力 同 意 書 （ 資 料 2 - D - 2）、

研 究 協 力 同 意 取 り 消 し 書 （ 資 料 2 - D - 3） を 渡 し た 。  

研 究 協 力 同 意 後 か ら 終 了 ま で の 流 れ 研 究 協 力 が 得 ら れ た

実 習 指 導 者 に 体 調 チ ェ ッ ク 表 （ 資 料 2 - C - 3 - 1） を 用 い て 健

康 チ ェ ッ ク を 行 っ た 。問 題 な い も の に 対 し て Ｖ Ｒ  教 材 機 器

の 使 用 方 法 の 説 明 を 行 い 実 施 し た 。 実 施 後 体 調 チ ェ ッ ク 表

（ 資 料 2 - C - 3 - 2） を 用 い て 健 康 チ ェ ッ ク 行 い 、 充 分 に 休 憩

を と り 「 Ｖ Ｒ 教 材 の 活 用 に 関 す る 調 査 （ 資 料 2 - C - 5） と 感

想 を 自 由 記 載 し た 。 Ｖ Ｒ 教 材 の 活 用 に 関 す る 調 査 ア ン ケ ー

ト は 無 記 名 式 調 査 と し た 。記 載 後 回 収 ボ ッ ク ス に 投 函 し た 。 

 

【 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 】  

（ 1） Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 の 在 宅 看 護 担 当 教 員 へ の 依 頼  

東 海 3 県 の 看 護 系 大 学 の 在 宅 教 員 か ら 研 究 協 力 し て い た

だ け る 教 員 の 紹 介 を し て も ら い 電 話 に よ り 研 究 協 力 の お 願

い と 研 究 概 要 説 明 日 の 日 程 調 整 を 行 い 、 3 名 の 協 力 が 得 ら

れ た 。  

研 究 者 は 、 協 力 者 の 大 学 に 訪 問 し 研 究 協 力 依 頼 書 （ 資 料

2 - E - 1） と Ｖ Ｒ 教 材 紹 介 資 料 （ 資 料 2 - A） と 「 Ｖ Ｒ 教 材 の 活

用 に 関 す る 調 査 」（ 資 料 2 - C - 5） を 添 え て 、 文 章 を 添 え て 、

口 頭 で 研 究 の 概 要 、 目 的 や 試 行 に よ る 健 康 へ の 影 響 を 説 明

し た 。 Ｖ Ｒ 教 材 試 行 と ア ン ケ ー ト の 所 要 時 間 と 、 試 行 で Ｖ

Ｒ 酔 い が 出 現 す る こ と が あ り 、 試 行 前 後 に 体 調 チ ェ ッ ク 表

（ 資 料 2 - C - 3 - 1・ 2）を 用 い て 2 回 健 康 チ ェ ッ ク 行 う こ と を

説 明 し た 。 研 究 同 意 後 で も い つ で も 研 究 協 力 取 り 消 し が で
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き る こ と 、 ア ン ケ ー ト 投 函 後 は 無 記 名 の た め ア ン ケ ー ト の

返 却 は で き な い と 伝 え た 。  

 

（ 2） 試 行 当 日  

     研 究 協 力 が 得 ら れ た 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 の 研 究 室 に 伺 い 、

研 究 の 概 要 、目 的 、倫 理 的 配 慮 と 試 行 に よ る 健 康 へ の 影 響 、

試 行 ま で の 手 順 を 口 頭 で 説 明 し た 。 試 行 中 ・ 後 に 自 覚 症 状

が 出 現 し た 場 合 に は 、 休 息 で き る 部 屋 に ベ ッ ド や 椅 子 な ど

が 準 備 し て あ る こ と 、 試 行 中 に 自 覚 症 状 が 出 現 し た 場 合 の

合 図 や 試 行 は 直 ち に 中 止 で き る こ と も 説 明 し た 。 Ｖ Ｒ 教 材

試 行 か ら ア ン ケ ー ト ま で は 充 分 に 休 憩 時 間 を と る こ と や 体

調 チ ェ ッ ク で 悪 化 す る 恐 れ の あ る 方 は Ｖ Ｒ 試 行 を お 断 り す

る 場 合 が あ る こ と も 説 明 し た 。 研 究 協 力 同 意 後 も 取 り 消 し

が で き る こ と を 説 明 し た 。 研 究 者 の 説 明 に 同 意 す る 在 宅 看

護 担 当 教 員 に 、研 究 協 力 同 意 書（ 資 料 2 - E - 2）、研 究 協 力 同

意 取 り 消 し 書 （ 資 料 2 - E - 3） を 渡 し た 。  

研 究 協 力 同 意 後 か ら 終 了 ま で の 流 れ 研 究 同 意 が 得 ら れ た

教 員 に 、「 体 調 チ ェ ッ ク 表 」（ 資 料 2 - C - 3 - 1） を 用 い て 健 康

チ ェ ッ ク を 行 い 、 Ｖ Ｒ 機 器 の 使 用 方 法 の 説 明 し 、 Ｖ Ｒ 教 材

で の 療 養 者 の 事 例（ 資 料 2 -Ｆ ）を 渡 し 、そ の 後 Ｖ Ｒ 教 材 試

行 を 実 施 し た 。  

試 行 後「 体 調 チ ェ ッ ク 」（ 資 料 2 - C - 3 - 2）を 用 い て 健 康 チ

ェ ッ ク を 行 っ た 。 充 分 に 休 憩 を と り 「 Ｖ Ｒ 教 材 の 活 用 に 関

す る 調 査 」（ 資 料 2 - C - 5）は 無 記 名 式 調 査 と し 感 想 を 自 由 記

載 し ア ン ケ ー ト 記 載 後 は 回 収 ボ ッ ク ス に 投 函 し た 。  

 

2） Ｖ Ｒ 機 器 と W i - F i 環 境  

使 用 し た 機 器 は ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ  

（ L e n o v o  ス タ ン ド ア ロ ー ン V R ヘ ッ ド セ ッ ト  M i r a g e  S o l o  

w i t h  D a y d r e a m / S n a p d r a g o n 8 3 5 / 6 D o F / Wo r l d  S e n s e / 2 5 6 0 × 1 4 4 0

ド ッ ト ） 3 台 、 Ｖ Ｒ ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ  Ｖ Ｒ グ

ラ ス  3 D メ ガ ネ  ス マ ー ト フ ォ ン （ 以 後 ス マ フ ォ と 略 す ）

用 Ｖ Ｒ ゴ ー グ ル  5 台 で 試 行 し た 。 W i - F i 環 境 は 、 学 生 に は

ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ 3 台 使 用 と ス マ フ ォ 使 用 の ゴ

ー グ ル ５ 台 で 試 行 す る 。 実 習 指 導 者 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員

は W i - F i の 環 境 が な い た め 、 ス マ フ ォ 使 用 ゴ ー グ ル を 使 用

の ゴ ー グ ル で 試 行 し た 。 画 像 は Yo u T u b e に セ ッ ト ア ッ プ

（ 個 人 用 ） し ダ ウ ン ロ ー ド し て 視 聴 し た 。  
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5 . C O V I D - 1 9 感 染 症 対 策  

（ Ｖ Ｒ 施 行 者 ： 学 生 ・ 実 習 指 導 者 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 ）  

1） Ｖ Ｒ 試 行 1 週 間 前 ア ン ケ ー ト 調 査 時 （ 学 生 ）  

（ 1）準 備 ： 手 指 消 毒 液 、ア ル コ ー ル 除 菌 テ ィ ッ シ ュ 、机 ・ 椅 子 は  

2ｍ 間 隔 で 同 じ 方 向 に 設 置 し た 。  

（ 2） 手 順  

  ① 発 熱 の 有 無 を 尋 ね 3 7 . 5 度 以 下 で あ れ ば マ ス ク 着 用 、 手 指 消

毒 液 で 消 毒 後 入 室 し た 。  

  ② ア ン ケ ー ト 記 載 時 の 机 ・ 椅 子 は 2ｍ 間 隔 で 準 備 し て あ り 決 め

た 場 所 に 着 席 し た 。  

  ③ 研 究 者 か ら の 、 研 究 概 要 ・ 目 的 の 説 明 時 に も 、 会 話 は 禁 止 で

あ る こ と を 説 明 し た 。  

  ④ ア ン ケ ー ト 時 間 は お よ そ 1 0 分 程 度 で 、 学 生 が 退 席 し た 後 は 、

窓 を 開 け て 換 気 し た 。 机 ・ 椅 子 ・ 筆 記 用 具 は ア ル コ ー ル 除 菌

テ ィ ッ シ ュ で 消 毒 し た 。  

 

2） Ｖ Ｒ 教 材 試 行 時 （ 学 生 ・ 実 習 指 導 者 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 ）  

  （ 1）準 備 ： 手 指 消 毒 液 、ア ル コ ー ル 除 菌 テ ィ ッ シ ュ 、Ｖ Ｒ ゴ ー

グ ル ア イ マ ス ク （ 使 い 捨 て タ イ プ ） 体 調 チ ェ ッ ク 表 に 体 温 測

定 値 の 記 入 欄 を 作 成 し た 。 Ｖ Ｒ 試 行 場 所 は 2ｍ 間 隔 に 椅 子 を

設 置 し た 。  

  （ 2） 手 順  

   ① 在 宅 看 護 実 習 室 入 室 前 に 、 発 熱 の 有 無 を 尋 ね 3 7 . 5 度 以 下

で あ れ ば マ ス ク 着 用 、 手 指 消 毒 液 で 消 毒 後 入 室 し た 。  

   ② ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ 操 作 方 法 を 説 明 す る と き に 指

定 さ れ た 場 所 か ら 移 動 し な い 、 会 話 は 禁 止 で あ る と 説 明 し

た 。  

   ③ ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ 装 着 時 に は 、 使 い 捨 て タ イ プ

の Ｖ Ｒ ゴ ー グ ル ア イ マ ス ク を 付 け て ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス

プ レ イ を 装 着 し た 。  

   ④ 試 行 終 了 時 に は 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ 、 コ ン ト ロ

ー ラ 、 机 、 椅 子 を ア ル コ ー ル 除 菌 テ ィ ッ シ ュ で 消 毒 す る 。

退 出 時 は 再 度 手 指 消 毒 を 行 っ た 。  

   ⑤ 部 屋 の 換 気 は 、 3 0 分 ご と に 行 っ た 。  

 

6 .分 析 方 法   

看 護 学 生 の 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ 程 度 を 見 る た め に 質 問 項 目 を

記 述 統 計 す る 。 回 答 は 1 0 点 満 点 で 0 点 が 「 全 く で き な い 」 1 0 点

「 十 分 で き る 」 と し 中 央 値 で 評 価 し た 。 更 に 、 看 護 学 生 の イ メ ー

ジ 変 化 を 分 析 し た 。Ｖ Ｒ 視 聴 前 後 得 点 の 平 均 値 で 比 較 を 行 う 前 に 、

シ ャ ピ ロ・ウ イ ル ク 検 定 で 正 規 分 布 に お い て 正 規 分 布 し て お ら ず 、
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ノ ン パ ラ メ ト リ ッ ク 検 定 を 行 っ た 。少 人 数 の た め W i l c o x o n の 符 号

付 順 位 検 定 で 行 っ た 。  

Ｖ Ｒ 視 聴 後 の 意 識 調 査 に お い て の 1 0 項 目 の 回 答 得 点 を 1 0 点 満

点 と す る 。0 点 を「 全 く な い 」1 0 点「 た い へ ん あ る 」を 合 計 点 1 0 0

点 で 評 価 し 、 学 生 ・ 実 習 指 導 者 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 の 得 点 を 記

述 統 計 す る 。  

Ｖ Ｒ 教 材 視 聴 後 の 意 識 調 査 （ 宮 崎 , 2 0 1 9） は 、 C r o n b a c h の α 係

数 は 0 . 8 2 8 で あ あ り 信 頼 性 は 高 い 。 統 計 分 析 は S P S S 2 8 で 行 っ た 。 

 

 

Ⅲ .倫 理 的 配 慮  

対 象 者 の 学 生 、 指 導 者 、 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 に は 研 究 概 要 、 研

究 目 的 を 口 頭 で 説 明 し 同 意 を 得 た 。 更 に 、 看 護 学 生 に は 、 ポ ス タ

ー 掲 示 で 研 究 協 力 を 呼 び 掛 け た 。 研 究 協 力 は 自 由 意 思 に 基 づ く も

の で あ る こ と を 口 頭 も し く は 文 章 で 説 明 し た 。  

学 生 に は 、 研 究 へ の 協 力 の 有 無 が 大 学 の 成 績 や 教 員 の 指 導 体 制

に 全 く 影 響 し な い 旨 を 説 明 し た 。 学 生 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 が 所

属 す る 大 学 と 、臨 床 指 導 者 が 所 属 す る 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン に は 、

研 究 協 力 書 と 同 意 書 、 研 究 取 り 消 し 書 を 郵 送 す る 。 研 究 協 力 書 に

は 、 研 究 目 的 ・ 研 究 方 法 、 研 究 に 対 す る 協 力 の 自 由 意 思 、 研 究 に

対 す る 協 力 の 拒 否 権 、プ ラ イ バ シ ー の 保 護 、個 人 情 報 保 護 の 方 法 、

ア ン ケ ー ト は 無 記 名 で あ る こ と 、 研 究 結 果 の 公 表 方 法 、 研 究 者 な

ら び に 問 い 合 わ せ 先 を 明 記 し た 。  

本 研 究 で 得 ら れ た 結 果 は 統 計 的 に 処 理 し 、 個 人 が 特 定 さ れ な い

こ と も 説 明 し た 。  

Ｖ Ｒ 教 材 に は 、 視 聴 中 に 「 Ｖ Ｒ 酔 い 」 が 出 現 す る 場 合 も あ る た

め 、 体 調 不 良 時 は 中 断 す る 旨 も 伝 え た 。  

ア ン ケ ー ト 調 査 で 得 ら れ た 情 報 は 指 定 し た U S B で 管 理 し 、 パ ス

ワ ー ド を 設 定 し て 鍵 の か か っ た ボ ッ ク ス で 管 理 し て い る 。 ア ン ケ

ー ト 回 答 用 紙 、 同 意 書 関 連 は 別 々 フ ァ イ ル に 入 れ て 、 別 々 の 鍵 の

か か る 棚 で 厳 重 に 管 理 し て い る 。（ 人 間 環 境 大 学 研 究 実 施 許 可 通 知

書 2 0 2 0 N - 0 0 1： 2 0 2 0 年 1 1 月 9 日 ）  

 

Ⅳ .結 果  

  東 海 地 域 の 看 護 系 大 学 1 校 で 在 宅 看 護 論 実 習 前 の ３ 年 生 の 学 生

9 0 名 に 研 究 協 力 を 呼 び か け 、2 1 名 の 同 意 が 得 ら れ た 。Ｖ Ｒ 教 材 試

行 前 の ア ン ケ ー ト 調 査 は 2 1 名 で 有 効 回 答 は 2 0 名 （ 9 5％ ） で あ っ

た 。男 子 学 生 は ３ 名 で あ っ た 。 2 0 名 の 参 加 で Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 の ア

ン ケ ー ト を 行 い 、 有 効 回 答 1 7 名 （ 8 5％ ） で あ っ た 。 実 習 指 導 者 ・

在 宅 看 護 論 担 当 教 員 各 9 名 で あ っ た 。 実 習 指 導 者 は 3 0 代 か ら 5 0

代 で あ り 、実 習 指 導 者 と し て は ３ 年 ～ ５ 年 ４ 名 、 1 0 年 以 上 が 2 名
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で あ っ た 。 教 員 の 実 務 経 験 は 、 3 名 全 員 が ５ 年 未 満 で 女 性 で あ っ

た 。  

 

1 .Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 の 看 護 学 生 に お け る 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ

程 度  

   d l 行 動 イ メ ー ジ が 高 い 中 央 値 項 目 は 、「 便 器 の ふ た を 上 げ る

こ と が で き る 」6 点 、「 ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー を 切 る こ と が で き る 」

6 点 、「 ト イ レ の 中 の 手 す り を 使 う こ と が で き る 」6 点 、「 火 や 水

道 の 水 を 気 に か け る 」 6 点 で あ っ た 。 d l 行 動 イ メ ー ジ 項 目 の 中

央 値 が 低 か っ た の は 、「 乗 り 物 に 乗 っ て 買 い 物 が で き る 」 3 点 、

「 戸 締 り が で き 留 守 番 が で き る 」「 手 す り を 使 っ て 浴 槽 の 出 入 り

が で き る 」「 自 分 で 体 を 洗 う こ と が で き る 」「 介 助 者 な し で 脱 衣

が で き る 」「 冷 暖 房 機 器 の 操 作 が で き る 」「 携 帯 電 話 を か け る こ

と が で き る 」「 薬 の 管 理 が で き る 」「 調 理 が で き 食 材 の 後 片 付 け

が で き る 」「 献 立 を 考 え る こ と が で き る 」「 階 段 昇 降 す る こ と が

で き る 」「 寝 具 の 整 理 整 頓 が で き る 」「 掃 除 を し て 部 屋 の 片 づ け

が で き る 」 4 点 で あ っ た （ 表 1 5）。  
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表 1 5 .看 護 学 生 の Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 に お け る d l 行 動 イ メ ー ジ 項 目 の

程 度                      N＝ 1 7  

 

 

  

中央値 最小値 最大値

1 便器のふたを上げることができる 6 2 10

2 トイレットペーパーを切ることができる 6 2 8

3 トイレの中の手すりを使うことができる 6 1 10

4 火や水道の水を気にかける 6 2 10

5 洗濯ものを干すことができる 5 1 10

6 玄関で靴が脱げて、靴が履ける 5 2 9

7 玄関の段差が上がれる 5 1 7

8 洗濯機の操作ができる 5 1 8

9 洗濯ものをたたみ片づけができる 5 1 10

10 トイレの入り口の開閉ができる 5 2 10

11 買い物をして支払いができる 5 2 8

12 年金の支給日を知っている 5 2 10

13 配膳ができ食器などの後片付けができる 5 2 8

14 掃除をして部屋の片づけができる 4 0 7

15 寝具の整理整頓ができる 4 0 7

16 階段昇降することができる 4 1 8

17 献立を考えることができる 4 1 8

18 調理ができ食材の後片付けができる 4 1 7

19 薬の管理ができる 4 0 10

20 電話（携帯）をかけることができる 4 1 10

21 冷暖房機器の操作ができる 4 1 9

22 介助者なしで脱衣ができる 4 1 7

23 自分で体を洗うことができる 4 2 7

24 手すりを使って浴槽の出入ができる 4 0 7

25 戸締りができ留守番ができる 4 2 10

26 乗り物を使って買い物ができる 3 0 7
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2 .Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 の 看 護 学 生 に お け る 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ 程

度  

  Ｖ Ｒ 視 聴 後 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 中 央 値 が 高 い 項 目 は 、「 買 い 物

を し て 支 払 い が で き る 」 9 点 、「 献 立 を 考 え る こ と が で き る 」 8 点

で あ っ た 。 d l 行 動 イ メ ー ジ の 中 央 値 5 点 が 低 く 1 5 項 目 で あ っ た

（ 表 1 6）。  

 

表 1 6 .看 護 学 生 の Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 に お け る d l 行 動 イ メ ー ジ 項 目 の

程 度                      N＝ 1 7  

 
中央値 最小値 最大値

1 買い物をして支払いができる 9 3 10

2 献立を考えることができる 8 5 10

3 洗濯ものを干す 6 2 10

4 玄関で靴が脱げて、靴が履ける 6 2 10

5 玄関の段差が上がれる 6 2 10

6 トイレの入り口の開閉ができる 6 3 10

7 便器のふたを上げることができる 6 5 10

8 火や水道の水を気にかける 6 3 10

9 年金の支給日を知っている 6 3 10

10 介助者なしで脱衣ができる 6 4 9

11 戸締りができ留守番ができる 6 2 10

12 掃除をして部屋の片づけができる 5 2 10

13 寝具の整理整頓ができる 5 2 10

14 階段昇降することができる 5 2 10

15 洗濯機の操作ができる 5 2 9

16 洗濯ものをたたみ片づけができる 5 2 9

17 トイレットペーパーを切ることができる 5 2 10

18 トイレの中の手すりを使うことができる 5 2 10

19 乗り物を使って買い物ができる 5 2 10

20 調理ができ食材の後片付けができる 5 2 10

21 配膳ができ食器などの後片付けができる 5 3 10

22 薬の管理ができる 5 0 10

23 電話（携帯）をかけることができる 5 0 10

24 冷暖房機器の操作ができる 5 3 9

25 自分で体を洗うことができる 5 3 9

26 手すりを使って浴槽の出入ができる 5 0 9
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3 .Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 の 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 変 化  

  Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 の ア ン ケ ー ト に は 2 1 名 参 加 が あ り 、 Ｖ Ｒ 教 材

試 行 後 も 2 0 名 あ っ た が 3 名 の 回 答 用 紙 に 無 記 入 が あ っ た た め 、

1 7 名 で Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 の 比 較 を し た （ 図 6）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 の 中 央 値 は 2 6 項 目 中 1 9 項 目 が 向 上 し て い た 。  

4 点 向 上 し て い た の は 、「 買 い 物 を し て 支 払 い が で き る 」「 献 立 を

考 え る こ と が で き る 」で あ っ た 。し か し 、「 ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー を

切 る こ と が で き る 」「 ト イ レ の 中 の 手 す り を 使 う こ と が で き る 」は

Ｖ Ｒ 教 材 施 行 前 と 比 べ て 低 下 し て い た （ 表 1 7 - 1）。  

Ｖ Ｒ 試 行 前 の d l 行 動 イ メ ー ジ 2 6 項 目 シ ャ ピ ロ ・ ウ イ ル ク の 正

規 性 の 検 定 に お い て p≧ 0 . 0 5 で あ っ た た め 、 正 規 分 布 に 従 う と 判

断 す る 。 Ｖ Ｒ 試 行 後 の d l 行 動 イ メ ー ジ 2 6 項 目 を シ ャ ピ ロ ・ ウ イ

ル ク  の 正 規 性 の 検 定 を 行 い 、 1 2 項 が p＜ 0 . 0 5 で あ っ た た め 正 規

分 布 し て い な か っ た 。前 後 の 比 較 は 、ノ ン パ ラ メ ト リ ッ ク 検 定 で 、

少 人 数 の た め W i l c o x o n の 符 号 付 順 位 検 定 で 行 っ た 。  

  

Ｖ Ｒ 試 行 前 ア ン ケ ー ト 2 1 名

1 名 記 入 漏 れ （ Ｖ Ｒ 試 行 に は 参 加 せ ず ）  

Ｖ Ｒ 前 ア ン ケ ー ト 分 析 2 0 名  

Ｖ Ｒ 試 行 実 施 2 0 名 参 加  

Ｖ Ｒ 前 後 の ア ン ケ ー ト 結 果 は 1 7 名 で 分 析  

3 名 の 解 答 用 紙 部 分 的 に 無 記 入 の た め

削 除  

図 6 .Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 の ア ン ケ ー ト の 流 れ  
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表 . 1 7 - 1  Ｖ Ｒ 試 行 前 後 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 平 均 点 の 変 化  

                        N＝ 1 7  

  

VR前 VR後

中央値 中央値 アウトカム

1 買い物をして支払いができる 5 9 4

2 献立を考えることができる 4 8 4

3 乗り物を使って買い物ができる 3 5 2

4 介助者なしで脱衣ができる 4 6 2

5 戸締りができ留守番ができる 4 6 2

6 洗濯ものを干すことができる 5 6 1

7 玄関で靴が脱げて、靴が履ける 5 6 1

8 玄関の段差が上がれる 5 6 1

9 掃除をして部屋の片づけができる 4 5 1

10 寝具の整理整頓ができる 4 5 1

11 階段昇降することができる 4 5 1

12 トイレの入り口の開閉ができる 5 6 1

13 年金の支給日を知っている 5 6 1

14 調理ができ食材の後片付けができる 4 5 1

15 薬の管理ができる 4 5 1

16 電話（携帯）をかけることができる 4 5 1

17 冷暖房機器の操作ができる 4 5 1

18 自分で体を洗うことができる 4 5 1

19 手すりを使って浴槽の出入ができる 4 5 1

20 洗濯機の操作ができる 5 5 0

21 洗濯ものをたたみ片づけができる 5 5 0

22 便器のふたを上げることができる 6 6 0

23 火や水道の水を気にかける 6 6 0

24 配膳ができ食器などの後片付けができる 5 5 0

25 トイレットペーパーを切ることができる 6 5 -1

26 トイレの中の手すりを使うことができる 6 5 -1
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  Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 の 学 習 効 果 を 評 価 す る た め に 、 試 行 前 後 の イ メ

ー ジ 得 点 の 平 均 点 を W i l c o x o n の 符 号 付 順 位 検 定 で 有 意 に 差 を 認

め た の は 、「 買 い 物 を し て 支 払 い が で き る 」 ( p = . 0 0 2 )、「 お 風 呂 場

で 介 助 な し で 脱 衣 が で き る 」( p = . 0 0 4 )、「 献 立 を 考 え る こ と が で き

る 」 ( p = . 0 0 4 )、「 乗 り 物 を 使 っ て 買 い 物 が で き る 」 ( p = . 0 0 5 )、「 手

す り を 使 っ て 浴 槽 の 出 入 り が で き る 」( p = . 0 1 0 )、「 自 分 で 体 を 洗 う

こ と が で き る 」 ( p = . 0 1 6 )、「 調 理 が で き 食 材 の 後 片 付 け が で き る 」

( p = . 0 1 7 )、「 寝 具 の 整 理 整 頓 が で き る 」 ( p = . 0 1 9 )、「 配 膳 が で き 食

器 な ど の 後 片 付 け が で き る 」( p = . 0 4 0 )、「 玄 関 で 靴 が 脱 げ て 、靴 が

履 け る 」（ ｐ = . 0 4 6）、「 階 段 昇 降 す る こ と が で き る 」 ( p = . 0 4 7 ) 1 1 項

目 で あ っ た （ 表 1 7 - 2）。  

  ま た 、 学 生 個 別 の 点 数 を 前 後 で 比 較 す る と 、 施 行 後 に イ メ ー ジ

が 低 下 し た 学 生 は 5 名 で あ っ た 。こ の 学 生 の 低 下 し て い た 項 目 は 、

「 洗 濯 物 を 干 す こ と 」・「 階 段 昇 降 」・「 ト イ レ の 入 り 口 」、「 便 器 の

ふ た 」、「 火 や 水 道 の 水 の 管 理 」、「 買 い 物 を し て の 支 払 い 」、「 配 膳

と 後 片 付 け 」、「 薬 の 管 理 」、「 冷 暖 房 機 器 の 操 作 」、「 洗 身 」 で あ っ

た 。  
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表 1 7 - 2 .Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 の ア ン ケ ー ト 項 目 の 比 較  

                        N＝ 1 7  

 

中央値 最小値 最大値 中央値 最小値 最大値 ｐ

1 買い物をして支払いができる 5 2 8 9 3 10 0.002**

2 献立を考えることができる 4 1 8 8 5 10 0.004**

3 介助者なしで脱衣ができる 4 1 7 6 4 9 0.004**

4 乗り物を使って買い物ができる 3 0 7 5 2 10 0.005*

5 手すりを使って浴槽の出入ができる 4 0 7 5 0 9 0.01*

6 自分で体を洗うことができる 4 2 7 5 3 9 0.016*

7 調理ができ食材の後片付けができる 4 1 7 5 2 10 0.017*

8 寝具の整理整頓ができる 4 0 7 5 2 10 0.019*

9 配膳ができ食器などの後片付けができる 5 2 8 5 3 10 0.04*

10 玄関で靴が脱げて、靴が履ける 5 2 9 6 2 10 0.046*

11 階段昇降することができる 4 1 8 5 2 10 0.047*

12 年金の支給日を知っている 5 2 10 6 3 10 0.052

13 薬の管理ができる 4 0 10 5 0 10 0.052

14 戸締りができ留守番ができる 4 2 10 6 2 10 0.067

15 電話（携帯）をかけることができる 4 1 10 5 0 10 0.087

16 冷暖房機器の操作ができる 4 1 9 5 3 9 0.137

17 掃除をして部屋の片づけができる 4 0 7 5 2 10 0.180

18 玄関の段差が上がれる 5 1 7 6 2 10 0.231

19 洗濯ものを干すことができる 5 1 10 6 2 10 0.243

20 洗濯機の操作ができる 5 1 8 5 2 9 0.307

21 トイレの入り口の開閉ができる 5 2 10 6 3 10 0.336

22 便器のふたを上げることができる 6 2 10 6 5 10 0.430

23 火や水道の水を気にかける 6 2 10 6 3 10 0.450

24 トイレの中の手すりを使うことができる 6 1 10 5 2 10 0.954

25 トイレットペーパーを切ることができる 6 2 8 5 2 10 0.975

26 洗濯ものをたたみ片づけができる 5 1 10 5 2 9 0.977

 Wilcoxon の符号付き順位検定

VR前 VR後

*ｐ＜0.05　**p＜0.01
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4 .Ｖ Ｒ 教 材 施 行 後 の 評 価 に つ い て  

  Ｖ Ｒ 教 材 の 活 用 の 評 価 な ら び に 今 後 の 看 護 教 育 の 貢 献 度 の 質 問

を し た 。  

 

1） 看 護 学 生 2 0 名 の 場 合  

看 護 学 生 2 0 名 の 回 答 が あ っ た（ 回 収 率 1 0 0％ 、有 効 回 答 1 0 0％ ）。

調 査 項 目 で 中 央 値 が 高 か っ た の は 、「 Ｖ Ｒ に よ り そ の 場 に い る よ

う な 臨 場 感 が あ る 」1 0 点 、「 普 段 の 視 聴 覚 教 材 、演 習 、シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン の ほ か に こ の よ う な Ｖ Ｒ で の 教 材 を 期 待 す る 」、「 今 後 、

コ ン テ ン ツ の 内 容 を 充 実 す れ ば 活 用 し た い 」が 9 . 5 点 、「 Ｖ Ｒ の

活 用 の 利 点 が 理 解 で き る 」、「 Ｖ Ｒ は 視 聴 覚 を 担 う 教 材 に な る 」

9 点 で あ っ た 。低 い 点 数 は 、「 Ｖ Ｒ の 活 用 、Ｖ Ｒ の 操 作 が わ か ら

な い 」 4 点 、「 Ｖ Ｒ 教 材 に 積 極 的 に 取 り 込 め る 」 7 . 5 点 で あ っ た

（ 表 1 8）。  

 

 

表 1 8 .学 生 の Ｖ Ｒ 教 材 の 活 用 に 関 す る 調 査   

N＝ 2 0  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中央値 最小値 最大値

ＶＲによりその場にいるような臨場感がある 10.0 6 10

ふだんの視聴覚教材、演習、シミュレーションのほかにこのようなＶ
Ｒでの教材をV期待する

9.5 2 10

今後、コンテンツの内容を充実すれば、活用していきたい 9.5 3 10

ＶＲの活用の利点が理解できる 9.0 5 10

ＶＲは視覚を補う教材になる 9.0 2 10

ＶＲにより自分が見落としている場所を違う視点で学習ができる 8.0 5 10

ＶＲにより対象者だけでなく、対象者を取り巻く環境の観察ができる 8.0 5 10

ＶＲにより演習場面に必要な看護援助を考えることができる 7.5 4 10

ＶＲ教材に積極的に取り組める 7.5 2 10

ＶＲの活用、操作がわからない 4.0 0 10
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2） 実 習 指 導 者 と 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 の 場 合  

実 習 指 導 者 と 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 の 調 査 項 目 で 中 央 値 が 高 い

の は 、「 Ｖ Ｒ に よ り 演 習 場 面 に 必 要 な 看 護 援 助 を 考 え る こ と が で

き る 」1 0 点 、「 ふ だ ん の 視 聴 覚 教 材 、演 習 、シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の

ほ か に こ の よ う な Ｖ Ｒ で の 教 材 を 期 待 す る 」、「 Ｖ Ｒ に よ り 対 象

者 だ け で な く 、 対 象 者 を 取 り 巻 く 環 境 の 観 察 が で き る 」 が 9 点

で あ っ た 。中 央 値 が 低 い も の は 、「 Ｖ Ｒ 教 材 に 積 極 的 に 取 り 組 め

る 」、「 Ｖ Ｒ の 活 用 、 操 作 が わ か ら な い 」、「 Ｖ Ｒ の 活 用 の 利 点 が

理 解 で き る 」 5 点 で あ っ た （ 表 1 9）。  

 

表 1 9 .実 習 指 導 者 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 に よ る Ｖ Ｒ 教 材 の 活 用  

に 関 す る 調 査                   

 N＝ 9  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 .Ｖ Ｒ 教 材 を 使 用 し た 感 想  

   自 由 記 載 に て 看 護 学 生 、実 習 指 導 者 、在 宅 看 護 学 担 当 教 員 か

ら 感 想 を 得 た 。  

1） Ｖ Ｒ 教 材 の コ ン テ ン ツ の 内 容 に つ い て  

療 養 者 さ ん の 生 活 環 境 を そ の 場 に い る よ う に 体 験 が で き た

こ と で 、 何 が こ の 場 面 に 必 要 と さ れ て い る の か 、 優 先 す べ き

介 入 （ 部 屋 の 片 づ け な ど ） 療 養 者 の 言 葉 か ら 考 え ら れ る こ と

中央値 最小値 最大値

ＶＲにより演習場面に必要な看護援助を考えることができる
10.0 5 10

ふだんの視聴覚教材、演習、シミュレーションのほかにこのようなＶ
Ｒでの教材を期待する

9.0 4 10

ＶＲにより対象者だけでなく、対象者を取り巻く環境の観察ができる
9.0 4 10

ＶＲにより自分が見落としている場所を違う視点で学習ができる
8.0 5 10

ＶＲによりその場にいるような臨場感がある
8.0 7 10

今後、コンテンツの内容を充実すれば、活用していきたい
7.0 4 10

ＶＲは視覚を補う教材になる
7.0 4 10

ＶＲの活用の利点が理解できる
5.0 4 10

ＶＲの活用、操作がわからない
5.0 4 10

ＶＲ教材に積極的に取り組める
5.0 4 10
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な ど を 学 べ る と 感 じ た 。 そ し て 、 家 庭 訪 問 時 に お い て の 観 察

点 を 学 習 す る こ と が で き た 。 在 宅 で 暮 ら し て い る 療 養 者 の 生

活 環 境 や 生 活 状 況 を 見 る こ と が で き 記 憶 に 残 り イ メ ー ジ し や

す か っ た 。 実 習 指 導 者 と の 同 行 訪 問 で 、 訪 問 宅 の 家 の 中 の 様

子 や 訪 問 看 護 師 が 何 を し て い る の か が よ く 理 解 す る こ と が で

き た 。 在 宅 看 護 論 実 習 前 に こ の 教 材 は 活 用 で き る と 感 じ た 。  

2） Ｖ Ｒ 試 行 を 経 験 し て  

    目 が 回 り や す い の で 、長 時 間 の 試 行 は 無 理 と 感 じ た 。ま た 、

試 行 場 所 は 、 周 り が 見 ず 動 く こ と や 、 試 行 中 に ふ ら つ く こ と

が あ る の で 安 全 確 保 が 必 要 で あ る こ と が 分 か っ た 。 Ｖ Ｒ 教 材

を 使 用 す る こ と は 楽 し か っ た 。 コ ロ ナ 感 染 拡 大 の 中 で 実 際 に

訪 問 す る こ と が 困 難 な 場 合 で も Ｖ Ｒ 教 材 は そ れ を 補 う も の に  

な る と 思 っ た 。  

3） Ｖ Ｒ 教 材 に 要 望 す る こ と  

    Ｖ Ｒ 機 器 の 説 明 文 章 が あ れ ば わ か り や す か っ た 。ス マ ー ト

フ ォ ン を 使 っ た Ｖ Ｒ 画 像 の 質 が 悪 く ぼ や け て み る こ と で 、見

る こ と が で き な い 箇 所 が あ っ た め 、 高 画 質 に し て ほ し い 。  

4） Ｖ Ｒ 体 験  

    初 体 験 は 学 生 が 1 6 名 、 実 習 指 導 者 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員

4 名 で あ っ た 。 経 験 者 は 2 回 目 3 名 、 5 回 目 1 名 で あ っ た 。

気 分 が 悪 く な っ た と 答 え た 方 は 4 名 で め ま い と 気 分 不 快 を 訴

え た が 直 ぐ に 消 失 し た 。1 名 の 実 習 指 導 者 は 浮 遊 感 が あ り 1 0

分 間 の 休 息 後 に 回 復 し た 。Ｖ Ｒ 施 行 後 の 症 状 は 、目 が 疲 れ た

5 名（ 学 生 ）、疲 れ た 3 名（ 学 生 ・ 実 習 指 導 者 ）で あ っ た 。Ｖ

Ｒ 器 具 の 装 着 が 悪 か っ た と 回 答 し た の は 5 名 で あ っ た 。  
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Ⅴ .考 察  

 Ｖ Ｒ 教 材 の 学 習 効 果 を 考 察 す る 。  

 

1 .Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 の 変 化 に よ る 学 習 効 果 の 有 無  

Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 全 2 6 項 目 d l 行 動 イ メ ー ジ は 、低 下 は 2 項 目 、

向 上 が 1 9 項 目 で あ っ た 。 こ の 1 9 項 目 の イ メ ー ジ が 向 上 し た の

は 、 意 図 的 に Ｖ Ｒ 教 材 の コ ン テ ン ツ を 作 成 し た 結 果 で あ る と 考

え ら れ る 。 教 材 は 、 実 践 現 場 の 同 行 訪 問 を 想 定 す る こ と を 目 的

と し て 、 臨 場 感 が あ り 、 そ の 場 に お け る 訪 問 看 護 の 全 体 の 動 き

と 療 養 者 と の 会 話 に よ り 、 視 覚 的 ・ 聴 覚 的 に 提 示 す る こ と が で

き た 。 効 果 を シ ナ リ オ に よ る も の か 、 Ｖ Ｒ 機 器 に よ り 効 果 が あ

っ た か を 考 察 し た 。  

 

1） シ ナ リ オ 内 容 に よ る 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 変 化  

第 1 研 究 に お い て 看 護 学 生 の 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ を

抱 く の が 困 難 な 行 動 は A D L 行 動 よ り も I A D L 行 動 で あ っ た 。

そ の た め 、シ ナ リ オ の 内 容 に は 、 I A D L 行 動 の お 金 の 管 理 、洗

濯 物 の 整 理 、 物 干 し 、 調 理 の 準 備 、 献 立 、 部 屋 の 掃 除 、 電 話

の 扱 い 、 薬 の 管 理 、 A D L 行 動 の お 風 呂 場 の 浴 槽 の 出 入 り 、 階

段 昇 降 、 洗 面 所 で の 整 髪 な ど を 強 調 し イ メ ー ジ が で き や す い

よ う に 、 物 や 掲 示 板 、 会 話 の 内 容 を 工 夫 し て 作 成 し た 。  

Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 の ア ン ケ ー ト 対 象 者 は 、 第 1 研 究 の 対 象 者

と 同 学 年 で あ る が 対 象 者 は 全 く 違 う 看 護 学 生 で あ り 、 療 養 者

の d l 行 動 イ メ ー ジ の 程 度 に は 多 少 ず れ が あ っ た が 、 I A D L 行

動 で は 、 調 理 の 準 備 ・ 献 立 、 部 屋 の 掃 除 、 A D L で は 、 入 浴 の

一 連 行 動 、階 段 昇 降 で 、療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ す る の が 困

難 な 項 目 は 重 な っ て い た 。  

Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 の d l 行 動 イ メ ー ジ が 高 か っ た の は 、 I A D L

行 動 で は 買 い 物 の 支 払 い 、 年 金 の 支 給 日 を 知 る な ど の お 金 管

理 、 献 立 を 考 え る こ と が で き る 、 調 理 ・ 後 片 付 け な ど 食 事 の

支 度 で あ っ た 。 A D L は 、 ト イ レ の 便 器 の ふ た の 上 げ 下 げ 、 ト

イ レ の ド ア の 開 閉 な ど の 排 泄 関 連 で あ っ た 。  

Ｖ Ｒ 試 行 前 後 に 有 意 に 差 が 見 ら れ た の は 、 買 い 物 を し て 支

払 う 、 乗 り 物 に 乗 っ て の 買 い 物 、 お 風 呂 場 で の 脱 衣 、 洗 身 、

浴 槽 の 出 入 り 、 食 事 の 支 度 の 一 連 の 行 動 で あ っ た 。 こ れ ら の

項 目 は 、 意 図 的 に イ メ ー ジ を つ け る も の で あ り 、 療 養 者 と の

会 話 、 あ る い は 映 像 で 印 象 を つ け た も の で あ っ た 。  

有 意 に 差 を 認 め た 項 目 に 入 浴 行 動 が あ る 。 こ れ は 、 実 習 指

導 者 が 、 療 養 者 と と も に 、 脱 衣 室 、 お 風 呂 場 に 行 き 、 浴 槽 の

高 さ 、 手 す り に 位 置 な ど を み て 療 養 者 が 自 力 で 浴 槽 に 入 れ る

方 法 を 相 談 し て い る シ ー ン が 印 象 付 け さ れ て い る と 考 え た 。  
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 更 に 、 食 事 の 支 度 、 薬 の 管 理 項 目 は 、 台 所 で 療 養 者 と 本 日

の 献 立 の 食 材 を 見 な が ら 会 話 す る 場 面 、 血 圧 測 定 中 に 薬 カ レ

ン ダ ー を 見 な が ら 会 話 す る シ ー ン が あ り こ れ ら が 、 記 憶 に 残

っ て い た も の で あ る と 考 え る 。 日 頃 生 活 の 中 で 無 意 識 に 行 っ

て い る 情 報 が 、 画 像 と 音 刺 激 に よ り 改 め て 意 識 づ け ら れ た と

も 考 え ら れ る 。  

し か し 、 イ メ ー ジ が で き な か っ た の は 、 洗 濯 行 動 の 一 連 で

あ っ た 。玄 関 先 に 物 干 し が あ り 洗 濯 物 が 干 し て あ る シ ー ン と 、

部 屋 の 片 隅 に 洗 濯 物 が 片 付 け ら れ ず に 放 置 さ れ て い る シ ー ン

で イ メ ー ジ を づ け る 予 定 で あ っ た 。 療 養 者 の 部 屋 の 掃 除 は 、

掃 除 機 が 置 い て あ る こ と で 掃 除 が 行 わ れ て い る と 感 じ と る 予

定 で あ っ た 。  

1 7 名 の 学 生 の う ち ５ 名 の 学 生 が 、Ｖ Ｒ 教 材 施 行 後 に イ メ ー

ジ の 点 数 が 低 下 し て い た 。 項 目 は 上 記 で 示 し た 項 目 で あ り 、

こ の 項 目 は 、 療 養 者 と 実 習 指 導 者 の 会 話 の 話 題 で は な く 、 映

像 だ け で あ っ た た め に 、 印 象 付 け ら れ ず 記 憶 に も 残 っ て い な

か っ た と 考 え ら れ る 。 こ の こ と は 、 事 項 前 に 事 例 紹 介 だ け で

な く 、 こ の 画 像 を 見 る 目 的 、 ポ イ ン ト な ど の 解 説 が 重 要 で あ

る こ と が 示 さ れ た 。  

仮 想 で は あ っ た が 、在 宅 で 暮 ら し て い る 療 養 者 宅 に 訪 問 し 、

そ の 場 に い る 感 覚 で 視 聴 、 看 護 提 供 だ け で な く 、 療 養 者 の 家

庭 環 境 、 コ ミ ュ ケ ー シ ョ ン か ら 療 養 者 の 生 き 方 、 考 え 方 、 部

屋 の 片 隅 に お い て あ る も の か ら も 、 療 養 者 の 楽 し み な ど 幅 広

く 生 活 全 体 を 把 握 す る こ と が で き て い た 。  

学 生 が 、 在 宅 看 護 論 実 習 で 初 め て 療 養 者 の お 宅 に 訪 問 す る

こ と に よ っ て 気 づ く こ と が 、 在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 で 療 養

者 宅 を 訪 問 体 験 す る こ と で 、 療 養 者 が 生 活 す る た め に 、 何 が

足 ら な い の か を 、 d l 行 動 イ メ ー ジ か ら 推 測 す る こ と で あ る 。 

 例 え ば 、 食 事 の 支 度 に 関 し て 、 献 立 を 考 え 、 買 い 物 が 行 け

る の か 、 調 理 す る こ と が で き る の か 、 後 片 付 け が で き る の か

を 一 連 の 行 動 で 考 え 、 足 り な い こ と は 買 い 物 で あ れ ば 、 徒 歩

で は 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト ま で に は 行 け な い 。 そ し た ら 、 ヘ

ル パ ー の サ ー ビ ス を 導 入 か 、 徒 歩 で 歩 け る よ う に リ ハ ビ リ 提

供 を 考 え る か 。 ど う す れ ば 生 活 を 維 持 ・ 向 上 す る こ と が で き

る か を 考 え る こ と が で き る よ う に な る 。  

仮 想 で は あ る が 、 療 養 者 宅 を 訪 問 し 、 そ こ で 行 わ れ て い る

看 護 提 供 を 実 際 に 見 る こ と で 、 在 宅 看 護 論 を 理 解 す る こ と が

で き る 。 積 極 的 に 生 活 を と ら え 「 気 づ き 」 を 持 つ こ と が こ の

シ ナ リ オ か ら 育 成 さ れ て い る と 考 え る 。  

    学 生 は 、 在 宅 看 護 論 実 習 す る こ と で 初 め て 病 院 と は 違 う 看

護 が そ こ に あ る こ と 、 療 養 者 中 心 の 考 え 方 、 療 養 者 の 生 活 を
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支 え る た め に 、 多 く の 職 種 の 方 々 が 連 携 し て い る こ と を 学 ん

で い る 。 し か し 、 慣 れ な い 環 境 で 、 他 人 の 家 に 訪 問 す る こ と

は 、 緊 張 が 強 く 療 養 者 や 、 訪 問 し た 家 の 中 を 観 察 す る こ と が

で き な い （ 田 村 ， 2 0 1 8） 研 究 者 も 実 際 の 実 習 指 導 教 員 と し て

感 じ る と こ ろ で あ り 、学 生 か ら も 、「 2 週 目 に や っ と 部 屋 の 中

を 落 ち 着 い て 眺 め る こ と が で き た 、 も し 早 く 療 養 者 が 写 っ て

い る 写 真 な ど を 見 な が ら 、 会 話 が で き た ら 、 療 養 者 と の 距 離

感 も な く な り お 互 い に 良 い 関 係 で い ら れ た 。 も し 、 学 校 の 授

業 で 訪 問 体 験 が で き て い れ ば 、 療 養 者 と の 接 し 方 も 違 っ て い

た 」と 反 省 会 で 述 べ て い た 。在 宅 看 護 論 実 習 の 準 備 段 階 で は 、

同 行 訪 問 し て い る 臨 場 感 が あ る 教 材 が 必 要 で あ り 、 こ の シ ナ

リ オ が 準 備 段 階 で は 必 要 な 教 材 で あ る 可 能 性 が あ る と 考 え る 。 

デ ィ ー ル （ 1 9 5 7） は 、 具 像 （ 事 実 ・ 現 象 ） と 抽 象 （ 仮 想 ・

練 習 ・ 教 科 書 ） を 関 連 づ け な が ら 学 習 す る こ と が 有 効 的 で る

と 述 べ て い る 。 す な わ ち 、 Ｖ Ｒ 教 材 と ロ ー ル プ レ イ を 併 用 す

る こ と で 、療 養 者 の d l 行 動 を イ メ ー ジ し 、療 養 者 ・ 家 族 ・ 訪

問 看 護 師 の 役 割 を 通 し 対 象 者 理 解 を 深 め 援 助 を 熟 考 し て い く

学 習 に つ な が る と 考 え る 。  

 

2） Ｖ Ｒ 教 材 の 機 器 の 検 証  

Ｖ Ｒ 機 器 の 使 用 が 初 め て の 方 が 2 0 / 2 4 名 で ほ と ん ど が 初 め て

の 経 験 で あ っ た 。 気 分 が 悪 く な っ た と 回 答 し た 人 は 5 / 2 9 名 で

休 憩 場 所 を 使 用 し た 人 は １ 名 あ っ た 。 装 具 の 付 け 心 地 や 機 器 の

操 作 方 法 に も な れ ず 戸 惑 っ て し ま っ た 方 も あ っ た 。ま た 、W i - F i

環 境 に よ っ て Ｖ Ｒ 機 器 が ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ 、 ス マ フ

ォ に よ り 画 像 の 鮮 明 さ に 欠 け た も の に な っ て し ま っ た 。 学 生 が

全 員 め ま い や 気 分 不 快 を 起 こ す こ と な く 教 材 を 提 供 す る の に は

問 題 が あ る こ と に な っ た 。画 像 が 鮮 明 で な く 見 え に く い 学 生 は 、

端 末 タ ブ レ ッ ト を 利 用 し て 教 材 画 像 を 見 て 、 3 6 0 度 好 き な と こ

ろ を タ ッ チ し 動 か し な が ら 操 作 す る こ と に し た 。  

   こ の よ う に 、 試 行 す る こ と で め ま い や 気 分 不 快 が 出 現 、 不 鮮

明 な 画 像 で 体 験 で き な い 学 生 が い る こ と は 、 学 生 全 体 に 公 平 な

学 習 経 験 が で き な い こ と に な る 。 今 後 、 学 生 全 員 に 平 等 に 学 習

体 験 が で き る 工 夫 が 必 要 で あ る と 考 え た 。  

 

3） Ｖ Ｒ 教 材 と し て の 活 用  

Ｖ Ｒ 試 行 後 、 学 生 か ら は 、 臨 場 感 が あ り 、 授 業 に 活 用 し た

い 、 療 養 者 の 取 り 巻 く 環 境 が よ く 観 察 す る こ と が で き た 、 Ｖ

Ｒ は 、 視 覚 教 材 と し て 価 値 が あ る と 高 得 点 を 占 め て い た 。  

実 習 指 導 者 や 在 宅 看 護 論 実 習 担 当 者 か ら は 、 学 生 と 同 じ く

そ の 場 に い る よ う な 臨 場 感 が 高 得 点 で あ っ た 。 臨 場 感 が あ る



 

―125－ 

 

た め に 、見 落 と し て い た も の が 違 っ た 視 点 で 見 る こ と が で き 、

課 題 を 見 つ け る こ と で 、 看 護 援 助 を 考 え ら れ る よ う に な る と

考 え ら れ て い る 。 学 習 効 果 が あ る 可 能 性 と Ｖ Ｒ 教 材 に 対 し て

の 期 待 を 察 す る こ と が で き る 。  

実 習 指 導 者 は 、Ｖ Ｒ 施 行 に よ っ て 療 養 者 だ け で だ け で な く 、

「 そ の 人 を 取 り 巻 く 環 境 が 理 解 す る に は 解 り 易 い 。」「 訪 問 時

に は 、 キ ョ ロ キ ョ ロ と み て は い け な い け れ ど 、 こ の Ｖ Ｒ だ と

気 に せ ず に み る こ と が で き 状 況 が よ く わ か る 。」と 意 見 を 得 る

こ と が で き た 。  

在 宅 看 護 論 担 当 教 員 か ら は 、 Ｖ Ｒ に よ り 演 習 場 面 に 必 要 な

看 護 援 助 を 考 え る こ と が で き る 機 会 と な る と 意 見 が 聞 け た 。    

し か し 、 Ｖ Ｒ の 活 用 の 利 点 が 難 し く 、 Ｖ Ｒ 教 材 に 積 極 的 に 取

り 組 む こ と や 、 Ｖ Ｒ 機 器 の 操 作 も 難 し い こ と で 、 授 業 で の 導

入 は ま だ 先 に な る と い う 意 見 も あ っ た 。  

学 生 は 、 興 味 が あ り I C T 機 器 を 使 用 し た 授 業 を 望 む が 、 教

員 側 と し て は 、 操 作 方 法 、 授 業 の 組 み 立 て な ど 準 備 に 課 題 が

残 る 。  

学 生 ・ 実 習 指 導 者 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 の 少 人 数 の 意 見 ・

ア ン ケ ー ト 結 果 で あ っ た が 、 こ の 開 発 し た 教 材 は 、 在 宅 看 護

論 実 習 準 備 段 階 に お い て 、使 用 可 能 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 

 

2 .教 材 に よ る 体 験 学 習 で 「 気 づ き 」 を 持 ち 生 活 を と ら え る こ と の

重 要 性  

  療 養 者 の 生 活 を 知 る た め に 意 図 的 に 作 成 し た シ ナ リ オ コ ン テ

ン ツ に 、 Ｖ Ｒ 機 器 の 臨 場 感 ・ 没 入 感 の 効 果 に よ り 気 づ き の 学 習

の 意 図 が あ っ た 。  

訪 問 看 護 師 は 、 訪 問 時 に 家 庭 内 全 体 を 五 感 で 感 じ 、 療 養 者 の

身 体 状 況 と 療 養 環 境 を 結 び 付 け て 観 察 し て お り 、 状 況 予 測 が 療

養 者 の 安 全 ・ 安 楽 の 影 響 を 及 ぼ す 。 在 宅 看 護 で は 、 見 る 眼 を 持

ち そ の 見 た も の か ら 、 大 事 な 気 づ き を 得 る こ と が で き る 感 性 を

得 る こ と 大 切 で あ る 。 看 護 師 と し て 、 常 に 相 手 で あ る 療 養 者 の

心 の 動 き 、 生 活 像 、 環 境 を し っ か り と 視 野 に 入 れ る こ と が 重 要

に な る （ 柳 田 ， 2 0 0 8）。  

学 生 は 住 環 境 の 変 化 や 科 学 技 術 の 進 歩 等 に よ り 人 間 関 係 の 希

薄 化 や 生 活 体 験 の 不 足 が 進 み 、 対 象 者 の 多 様 な 生 活 様 式 や 文 化

等 な ど 理 解 す る こ と が 難 し く 在 宅 看 護 論 実 習 に 緊 張 感 を 持 っ て

臨 ん で い る （ 田 村 , 2 0 1 8）。 そ れ を 打 開 す る の に は 、 経 験 型 実 習

が 教 育 的 支 援 と な る （ 安 酸 ら , 2 0 1 8）。  

経 験 学 習 理 論 は 、コ ル ボ（ D a v i d  A  K o l b , 2 0 1 8）の 理 論 で あ り

① 具 体 的 な 経 験 、 ② 経 験 の 振 り 返 り 、 ③ 経 験 の 概 念 化 、 ④ 積 極

的 経 験 の サ ー ク ル を 繰 り 返 す こ と で 身 に つ い て い く と さ れ て い
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る 。ま た 、デ ィ ー ル（ E d g a r  D a l e , 1 9 6 9）の 経 験 の 円 錐 は「 学 習

の ピ ラ ミ ッ ト 」 と 紹 介 さ れ 、 言 葉 で 書 か れ た テ キ ス ト を た だ 読

む よ り も 、 実 物 を み て 経 験 す る ほ う が 、 よ り 知 識 や 技 術 の 定 着

率 が 良 い と さ れ て い る 。 ２ つ の 理 論 が 併 用 さ れ て い る の が Ｖ Ｒ

教 材 と 考 え 、 在 宅 看 護 論 実 習 前 の 準 備 段 階 で 、 シ チ ュ エ ー シ ョ

ン ・ ベ ー ス ド ・ ト レ ー ニ ン グ と し て 実 施 す る こ と で 、 療 養 者 の

d l 行 動 、 環 境 か ら 、 何 が 必 要 な 援 助 へ の ニ ー ド な の か を 「 気 づ

く 」 こ と が で き る と 考 え た 。  

援 助 へ の ニ ー ド （ n e e d  f o r  h e l p） と は ウ ィ ー デ ン バ ツ ク は 、

個 人 が 求 め て い る 手 段 、 あ る い は 行 為 で あ り 、 個 人 が そ の 時 の

状 況 に あ っ て 求 め て い る 要 求 に 対 応 で き る 能 力 を 取 り 戻 し さ ら

に そ れ を 高 め て い く た め の 力 と な り う る も の で あ る と 述 べ て い

る 。 こ れ は 、 療 養 者 が ニ ー ド を 満 た す こ と が で き な く な っ た と

き に 、 は じ め て 他 者 の 援 助 を 必 要 と す る た め に 、 看 護 師 は そ の

ニ ー ズ が あ る か ら こ そ 、 そ れ に 気 づ き 、 何 ら か の 行 為 を 行 う こ

と で あ る （ 東 ， 2 0 1 3）。  

「 気 づ き 」 と は 山 鳥 （ 2 0 1 8） は 、 自 分 の 心 の 動 き を 自 分 が 意

識 す る こ と で あ る と 述 べ 、 経 験 が 未 熟 で あ れ ば 、 記 憶 に 残 ら ず

「 気 づ き 」 を 持 つ こ と が で き な い と さ れ て い る 。 在 宅 で 過 ご す

療 養 者 の d l 行 動 を 見 る こ と や 環 境 を 感 じ る 体 験 を す る こ と で

記 憶 に 残 り 、 何 が 援 助 の ニ ー ド で あ る か を 推 考 す る こ と が で き

る 。  

Ｖ Ｒ 教 材 施 行 後 、学 生 の ア ン ケ ー ト に 、「 療 養 者 さ ん の 生 活 環

境 を そ の 場 に い る よ う に 体 験 が で き た こ と で 、 何 が こ の 場 面 に

必 要 と さ れ て い る の か 、 優 先 す べ き 介 入 （ 部 屋 の 片 づ け な ど ）

療 養 者 さ ん の 言 葉 か ら 考 え ら れ る こ と な ど を 学 べ る と 感 じ た 。」

と 意 見 が あ り 、「 気 づ き 」を も っ て 在 宅 の 療 養 者 の 生 活 を と ら え

る こ と が で き た と 考 え た 。  

療 養 者 を 理 解 す る こ と が で き る の は 、 エ リ ン ・ オ リ ヴ ァ ー ・

キ ー ン （ 2 0 1 7） の 理 解 と は 、 関 連 づ け る 、 イ メ ー ジ を 描 く 、 推

測 す る 、 何 が 大 事 な の か を 見 極 め る 、 解 釈 す る と さ れ て い る 。

学 生 は 、療 養 者 の d l 行 動 や 環 境 を 関 連 付 け 、そ こ で 行 わ れ て い

る 生 活 の イ メ ー ジ を 描 く こ と で 、 生 活 を 継 続 し て い く た め に は

何 が 必 要 な の か 見 極 め 、 推 測 す る こ と で 支 援 ニ ー ド を 解 釈 す る

こ と が で き 療 養 者 を 理 解 す る た め の 方 法 が 教 材 に は 必 要 で あ る

こ と が 再 認 識 さ れ た 。  
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Ⅵ .結 論  

看 護 学 生 が 療 養 者 の 生 活 イ メ ー ジ 困 難 で あ る d l 行 動 を 意 図 的

に 取 り 入 れ た シ ナ リ オ の コ ン テ ン ツ の Ｖ Ｒ 教 材 を 試 行 し 、 看 護 学

生 の 試 行 前 後 の 療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ の 変 化 を 明 ら か に し た 。

更 に 、開 発 し た Ｖ Ｒ 教 材 が 活 用 で き る か を 看 護 学 生・実 習 指 導 者・

在 宅 看 護 担 当 教 員 で 検 証 し た 。  

 

1 .Ｖ Ｒ 教 材 試 行 に よ る 学 習 効 果  

1） Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 の ア ン ケ ー ト 調 査 項 目 は 2 6 項 目 中 1 項 目

だ け が 低 下 し て い た が 1 9 項 目 は 向 上 し て い た 。  

2） Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 の 中 央 値 が 有 意 な 差 を 認 め た の は 1 1 項 目  

 で あ っ た 。  

3）看 護 学 生 よ り Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 に 療 養 者 の 生 活 を 捉 え た「 気 づ

き 」 の 記 載 が あ っ た 。  

 

2 .Ｖ Ｒ 教 材 の 活 用 の 検 証  

1）Ｖ Ｒ 教 材 試 行 に よ り 臨 場 感 が あ り そ の 場 で 同 行 訪 問 の 体 験 が

で き て い た 。  

2）学 生 は 、Ｖ Ｒ の 利 点 を 理 解 す る こ と が で き 、授 業 で Ｖ Ｒ を 活

用 し た い と い う 意 見 が あ っ た 。 試 行 に よ り 療 養 者 の こ と を よ

く 理 解 す る こ と が で き 、 Ｖ Ｒ 教 材 は ほ か の 視 聴 覚 教 材 を 補 う

も の と 感 じ て い た 。  

3） 実 習 指 導 者 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 か ら は 、「 環 境 が 理 解 す る

に は 解 り 易 い 」「 Ｖ Ｒ に よ り 演 習 場 面 に 必 要 な 看 護 援 助 を 考 え

る こ と が で き る 機 会 と な る 」 と い う 意 見 が 得 ら れ た 。  

4）Ｖ Ｒ 機 器 の 操 作 方 法 、取 り 扱 い の 説 明 、画 像 質 な ど 検 討 す べ

き 課 題 が あ っ た 。  
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第 ７ 章  本 研 究 の 考 察  

在 宅 看 護 論 実 習 は 、 看 護 学 生 に と っ て 初 め て 他 人 の 家 に 訪 問 す

る と い う 今 ま で と 全 く 異 な っ た 環 境 下 で 行 わ れ る 実 習 に 戸 惑 う と

と も に 、 訪 問 し た 療 養 者 の 生 活 を 捉 え る こ と も 難 し い 。 そ こ で 、

在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 で 療 養 者 の 生 活 を 臨 場 感 が あ り 具 体 的 に

看 護 が 提 供 さ れ て い る 現 場 を 何 回 で も 体 験 す る こ と で 、 在 宅 で 暮

ら し て い る 療 養 者 の 生 活 や 環 境 を 理 解 す る こ と で 療 養 者 の 生 活 が

捉 え る た め の 「 気 づ き 」 を 持 つ こ と が で き る と 考 え た 。  

シ ナ リ オ に は 、学 生 が イ メ ー ジ で き な い 療 養 者 の d l 行 動 や 、実

習 指 導 者 が 思 う 在 宅 看 護 論 実 習 中 の 問 題 行 動 を 参 考 に 取 り 入 れ た 。

更 に 、 学 生 の 生 活 体 験 を 補 え る 工 夫 も 行 っ た 。 シ ナ リ オ 内 容 と Ｖ

Ｒ 機 器 の 効 果 で 、 仮 想 で は あ る も 、 実 習 場 所 の 現 場 に い る よ う な

画 像 を 作 成 し 教 材 と し て 試 行 す る こ と が で き た 。 研 究 目 的 に 達 成

さ せ る た め に 、 研 究 を 重 ね て き た 。 そ こ で 、 教 材 と し て の シ ナ リ

オ の 内 容 、 Ｖ Ｒ 機 器 が 教 材 と し て 活 用 が 可 能 で あ る か 考 察 す る 。  

 

1 .教 材 開 発 の た め の シ ナ リ オ  

   看 護 基 礎 教 育 に お け る 在 宅 看 護 は 、 人 々 が 生 活 す る 在 宅 と い

う 環 境 に お い て 対 象 者 の 「 生 き る 」 を 支 え る と い う 看 護 の 基 本

と な る も の を 学 修 す る こ と が 大 き な ね ら い と な る 。そ の 中 で も 、

① 対 象 者 を 全 人 的 に と ら え て そ の 生 活 を 重 視 す る 。 ② 生 活 の 場

を 熟 知 す る 。 ③ 対 象 者 を 取 り 巻 く 環 境 や シ ス テ ム 、 人 的 ・ 物 的

資 源 の 活 用 に 能 力 を 発 揮 す る こ と が 重 要 に な る （ 河 原 , 2 0 1 9）。

し か し 、学 生 は 在 宅 で 生 活 し て い る 療 養 者（ 生 活 者 ）・家 族 お よ

び そ の 生 活 の 場 を イ メ ー ジ す る こ と が 困 難 で あ る こ と が 報 告 さ

れ て い る （ 柏 木 ら , 2 0 1 5）。 在 宅 看 護 論 を 学 ぶ 上 で 療 養 者 の 「 生

活 」 が 理 解 で き な い と 何 故 困 る の で あ ろ う か 。 ま た 、 学 生 の 生

活 体 験 が 乏 し い と な ぜ 「 療 養 者 の 生 活 を 捉 え る こ と 」 が で き な

い の か リ サ ー チ ク エ ス チ ョ ン を 持 ち 研 究 に 取 り 組 ん だ 。  

ま ず 、 看 護 の 中 の 「 生 活 」 を 考 え た 。 薄 井 （ 1 9 9 2） は 、 人 間

は 周 囲 の 環 境 か ら 影 響 を 受 け 環 境 と の 相 互 作 用 の 中 で た え ず 変

化 し な が ら 生 活 を 営 ん で い る 。 外 部 か ら の 刺 激 に 巧 み に 対 応 し

対 象 者 の 生 命 力 の 消 耗 を 最 小 に す る た め に 、 環 境 を 整 え 、 健 康

の 回 復 に 寄 与 す る こ と が 看 護 で あ る と 述 べ て い る 。 し か し 、 生

活 を 営 む た め に 人 的（ 介 護 者 ・ 支 援 者 ）・ 物 的（ 住 居 ）環 境 が 必

要 で あ る こ と は 理 解 で き た が 「 生 活 」 と は 何 か と い う 具 体 的 に

把 握 す る こ と が で き ず 、 研 鑽 す る こ と で 独 自 の 「 生 活 の 概 念 」

を 生 み 出 す こ と が で き た 。 そ の 中 で d l 行 動 （ I A D L 行 動 ・ A D L

行 動 ） を 把 握 す る こ と が 生 活 を 捉 え る 可 能 性 を 感 じ た 。  
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d l 行 動 は 看 護 の 核 心 を 表 す 用 語 と し て 「 日 常 生 活 動 作 」 と 異

な る 視 点 で と ら え ら れ て お り 、 こ の 行 動 は 人 間 が 持 つ 基 本 的 欲

求 を 満 た す た め の 繰 り 返 し 行 わ れ る 習 慣 化 さ れ た た 行 動 で あ り 、

し か も そ の 欲 求 は 生 命 維 持 に と 止 ま ら ず 、 人 間 的 な 成 熟 や 社 会

的 関 係 の 形 成 、 発 展 と い う 高 次 の 欲 求 ま で の 範 囲 と し て そ の 人

ら し さ を 形 作 る も の で あ る 。  

具 体 的 に は 、 看 護 に お い て の 食 事 行 動 は 、 単 な る 生 理 的 機 能

や 身 体 的 運 動 と し て の 食 事 の み な ら ず 精 神 ・ 心 理 的 な 影 響 、 文

化 や 習 慣 の 影 響 を 受 け て 成 り 立 っ て い る と い う 側 面 を 持 っ て い

る こ と で あ る （ 中 西 ， 2 0 0 4）。  

学 生 の 生 活 体 験 の 乏 し さ と 看 護 の 関 連 に つ い て は 、 佐 々 木

（ 2 0 1 9） は 、 実 際 に 看 護 を 提 供 す る と き に は 、 看 護 師 が 道 具 と

な っ て 対 象 者 の 日 常 生 活 を 支 え る こ と か ら 、 学 生 の 生 活 習 慣 や

生 活 体 験 が 影 響 す る と 述 べ て い る 。  

こ の こ と よ り 、学 生 の 生 活 体 験 、療 養 者 の d l 行 動 イ メ ー ジ を

知 る こ と で 「 生 活 を 捉 え る た め に 」 補 う も の を 知 る た め に 研 究

が 始 ま っ た 。  

調 査 か ら は 、 学 生 の 生 活 体 験 に お い て は 、 家 事 経 験 は 高 く そ

の 反 面 、現 代 社 会 の 背 景 と い え る 人 と 関 わ り 体 験 が 乏 し か っ た 。 

 学 生 ・ 実 習 指 導 者 と も に 、 学 生 の 生 活 の 中 や 、 病 院 実 習 で は

主 の 関 わ る こ と が な い I A D L 行 動 イ メ ー ジ 項 目 が 想 起 す る の が

困 難 で あ り 、 こ の 人 と の 関 わ り 体 験 が I A D L 行 動 イ メ ー ジ に 影

響 し て い る こ と が 統 計 解 析 か ら 明 ら か に さ れ た 。  

在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 に お い て こ の 経 験 不 足 を 補 わ な け れ

ば な ら な い が 、人 と の 関 わ り 体 験 を 取 り 入 れ る の は 限 界 が あ る 。

こ の 体 験 の 中 に 「 他 人 の 家 へ の 訪 問 」 の 項 目 が あ り 、 臨 場 感 が

あ る 仮 想 の 映 像 で 「 他 人 の 家 に 訪 問 」 す る こ と で 体 験 が 得 ら れ

れ ば 、 生 活 を 捉 え る こ と が で き 、 d l 行 動 イ メ ー ジ の 想 起 に 効 果

が あ る と 考 え る こ と が で き た 。  

 

2 .開 発 し た 教 材 の 学 習 効 果 と 教 材 と し て の 活 用 の 検 討  

1） 学 習 効 果  

学 生 の 療 養 者 の 生 活 を 捉 え る た め に 必 要 な d l 行 動 項 目 を 、

イ メ ー ジ し や す い よ う に 、 シ ナ リ オ を 作 成 し 3 6 0 度 カ メ ラ を

用 い て 撮 影 し 、 そ の 映 像 を Ｖ Ｒ 教 材 と し て 試 行 を 行 っ た 。 参

加 者 は 1 7 名 と 少 な い 人 数 で あ っ た が 、 試 行 前 後 の ア ウ ト カ

ム は あ り 2 5 / 2 6 項 目 に 向 上 が 見 ら れ た 。 施 行 前 後 の ア ン ケ ー

ト に お い て は 1 1 日 間 と 間 隔 も 置 き ア ン ケ ー ト 項 目 の 記 憶 も

な く な っ て い る た め に 、 教 材 を 使 用 し た こ と に よ る 学 習 効 果

の 可 能 性 が 明 ら か に な っ た 。  

学 生 か ら は 「 療 養 者 の 生 活 を 支 援 す る た め に 何 が 足 ら な い
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の か を 言 葉 な ど か ら 考 え る こ と が で き た 」「 在 宅 で 暮 ら し て い

る 療 養 者 さ ん の 生 活 環 境 や 生 活 状 況 を 見 る こ と が で き 記 憶 に

残 り イ メ ー ジ し や す か っ た 」、「 実 習 指 導 者 と の 同 行 訪 問 で 、

訪 問 宅 の 家 の 中 の 様 子 や 訪 問 看 護 師 が 何 を し て い る の か が よ

く 理 解 す る こ と が で き た 」「 在 宅 看 護 論 実 習 前 に こ の 教 材 は 活

用 で き る と 感 じ た 」 と い う 意 見 が あ っ た 。  

意 図 的 に 学 習 場 面 を 設 定 し 、 学 生 の 生 活 体 験 の 未 熟 な 部 分

を 補 強 す る た め の 「 他 者 の 家 へ の 訪 問 」 体 験 に よ り 、 在 宅 で

行 わ れ て い る 看 護 を 理 解 す る と と も に 、 療 養 者 の 生 活 イ メ ー

ジ が 形 成 で き る 教 育 方 法 で あ る こ と が 可 能 に な っ た 。  

し か し 、1 7 名 の 学 生 の う ち 5 名 は Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 ア ン ケ ー

ト 結 果 よ り 、 試 行 後 の 点 数 が 低 く 、 そ の 項 目 は 「 洗 濯 物 を 干

す こ と 」「 階 段 昇 降 」「 ト イ レ の 入 り 口 」「 便 器 の ふ た を 上 げ る 」

「 火 や 水 道 の 水 の 管 理 」「 買 い 物 を し て の 支 払 い 」「 配 膳 と 後

片 付 け 」「 薬 の 管 理 」「 冷 暖 房 機 器 の 操 作 」「 洗 身 」 で あ っ た 。 

こ の 項 目 は 、画 像 の 中 で は 療 養 者 が 直 接 行 動 は し て お ら ず 、

画 像 で 映 し て あ る も の で あ っ た 。 学 生 に は 、 Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前

に 、 画 像 内 の 事 例 紹 介 を し た だ け で あ り 「 ど ん な と こ ろ を 特

に 注 意 し て 見 な け れ ば い け な い か と い う 」 課 題 を 出 し て Ｖ Ｒ

教 材 を 試 行 さ せ て い な か っ た 。 そ の た め に 上 記 の 行 動 イ メ ー

ジ 項 目 の 結 果 が 下 が っ て し ま っ た と 考 え ら れ る 。  

在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 で Ｖ Ｒ 教 材 を 使 用 す る に あ た り 、

意 識 づ け が で き る 環 境 と 試 行 後 の 振 り 返 り に よ り 学 生 の 個 々

の 認 識 の 調 整 も 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 

2） Ｖ Ｒ 技 術 を 看 護 （ 医 療 ） 分 野 に 応 用 す る こ と に 関 し て  

Ｖ Ｒ 教 材 試 行 の 学 生 が 1 7 名 と 少 な い 参 加 で あ り 、 コ ン ト

ロ ー ル 群 を お い て い な い 研 究 の た め 、 試 行 前 後 の ア ウ ト カ ム

で あ り 学 習 効 果 が あ っ た と は 一 概 に は 言 え な い 。 そ こ で 、 Ｖ

Ｒ 技 術 を 医 療 分 野 に 応 用 す る 3 つ の ポ イ ン ト （ 小 山 ， 2 0 1 9）

か ら 考 察 し 、 在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 で 行 わ れ て い る 、 こ れ

ま で の 研 究 方 法 で あ る 、 ロ ー ル プ レ イ や 看 護 の 技 術 練 習 の 教

材 と 比 較 し 検 討 し て み た 。  

Ｖ Ｒ は 、 体 験 す る 仮 想 環 境 や 仮 想 患 者 な ど Ｃ Ｇ で 作 成 さ れ

た モ デ ル の リ ア リ テ ィ が 必 要 で あ る 点 か ら 検 討 し た 。 リ ア リ

テ ィ に は 、 形 状 の リ ア ル さ だ け で な く 、 動 作 や 表 情 、 動 き や

変 形 の リ ア ル さ も 重 要 に あ る と さ れ て い る 。 そ の 点 、 教 材 の

設 定 に お い て 住 宅 や 出 演 者 の 療 養 者 、 訪 問 看 護 師 は リ ア ル で

表 情 豊 か で あ り 行 動 し な が ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 持 つ こ と

が で き て い た と 考 え る 。  

教 育 訓 練 目 的 の 明 確 さ と そ れ に 応 じ た シ ナ リ オ 作 成 で は 、
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は じ め て の 実 習 指 導 者 と の 同 行 訪 問 と い う 学 生 の 興 味 が あ る

シ ナ リ オ で 、 療 養 者 か ら 発 せ ら れ た 言 葉 か ら 「 何 が 必 要 で あ

る か 」 を 気 づ き の ト レ ー ニ ン グ と し て 使 用 可 能 と 考 え る 。  

Ｖ Ｒ を 用 い た 体 験 型 学 習 が 安 価 で 行 え る 環 境 で あ る こ と へ

の 検 討 で は 、 3 6 0 度 カ メ ラ で 撮 影 、 編 集 は 無 料 ア プ リ で 行 っ

た 。 試 行 は イ ン タ ー ネ ッ ト サ イ ト か ら ア プ リ を ダ ウ ン ロ ー ド

し ス マ ー ト フ ォ ン を ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ と し て 用 い

体 験 し た こ と で 安 価 で 行 う こ と が で き て い た 。  

こ の 仮 想 環 境 の リ ア リ テ ィ さ 、 教 育 訓 練 目 的 が 明 確 な シ ナ

リ オ や 体 験 学 習 が 安 価 に 実 施 で き る と い う 3 点 は 、 Ｖ Ｒ 技 術

を 看 護 教 育 （ 医 療 分 野 ） で 使 用 す る こ と を 可 能 で あ る と さ れ

て い る 。  

 

3）在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 で 行 わ れ る 演 習 時 の ロ ー ル プ レ イ と 看

護 の 技 術 訓 練 の 教 材 と の 比 較  

   ロ ー ル プ レ イ ン グ と は 、 現 実 に 起 こ り え る 場 面 を 想 定 し て 複

数 の 人 が そ れ ぞ れ の 役 を 演 じ て 疑 似 体 験 を 通 し て 、 あ る 事 柄 が

実 際 に 起 こ っ た 時 に 適 切 に 対 応 で き る よ う に す る 学 習 方 法 で あ

る 。 看 護 教 育 で は 、 想 定 し た シ ナ リ オ を も と に 学 生 や 教 員 が 患

者 ・ 看 護 師 ・ 家 族 ・ 医 師 な ど の 役 と な り 演 じ て 、 患 者 像 の イ メ

ー ジ 化 を 助 け 、 臨 床 現 場 で の ア セ ス メ ン ト の 思 考 過 程 の 習 得 や

患 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 向 上 が 期 待 さ れ る 。 し か

し 、 問 題 と な る の は 、 役 者 が い か に 学 習 目 的 に 応 じ て 適 切 な 演

技 を 行 え る か 否 か で 学 習 効 果 に 影 響 す る こ と で あ る （ 宮

崎 , 2 0 1 9）。  

   看 護 の 技 術 訓 練 の 教 材 に は 、 模 擬 患 者 や シ ミ ュ レ ー タ が 採 用

さ れ て い る 。 模 擬 患 者 は 、 事 前 準 備 や 演 技 力 に よ り 学 習 効 果 は

演 技 者 に よ り 大 き く 依 存 す る と と も に 、 学 生 に 緊 張 感 を 持 た せ

る こ と が で き な い 点 が あ る 。シ ミ ュ レ ー タ は 装 置 が 高 額 で あ り 、

操 作 方 法 の 習 得 や 場 面 設 定 に 労 力 を 有 す る こ と で あ る 。 ま た 、

ロ ー ル プ レ イ ン グ 、 模 擬 患 者 ・ シ ミ ュ レ ー タ な ど は 、 担 当 教 員

の 導 き 方 、 振 り 返 り の 方 法 に 多 く の 労 力 を 有 し 、 学 生 に 対 し て

公 平 性 が あ る 学 習 機 会 を 提 供 す る の は 難 し い と さ れ て い る 。  

そ の 点 、 Ｖ Ｒ 教 材 は ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ の 角 速 度 セ

ン サ ー を 利 用 し て 、 視 線 の 移 動 か ら 3 6 0 度 の 画 像 を 連 動 す る こ

と で 、 そ の 場 に い な が ら 立 体 的 な 画 像 で 現 実 的 な 場 面 が 体 験 で

き る こ と に よ り 、 上 記 で 問 題 で あ っ た 疑 似 体 験 の 現 実 性 が 解 決

さ れ る こ と と な る 。 そ し て 、 同 じ 画 面 を 通 し て 体 験 す る こ と で

公 平 性 が あ る 指 導 が 受 け ら れ る こ と に な る 。  

こ の こ と は 、 ロ ー ル プ レ イ ン グ 、 模 擬 患 者 、 シ ミ ュ レ ー タ と

比 べ る と 、 Ｖ Ｒ 教 材 の ほ う が 学 習 効 果 は 得 ら れ る と 考 え ら れ る  
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   本 研 究 で は 、 リ ア リ テ ィ な 経 験 値 か ら 気 づ き の 学 習 が 得 ら れ

る こ と を 目 標 と し た 。 試 行 に よ り 、 失 敗 を 恐 れ ず に 繰 り 返 し 視

聴 す る こ と で 自 信 が つ き 、 思 考 力 ・ 判 断 力 を 養 う こ と が で き 、

次 な る 実 践 能 力 に つ な が る 効 果 は 、 在 宅 看 護 論 実 習 後 に 見 る こ

と が で き ず 今 後 の 課 題 と な っ た 。  

 

2 .教 材 と し て 活 用 の 検 証  

   Ｖ Ｒ の 映 像 を 視 聴 す る こ と で 、 臨 場 感 が あ り そ の 場 に い て 療

養 者 の 生 活 状 況 や 実 習 指 導 者 が ど の よ う に 支 援 し て い る の か を

理 解 す る こ と が で き て い た 。 療 養 者 に は 何 が 足 り な く て 支 援 す

る の に は ど う す れ ば い い の か と 、自 ら 考 え る こ と も で き て い た 。

そ の よ う に 実 現 し た の は 、 Ｖ Ｒ 画 像 が 臨 場 感 あ る 画 面 で あ り 、

自 分 が 見 た い と こ ろ を 選 ん で 見 え る こ と で あ る 。 こ の こ と は 、

問 題 発 見 型 学 習 ： Ｐ Ｂ Ｌ （ P r o b l e m - b a s e d  l e a r n i n g） の 教 育 方

法 が 活 用 で き る こ と に な る と 考 え る 。更 に 、療 養 者 の d l 行 動 を

通 し て 気 づ き を 持 ち 、 看 護 過 程 を 考 え る 力 を 養 え る 可 能 性 を 感

じ た 。  

   し か し 、 Ｖ Ｒ 教 材 試 行 に よ り 健 康 障 害 が 出 現 し た こ と で 、 学

習 者 全 員 に 教 材 を 使 用 す る こ と が 困 難 で あ り 、 今 後 の 課 題 と な

っ た 。今 回 、画 像 が 鮮 明 で な い 対 象 者 に お い て 、タ ブ レ ッ ト（ i p a d）

を 利 用 し て 再 度 視 聴 し た 。 視 聴 時 に は 、 パ ッ ト 画 面 上 に 指 を 使

い 画 面 を 動 か し 、 見 た い と こ ろ を 見 る こ と が で き て い た 。 こ の

方 法 で は 、 臨 場 感 は 薄 れ る が め ま い は 出 現 し な い 。 そ の た め 、

Ｖ Ｒ 試 行 で め ま い が 出 現 す る 学 習 者 に は こ の 方 法 が 代 替 え と し

て 考 え ら れ る 。  

   ま た 、 学 生 は Ｖ Ｒ と い う 機 器 に 関 心 が あ り 、 学 習 に 対 し て の

動 機 付 け と し て こ の 教 材 を 使 用 す る こ と に 可 能 性 か あ る と 考 え

る 。  
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第 ８ 章  研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題  

第 １ 研 究 で の 対 象 者 が ２ 校 で 1 0 5 名 、第 3 研 究 で は ､対 象 が 1 校

で Ｖ Ｒ 教 材 試 行 の 参 加 学 生 が 1 7 名 と 少 人 数 で あ り 、 必 要 な サ ン

プ ル サ イ ズ を 得 る こ と は で き な か っ た 。 ま た 、 同 施 設 の 学 生 で あ

る た め 比 較 の な い １ つ の グ ル ー プ の み の 前 後 調 査 に は 限 界 が あ っ

た 。  

統 計 分 析 に お い て も 、 ｎ 数 が 少 な い た め 、 学 生 の 生 活 体 験 に 影

響 し て い る 療 養 者 の d l 行 動 項 目 を 探 る た め 重 回 帰 分 析 を 行 っ た

が 、自 由 度 調 整 済 み R ²が 低 く 変 数 を 削 減 し 投 入 し た が 期 待 す る 値

が 出 な か っ た こ と は 限 界 で あ る 。 ま た 、 Ｖ Ｒ 試 行 後 に 、 1 7％ の 体

調 不 良 者 が 出 た こ と に よ り 、 機 器 の 選 択 も 視 野 に 入 れ さ ら な る 開

発 が 課 題 と な る 。  

し か し な が ら 、少 な い 対 象 者 で あ っ た が 、療 養 者 の d i 行 動 イ メ

ー ジ を 想 起 す る の に 、「 他 人 の 家 へ の 訪 問 」が 影 響 し て い る こ と が

示 唆 さ れ た 。 こ の 研 究 で 開 発 し た Ｖ Ｒ 映 像 は 、 仮 想 体 験 で は あ る

が 「 他 人 の 家 へ の 訪 問 」 す る こ と で 、 療 養 者 の イ メ ー ジ づ く り の

映 像 と し て 証 明 さ れ た こ と に な る 。 更 に 、 Ｖ Ｒ 教 材 試 行 実 施 前 後

の 療 養 者 の 生 活 環 境 ・ d i 行 動 イ メ ー ジ が 2 6 項 目 中 1 9 項 目 と 向 上

し た の は 、 研 究 と し て の 価 値 は あ っ た 。  

今 後 は 、調 査 対 象 の 地 域 に 拡 げ 研 究 協 力 者 を 増 や し ､新 た な デ ー

タ で 分 析 の 質 を 深 め て い く こ と が 必 要 で あ る ｡ま た ､Ｖ Ｒ 教 材 の 学

習 効 果 を 、 在 宅 看 護 論 実 習 前 の 準 備 段 階 で の 学 生 か ら の 自 己 評 価

で の 検 討 で あ っ た が ､思 考 力・判 断 力・応 用 力 が Ｖ Ｒ 教 材 を 使 用 し

た こ と に よ っ て 、 在 宅 看 護 論 実 習 後 に は ど の よ う に 効 果 が あ る か

に つ い て 、 今 後 引 き 続 き 研 究 進 め て い く 。  
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第 9 章  結 論  

  在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 に お い て 看 護 の 対 象 で あ る 療 養 者 の 生

活 を 捉 え 、 具 体 的 に 生 活 者 を 支 援 す る こ と を イ メ ー ジ で き る よ う

な Ｖ Ｒ 教 材 を 開 発 す る こ と を 目 的 に 研 究 を 行 っ た 。  

 

1 .開 発 し た Ｖ Ｒ 教 材 の 学 習 効 果 と Ｖ Ｒ 教 材 と し て の 活 用 の 評 価  

 1） 教 材 と し て の 学 習 効 果  

（ 1） Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 の ア ン ケ ー ト 調 査 項 目 で は 、 2 6 項 目 中

2 項 目 だ け が 低 下 し て い た が 、 1 9 項 目 の イ メ ー ジ は 向 上 し

て い た 。  

（ 2）Ｖ Ｒ 教 材 試 行 前 後 の 中 央 値 が 有 意 な 差 を 認 め た 項 目 は 、1 1

項 目 で あ っ た  

（ 3） 看 護 学 生 よ り Ｖ Ｒ 教 材 試 行 後 に 療 養 者 の 生 活 を 捉 え た  

「 気 づ き 」 の 記 載 が あ っ た 。  

（ 4）Ｖ Ｒ 教 材 試 行 に よ り 臨 場 感 が あ り そ の 場 で 同 行 訪 問 す る が

で き た と い う 意 見 が 聞 け た 。  

2） Ｖ Ｒ 教 材 の 活 用 の 検 証  

（ 1）Ｖ Ｒ 教 材 試 行 に よ り 臨 場 感 が あ り そ の 場 で 同 行 訪 問 の 体 験

が で き て お り 、 在 宅 看 護 論 実 習 準 備 段 階 で の 教 材 と し て 使

用 可 能 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

（ 2）学 生 は 、Ｖ Ｒ の 利 点 を 理 解 す る こ と が で き て お り 、授 業 で

Ｖ Ｒ を 活 用 し た い と い う 意 見 を 得 る こ と が で き た 。 試 行 に

よ り 、 療 養 者 の こ と を よ く 理 解 す る こ と が で き 、 Ｖ Ｒ 教 材

は ほ か の 視 聴 覚 教 材 を 補 う も の と 感 じ て い た 。  

（ 3） 実 習 指 導 者 ・ 在 宅 看 護 論 担 当 教 員 か ら は 、「 環 境 を 理 解 す

る に は 解 り 易 い 」「 Ｖ Ｒ に よ り 演 習 場 面 に 必 要 な 看 護 援 助 を

考 え る こ と が で き る 機 会 と な る 」 と い う 意 見 が 得 ら れ た 。  

（ 4）今 後 、Ｖ Ｒ 機 器 の 操 作 方 法 、取 り 扱 い の 説 明 、画 像 質 な ど

検 討 す べ き 課 題 が 出 て き た 。  
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壬 生 寿 子 ,日 當 ひ と み （ 2 0 1 7） .在 宅 看 護 の 変 遷 か ら み る 在 宅 看 護 教

育 の 今 後 の 課 題 :産 業 文 化 研 究 , 2 6 , 4 9 – 6 1 .  

宮 崎 剛 司 （ 2 0 1 9） .Ｖ Ｒ を 用 い た 生 活 援 助 技 術 の 学 び と 今 後 の 発 展 .

看 護 教 育 , 6 0 ( 1 ) , 3 4 - 4 1 .  

真 嶋 由 貴 恵 ,中 村 裕 美 子 ,丹 羽 雅 之 ,他 ( 2 0 1 4 ) .医 療 系 教 育 に お け る  e  

ラ ー ニ ン グ  の 動 向 :  教 育 シ ス テ ム 情 報 学 会 誌 ,  3 1 ( 1 ) ,  8 - 1 8 .  

西 崎 未 和 ,菊 地 珠 緒 ,蓮 井 貴 子 （ 2 0 0 8） 在 宅 看 護 論 演 習 に お け る 授 業

方 法 と そ の 学 習 成 果 に 関 す る 文 献 研 究 :川 崎 市 立 看 護 短 期 大 学
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紀 要 , 1 3（ 1） , 1 1 - 1 6 .  

中 井 俊 樹 ( 2 0 1 9 ) .看 護 教 育 実 践 シ リ ー ズ 5 体 験 学 習 の 展 開 :高 橋 平

徳 , 4 - 1 0 東 京 ,医 学 書 院 .  

内 閣 府 ： 平 成 2 9 年 度 高 齢 化 の 状 況 及 び 高 齢 社 会 対 策 の 実 施 状 況 .   

h t t p s : / / w w w 8 . c a o . g o . j p / k o u r e i / w h i t e p a p e r / w -

2 0 1 8 / g a i y o u / p d f / 1 s 1 s ( 閲 覧 2 0 2 0 年 1 0 月 5 日 ）  

楢 原 理 恵 ,真 継 和 子 （ 2 0 1 4） .病 院 看 護 師 の 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン へ

の 就 労 意 思 に 関 す る 実 態 と 関 連 要 因 ： 大 阪 医 科 大 学 看 護 研 究 雑

誌 , 4 , 6 0 – 6 7 .  

野 中 弘 美 ,金 子 美 千 代 ,米 増 直 美 ,他 ( 2 0 1 9 ) .訪 問 看 護 実 習 に お け る 学

び の 分 析 :鹿 児 島 大 学 医 学 部 保 健 学 科 紀 要 , 2 9 ( 1 ) , 5 5 - 6 1 .  

中 村 凌 , 三 栖 翔 吾 , 上 田 雄 也 , 他 ( 2 0 1 4 ) .  要 介 護 高 齢 者 に お け る  

F u n c t i o n a l  R e a c h  の 認 識 誤 差 と 手 段 的 日 常 生 活 活 動 と の 関 係 .  

理 学 療 法 科 学 , 2 9 ( 6 ) , 1 0 1 1 - 1 0 1 5 .  

日 本 訪 問 看 護 財 団 （ 2 0 1 6） ,訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン に お け る  介 護 予

防 訪 問 看 護 の 実 態 調 査 ,  

h t t p s : / / w w w. j v n f . o r . j p / h o m e / w p c o n t e n t / u p l o a d s / 2 0 1 6 / 0 4 / b 1 6 9 3 6 5 4 1

8 c a c 4 7 9 6 7 8 6 3 f 0 9 3 e 3 c 8 0 0 a -  

(閲 覧 2 0 2 0 年 4 月 2 2 日 )  

奥 井 早 月 ,藤 原 由 子 ,元 木 絵 美 ,他 ( 2 0 1 7 ) .成 人 看 護 学 分 野 に お け る 技

術 演 習 教 授 法 の 検 討 -看 護 援 助 の 対 象 と な る 人 を 生 活 者 と し て

捉 え る 技 術 演 習 の 展 開 -： 神 戸 女 子 大 学 看 護 学 部 紀 要 , 2 , 1 9 - 3 5 .  

奥 山 真 由 美（ 2 0 1 5 .高 齢 者 の 退 院 支 援 に お け る 看 護 実 践 能 力 育 成 の た

め の ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ を 導 入 し た 老 年 看 護 学 実 習 の 評 価 :

山 陽 論 叢 , 2 2 , 1 1 - 2 0．  

王 麗 華 ,木 内 妙 子 ,小 林 亜 由 美 ,他 （ 2 0 0 8） .在 宅 看 護 現 場 に お い て 求

め ら れ る 訪 問 看 護 の 能 力 :群 馬 パ ー ス 大 学 紀 要 , 6 , 9 1 - 9 9 .  

岡 橋 さ や か ,関 啓 子 ,長 野 明 紀 ,種 村 留 美 ,他（ 2 0 1 2）.バ ー チ ャ ル・リ

ア リ テ ィ 技 術 を 用 い た 買 い 物 課 題 に よ る 高 次 脳 機 能 検 査 の 開

発 :高 次 脳 研 究 , 3 2（ 2） , 1 1 8 - 1 2 6．  

大 橋 久 美 子 ,菱 沼 典 子 ,佐 居 由 美 ,他 ( 2 0 0 8 ) .看 護 大 学 入 学 生 の 生 活 体

験 :聖 路 加 看 護 学 会 誌 , 1 2 ( 2 ) , 2 5 - 3 1 .  

奥 山 真 由 美（ 2 0 1 5）.高 齢 者 の 退 院 支 援 に お け る 看 護 実 践 能 力 育 成 の

た め の ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ を 導 入 し た 老 年 看 護 学 実 習 の 評

価 :山 陽 論 叢 , 2 2 , 1 1 - 2 0．  

岡 橋 さ や か ,  関 啓 子 ,長 野 明 紀 ,他 ( 2 0 1 2 ) .バ ー チ ャ ル ・ リ ア リ テ ィ

技 術 を 用 い た 買 い 物 課 題 に よ る 高 次 脳 機 能 検 査 の 開 発 :高 次 脳

機 能 研 究  (旧  失 語 症 研 究 ) ,  3 2 ( 2 ) , 3 0 2 - 3 1 1 .  

小 野 恵 子 ,小 笠 原 映 子 ( 2 0 1 5 ) .在 宅 看 護 学 教 育 演 習 プ ロ グ ラ ム 評 価 :

日 本 地 域 看 護 学 会 誌 ,  1 7 ( 3 ) , 3 0 - 4 0 .  

関 永 信 子（ 2 0 1 7）.訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン の 実 習 指 導 者 が 学 生 に 期 待

https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2018/gaiyou/pdf/1s1s(閲覧2020年
https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2018/gaiyou/pdf/1s1s(閲覧2020年
https://www.jvnf.or.jp/home/wpcontent/uploads/2016/04/b169365418cac47967863f093e3c800a-
https://www.jvnf.or.jp/home/wpcontent/uploads/2016/04/b169365418cac47967863f093e3c800a-
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す る 在 宅 看 護 学 実 習 内 容 の 分 析 :イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル N u r s i n g  

C a r e  R e s e a r c h , 1 6（ 2） , 7 3 - 8 0 .  

斎 藤 利 恵 子 ,牛 久 保 美 津 子 （ 2 0 1 9） .在 宅 療 養 者 と 家 族 に お け る 訪 問

看 護 実 習 の 学 生 の 受 け 入 れ に 関 す る 思 い と 教 育 課 題 :足 利 大 学

看 護 学 研 究 紀 要 , 7（ 1） , 5 7－ 6 7 .  

坂 本 弘 子 ,福 森 利 智 子 ,木 村 紀 美（ 2 0 1 8）.看 護 学 生 の 社 会 的 ス キ ル 獲

得 状 況 に 関 す る 生 活 体 験 お よ び 自 我 状 態 :八 戸 学 院 大 学 紀

要 , 5 7 , 1 8 5－ 1 9 3 .  

杉 本 正 子 編 集 （ 2 0 1 7） .在 宅 看 護 論 実 践 を こ と ば に ,東 京 :ヌ ー ベ ル

ヒ ロ カ ワ , 6 , 5 4 .  

鈴 木 昭 子 （ 2 0 1 7） 在 宅 看 護 実 習 に お け る 学 生 の 学 び 終 了 時 レ ポ ー ト

の 分 析 か ら :茨 城 キ リ ス ト 教 大 学 看 護 学 部 紀 要 , 8（ 1）, 2 9 - 3 7 .  

鈴 木 育 子 ,石 津 仁 奈 子 ,佐 藤 正 子（ 2 0 1 6）.統 合 分 野 に お け る 在 宅 看 護

論 教 授 法 と 実 習 指 導 の 課 題 と 方 向 性 ― 過 去 6 年 間 の 在 宅 看 護 論

に 関 す る 文 献 検 討 ― :足 利 大 学 研 究 集 録 看 護 研 究 紀 要 , 3（ 1）, 2 7 -

3 5 .  

鈴 木 久 子（ 2 0 0 7）.都 立 看 護 学 校 ７ 校 の 新 カ リ キ ュ ラ ム へ の 取 り 組 み

【 統 合 分 野 ・ 在 宅 看 護 論 ,看 護 の 統 合 と 実 践 】 ,看 護 教 育 , 4 9

（ 1 0） , 9 5 4 – 9 5 8 .  

鈴 木 育 子 ,石 津 仁 奈 子 ,佐 藤 正 子 ( 2 0 1 6 ) .統 合 分 野 に お け る 在 宅 看 護

論 教 授 法 と 実 習 指 導 の 課 題 と 方 向 性 -過 去 6 年 間 の 在 宅 看 護 論

に 関 す る 文 献 検 討 - :足 利 大 学 研 究 集 録 看 護 研 究 紀 要 , 3 ( 1 ) , 2 7 -

3 5 .  

佐 々 木 彩 加 ,小 原 泉 ,鹿 野 浩 子 ,他 ( 2 0 1 9 ) .看 護 学 生 の 生 活 行 動 と 生 活

体 験 の 特 徴 か ら み た 教 育 方 針 :自 治 医 科 大 学 看 護 学 ジ ャ ー ナ

ル , 1 7 , 3 - 8 .  

關 優 美 子 ,森 山 恵 美 ,釜 屋  洋 子 （ 2 0 1 6 .） 在 宅 看 護 論 演 習 に お け る 看

護 学 生 の 訪 問 マ ナ ー の 評 価 :ヘ ル ス サ イ エ ン ス 研 究 , 2 0（ 1）, 1 7 -

2 1 .  

玉 木 敦 子 ( 2 0 1 7 ) .今 ど き の 看 護 学 生 を ど う 育 て る か :神 戸 女 子 大 学 看

護 学 部 紀 要 , 2 , 1 - 1 0 .  

高 井 奈 津 子 ,茶 碗 谷 草 子 ,前 垣 綾 子 ,他 ( 2 0 1 0 ) .看 護 学 生 の 日 常 生 活 体

験 の 実 態 調 査 :北 海 道 文 教 大 学 研 究 紀 要 , ( 3 4 ) , 1 0 3 - 1 1 1 .  

千 葉 敦 子（ 2 0 1 0）.在 宅 看 護 実 習 前 に 学 生 に 身 に つ け さ せ た い 実 習 態

度 ― 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 実 習 指 導 者 に 対 す る ア ン ケ ー ト

調 査 :青 森 保 険 大 雑 誌 , 1 1 , 6 1－ 6 6 .  

辻 下 守 弘（ 2 0 1 7）.バ ー チ ャ ル・リ ア リ テ ィ 技 術 を 用 い た 高 齢 者 の リ

ハ ビ リ ス テ ー シ ョ ン に 関 す る 文 献 的 研 究 , 奈 良 学 園 大 学 紀

要 , 7 , 7 5－ 8 1 .  

田 口 理 恵 ,河 原 智 江 、西 留 美 子 ,他（ 2 0 1 5）.在 宅 看 護 過 程 に お け る 看

護 計 画 立 案 の 基 盤 と な る 能 力  熟 練 の 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 管
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理 者 の イ ン タ ビ ュ ー か ら :共 立 女 子 大 学 看 護 学 雑 誌 , 2 , 1 - 9 .  

富 安 眞 理 ,松 本 治 幸 ,酒 井 昌 子（ 2 0 0 5）.在 宅 療 養 者・家 族 の Q O L に つ

な が る 訪 問 看 護 実 践 能 力 の 検 討 :日 本 健 康 教 育 学 会 誌 , 1 3 , 2 1 2 -

2 1 3 .  

牛 久 保 美 津 子 ,飯 田 苗 恵 ,小 笠 原 映 子 ,他 ( 2 0 1 5 ) .訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ

ン に お け る 訪 問 看 護 実 習 受 け 入 れ に 関 す る 状 況 ,北 関 東 医 学 ,  

6 5（ 1） , 4 5 - 5 2 .  

楳 田 恵 子 ,石 井 英 子 ,栃 本 千 鶴（ 2 0 2 0）.看 護 大 学 1 年 生 の 生 活 状 況 と

向 社 会 的 行 動 と 関 連 ： 岐 阜 保 健 大 学 紀 要 , 2 , 6 0 - 6 7 .   

安 酸 史 子 （ 2 0 1 5） ,経 験 型 実 習 教 育 .東 京 :医 学 書 院 , 6 - 3 2 .  

安 ヶ 平 伸 枝 ,菱 沼 典 子 ,大 久 保 暢 子 ,他 （ 2 0 1 0） .基 礎 看 護 学 担 当 の 捉

え る 学 生 の 特 徴 と 教 授 学 習 方 法 の 工 夫 :聖 路 加 看 護 学 会 誌 , 1 4

（ 2） , 4 6 – 5 3．   

吉 川 峰 子 ,蔵 屋 敷 美 紀 ,藤 田 三 恵（ 2 0 1 5）.実 習 領 域 の 違 い に よ る 実 習

指 導 の 特 徴 と 今 後 の 課 題  学 生 に よ る 成 人 看 護 学 実 習 と 在 宅 看

護 論 実 習 の 実 習 指 導 評 価 の 比 較 か ら ,日 本 看 護 学 会 論 文 集 :看 護

教 育 , 4 5 , 1 7 0 - 1 7 3 .  

吉 田 久 美 子 ( 2 0 0 9 ) .地 域 看 護 学 実 習 に お け る 課 題 レ ポ ー ト に 関 す る

分 析 -生 活 者 と し て 捉 え る こ と の 意 味 - :東 京 医 科 大 学 看 護 専 門

学 校 紀 要 , 1 9 ( 1 ) , 1 3 - 1 9 .  

吉 田 美 穂 ,古 城 幸 子 （ 2 0 1 5） . A 県 訪 問 看 護 師 の 離 職 意 識 の 現 状 と 影

響 要 因 ,新 見 公 立 大 学 紀 要 , 3 6 , 1 1 3 – 1 1 7．  

山 田 雅 子 ( 2 0 2 0 ) .す べ て の 看 護 師 に と っ て の ｢地 域 ･在 宅 看 護 論 ｣次 の

世 代 に 託 せ る 看 護 と 何 か :看 護 教 育 , 6 1 ( 6 ) , 4 6 4 - 4 7 0 .  

財 団 法 人 日 本 訪 問 看 護 振 興 財 団（ 2 0 0 8） .平 成 2 0  年 新 卒 看 護 師 の 訪

問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 受 け 入 れ お よ び 定 着 に 関 す る 調 査 研 究 事 業

報 告 書 , 7 0 - 9 8 .  

 



Development of virtual reality teaching materials to foster knowledge of 

life in home nursing 

 

1. Background, Significance, and Necessity of the Study  

Home care nursing is a subject to acquire understanding about people who are in recuperation 

while living in communities and their families and also a subject to learn home care nursing practice. 

However, nursing students usually do not have enough life experiences, with nursing education 

offers few opportunities to learn about nursing care practice by associating home recuperation 

environment with daily life behavior (hereinafter abbreviated as dl behavior). This makes nursing 

students facing difficulties in capturing recuperators as a life model. In home care nursing practicum, 

students would be confused and feel nervous in home-based environment that they have never 

experienced before or when they go into homes of others for the first time. For the above reason, it 

is necessary to provide students with learning assistances which allow them to reflect on their life 

experiences and recognize what difficulties recuperators actually have in dl behavior, and what 

nursing cares are being delivered for recuperators’ lives and in home visits. To meet the need, a 

device to project video footage that gives a realistic sensation of home visits and learning tool which 

is used in combination with footage scenarios to allow users to capture recuperators lives are being 

required, and use of virtual reality (hereinafter abbreviated as VR) learning tool was considered 

appropriate. VR is highly abstractive and linguistical learning tool, with realistic sensations and 

sense of immersion, and it delivers effectiveness in learning allowing students to voluntarily view 

what they want to see and think. Development of learning tools is in great need in use for preparatory 

phase of home care nursing practicum, and it is also a requisite study for basic nursing education to 

capture “recuperators’ lives”.  

2. Study Objective  

We developed a VR learning tool which allows students to understand lives of recuperators who 

are the subjects of nursing care and to create tangible image of supporting them during preparatory 

phase of home care nursing practicum.  The study was conducted in three phases. 

3. The First Study 

1) Objective: We clarified the following in order to create scenarios for a VR learning tool: (1) To 

what extent nursing students have the image of dl behavior of people recuperating at home they 

would encounter during in-company home visit, (2) recuperators’ dl behavior for which students 

cannot create images, and (3) students’ life experiences that affect image recall of recuperators’ dl 

behavior. 

2) Method: The study was intended for the third-year students at two nursing universities in Tokai 

region who had not yet taken home care nursing practicum and visiting nurses who were taking 

home care nursing practicum in the same region. Responses by students to self-administered 



questionnaire survey were collected focusing on 14 items for life experience and 34 items for image 

of recuperators’ dl behavior using Likert scale (four-point scale).  The survey to visiting nurses 

was conducted on alternative questions such as “Yes” and “No” regarding 34 items (same as those 

for students) which they thought nursing students might not have been able to create images as 

recuperators’ dl behavior. Duration of the survey was from January, 2020 to March, 2020. The 

responses were analyzed using descriptive statistics by setting four-choice questions relating to 

students’ images of recuperators’ dl behavior: being rated 0 for “No image”, 1 for “Having a little 

image”, 2 for “Having an image” ,and 3 for “Having much image”. In addition, multiple regression 

analysis was performed after completing factor analysis for items related to life experiences and 

images of recuperators’ dl behavior, in order to analyze whether students’ life experiences affected 

images of recuperators’ dl behavior. For statistical analysis, SPSS ver26.0 for Windows(IBM) was 

used. 

3) Results: The survey was conducted in 196 students and 110 practicum instructors. Responses were 

collected from 108 students (55%) and 49 instructors (45%), with valid responses collected from 

105 students (97%) and 46 instructors (93%), respectively. Among the students, 81 (77.1%) were 

female, and students had 8.6±5.43 years of visiting nurse experience and 5.17±3.70 years of 

experience as an instructor of practical nursing training. The items which students had difficulties 

recalling images during in-company home visit included managing family budget, performing 

housework, and preparing meals in IADL behavior and getting in and out of bath, combing hair, 

and going up and down stairs in ADL behavior of recuperators. The dl behavior which visiting 

nurses felt that students could not create images included IADL behavior such as locking up, house 

sitting, handling fire and water, managing pension and savings. The survey showed that the students’ 

life experience factor such as “experiences in interactions with others” affected images of “activities 

to improve life” and “activities to manage life”. 

4) Discussion: It is speculated that students perceive home recuperators similarly to those staying at 

hospital. The reasons why students could not create images of dl behavior were because patients 

who are staying at hospitals and medical institutions are not directly engaged in such activities as 

managing finance, doing laundry, and cooking. The images of recuperators’ dl behavior were 

associated with students’ experience in human interactions and images of IADL behavior. The factor 

for human interaction included “visiting other persons’ home”. It affected images of IADL behavior 

which students were not good at recalling. Our study showed that experience of visiting other 

persons’ home using a VR learning tool may bring effectiveness in learning. 

4. The Second Study 

1) Objective: We created scenarios and picture images setting up such items as own behaviors during 

in-company home visit which students cannot imagine, images of recuperators’ dl behavior, 

behaviors during home care nursing practicum which visiting nurses considered to be problematic, 



and recuperators’ dIbehavior which students cannot create images. 

2) Results: We extracted items of recupeartors’ dl behavior which students and practicum instructors 

seemed to have difficulties creating images and 12 items which were considered to be affected by 

students’ life experience. For students who have little experience of visiting other persons’ home, 

images of a reception room, a tatami room, and a Buddhist alter room were used so that students 

can sense values, tastes, and lifestyles of people living in the home. Video footage was shot using 

the created scenarios. Five persons irrelevant to the study were asked to have trial use and comments 

were obtained. The picture images were edited in consultation with responsible lecturers and a VR 

learning tool was developed. 

5. The Third Study 

1) Objective: We clarified to what extent the images of recuperators’ dl behavior were changed 

before and after the trial use of the VR learning tool. We also examined whether it could be utilized 

as a VR learning tool. 

2) Study method: We conducted a study at one nursing university in three prefectures in Tokai region. 

A questionnaire survey was administered before the trial use of the VR tool in 21 third-year students 

from whom consents were obtained. After 11 days, 20 students had trial use (seven minutes) of the 

VR learning tool and questionnaire was administered. Six visiting nurses and three lecturers in 

charge of home care nursing had trial use of the VR and survey was conducted to investigate the 

utilization as a learning tool. The period of study was from July, 2021 to October, 2021. Based on 

the result of the first study, items of survey conducted before and after the trial use of VR included 

26 behaviors such as managing safety and financing, preparing meals, doing laundry, cleaning, 

taking medications, and items related to recuperators’ dl behavior such as in front door, bathroom, 

shower room, and moving around.  For the items of survey related to utilization as a learning tool, 

10 questions were asked including expectation to VR as an audiovisual learning tool, utilization as 

a VR learning tool, differences from other learning materials, advantage and disadvantage of VR 

learning tool, effectiveness of VR device, and operation method.  Descriptive statistics was used 

in the analysis setting up 10-point score to examine to what extent responders can create images of 

recuperators’ dl behavior: 0 point for “I cannot image it at all” and 10 points for “I can fully image 

it”. Wilcoxon signed-rank test was used to demonstrate changes before and after the trial use of VR. 

3) Results: Questionnaire survey before the trial use of the VR learning tool was distributed to 90 

students and lecturers and 21 responses (23%) were collected. Of which, 20 were valid (95%). Trial 

use of the VR learning tool was participated by 20 students and lectures, and 17 responses (85%) 

were valid in the questionnaire survey. Significant difference was observed in 11 items before and 

after the trial use of VR including “paying in shopping” (p=0.002), “undressing in shower room” (p 

= 0.004), “planning meals” (p = 0.004), “shopping using vehicles” (p = 0.005), “getting in and out 

of bathtub” (p = 0.010), “washing body” (p = 0.016), “cooking and tidying up foods” (p = 0.017), 



“organizing bedding” (p = 0.019), “catering and clearing up of dishes, etc.” (p = 0.040), “removing 

and wearing shoes in the front step” (p = 0.046), and “going up and down stairs” (p = 0.047). As for 

utilization as a learning tool, students, practicum instructors, and lecturers responsible for home care 

nursing all highly evaluated the realistic sensations, but rated low for operation method because 

they felt unclear about how to use. 

4) Discussion: The images for dl behavior became clear in 25 items and changes in learning 

effectiveness were observed after the trial use of the VR learning tool. This is considered to have 

been achieved by purposefully adopted dlbehavior items based on the result of the first study, and 

also by the effectiveness obtained, though virtually, through experience in “visiting other persons’ 

home” to supplement scarce life experience of students. Some students became aware and asked 

“What are we lacking in assisting recuperators’ daily lives?”. The trial use of the VR was considered 

to have allowed students to capture lives of recuperators. Consideration of VR sickness was raised 

as a future issue in learning with the tool. 

6. Ethical Considerations  

The first study was conducted by obtaining approval from study institution of the targets. 

Submission of the questionnaire form was regarded as consent to the study. For the third study, 

study overview and objective of the study were explained to the targets both in written format and 

orally and consent was obtained.  The study was conducted communicating health hazard that 

might be caused by VR (2019Ν-014, 2020N-001). 

7. Novelty, Originality, Academic and Social Values of the Study 

Development of the VR learning tool that allows creation of images for recuperators’ lives and 

dl behavior was found to be effective in terms of offering learning material to students to supplement 

their preparation for home care nursing practicum. In basic nursing care education, there are only 

small number of VR use cases and the contents that supplemented missing elements identified 

through survey to students and practicum instructors represent novelty and originality.  Having 

experiences that are almost like real ones using VR is an effective teaching method, both in terms 

of encouragement of voluntary learning and enhancement of empathic capability to directly 

understand feelings and situations of others. This may lead to achievement of regional 

comprehensive care in the future and socio-academic values count for much. 

8. Conclusion  

This study was conducted to develop a VR learning tool that allows users to understand lives of 

recuperators who are the subjects of nursing care and to create specific images of assisting people in 

recuperation. As for the effectiveness of the developed VR learning tool, improvement was shown in 

19 out of 26 items of the questionnaire survey conducted before and after the trial use and 11 items 

demonstrated significant difference in average scores before and after the trial use. Students gave 

such a comment as I was able to understand well about recuperators. Visiting nurses and lecturers 



responsible for home care nursing responded that understanding of environment was easy and use of 

VR would provide users with opportunities to think about necessary nursing care assistances for 

practicum scenes. It was suggested that the developed VR learning tool can be utilized as a learning 

material in preparatory phase before home care nursing practicum. Operation method, explanation of 

handling issues, and quality of images of VR device were identified as the future issues. 
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資料　1-Aバーチャル・リアリティ教材作成のための文献検討

no タイトル 著者 収載雑名 目的 対象者 結果

1 在宅看護実習における学びの構造
小路ますみ、小森直美、笹尾松
美

福岡県立大学看護学研究紀要4
（1）,10-18,2007

在宅看護実習レポートにおける
学生の学びから，本学における
在宅看護学実習の学びを構造的
に捉える

看護学部看護学科3年生

学生の在宅看護実習レポートからの学びは，在宅看護を「生活の場」で行われる支援活動であることが導かれ
た．次に，「生活の場」であるがゆえに自ずとその支援活動は，「病院」で行われる看護と比較して，次の3点の
特徴を捉えていた． 1.在宅療養の主体 (生活者) 2.ケアマネジメントと連携 3.訪問看護の成立要件

「在宅看護」とは，「『生活の場』で，看護の視点からケアマネジメント・連携機能を活用しながら，在宅療養
の主体である療養者やその家族の健康とQOLの向上を支える」ということであった．

2
対象理解を深めるための在宅看護実習方法とその学習成果
についての文献研究

蓮井貴子,菊地珠緒,西崎未和
川崎市立看護短期大学紀
要,13,11-16.2008

在宅看護実習について、学生が
対象理解を深めるための実習方
法と学習成果について明らかに
すること

文献検討

学生が療養者の具体的な生活を体験し、QOLについて考える機会を与えることで、療養者や家族の個々の生活や価
値観を知り、生活を支えるという視点に立った看護を考えることができることが明らかにされていた。そして、
アセスメントツールを使用することは在宅看護実習の環境に不慣れな学生にとって看護過程を展開する際に見落
としなく様々な視点から対象者を捉えるために有用な学習支援教材となることが明らかにされていた。

3

在宅看護実習における学生の学び　終了時レポートの分析
から

鈴木 昭子
茨城キリスト教大学看護学部紀
要(1883-9525)8巻1号 Page29-
37(2017.03)

在宅看護実習での学生の学びの
実態と実習目標の到達状況を明
らかにする

64名の実習終了時レ
ポートの記述から、学
生が「学び」に焦点を
あてて文章を抽出し、
質的分析

在宅看護実習での学びは、【在宅看護の対象理解】、【在宅看護に必要なアセスメントと看護活動】、【訪問看
護師に求められる能力と態度】、【学生の実習体験からの気づきと実感】であった。

4

在宅看護実習の展開と学生の学び 橋本茜,作山美智子
東北文化学園大学看護学科紀要
第4巻　第1号,81－89,2015

在宅看護実習での学生の学びの
分析から、A 大学看護学科の在
宅看護実習カリキュラム構成を
評価し、今後の実習展開におけ
る教育的課題を明らかにした。

学生

学生の学びは「介護者」に関するものが多かった。実習前に在宅療養に関して明確に言葉にできる学生が少な
かった中で、実際に療養者宅を訪問し介護者の存在を目の当たりにして、在宅療養には介護者が必要不可欠であ
ると学んでいた。また、在宅療養の中心である「療養者」に関しても、「個別性の理解」が重要であると学んで
いた。実習での体験的学びを深めるため、実習開始前から在宅療養のイメージを育む教育、介護者へのケアにつ
いて学べるような教育を強化する必要がある。
⇒　意図的選択的な教育場面の設定が必要である。
⇒学生の生活体験の未熟な部分を補給して、在宅療養のイメージを捕まえるような教育が必要である。

5

地域看護学実習における課題レポートに関する分析-生活者
として捉えることの意味-

吉田久美子
東京医科大学看護専門学校紀
要,19（1）,13-19.2006

 学生自身もひとりの生活者と
して, 地域で生活する療養者
やその家族をどのように 「生
活者」 と捉えたのか内容を明
らかにする

課題レポートからの分析

【価値観をもっている】【生活習慣をもっている】【生活スタイルをもっている】【自己決定をする】【欲求を
もっている】【協力しあう存在】【自己成長】【生命そのもの】【人間】【生活を営む】【個別性がある】の11
項目のカテゴリーが形成された．
教授した「生活者」の言葉の内容と比較すると，【生活を営む】【価値観をもっている】【自己決定をする】
【生活習慣をもっている】の4項目は関連性があり，【個別性がある】【人間】【生命】【生活スタイルをもって
いる】【欲求をもっている】【協力しあう存在】【自己成長】の7項目は学生自身の気づきがる。
学生が看護者としてではなくひとりの生活者としてどのように「生活者」と捉えたのかを知ることで，看護の対
象を生活者として捉えることの大切さに気づくことが出来た．

6

在宅看護学実習の学びの分析および実習方法の提案―訪問
看護ステーション・富山型ディｻｰﾋﾞｽ・地域包括支援セン
ター・訪問入浴での学び―

荒木晴美,今川孝枝,河相てる美
共創福祉,第9巻　第2号33－
44,2014

在宅看護学実習終了後の看護学
生の学びを明らかにし、今後の
実習指導や教育のあり方の示唆
を得ること

学生21名

利用者の多様性・個別性”、“信頼関係の構築”、“QOLの 維持・向上”、“地域を知って看護の力を発揮す
る”、“共通の目標に向っての連携と役割”、“責任と笑顔 がやりがい”、“スタッフをモデルとしての今後”
であった。4形態の施設での実習で、学生は在宅看護を つなぐことができ、地域を広い視点で捉え、継続看護の
視点の育成につながったと考えられる。本研究は 本学の在宅看護学教育の講義・実習の方向性を示す基盤となっ
た。

7

在宅看護実習の学びの構成
吾郷ゆかり,祝原あゆみ,栗谷と
し子

島根県立大学短期大学部出雲
キャンパス研究紀要,5,101-
109,2011

現状の在宅看護実習の学びの構
成内容を明らかにする

学生の実習記録
在宅看護実習の学びとして、生活の視点を主とした「訪問看護の学び」や「地域における保健福祉活動」、「看
護専門職の姿勢」の構成内容が明らかとなった。

8

在宅看護実習の展開と学生の学び 橋本 茜, 作山 美智子
東北文化学園大学看護学科紀要
(2186-6546)4巻1号 Page81-
89.2015.

在宅看護実習での学生の学びの
分析から、大学看護学科の在宅
看護実習カリキュラム構成を評
価し、今後の実習展開における
教育的課題を明らかする

看護学生

学生の学びは
「介護者」に関するものが多かった。在宅療養には介護者が必要不可欠であると学んでいた。また、在宅療養の
中心である「療養者」に関しても、「個別性の理解」が重要であると学んでいた。実習により在宅看護に看護の
本質を見出し、将来的には在宅医療に関わりたいという学生もおり、在宅療養を支える看護師育成に期待が持て
る結果となった。実習での体験的学びを深めるため、実習開始前から在宅療養のイメージを育む教育、介護者へ
のケアについて学べるような教育を強化する必要がある。

9

本学在宅看護実習における対象事例ならびに学生の技術体
験に関する実態調査

小森直美,小路ますみ,藤岡あゆ
み

福岡県立大学看護学研究紀要5
（1）,34-42,2007.

在宅看護実習を通して経験した
在宅療養者及び、その家族の背
景や看護技術体験から、学生の
在宅看護実習における学びの背
景を明らかにする

看護学部看護学科3年生
20名

在宅看護実習の学びから、多様な家族形態、介護者、多岐にわたる疾患を経験している状況、在宅の対象者は、
全ライフサイクルの個別的で主体的な生活者であり、指導者は家族を一体的にとらえるという指導が必要であ
る。

10
看護基礎教育における地域包括ケアを担う次世代看護師養
成の現状－在宅看護学実習「学びのレポート」の分析から
の考察－

森實詩乃,田中博子
帝京科学大学紀要12,171-
174,2016

看護基礎教育における地域包括
ケアを担う次世代看護師養成の
現状になっているかを明らかに
する

看護学生１年生70名
在宅看護学実習では、あらゆる視点で見る目、ことができ学生らしい気遣いができていた。そして、その家らし
さ、その人らしさの固有の空間があることに気づいていた。

1.在宅看護論実習の実態とその課題

在宅看護論実習での学び



11

看護学生が家族との関わりを通して捉えた家族理解 栗本 一美
インターナショナルNursing
Care Research(1347-
1341)13（3） ,39-47,2014.

訪問看護ステーション実習
において、看護学生が家族
介護者との関わりを通し
て、何を学び得ているかを
明らかにし、今後の在宅看
護実習方法の基礎資料とす
ること

大学看護学部4年次生の
実習記録を分析対象

『家族支援の重要性』『介護負担と介護負担の軽減理解』『個別性を重視した看護師の姿勢と役割』『介護に対
する家族の姿勢』『家族の存在の大きさ』『在宅療養の条件』『対象理解』『学生自身の振り返り』『在宅看護
と施設内看護の違い』抽出された。
療養者と家族を含め「ひとつの家族」として対象を捉え、療養者と家族への具体的な援助方法を理解できるよう
に指導していく必要性を見出すことができた。

12

看護学生の感動体験の考察とその思考過程の検討―実習レ
ポートから―

小森直美
福岡県立大学看護学研究紀要
6（1）,48－55,2008

看護学生の在宅看護実習後のレ
ポートから，感動を受けた場面
とその思考過程が明確に記述さ
れた5場面を抽出し，看護学生
がどのような場面からどのよう
な考察をし、どのような思考過
程を辿ったかを明らかにするこ
と

質的・帰納的に分析

在宅看護実習の訪問看護活動の場面を通して，看護学生の３つの感動体験が考察された．その３つの 感動体験と
は，「療養者の障害や後遺症等を克服しようとするひたむきな姿から動機づけに関連した感動体験」、「療養
者・家族が支えあう家族間の深い絆から認知的枠組みの更新に関連した感動体験」、「訪問看護師が 療養者を気
遣う配慮から他者志向・対人受容に関連した感動体験」であった。また，看護学生は，訪問看護活動の場に感情
移入することによって，机上の学習による暗黙知から，身体・五感を駆使した共有・共感を獲得し，レポートと
して言語化することによって概念化され、形式知となって創造されると考えられた。それが，さまざまな看護観
を育む思考過程のひとつとなっているのではないかと推察された

13

看護学生が感じている在宅看護論臨地実習における困りご
と

三宅映子
川崎医療短期大学紀要　38号,
７－15,2018

在宅看護論臨地実習において学
生が感じている困りごとを明ら
かにする

在宅看護論臨地実習を
終了した3年次生10人
半構造化面接を実施

①実習環境においては【実習施設が遠いことによる弊害】の他4カテゴリー，②訪問においては【病院とは異なる
看護介入】の他2カテゴリー，③療養者理解においては【指導者の指導に混乱】の他5カテゴリー，④人間関係に
おいては【指導者への声のかけにくさ】の他4カテゴリーが抽出された．今回，在宅看護論臨地実習における困り
ごとが明らかになったが，他領域と共通する困りごとも混在していた．今後は在宅看護論特有の困りごとを整理
し明らかにすることで，在宅看護論臨地実習の充実が図れるものと考える

14
看護基礎教育における在宅看護学実習の現状と課題；訪問
看護ステーションへのインタビュー調査から

柏木聖代,川村佐和子,原口道子
日本在宅看護学会誌
Vol.3,No2,44－54,2015

在宅看護学実習の在り方の検討 訪問看護師
インタビュー調査の結果から実習施設が感じている学生の傾向は、病院ベース、疾患モデルで対象を見る。学生
は、自分の経験してきた範囲でしか家族や生活、地域しかとらえることができない。

15

在宅看護実習前に学生に身につけさせたい実習態度―訪問
看護ステーション実習指導者に対するアンケート調査

千葉敦子 青森保険大雑誌11,61－66,2010

「在宅看護実習前に学生に身に
つけさせたい実習態度」につい
て、訪問看護ステーションの実
習指導者の認識を明らかにする

全訪問看護ステーショ
ン40ヵ所に勤務する看
護師120人を対象

学生の生活体験のなさに直面することが多く、そこから学生自身が基本的生活習慣を始めとした自立した生活を
身につける必要性を感じ取った。
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訪問看護ステーションの実習指導者が学生に期待する在宅
看護学実習内容の分析

関永 信子
インターナショナルNursing
Care Research(1347-1341)16巻
2号 Page73-80,2017.

在宅看護学実習評価項目(テー
マ)に対し指導上、学生に期待
する学習内容を明らかにする

訪問看護ステーション
の実習指導者

対象の理解については【生活者の視点】、【尊厳の姿勢】、【在宅看護の特徴の理解が必要】、【情報収集の工
夫】、【イメージする力】、の5つのカテゴリが得られた。また社会資源の重要性や連携、訪問看護の役割や能力
については、実習で直接療養者や家族と接することで得られた。
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熟練訪問看護師による訪問看護実習での学生のかかわり 田村直子,牛久保美津子
日農医誌　66巻６号　703－
712,2018

訪問看護実習で熟練訪問看護師
が学生を同行する際に，心がけ
て行なう学生へ の関わりを明
らかにすること

熟練訪問看護師10名に
半構造的面接調査

療養者宅に訪問する前・訪問中・訪問した後という時間的流れの中で使い分けられていた。訪問看護実習は，療
養者と家族の生活の場で行なう実習であり，訪問時間が限られている。その中でたくさんのことが学べるよう，
熟練訪問看護師は，移動時間を有効に活用していた。加えて，熟練訪問看護師は，個別性の高い必要なケアを療
養者・家族に提供しながら，学生に対しては，生活を支援する看護の理解を深めるため複数の関わりを同時に行
なっていた。

18

実習領域の違いによる実習指導の特徴と今後の課題　学生
による成人看護学実習と在宅看護論実習の実習指導評価の
比較から

吉川 峰子, 蔵屋敷 美紀, 藤田
三恵

日本看護学会論文集: 看護教育
(1347-8265)45号 170-
173(2015)

各実習の終了日に『ECTB評価ス
ケール』の評価し、成人看護学
実習と在宅看護論実習の実習指
導評価の比較する

A短期大学看護学科の学
生で成人看護学慢性期
実習(以下I)と在宅看護
論実習(以下II)を受け
た64名

評価が最も高い項目[グループカンファレンスや計画発表に適切な助言をしてくれていますか]であった。評価が
低い項目は[より良い看護援助をするために、学生に文献を活用するように言ってくれていますか]であった。

学生が在宅看護論実習で思うこと

臨床指導者が感じる実習生の実態
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看護学生の社会的スキル獲得状況に関する生活体験および
自我状態

坂本弘子,福森利智子,木村紀美
八戸学院大学紀要　第57号185-
193,2018

看護学生の生活体験や自我状態
が社会的スキル獲得にどの程度
関連しているかを明らかにし，
指導の方向性を検討した

看護学生1年生31名

社会的スキルの総得点は平均60.19点，下位尺度で点数が高かったのは基本的スキル，計画のスキルの点数が低
かった. 部活動経験では，スポーツ系が文化系より，総得点，下位尺度の点数が高かった.アルバイト経験，ボラ
ンティア経験では，経験ないものが，総得点が高かった.自信を持たせ，自発的に行動できるように促していくこ
とが必要である．

20

基礎看護学担当の捉える学生の特徴と教授学習方法の工夫
安ヶ平伸枝,菱沼典子,大久保暢
子,佐居由美,佐竹澄子,伊東美
奈子,石本亜希子

聖路加看護学会誌Vol.14
No.2,2010

基礎看護学の科目担当教員が学
生の特徴をどのように捉え ,
それらの特徴に対してどのよう
な教授学習方法の工夫をしてい
るかを明らかにする

７大学10名

看護学生の特徴として13カテゴリーが抽出された。 【看護が目的ではない学生の増加】 【読み書きや理解力の
低下】【自分で目標を立てられず主体的な学習態 度に欠ける】 【考えるプロセスより正解を求める】といった
学生の特徴に対し，〔看護の面白さと患者の前に 立つ責任を伝える〕 〔書く機会を増やし，添削指導する〕
〔グループワークなど主体性を育てる授業の導入〕 などの工夫が行われていた。
また、【教員の評価を気にする】【周囲に無関心で対人関係が希薄】【価値観の多様性を認められない】 【一般
常識やマナーの低下】 【IT を活用することが得意】といった特徴に対しては， 〔評価される立場から患者を看
護する立場に視点を変える〕〔様々な人と出会い，関わる体験を取り入れる〕〔知 らない常識やマナーはその都
度指導する〕や〔IT の授業への活用〕を行っていた。そして【病棟や患者を イメージできない】 【知識を関連
づけたり，活かすことができない】という特徴に対しては，〔病棟や患者の リアリティを感じる授業〕 〔知識
の活用・応用ができる状況設定の導入〕などの工夫が行われていた。看護 学生に特有に抽出された特徴と考えら
れる【清潔観の違い】【手先が不器用で模倣ができない】に対する教 授学習方法の工夫については，今後さらに
検討していく必要性が示唆された。

21

看護教員が学生の生活体験の乏しさを感じた実習場面
川田智美,木村由美子,木暮深
雪,小林三重子,林元子,狩野太
郎

群馬保健学紀要　26,133-
140,2005

看護学生の生活体験の乏しさに
関連する実習中の問題行動や問
題場面を
明らかにし, 問題解決に向けた
指導方法を検討することである

 看護教員 16 名を対象
に実習中の問題行動や
場面について半構成的
面接調査

看護教員が学生の生活体験の乏しさを感じた問題行動や場面は,「他者に対する配慮や思いやりの乏しさ」,「コ
ミュニケーション能力の乏しさ」,「生活技術の乏しさ」,「清潔, 不潔感覚の乏しさ」 の 4 つのカテゴリに集
約された. 生活体験の乏しさは, 生活技術の不足だけではなく他者への関心のなさであった。

22

在宅療養者と家族における訪問看護実習の学生の受け入れ
に関する思いと教育課題

斎藤利恵子,牛久保美津子
足利大学看護学研究紀要　7
（1）,57－67,2019

在宅療養者とその家族の実習に
対する思いを明らかにすし、
教育上の課題を見出すこと

療養者と家族7組14名
記録閲覧と半構成的面
接調査

1.療養者・家族の実習に対する反応として好意的な反応や、不安・とまどいや学生に対する要望が明らかになっ
た。
2.①訪問看護実習の課題としては、実習前のマナーとコミュケーションに関しる教育、②学生の緊張感を緩和す
る関わり、③訪問看護師と教員との連携強化が必要である。

23

訪問看護ステーションにおける訪問看護実習受け入れに関
する状況

牛久保 美津子, 飯田 苗恵, 小
笠原 映子, 田村 直子, 斎藤
利恵子, 棚橋 さつき

北関東医学, 65 （1 号）, 45-
52 （2015）

訪問看護ステーションでの看護
実習受け入れに関する現況と課
題を明らかにする

8か所の訪問看護ステー
ションの実習指導担当
者を対象にした半構成
的面接調査.

実習受け入れ家庭の選定は, 条件なし, 学生の実習の困難性を考慮して選定, 学生の学びを考慮して選定, 療養
者への効果を考慮して選定が抽出された. 学生実習が中止となった理由は, 実習が及ぼす療養者や家族への悪影
響のため中止, 入院または病状不安定のため中止, 学生擁護のため中止, 家屋の実習不適切性のため中止が抽出
された. 実習依頼時の在宅療養者・家族の反応は, 快諾, しかたなく承諾, 明瞭な返答, 拒否, 実習のイメージ
がつかない, があげられた. 実習を受け入れての療養者・家族側の反応は, 学生に対する期待, 不満なし, 学生
の態度への不満があげられた. 実習生や実習指導に対する訪問看護師の反応は, 賞賛と感謝, 指導のやりがい,
看護師の負担や実践面への支障についての不満, 学生の態度面への不満, 学生の力量不足の指摘があげられた.
実習運営に関する困難として, 訪問スケジュールの検討は一苦労, 複数の教育機関への対応, 学生の送迎は大変,
があげられた.
結　論：実習指導課題は, 訪問看護の特徴を意識して学生のレディネスを高めること, 特殊な環境で実習する学
生の立場や状況を訪問看護師と共有し指導を行うこと, 周辺地域での看護教育機関間の連携強化が示唆された.

24

看護教育における「生活経験」「生活体験」に関する解釈
の一考察

黒臼恵子,杉山洋介、小林紀
明、堤千鶴子

目白大学　健康科学研究,第1
号,121－127,2008

看護基礎教育現場や臨床、論文
など、あらゆる看護に関係する
場面で日常的に使用されている
用語である「生活体験」「生活
経験」の定義についてレビュー
し、考察を行ったもの

"生活"とは生存する上での活動のすべてを指し、"経験"とは体験を意識化、日常化などにより成熟したものと言
え、看護学では主に基本的欲求に関する活動を指すことが多い用語である。また「生活体験」は生活上のすべて
の体験である。「生活体験]が成熟することにより「生活経験」となると考えられた。教育や社会の変化により学
生の持つ生活体験・生活経験も変化しているためそれらを十分に理解したうえで教育の方法を選択していく必要
がある

Ⅱ.現看護学生の状況と在宅看護実習における学生の実態
今どきの学生

在宅看護論実習における学生の態度
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高齢者の退院支援における看護実践能力育成のためのアク
ティブラーニングを導入した老年看護学実習の評価

奥山真由美 山陽論叢,22,pp11-20，2015

回復期リハビリテーション病院
における高齢者の退院支援にむ
けた看護実践能力を育成するた
めに、見学実習に加えて、グ
ループワークとプレゼンテー
ションを導入したアクティブ・
ラーニングの教育実践を行っ
た。その教育効果について、ア
ンケート調査から学生の学びを
分析した。

3年生28名

学生の学びとしては、【知識の獲得と新たな発見】【効果的なプレゼンテーション技法と学習の深まり】【回復
期リハビリテーションにおける看護実践の方法と看護職の役割の理解】【目標達成に向けたチーム作り】【学習
の楽しさと学習の動機づけ】の5つのカテゴリーが抽出された。アクティブ・ラーニングを臨地実習に導入するこ
とは、学生の能動的な学修を促進し、看護を専門的知識・技術に対する学びを深めることができるだけでなく、
少人数グループによる課題解決に向けたチーム作りを行う過程で、主体的に問題解決できる能力やケアを創造す
る力に繋がる基礎的能力を養うことが可能になることが示唆された。
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看護学生の在宅看護に対する認識－在宅看護の講義前調査
より－

栗本一美
新見公立短期大学紀要,29-2：
83－90.2009

在宅看護の講義を受ける前の学
生が在宅看護に対しどのような
認識を持っているかを明らかに
し,今後の在宅看護の教育にお
ける効果的な教育の検討を目的

学生は講義前の在宅看護へのイメージでは,過疎地域の高齢者が在宅看護を利用しており,看護師や保健師が自宅
に訪問し教育・指導をしているように認識していた.また,訪問時のマナーについてはコミュニケーションの大切
さや挨拶,時間を守ることなどを認識していたことが明らかとなった.今後は,学生の認識を基に,学生自身がそれ
ぞれの項目に対して体験学習ができるような教育方法の検討が必要であることが考えられた

27

統合分野における在宅看護論教授法と実習指導の課題と方
向性―過去6年間の在宅看護論に関する文献検討―

鈴木育子,石津仁奈子,佐藤正子
足利大学研究集録看護研究紀
要,3（1）,2016

在宅看護論教育指導体制の課題
を明らかにすると共に、在宅看
護の教授法及び実習指導の方向
性の考察を目的とした

教授方法は、学生が在宅療養の場をイメージ化しやすい方法と工夫が重要であることが示された。在宅看護論実
習指導においては、実習施設である訪問看護ステーションの置かれている人的に厳しい状況に対し、実習指導者
と教員がどのように連携・協働して学生の指導を行うかという課題が示された。

28

教員が考える在宅看護実習に身につけさせたい実習態度―
青森県看護教育研究会地域看護学グループの取り組み―

細川満子,千葉敦子,山本春江
青森保健大雑誌9（2）,159－
166,2008

効果的な在宅看護実習を展開す
るために、学生に実習前に身に
つけさせたい態度について、教
員はどう捉えているか明らかに
する

北東北3県の教育機関34
校に所属する在宅看護
実習担当教員を対象に
郵送法による無記名式
自記式質問紙調査を実
施した

実習前に、学生に身につけさせたい態度とし『対象者の生活様式・価値観にあわせた行動ができる』、『信頼関
係形成に向けた行動ができる』、『礼節を重んじることができる』、『学生自身の自立した生活ができる』、
『主体的に学ぶことができる』、『医療人としての倫理性を遵守できる』となった。在宅看護実習では、学生は
生活者である療養者を援助する者として、『学生自身の自立した生活ができる』ことが基盤となる態度であり、
療養者とその家族の多種多様な生活事象の理解をした上で、健康問題や生活課題をアセスメントし、生活条件や
QOLの向上、維持を図る看護について「生活モデル」での援助を展開する必要がある。在宅看護において看護師は
訪問者としての立場で支援関係を成立させて、限られた時間で看護を展開するという特徴があるため、『対象者
の生活様式・価値観にあわせた行動ができる』ことが重要である。

29

在宅看護論I』授業実施報告 峰村 淳子
東京医科大学看護専門学校紀要
(0915-7530)25巻1号 Page51-
60(2016.03)

「学生を学習に巻き込むこと」
の効果と重要性が改めて検証で
きた

『在宅看護論I』の授業の効果が得られた。知ることの喜びを感じ、社会のしくみや実態の一部に触れ、看護者と
して看護の対象となる人間を取り巻く社会の成り立ちやその背景について関心を持たなければならないとの考え
に発展していた。学生が主体的に学ぶ・考えることを核にすえた授業の実践のための授業設計や教育技法の質向
上の重要性を再認識する結果となった。
看護基礎教育のうちに、学生が看護の対象を"生活者"として捉え、施設内外を問わず、看護者は"生活者を支援す
る"という認識に繋がるような教育が必要と考える。他領域の看護学でも意識した教育が重要であり、看護基礎教
育全体のカリキュラムの中での在宅看護の教育の位置づけや内容の検討を考える。

30

看護のシミュレーション教育のロールプレイに関する文献
検討―論文タイトルのテキストマイニングを用いた分析―

三尾弘子,林さえ子,福田博美
中部学院大学・中部学院大学短
期大学部　教育実践研究第3巻
第1号,215－222,2017

看護シミュレーション教育の検
討を行うこと

1) ロールプレイの研究は, 毎年 10 本前後の論文が発表されていた.
2) 領域別看護学の 7 つ全ての領域で研究がなされ, 精神看護学領域が最も多かった.
 3) ロールプレイの学生への学習効果は確認されており, プログラムやシステムの研究に入っていること

31

在宅看護学教育演習プログラム評価 小野恵子,小笠原映子
日本地域看護学会誌,17
（3）,30-40.

在宅看護論の演習プログラムを評価
看護学生45人(有効回収
率55.6%)

演習プログラムの前後で評価項目に有意な差がみられた.演習前に比較して,演習後は在宅看護の理解が深まって
いた.授業の理解度,演習プログラムの理解度,在宅看護のイメージ化の間には,正の相関があった.在宅看護のイ
メージ化とコミュニケーションの実践には正の相関があった.結論:本演習プログラムは,在宅看護の理解やイメー
ジづくりに有用である.演習はいままでの授業の理解を深めることにもつながり,より在宅看護のイメージ化につ
ながる.とくに,学生によるコミュニケーションの実践は,より在宅看護をイメージ化しやすいと思われる.

32

在宅看護論演習における授業方法とその学習成果に関する
文献研究

西崎未和,菊地珠緒,蓮井貴子
川崎市立看護短期大学紀要,13
（1）,11-16,2008.

在宅看護論の演習について、文
献をもとに授業方法とその授業
方法によって得られた学習成果
を明らかにする

文献検討

看護過程展開、地域の社会資源の地図作成、補助器具センターでの校外授業について、それぞれの学習成果が紹
介されていた。また、ここからグループ学習とロールプレイについて更に分析したところ、在宅看護に必要な視
点を体験する、現実的な対象のイメージ化につながる、個別的な援助方法を工夫するなどの学習成果が明らかに
なり、在宅看護の特徴について体験的理解につながることが示唆された。

33
在宅看護実習における、看護学生の実習経験・評価に関す
る分析－実習記録からみた、訪問看護ステーション実習の
学習効果－

松尾泉,高田まり子
弘前学院大学看護紀要　第8巻
25－33,2013

実習経験・評価の分析を通じて学習効果を明らかにすること4 年次生40名
限られた実習期間の中で，多くの経験を重ねることで看護学士課程に求められる看護実践能力が得られた。実践
能力の向上を可視化できるよう評価方法を工夫する必要がある。

34

在宅看護論演習における看護学生の訪問マナーの評価
關 優美子, 森山 恵美, 釜屋
洋子

ヘルスサイエンス研究(1343-
3393)20巻1号 Page17-
21(2016.11)

在宅看護論演習における看護学
生の訪問マナーの評価を、学生
の自己評価と教員の評価との比
較から明らかにする

A短期大学2年生92名
、看護学生の評価と教員の評価で有意差があった項目がとくに多かったのは「身だしなみ」の大項目で、12項目
中9項目に有意差が認められ、学生は自己の身だしなみに関して認識不足の傾向があることが分かった。

Ⅲ.在宅看護論の教授方法

在宅での看護のイメージをつけるために
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バーチャルリアリティ技術を用いた高齢者のリハビリス
テーションに関する文献的研究

辻下守弘

奈良学園大学紀要　7巻,75－
81,2017

WiiとKinectセンサーを用いた
高齢者リハビリテーショ ンへ
の応用に関する国内外の現状と
課題を文献的に考察、

結果、WiiとKinectセンサーを用いたトレーニン グが高齢者の心身機能に及ぼす影響を明らかにした良質の無作
為化比較対照試験（RCT）は少ない。しかし、高齢者の機能的なバランス能力を改善させる効果のあることが多く
の論文で示唆されていた。
VRを用いた高齢者のリハビ リテーションには課題もあるが、より没入感の強いヘッドマウントディスプレイ
（HeadMountedDisplay：HDM） が普及することで、今後は高齢者リハビリテーションへの応用可能性が拡大する
と考えられた。

36

最近のバーチャル・リアリティ技術とその臨床応用可能性
について

星野聖
バイオフィードバック研究,44
（1）,9–13.2017.

視覚や聴覚などの感覚器官に働き掛け, コンピュータによって作り出された人工環境を実質的・現実的に
(virtually) 本物・現実のように知覚させる技術である. また, ヒトが直接知覚できる現実世界の対象物に対し
て, コンピュータ処理によって提示情報を追加・削減・変化させる技術は, 拡張現実(Augmented Reality: AR)
や複合現実 (Mixed Reality: MR) と呼ばれる.

37

仮想病棟の体験を利用した看護教育 辻慶子,松本真希、鷹居樹八子
産業医科大学雑誌,37
（2）,157-165,2015.

建築用コンピュータソフト（ウ
インドウズ8）上で動作する
「3Dマイホームデザイナー Pro
8」を利用し，医療施設におい
て患者に最適な療養環境として
の環境デザイン学習の可能性を
検討する

看護学生1年生36名
看護師25名

動画・静止画において両者の視聴後の感想に差はみられなかった．動画は，看護学生・看護師とも患者の視点で
の記述が多かった．臨床経験のない看護学生は動画により病棟内を歩く疑似体験を通じて，視覚的・体験的に病
棟の環境を理解できたと考える．また，看護教育において仮想病棟動画の活用は疑似体験ができることで，学生
の準備状況に合わせた教育プログラムの作成が可能であることが推察できた．

38

可視化教材を活用した看護技術教育 真嶋由貴恵,細田泰子
論文誌IT活用教育方法研究,9
「1）,2006.

看護技術習得を目的とした授業
で、開発したｅランニング教材
を使用して、看護過程の文脈の
中で対象者をイメージさせ看護
技術を習得させる意義について
検討した。

2年生116名
対象者のイメージ化ができたのは、事例対象者が「どんな人物ｙか」「現在置かれている状況」イメージできた
かの調査、その結果、ｅランニング教材で看護技術の映像や看護師技術手順や方法を理解することができ、学修
目標の到達が高くなった。

39

バーチャル・リアリティ技術を用いた買い物課題による高
次脳機能検査の開発

岡橋さやか, 関啓子, 長野明
紀, 他

 高次脳機能研究 (旧 失語症研
究), 32(2), 302-311,2012

高次脳機能検査のVR開発の検討
脳損傷者10名、健常者
10名

ＶＲ検査は脳損傷者の高次脳機能検査に適用でき、その所見は、展望記憶や全般性注意と関連があることが示唆
された

40

VRを用いた生活援助技術の学びと今後の発展 　宮崎剛司 看護教育,60(1)、34-41,2019
何を学んだのかを何が身についたのかを、学習者に振り返らせ、学生者自身に気づかせるためのフォローを行っ
ていくことが学びを深めるためには重要である

41
インクルーシブ教育推進のために VR は何ができるのか:
保育者・教員・支援員の専門性向上を目指した活用の方向
性について

日隈美代子, 中澤幸子, 久保田
貴之, 他

環境と経営: 静岡産業大学論
集, 25(2), 73-84.2019.

VＲを活用し実際の経験と限りなく近い経験をさせることは、非常に有益であり、有効な教授方法である

42

VR刺激の生体への影響(<特集>バーチャルリアリティの新し
い潮流)

井野 秀一
バイオメカニズム学会誌,25
（2）,75-80,2001

VR 酔い を 回避 し，MR 環境 下 で の円滑 な作業を遂行 す るシ ス テ ム 設計の た め に は ，視覚系 の
み に着 目す る の で はな く，視覚以外 の 感覚系や 運動系 との 関係 も十分 に考慮する 必要の ある

43

医療教育分野へのVR／AR技術応用の現在と未来 小山博史 看護教育,60(1)、20-27,2019
看護分野では、患者として疑似体験できるシナリオ（認知症、急患）であり、看護師として技術訓練目的のシナ
リオ（静脈注射訓練、助産師への新生児蘇生訓練、尿道カテーテル挿入手技習得）などがある

44

Spatial Mnemonics using Virtual Reality Eric　Krokos

Proceedings　of the 2018 10th

International Conference on

Computer and Automation

Engineering, 27-30.

HMDでは、8.8%のリコール精度の統計的に有意な改善が見つかりました。ユーザーは、同様に高い満足度を報告し
ました.これは、仮想メモリパレスで整理された情報のより良いリコールを通じて生産性を高める記憶に残る体験
を作成するための仮想環境を使用する最初のステップである可能性がある。

45

Randomized trial of a virtual reality tool to teach surgical technique

for tibial shaft fracture intramedullary nailing
Gideon Blumstein

Journal of Surgical Education

Volume 77, Issue 4, July–

August 2020, Pages 969-977

初心者の医学生向けのシミュレートされた脛骨IMNのモデルでは、VRトレーニングはパッシブSGよりも効果的でし
た。 バーチャルリアリティトレーニングは、整形外科教育を強化するための便利な方法である。

46

Clinical Virtual Simulation in Nursing Education: Randomized

Controlled Trial
Jose Miguel Padilha Published on  21,( 3 ),2019

臨床仮想シミュレーションは、最初から時間の経過とともに知識保持の向上に貢献し、学生の満足度を高める教
育戦略です。 この論文は、看護教育における臨床仮想シミュレーションの使用の影響を明らかにし、健康の分野
の教授がその教育的有用性と適切性を認識するのに役立つ。この結果は、臨床仮想シミュレーションが次世代の
医療提供者の臨床能力の開発をサポートする教育環境を構築するための効果的な教育戦略であり、医療の安全性
と質の向上に貢献する可能性を示している

Ⅴ.教育現場におけるVRの活用について
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 在宅看護の現場や教育関係者から、学生は「在宅で暮らしている療養者の行動や生活の場イメージができな

い。」と言われています。そのため、どのような授業を行い、どのような教材を使用すれば「在宅で暮らしてい

る療養者の行動や生活の場イメージ」ができるかを研究しています。そこで、自分の生活体験と自分たちが考

えることができる、「療養者のお宅、療養者の行動、生活の場をどのくらいイメージできるか」調査をさせてい

ただきます。この結果は授業の資料づくりの一部とさせていただきます。尚、このアンケートの回答による、

在宅看護援助論の成績には関係しません。 

  皆さんの過去１年の状況をお答えください。 

Q1あなたのことを教えてください。当てはまる□にレ点をつけてください。 

 1）あなたの性別を教えてください。    □男性   □女性 

 2）何人の方と暮らしていますか      □1人（自分を含めて） □2人以上 □祖父母 □犬・猫など 

 3）家事一般は自分がしていますか     □はい   □しない     □たまに手伝う 

Q2 過去１年間で体験したことを「あり」「なし」、「以前はしていた」で教えてください。 

当てはまる□にレ点をつけてください。 

 1）他人の家に訪問したこと              □あり   □なし  □以前はしていた 

 2）ボランティア活動・地域の交流           □あり   □なし  □以前はしていた 

 3）アルバイト経験                  □あり   □なし  □以前はしていた 

 4）子ども・病人の世話（実習経験は除く）       □あり   □なし  □以前はしていた 

 5）自室の掃除                    □あり   □なし  □以前はしていた 

 6）自宅のトイレ掃除                 □あり   □なし  □以前はしていた 

 7）自宅の風呂掃除                  □あり   □なし  □以前はしていた 

 8）雑巾を絞ることができるか             □できる  □できない   

 9）食事を作るために買い物をしたことがあるか     □あり   □なし  □以前はしていた 

 10）手作り料理をしたことがあるか           □あり   □なし  □以前はしていた 

 11）食事の後片付けをしたことがあるか          □あり   □なし  □以前はしていた 

 12）自宅のゴミ出しをしたことがあるか          □あり   □なし  □以前はしていた 

 13）自分で洗濯をして干し片づける           □あり   □なし  □以前はしていた 

 14）銭湯（スーパーセント）での入浴            □あり   □なし  □以前はしていた 

 15）見知らぬ高齢者との会話                         □あり   □なし  □以前はしていた 

 

学生の生活体験と学生が思う「療養者の生活のイメージ」の調査 
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Q3訪問看護師さんと同行訪問した時のイメージがどれくらいできるか教えてください 

 「全くない」「少しはある」「ある」「たいへんある」の4択の当てはまるところに〇をつけてください。 

訪問時玄関での学生さんの行動がイメージできるか 全くない 
少しは

ある 
ある たいへんある 

大学名・氏名がはっきりと言うことができる         

玄関で靴をそろえて脱ぐことができる         

玄関の邪魔にならないところに靴を置くことができる         

療養者さん、家族さんがいる居間での 

学生さんの行動がイメージできる 
全くない 

少しは

ある 
ある たいへんある 

相手との位置関係を考えることができる         

言葉がけする場合に目線の高さに気配りすることができる         

療養者に合わせた言葉づかいをすることができる         

家族に合わせた言葉づかいをすることができる         

療養者宅の物品を使用する場合に、療養者・家族に対しての 

声掛けをすることができる 
        

ケア前後手洗いすることができる         

ケア前の声掛けすることができる         

ケア終了の声掛けすることができる         

療養者の行動をイメージすることができますか 全くない 
少しは

ある 
ある たいへんある 

療養者自身が電話を掛ける、受けとることができる         

療養者自身が食べ物、着るものを選ぶことができる         

療養者自身が乗り物（バス・電車・自家用車）に乗って移動すること

ができる 
        

療養者自身が戸締り、留守番、火や水の管理することができる         

療養者自身が年金、貯金の管理、集金の対応ができる         

療養者自身が冷暖房機器の操作ができる         

療養者自身が薬カレンダーなど利用して薬を管理することがで

きる 
        

療養者自身の寝具の整頓ができる         

療養者自身が部屋の清掃ができる         

療養者自身が調理の材料を調達する（買い物）ができる         

療養者自身が調理をすることができる         

療養者自身が材料の後始末ができる         

療養者自身が食事前の配膳ができる         

療養者自身が食事後の後片付けができる         

療養者自身がベッド・車いすからポータブル便器への移動する

ことができる 
        

療養者自身が排泄行為前ズボン、下着などを下すことができる         

療養者自身が排泄行為後トイレットペーパーを切ることができ

る 
        

療養者自身が排泄後の後始末ができ下着、ズボンなどを上げる

ことができる 
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療養者の行動をイメージできる 全くない 
少しは

ある 
ある たいへんある 

療養者自身が洗面所での洗顔ができる         

療養者自身が洗面所での歯磨きができる         

療養者自身が整髪することができる         

療養者自身が浴槽への出入りができる         

療養者自身が体を洗うことができる         

療養者自身が体を拭くことができる         

療養者自身が着衣行為でのボタンかけ、はずしをすることがで

きる 
        

療養者自身が上着の着脱ができる         

療養者自身がズボンの上げ下げができる         

療養者自身が靴下の着脱ができる         

療養者自身が手すりを使って廊下歩行することができる         

療養者自身で段差があるかを確かめていることがわかる         

療養者自身が階段昇降をしていることがわかる         

療養者自身が洗濯していることをわかる 

（洗濯機を使用している） 
        

療養者自身が物干しに洗濯物を干すことができる         

療養者自身が洗濯物をたたみタンスに片づけができる         

療養者自身が爪を切ることができる         

帰宅時玄関での学生さんの行動がイメージできるか 全くない 
少しは

ある 
ある たいへんある 

挨拶ができる         

玄関のドアを閉めることができる         

 

お疲れ様でした。アンケートはこれで終わります。 

 

 

〇〇先生の研究室前に回収箱を設置してありますので、投函してください。 

 

ご協力ありがとうございます。 

 

 

質問・お問い合わせ 

楳田 恵子（ウメダ ケイコ） 

連絡先：人間環境大学大学院看護学研究科 

メールアドレス：dn17002@uhe.ac.jp 



第 1 研究 臨地指導者用 資料 1-C 

日付：令和元年〇月〇日 

 

 

 

 在宅看護論実習前の学生には、「在宅で暮らしている療養者さんの生活のイメージができない。」と言われてい

ます。そのため、どのような授業を行い、どのような教材を使用すれば「在宅で暮らしている療養者さんの生活

のイメージ」ができるかを研究しています。そこで、在宅看護実習でのご指導をしていただいている訪問看護師

さんに、学生と同行訪問した時に「問題と思われる行動を起こした」項目と、学生の「療養者の生活のイメージ

ができない」と思われる項目をお聞きいたします。 

 

Q1あなたのことを教えてください。 

1）在宅看護ステーション勤務経験年数を教えてください    約（       ）年 

 

2）在宅看護実習での学生指導の経験年数を教えてください。  約（       ）年 

＊1）・2）は他訪問看護ステーション所属時の経験も含みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問看護師様が学生に対して「療養者の生活イメージ」ができてないと思われる事柄の調査 

ご協力ありがとうございます。 

 

＊お願い 

・お疲れのところ、アンケートにご協力いただきありがとうございます。 

お手数をおかけいたしますが、返信封筒にアンケート用紙を入れ郵送していただければ幸い

です。 

 

・アンケートは、管理者様からのご依頼で行っていただいております。 

しかし、皆様のご都合で、アンケートに答えることを拒否されてもかまいません。 

アンケート回答は強制されて行うものではありませんので、ご協力いただけない場合など 

ゴミ箱に捨てていただいてもかまいません。 

 

【苦情、お問い合わせ】 

  研究者：楳田 恵子（ウメダ ケイコ） 

  連絡先：人間環境大学大学院看護学研究科 

電話：090-3454-4220 
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Q2学生と同行訪問した時のことをお聞きします。 

1） 同行訪問中に学生が問題と思われる行動をおこしたことがあればその項目に〇をつけてください。 

場

所 
問題と思われる行動 あり 

玄
関 

大学名・氏名がはっきりと言えない   

玄関で靴をそろえて脱ぐことができない   

玄関の邪魔にならないところに靴を置くことができない   

居
間 

相手との位置関係を考えることができない   

言葉がけする場合に目線の高さに気配りできない   

療養者に合わせた言葉づかいができない   

家族に合わせた言葉づかいができない   

療養者宅の物品を使用する場合に療養者・家族に対しての声掛けができない   

ケアの前後手洗いでききない   

ケアの前の声掛けができない   

ケアの終了の声掛けができない   

学生が物をとるときに患者の顔の上を通る   

おむつや尿器が人目につかないように配慮ができない   

学生が療養者に無断でテッシュペーパーを使う   

学生が療養者のスリッパを揃えない   

学生が療養者のベッド周りを片付けられない   

学生がタオルやシーツのしわを伸ばせない   

学生が掃除機をどのようにかけていいかわからない   

キ
ッ
チ
ン 

学生が食事中にそばでじっと見ている、やたらと話しかける   

学生が食事のセッティングができない   

学生が調理方法をしらない   

後片付けをしなくてはいけないことに気付かない   

ト
イ
レ
・
洗
面
所
・
風
呂 

療養者のトイレまでの動線を気にかけない   

ポータブル便器への移動の方法が考えられない   

排泄後の後始末がわからない   

療養者がどこで洗顔するかわからない   

整髪は療養者自身が行うか、家族が行うのかわからない   

義歯の取り扱いがわからなく、洗えない   

歯磨きは自分で行えるのか、家族（介護者）が行うのかわからない   

歯を磨く場所はどこか（ベッド上・洗面所）わからない   

療養者に使用するお湯の温度が自分の手で確かめられない   

シャンプーを泡立てせずに直接頭にかける   

療養者の着脱の介助ができない   

 
 

「左前」「こより」などの意味を知らない   

たて結びが忌み嫌われていることを知らない   
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Q3、Q2 で〇をつけられたその項目で、学生の「療養者の生活のイメージ」ができてないと思われる項目に

〇をつけてください。そのほか感じられることをお書きください。 

  学生が療養者の生活がイメージできていない項目 できていない 自由記載 

社
会
生
活
動
作
能
力 

自分で電話を掛けたり、電話を受けたりしていること    

食べ物、着るものを自分で選んでいること   

乗り物（バス・電車・自家用車）に乗って移動していること   

戸締り、留守番、火や水の管理していること   

年金、貯金の管理、集金の対応していること   

冷暖房機器の操作をしていること   

薬カレンダーなど利用して薬を内服していること   

療
養
者
日
常
行
動 

療養者自身の寝具の整頓をしていること    

療養者が部屋の清掃をしていること   

調理の材料を調達する（買い物）をしていること    

調理を（自分・家族）していること   

材料の後始末をしていること   

食事前の配膳をしていること   

食事後の後片付けをしていること   

ベッド・車いすからポータブル便器への移動していること    

排泄行為前ズボン、下着などを下すこと   

排泄行為後トイレットペーパーが切れることができる   

排泄後の後始末ができ下着、ズボンなどを上げること   

洗面所での洗顔をしていること    

洗面所での歯磨をしていること   

療養者自身で整髪をしていること   

療養者が浴槽への出入していること    

療養者自身が体を洗うこと   

療養者自身が体を拭くこと   

着衣行為ボタンかけはずしをしていること   

上着の着脱ができること   

ズボンの上げ下げをしていること   

靴下の着脱をしていること   

廊下歩行のときに手すりを使っていること    

部屋移動するときの段差を気にかけていること   

療養者が階段昇降していること   

洗濯機を使用していること    

物干しに洗濯物を干している   

療養者が洗濯物をたたみタンスに整理している   

療養者が爪を切っている姿を    

 ご協力ありがとうございます 
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研究協力のお願い 

記 

日時：○○年○○月○○日 13時～14時 

場所：○○教室 

アンケートの回答にかかる時間：10分程度 

持ち物：筆記用具 

質問・お問い合わせ 

楳田 恵子（ウメダ ケイコ） 

連絡先：人間環境大学看護研究科 

メールアドレス：dn17002@uhe.ac.jp 

研究員：人間環境大学大学院看護学研究科 博士後期課程 楳田恵子 

指導教員：人間環境大学大学院看護学研究科 教授 篠崎惠美子 

○○大学 3 年生の皆様へ 

  

 

私は、人間環境大学大学院 学生の楳田恵子と申します。 

3 年生の学生さんが、在宅看護論実習に不安なく臨めるように、 

「在宅療養者のイメージを持つことができる視聴覚教材」を作成する研究をいたし

ています。 

教材作成のために、 

「在宅療養者さんに関して」皆さんのご意見を聞かせてください。 
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令和元 年〇月○日  

〇〇大学看護学部長 

      〇 〇 〇 〇  殿  

  

研究実施依頼書 

  

 ○○の候、貴校ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜

り、厚く御礼申し上げます。このたび、下記の研究を実施するにあたり、内容をご確認の

上、ご協力をいただきたくお願い申し上げます。 

 

 研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

                 記 

1.研究について 

 在宅看護論は、地域で生活しながら療養する人々とその家族を理解し在宅での看護実践

を学ぶことです。しかし、看護学生は病院内にいる患者のイメージすることはできますが、

在宅で生活している療養者（生活者）・家族およびその生活の場をイメージすることができ

ないと報告されています。原因としては、家族形態の変化や、住民との交流の希薄などの

生活体験の未熟さであると考えます。そこで、学生に療養者の生活の場をイメージできる

ように、療養者が生活している場面をバーチャル・リアリティに映し出されている教材を

使用し、家庭訪問という架空体験をします。その体験を通して、具体的に生活している療

養者・家族を理解することができると考えました。教材を作成するにあたり、学生の生活

体験の状況と同行訪問中に学生が問題行動を発生した実態を調査します。そして、訪問看

護師から学生の「療養者とその生活の場のイメージできていない」と思われる内容を明ら

かにし教材作成の資料とさせていただきます。 

2.研究の目的及び研究期間について 

（1）研究目的は、バーチャル・リアリティ教材を作成するにあたり、看護学生 3年生 

  100名の生活体験状況と家庭訪問時における療養者の生活イメージの実態を明らか 

  にすることです。 

（2）研究期間：倫理審査後から令和〇月と予定しております。 

3.協力内容について 

 授業間の休み時間及び放課後にアンケート調査を行います。時間は 10～15分を予定して

おります。アンケート調査が、授業に影響しないこと、学生に負担がかからないよう配慮

いたします。 
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4.個人のプライバシー保護や配慮について 

（1）同意の方法 

   アンケート用紙配布前に、研究の目的を説明いたします。学生の同意は、回収箱 

   に投函されたことで同意といたします。 

（2）学生の負担の配慮 

   学生の負担を考え回答時間を 10分～15分にいたします。    

   研究への協力の有無が授業評価や教員の指導体制に全く影響しない 

   旨を説明したうえで、アンケート調査を行います。 

（3）情報の管理 

  データは、鍵のかかるボックスに入れ、研究者の研究室で保管します。 

 

5.本研究から生じる個人への利益、不利益について 

 在宅看護演習において、指導者との同行訪問の仮想体験をすることができます。体験す

ることで、療養者の生活・行動が具体的にイメージを持つことができ、不安なく積極的に

実習に臨むことができるようになります。能動的に学ぶことにより在宅看護論に必要な看

護実践能力を育成に繋がります。 

 

6.研究成果の公表について 

 学会発表や学会誌などの記載を予定しています。 

 

7.研究終了後の資料・データの破棄方法について 

 研究の中断および研究期間が終了した場合のデータはシュレッターで破棄いたします。 

 

8.研究実施責任者・お問い合わせ 

 研究者：楳田 恵子 

 指導教員：人間環境大学 大学院 看護学研究科 教授 篠崎 惠美子 

 所属機関：人間環境大学 大学院 看護学研究科 博士後期期課程 在宅看護学 

 連絡先：人間環境大学 大学院 看護学研究科 

 メールアドレス：ｄn17002@uhe.ac.jp 

 

 なお、本研究は人間環境大学看護研究科倫理審査委員会の承認を受けています。 

本研究にご協力いただくにあたり、本書にてご説明いたしました。(倫理審査承認番号○○） 

 

       令和元年〇月〇日 

          説明者   楳田恵子 

          機関・所属 人間環境大学大学院 看護学研究科         
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研究実施承諾書 

 

楳田 恵子様 

 

 

研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

 

 

 当校は上記に関する説明を受け、別紙に帰された事項が守られる限りにおいて、当校

における調査を承諾いたします。 

 

 

 

 

令和元年 〇 月 〇日 

 

 

  大学名   〇 〇 大学 

        看護学部長 
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研究実施承諾取り消し書 

 

楳田 恵子様 

 

 

研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

 

 上記研究の協力に承諾いたしましたが、諸事情により研究協力をご辞退したいとの結

論に至りましたので、ご連絡申し上げます。 

 

  

 

 

 

 

令和元年 〇 月 〇日 

 

 

  大学名   〇 〇 大学 

        看護学部長 
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令和元 年〇月○日  

〇〇訪問看護ステーション 管理者 

      〇 〇 〇 〇  殿  

  

研究実施依頼書 

  

 ○○の候、○○訪問看護ステーションにおきましては、ますますご盛栄のこととお慶び

申し上げます。平素は在宅看護実習におきましては格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上

げます。このたび、下記の研究を実施するにあたり、内容をご確認の上、ご協力をいただ

きたくお願い申し上げます。 

 

 研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

                 記 

1.研究について 

 在宅看護論は、地域で生活しながら療養する人々とその家族を理解し在宅での看護実践

を学ぶことです。しかし、学生は病院内にいる患者のイメージすることはできますが、在

宅で生活している療養者（生活者）・家族およびその生活の場をイメージすることが難しい

と報告されています。原因としては、家族形態の変化や、住民との交流の希薄などの生活

体験の未熟さであると考えます。そこで、学生に療養者の行動や生活の場をイメージでき

るように、架空の療養者が生活している場面をバーチャル・リアリティに映し出されてい

る教材を使用し、指導者さんと同行訪問するという仮想体験をします。その体験を通して、

訪問始めの挨拶から、看護提供、訪問終了まで過程と、在宅で生活している療養者を理解

することができると考えました。指導者さんからは、同行訪問中での問題行動と、在宅で

暮らす療養者の「生活のイメージ」ができていないと思われる項目を調査させていただき

ます。調査の結果で明らかとなった項目を教材作成の資料とさせていただきます。 

2.研究の目的及び研究期間について 

（1）研究目的は、バーチャル・リアリティ教材を作成するにあたり、実習指導者から同行

訪問時の問題行動と、看護学生に在宅で暮らしている「療養者のイメージ」ができていな

いと思われる項目を調査する。 

（2）研究期間：令和元年〇月から〇月と予定しております。 

3.協力内容について 

 実習指導経験 2 年以上の訪問看護師さんに研究協力の依頼と併せてアンケートの配布を

お願いいたします。 
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3.個人のプライバシー保護や配慮について 

（1）同意の方法 

  訪問看護ステーション管理者の方には、研究者が文章と口頭で研究概要、目的など 

 を説明後に研究実施承諾書に日付と署名を明記していただきます。臨地実習指導者の 

 方の同意は、アンケート回答用紙の返信をもって同意とします。 

 アンケート用紙を郵送する。 

（2）情報の管理 

  データは、鍵のかかるボックスに入れ、研究者の研究室で保管します。 

 

4.本研究から生じる個人への利益、不利益について 

 学生が、在宅看護論実習前に、訪問看護師さんとの同行訪問の仮想体験することで、

療養者の生活・行動が具体的にイメージを持つことができ、不安なく積極的に実習に臨

むことができます。学生が在宅看護論実習で多くの学びを得ることで、卒後に訪問看護

師を目指すことに繋がります。 

5.同意撤回について 

 同意撤回することができることを依頼書の文章内で説明いたします。 

6.研究成果の公表について 

 学会発表や学会誌などの記載を予定しています。 

7.研究終了後の資料・データの破棄方法について 

 研究の中断および研究期間が終了した場合のデータはシュレッターで破棄いたします。 

8.研究実施責任者・お問い合わせ 

 研究者：楳田恵子 

 所属機関：人間環境大学 大学院 看護学研究科 博士後期期課程 在宅看護学 

 指導教員：人間環境大学 大学院 看護学研究科 教授 篠崎惠美子  

 連絡先：人間環境大学大学院  

 メールアドレス：dn17002@uhe.ac.jp 

 

 なお、本研究は人間環境大学看護研究科倫理審査委員会の承認を受けています。 

 

また、本研究にあたり、苦情、相談等は研究責任者までお問い合わせください。 

(承認番号○○） 

本研究にご協力いただくにあたり、本書にてご説明いたしました。 

 

       令和元年〇月〇日 

 

          説明者   楳田恵子 
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研究実施承諾書 

 

楳田 恵子様 

 

 

研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

 

 

 当校は上記に関する説明を受け、別紙に帰された事項が守られる限りにおいて、当校

における調査を承諾いたします。 

 

 

 

 

令和元年 〇 月 〇日 

 

 

     訪問看護ステーション 

        管理者 
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研究実施承諾取り消し書 

 

楳田 恵子様 

 

 

研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

 

 上記研究の協力に承諾いたしましたが、諸事情により研究協力をご辞退したいとの結

論に至りましたので、ご連絡申し上げます。 

 

  

 

 

 

 

令和元年 〇 月 〇日 

 

 

  訪問看護ステーション 

        管理者 
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令和元 年〇月○日  

〇〇訪問看護ステーション  

      臨地実習指導者殿  

  

研究へのご協力のお願い 

  

 ○○の候、○○訪問看護ステーションにおきましては、ますますご盛栄のこととお慶び

申し上げます。平素は在宅看護実習におきましては格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上

げます。このたび、下記の研究を実施するにあたり、内容をご確認の上、ご協力をいただ

きたくお願い申し上げます。 

 

 研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

                 記 

1.研究について 

 在宅看護論は、地域で生活しながら療養する人々とその家族を理解し在宅での看護実践

を学ぶことです。しかし、学生は病院内にいる患者のイメージすることはできますが、在

宅で生活している療養者（生活者）・家族およびその生活の場をイメージすることが難しい

と報告されています。原因としては、家族形態の変化や、住民との交流の希薄などの生活

体験の未熟さであると考えます。そこで、学生に療養者の行動や生活の場をイメージでき

るように、架空の療養者が生活している場面をバーチャル・リアリティに映し出されてい

る教材を使用し、指導者さんと同行訪問するという仮想体験をします。その体験を通して、

訪問始めの挨拶から、看護提供、訪問終了まで過程と、在宅で生活している療養者を理解

することができると考えました。指導者さんからは、同行訪問中での問題行動と、在宅で

暮らす療養者の「生活のイメージ」ができていないと思われる項目を調査させていただき

ます。調査の結果で明らかとなった項目を教材作成の資料とさせていただきます。 

 

2.研究の目的及び研究期間について 

（1）研究目的は、バーチャル・リアリティ教材を作成するにあたり、実習指導者から同行

訪問時の問題行動と、看護学生に在宅で暮らしている「療養者のイメージ」ができていな

いと思われる項目を調査する。 

（2）研究期間：令和元年〇月から〇月と予定しております。 
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3.個人のプライバシー保護や配慮について 

（1）同意の方法 

   訪問看護ステーション管理者の方からの研究実施承諾後、アンケート回答用紙の 

  返信をもって同意とさせていただきます。 

（2）情報の管理 

   データは、鍵のかかるボックスに入れ、研究者の研究室で保管します。 

 

4.本研究から生じる個人への利益、不利益について 

 学生が、在宅看護論実習前に、訪問看護師さんとの同行訪問を調査結果から作成した教

材を使用し仮想体験することで、療養者の生活・行動が具体的にイメージを持つことがで

き、不安なく積極的に実習に臨むことができます。学生が在宅看護論実習で多くの学びを

得ることで、卒後に訪問看護師を目指すことに繋がります。 

 

5.研究成果の公表について 

 学会発表や学会誌などの記載を予定しています。 

6.研究終了後の資料・データの破棄方法について 

 研究の中断および研究期間が終了した場合のデータはシュレッターで破棄いたします。 

 

7.研究実施責任者・お問い合わせ 

 研究者：楳田恵子 

 所属機関：人間環境大学 大学院 看護学研究科 博士後期期課程 在宅看護学 

 指導教員：人間環境大学 大学院 看護学研究科 教授 篠崎惠美子  

 連絡先：人間環境大学大学院 看護学研究科 〒474-0035 愛知県大府市江端町 3-220  

 メールアドレス：dn17002@uhe.ac.jp 

 

 なお、本研究は人間環境大学看護研究科倫理審査委員会の承認を受けています。 

 

また、本研究にあたり、苦情、相談等は研究責任者までお問い合わせください。 

 

本研究にご協力いただくにあたり、本書にてご説明いたしました。 

(承認番号○○） 

 

       令和元年〇月〇日 

 

          説明者   楳田恵子 
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研究協力同意取り消し書 

 

楳田 恵子 

 

 

研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

 

 上記研究の協力に承諾いたしましたが、諸事情により研究協力をご辞退したいとの結

論に至りましたので、ご連絡申し上げます。 

 

  

 

 

 

 

令和元年 〇 月 〇日 

 

 

  〇 〇 訪問看護ステーション 

        臨地実習指導者 
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バーチャル・リアリティ（以後 VR と略す）教材の紹介とコンテンツの説明 

令和〇年〇月吉日 

1.目的 

 在宅看護論実習前の看護学生（以後学生と略す）に、在宅で暮らす療養者の『生活』状況（映像）を、

自主的に 360 度見ることで生活のイメージを理解し、『生活している人』に寄り添い、共感することで、

気づきをもち、看護過程を展開することができる。 

 

2.VR システムの特徴 

 1）自分の周囲に視覚世界が広がり、自分があたかもその世界に存在しているかのごとき臨場感を 

得ることができる。 

 2）その世界を自由に歩き回たり操作したりできる。 

 

3.VR技術の仕組み 

 VRシステムを可能にするためには 3つのサブシステムが必要になる。 

1）ディスプレイシステム：コンピュータで作られたバーチャルな世界

を高い臨場感でユーザに提供するインターフェース 

2）入力システム：ユーザ側から、その世界に能動的に働きかけるため

のインターフェース 

3）シミュレーションシステム：リアルタイムシミュレータ 

※VR は人工的な体験ができるものである（廣瀬,2018）。 

 

4.機器の種類・・図 1 

 ・ゴーグル型ディスプレイ（Head Mounted Display : HMD） 

 ・ノートパソコン 

 

 

                               図 1.HMD 使用とパソコン 

5.学習場所 

演習室ないし研究依頼した看護学部長と相談して決めた部屋で行う。 

イメージは、下記の学習風景を参考にしてください。 
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6.コンテンツの画像 

360度カメラで撮影した、療養者宅の玄関から居間、キッチン、ふろ場、トイレ 

7.VR映像試行所要時間：10分間 

 

8.シナリオ事例 

 〇木 良子 80歳 

【現疾患】右大腿骨頚部骨折手術後（退院後 1週間） 

【既往歴】糖尿病（内服薬あり）・アルツハイマー型認知症（認知症日常生活自立度ランクⅠａ）何らか

の認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。 

【生活状況】長男夫婦と 3人暮らしで昼間独居である。 

      退院後から、家事を行っている。食事の支度（昼・夕）、洗濯・自室の掃除など 

      お風呂は未だ入っていない。シャワーのみであり、本人はゆっくりとお湯につかりたいと 

      希望している。また、昼間は一人であるため不安と訴えている。 

【身体状況】一本杖で歩行、10分程度の立位で右下肢の痛みを訴える。 

      糖尿病は内服薬で血糖値は安定している。 

【サービス状況】介護認定：要介護 1 

      訪問看護 2週間に 1回 60分のみ 

    

8.VR教材を試行することの達成目標（学生質問紙資料 4参照） 

コンテンツの内容 見る目、気づき、考え（推考）思考 

『何を理解してほしいか』（例） 

生活していること、生活している場所を知るために 

1）生活行動・・・お風呂に入る ⇒ 動線⇒ 更衣 ⇒ 浴槽に入る ⇒ 身体洗う・拭く⇒更衣 

トイレを使う⇒動線 ⇒ 排泄動作（下着を下す）座る ⇒排泄始末  

2）手段的日常生活行動・・薬が飲めているか 

         食事の支度ができるか ⇒ 買い物 ⇒お店までどのように行くのか（徒歩・バス） 

同じものばかり買ってないか⇒支払はできるか 

調理はできるか？（ある程度の時間立位保持ができるか） 

3）物的環境・・玄関⇒この段差（上がり框）を上がることができるか、 

靴が履けるか、靴が脱ぐことができるか 

        トイレ ⇒ トイレのドア―の開閉ができるか（ドアノブを使うことができるか） 

 

4）達成目標 

3項目からイメージを持つことにより、『気づき』『思考』から具体的なアセスメントと 

看護介入につながる。 

 

【引用文献】 

 廣瀬通考（2018）.教育における VR の活用を展望する,看護教育,59（2）,86-90. 
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令和３年〇月吉日  

〇〇大学看護学部長 

      〇  〇    殿  

  

研究実施依頼書 

  

 初夏の候、貴校ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜

り、厚く御礼申し上げます。このたび、下記の研究を実施するにあたり、内容をご確認の

上、ご協力をいただきたくお願い申し上げます。 

 

 研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

                 記 

1.研究について 

 在宅看護論は、地域で生活しながら療養する人々とその家族を理解し在宅での看護実践

を学ぶことです。しかし、看護学生は病院内にいる患者をイメージすることはできますが、

在宅で生活している療養者（生活者）・家族およびその生活の場をイメージすることができ

ないと報告されています。原因としては、家族形態の変化や、住民との交流の希薄などの

生活体験の未熟さであると考えます。そこで、学生に療養者の生活の場をイメージできる

ように、療養者が生活している場面をバーチャル・リアリティに映し出されている教材を

使用し、家庭訪問という架空体験をします。その体験を通して、具体的に生活している療

養者・家族を理解することができると考えました。教材を作成するにあたり、学生と訪問

看護師から、学生がイメージできない「療養者とその生活の場」を調査しました。その結

果を吟味し、在宅療養者を学生と訪問看護師が同行訪問する過程をバーチャル・リアリテ

ィ（以後 VR と略す）教材として作成いたしました。そこで、教材を試行していただき、「療

養者とその生活の場」のイメージの変化を知りたく調査をさせていただきます。 

2.研究の目的及び研究期間について 

１）研究目的：VR教材試行前後のイメージの変化を調査する。 

 ２）対象者：看護学生 3年生〇名 

３）研究期間：令和３年〇月〇日施行前アンケート、その後 1週間後に VR試行後の 

アンケートを予定 

 ４）場所：７号館〇階講義室１（アンケート調査）、在宅看護演習室（VR試行） 

3.協力内容について 

 VR教材試行 1週間前に「在宅療養者の生活」イメージのアンケート調査を約 10分間行い

ます。1 週間後体調チェックを行い異常がなければ、VR 試行し体験後に療養者のイメージ
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と気づきに対してのアンケートを約 10分程度予定しております。 

4.個人のプライバシー保護や配慮について 

１）同意の方法 

  アンケート用紙配布前に、研究の目的、概要を説明いたします。また、VR 試行によ

り VR酔いすることがあることを伝えます。説明後に協力の希望がある者に研究協力同

意書に日時と名前を記載していただきます。 

２）学生の負担の配慮 

    VR施行前には必ず、健康チェックを行い実施します。VR試行（映像時間６分）で 

あり充分休憩をとっていただき、療養者の生活に対してのアンケート調査を行います。 

また、VR試行中に気分が悪くなったときは素早く中止いたし、休息する場所を準備し 

ています。 

研究への協力の有無が大学の成績や教員の指導体制に全く影響しない旨を説明した 

うえで、アンケート調査、VR試行を行います。 

３）情報の管理 

   データ管理は、個人名を特定するものはなく番号に置き換えます。 

データは、鍵のかかるボックスに入れ、研究者の研究室で保管します。 

5.本研究から生じる個人への利益、不利益について 

 看護学生には研究の還元はできませんが、今後、在宅看護演習において、仮想体験をす

ることができ「生活を捉えること」ができ不安なく実習に臨むことができます。 

6.同意撤回について 

 VR試行前のアンケート調査、VR試行、その後のアンケート調査時いつの時でも同意を撤

回でき中止することができます。 

7.研究成果の公表について 

 学会発表や学会誌などの記載を考えており、結果はそれらの基礎資料としていたします。

8.研究終了後の資料・データの破棄方法について 

 研究の中断および研究期間が終了した場合のデータはシュレッターで破棄いたします。 

 

9.研究実施責任者・お問い合わせ 

 研究者： 楳田 恵子 

 指導教員：人間環境大学 大学院 看護学研究科 教授 篠崎 惠美子 

 所属機関：人間環境大学 大学院 看護学研究科 博士後期期課程 在宅看護学 

 連絡先：人間環境大学大学院 看護学研究科 〒474-0035 愛知県大府市江端町 3-220  

 電話番号：0562-43-0701 

 なお、本研究は人間環境大学看護研究科倫理審査委員会の承認を受けています。 

また、本研究にあたり、苦情、相談等は研究責任者までお問い合わせください。 
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研究実施承諾書 

 

楳田 恵子  

 

 

研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

 

 

 当校は上記に関する説明を受け、別紙に記された事項が守られる限りにおいて、当校

における調査を承諾いたします。 

 

 

 

 

令和  年     月   日 

 

 

  大学名   〇 〇 大学 

        看護学部長 
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研究実施承諾取り消し書 

 

楳田 恵子 

 

 

研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

 

 上記研究の協力に承諾いたしましたが、諸事情により研究協力をご辞退したいとの結

論に至りましたので、ご連絡申し上げます。 

 

  

 

 

 

 

令和  年  月   日 

 

 

  大学名  〇 〇 大学 

        看護学部長 
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研究協力のお願い 

記 

日時：2021年〇月〇日 〇時〇分～ 

場所：7号館 〇 階 研究室 0 

内容：試行前のアンケートと VR試行の説明 

所要時間：10分程度 

持ち物：筆記用具 

 

質問・お問い合わせ 

楳田 恵子（ウメダ ケイコ） 

連絡先：人間環境大学看護研究科 博士後期課程  

メールアドレス：dn17002@uhe.ac.jp 

研究員：人間環境大学大学院看護学研究科 博士後期課程 楳田恵子 

指導教員：人間環境大学大学院看護学研究科 教授 篠崎惠美子 

〇〇大学看護学部看護科 3 年生の皆様へ 

バーチャル・リアリティー（VR）体験しませんか 

 

私は、人間環境大学大学院 学生の楳田恵子と申します。 

在宅看護論実習前に実習で行われる訪問看護師さんとの同行訪問を体験しませんか。 

体験することで療養者さんの生活やそこで行われている看護を知ることができます。知ることに

より、実習に対しての不安も軽減すると思います。当日は、10 分ほどのアンケートに協力してい

ただき、その１週間後に VR 体験していただきます。ご協力していただける方は下記の場所と時

間でお待ちしています。 
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研 究 協 力 同 意 書 

 

楳田恵子 

 

 

 

 

 私は、 

『在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発』 

 

の研究について、その目的、方法、その成果について充分な説明を受けました。 

また、本研究を受けることに承諾しなくても何ら不利益を受けないことも確認した上で、被験者になる

ことを同意します。 
 

 ただし、この承諾は、あくまでも私自身の自由意思によるものであり、不利益を受けず随時撤回でき

るものであることを確認します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

  令和    年   月   日 

 

 

                 研究協力者氏名                      
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日付：令和〇年  月   日 

        

 

 

 

  訪問看護師さんと訪れる療養者さんの生活イメージの程度をお聞きします。イメージの程度を、全くで

きない「0」、十分できる「10」としてイメージの程度を10段階でお答えください。該当するイメージの程度

に〇を付けてください。 

例） 

 

 

 

Ⅰ.療養者さんの生活状況のイメージ 

1.安全管理 

 1）療養者さんは、火や水道の水を気にかけている。 

 2）療養者さんは、戸締りができ留守番ができている。 

2.お金の管理 

 1）療養者さんは、買い物をして支払いができる。 

 2）療養者さんは、年金の支給日を知っている。 

3.食事関連 

 1）療養者さんは、献立を考えることができる。 

 2）療養者さんは、乗り物を使って買い物ができる。 

 3）療養者さんは、調理ができ食材の後片付けができる。 

 4）療養者さんは、配膳ができ食器などの後片付けができる。 

 

4.洗濯 

 1）療養者さんは、洗濯機の操作ができる。 

  2) 療養者さんは、洗濯ものを干すことができる。 

3) 療養者さんは、洗濯ものをたたみ片づけができる。 

 

5.掃除 

1）療養者さんは、掃除をして部屋の片づけができる。 

2）療養者さんは、寝具の整理整頓ができる。 

学生番号 

 
「療養者さんの生活のイメージ」調査 

全くできない

5 100

十分できる

全くできない 十分できる 
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6.服薬とその他 

1）療養者さんは、薬の管理ができる。 

2）療養者さんは、電話（携帯）をかけることができる。 

3）療養者さんは、冷暖房機器の操作ができる。 

Ⅱ.療養者さんの生活の中の行動 

1.玄関周辺の行動 

1）療養者さんは、玄関で靴が脱げて、靴が履ける。 

2）療養者さんは、玄関の段差（上がりかまち）が上がれる。 

3）療養者さんの玄関には、手すりや靴を履くためのいすが置いてある。 

2.トイレ周辺の行動 

1）療養者さんは、トイレの入り口の開閉ができる。 

2）療養者さんは、便器のふたを上げることができる。 

3) 療養者さんは、トイレットペーパーを切ることができる。 

4）療養者さんは、トイレの中の手すりを使うことができる。 

3.お風呂場周辺 

1）療養者さんは、介助者なしで脱衣ができる。 

2）療養者さんは、自分で体を洗うことができる。 

3）療養者さんは、手すりを使って浴槽の出入ができる。 

4.移動 

1）療養者さんは、段差を気にすることができる。 

2）療養者さんは、階段昇降することができる。 

 

 

お疲れ様でした。アンケートはこれで終わります。 

記載が終わったら、アンケート用紙を折りたたみ、回収箱を設置してありますので、投函してください。 

 

ご協力ありがとうございます。 

 

 

 

 

質問・お問い合わせ 

楳田 恵子（ウメダ ケイコ） 

連絡先：人間環境大学大学院看護学研究科 

電話：0562－43－0701 

メール：dn17002@uhe.ac.jp 

全くできない 



第 3研究 VR試行前体調チェック表 資料 2-C-3-1 

バーチャルリアリティー（VR）体験前の体調チェックをいたします。 

下記の質問にお答えください。 

 

お尋ねいたします。ある（はい）〇、なし×、気になることはその他で記入してください。 

 

質問項目 回答 その他 

1.本日は、睡眠は十分とれましたか   

2.以前 VR試行（ゲーム）で酔いの症状がありましたか   

3.日頃眩暈はありますか   

4.耳鳴りはありませんか   

5.本日の体調は良いですか   

6.車酔いの経験はありますか   

7.VR試行前において健康面で気にかかることがあれば記載してください 

 

  ありがとうございます。 

  

  担当者にお渡しください。 

 

 

 

質問・お問い合わせ 

楳田 恵子（ウメダ ケイコ） 

連絡先：人間環境大学看護研究科 

 



     第 3 研究 VR試行後体調チェック表（学生・臨地実習指導者・在宅看護担当） 
資料 2-C-3-2 

 

 

 

バーチャルリアルティ（VR）)体験はどうでしたか？ 

体験後の感想と体調について聞かせてください。当てはまる項目に【〇】をつけて下さい。 

 

Ⅰ.体験について 

1.VR経験について 

【 】初めての経験であった。 【  】以前にも体験したことがある。何回目【    回】 

 

Ⅱ体調について 

1.体験後の体調について 

【  】気分が悪くなった。   【   】気分が悪くなっていない。 

 

2気分が悪くなったと回答された方にお伺いいたします。 

 どのように気分が悪くなったのか、当てはまる項目に【〇】をつけて下さい。（複数回答可） 

【   】全体的に気分がよくない 【  】疲れた       【  】頭痛がする 

【   】目が疲れた        【  】目の焦点が合わせにくい 

【   】つばがよく出る         【  】汗が出ている 【  】吐き気がする 

【   】集中ができない。     【  】頭がボーとする  【  】ぼやけて見える 

【   】目を開けているとふらふらした感じがする 

【   】目を閉じているとふらふらした感じがする 

【   】ぐるぐるとしためまいがする  【   】胃に違和感がある 

【  】その他（             ） 

 

Ⅲ.その他 

 

      ヘッドマウントディスプレイ（HDM）について当てはまる項目に【〇】をつけて下さい 

①装着（付けごこち） 【   】悪かった  【  】何も感じなかった 

②ゴムの締め付け【   】気になった   【   】気にならない 

③その他（             ） 

 

 

  ありがとうございます。 

  

  担当者にお渡しください。 

質問・お問い合わせ 

楳田 恵子（ウメダ ケイコ） 

連絡先：人間環境大学看護研究科 

 

VR教材施行後の体調チェック表 
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資料2-C-4 

日付：令和   年   月   日 

 

 

 

 VR 教材を使用していただきありがとうございます。体の不調はありませんか。アンケート途中で気分が悪く

なったらいつでも声掛けしてください。 

療養者の生活イメージができましたか。全くできない「0」、十分できる「10」としてイメージの程度を10段

階でバーの上に〇でお答えください。 

例） 

 

 

 また、お気づいたことがありましたら自由記載欄を設けましたので、学生さんの自由な意見をお聞かせくだ

さい。 

 

1.訪問順路でお尋ねいたします。 

 1）玄関前 

 ① 療養者さんは、洗濯ものを干すことができる。 

 2）玄関内 

① 療養者さんは、玄関で靴が脱げて、靴が履ける。 

② 療養者さんは、玄関の段差（上がりかまち）を上がれる。 

③ 療養者さんの玄関には、手すりや靴を履くためのいすが置いてある。 

  3) 玄関から療養者のいるキッチンまで 

① 療養者さんは、掃除をして部屋の片づけができる。 

② 療養者さんは、寝具の整理整頓ができる。 

③ 療養者さんは、段差を気にすることができる。 

④ 療養者さんは、階段昇降することができる。 

   ⑤ 療養者さんは、洗濯機の操作ができる。 

⑥ 療養者さんは、洗濯ものをたたみ片づけができる。 

⑦ 療養者さんは、トイレの入り口の開閉ができる。 

⑧ 療養者さんは、便器のふたを上げることができる。 

⑨ 療養者さんは、トイレットペーパーを切ることができる。 

⑩ 療養者さんは、トイレの中の手すりを使うことができる。 

 

学生番号 

 VR体験後の「療養者さんの生活イメージ」調査 

0 5 10

0 5 10

0 5 10

全くできない 
十分にできる 
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 4）キッチン内 

 ① 療養者さんは、火や水道の水を気にかけている。 

② 療養者さんは、買い物をして支払いができる。 

 ③ 療養者さんは、年金の支給日を知っている。 

④ 療養者さんは、献立を考えることができる。 

 ⑤ 療養者さんは、乗り物を使って買い物ができる。 

 ⑥ 療養者さんは、調理ができ食材の後片付けができる。 

 ⑦ 療養者さんは、配膳ができ食器などの後片付けができる。 

⑧ 療養者さんは、薬の管理ができる。 

⑨ 療養者さんは、電話（携帯）をかけることができる。 

⑩ 療養者さんは、冷暖房機器の操作ができる。 

5）お風呂場周辺 

① 療養者さんは、介助者なしで脱衣ができる。 

② 療養者さんは、自分で体を洗うことができる。 

③ 療養者さんは、手すりを使って浴槽の出入ができる。 

6）帰りの玄関内 

 ① 療養者さんは、戸締りができ留守番ができている。 

 

 

2.VR 教材体験したことで療養者さんに持っていたイメージについて感じたことを自由に書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お疲れ様でした。アンケートはこれで終わります。 

記載が終わったら、アンケート用紙を折りたたみ、 

回収箱が設置してありますので、投函してください。 

ご協力ありがとうございます。 

質問・お問い合わせ 

楳田 恵子（ウメダ ケイコ） 

連絡先：人間環境大学大学院看護学研究科 

電話：0562－43－0701 MAL:dn17002@uhe.ac.jp 

0 5 10

0 5 10

0 5 10

全くできない 
十分にできる 



第3研究 学生・臨地実習指導者・教員用【VR試行後アンケート】 資料2-C-5 

日付：令和  年  月  日 

 

 

 

 バーチャルリアリティー教材試行ありがとうございます。VR 聴覚体験をされた感想を教えてください。 

 10点満点で評価します。「全くない」0点「たいへんある」10点で点数を入れてください 

質問項目 評価 

Q1.ふだんの視覚教材、演習、シミュレーションの他に、このような VRでの教材を期待する  

Q2.今後、コンテンツの内容を充実すれば、活用していきたい  

Q3.VRにより自分が見落としている場所を違う視点で学習ができる  

Q4.VRにより対象者だけでなく、対象者を取り巻く環境の観察ができる  

Q5.VRにより演習場面に必要な看護援助を考えることができる  

Q6.VRによりその場にいるような臨場感がある  

Q7.VRの活用の利点が理解できる  

Q8.VRの活用、操作がわからない  

Q9.VR教材に積極的に取り組める  

Q10.VRは視覚を補う教材になる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お疲れ様でした。アンケートはこれで終わります。 

 

ご協力ありがとうございます。 

 

VR教材の活用に関する調査 

バーチャルリアリティー教材を使用した感想 

要望など自由記載 

質問・お問い合わせ 

楳田 恵子（ウメダ ケイコ） 

連絡先：人間環境大学大学院看護学研究科 

電話：0562－43－0701 

メール：dn17002@uhe.ac.jp 



第 3研究 学生  研究協力同意取り消し書 

資料 2-C-6 

研究協力同意取り消し書 

 

楳田 恵子 

 

 

研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

 

 上記研究の協力に承諾いたしましたが、諸事情により研究協力をご辞退したいとの 

結論に至りましたので、ご連絡申し上げます。 

 

  

 

 

 

 

令和 〇 年 〇 月 〇日 

 

         研究協力者氏名                      
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資料 2-D-1 

令和〇年〇月○日  

〇〇訪問看護ステーション 

指導者 

      〇 〇 〇 〇  殿  

  

研究協力依頼書 

  

 ○○の候、貴ステーションますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別の

ご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。このたび、下記の研究を実施するにあたり、内容

をご確認の上、ご協力をいただきたくお願い申し上げます。 

 

 研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

                 記 

1.研究事業案について 

 在宅看護論は、地域で生活しながら療養する人々とその家族を理解し在宅での看護実践

を学ぶことです。しかし、看護学生は病院内にいる患者のイメージすることはできますが、

在宅で生活している療養者（生活者）・家族およびその生活の場をイメージすることができ

ないと報告されています。原因としては、家族形態の変化や、住民との交流の希薄などの

生活体験の未熟さであると考えます。そこで、学生に療養者の生活の場をイメージできる

ように、療養者が生活している場面をバーチャル・リアリティに映し出されている教材を

使用し、家庭訪問という架空体験をします。その体験を通して、具体的に生活している療

養者・家族を理解することができると考えました。教材を作成するにあたり、学生と訪問

看護師から、学生がイメージできない「療養者とその生活の場」を調査しました。その結

果を吟味し、在宅療養者を学生と訪問看護師が同行訪問する過程をバーチャル・リアリテ

ィの教材として作成いたしました。そこで、教材を使用していただき、VR 教材の評価をお

願いいたします。 

2.研究の目的及び研究期間について 

（1）研究目的は、バーチャル・リアリティ教材を作成しその検証を行う。 

（2）研究期間：研究第２段階倫理審査後から令和〇年〇月と予定しております。 

3.協力内容について 

 VR試行とバーチャル・リアリティ教材試用後の「VR教材の意識調査」アンケートで約 30

分程度予定しております。 

4.個人のプライバシー保護や配慮について 

（1）同意の方法 
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資料 2-D-1 

   アンケート用紙配布前に、研究の目的を説明いたします。その後研究協力同意書に 

   月日と名前を記載していただきます。 

（2）対象指導者の負担の配慮 

   VR試行には、VR酔いすることがあることを説明いたします。 

  体調チェックを行い試行します。また、試行中に気分不快が出現した時点で画像の 

  停止を行います。 

（3）情報の管理 

   データ管理は、個人名を特定するものはなく番号に置き換えます。データは、 

   鍵のかかるボックスに入れ、研究者の研究室で保管します。 

5.本研究から生じる個人への利益、不利益について 

 看護学生には研究の還元はできませんが、今後、在宅看護演習において、指導者との同

行訪問の仮想体験をすることができ、不安なく実習に臨むことができます。 

6.同意撤回について 

 本人の撤回希望があればいつでもできます。アンケート後でもアンケート結果は削除い

たします 

7.研究成果の公表について 

 学会発表や学会誌などの記載を考えており、結果はそれらの基礎資料としていたします。

8.研究終了後の資料・データの破棄方法について 

 研究の中断および研究期間が終了した場合のデータはシュレッターで破棄いたします。 

9.研究実施責任者・お問い合わせ 

 研究者： 楳田 恵子 

 指導教員：人間環境大学 大学院 看護学研究科 教授 篠崎 惠美子 

 所属機関：人間環境大学 大学院 看護学研究科 博士後期期課程 在宅看護学 

 連絡先：人間環境大学大学院 看護学研究科 〒474-0035 愛知県大府市江端町 3-220  

 電話番号：0562-43-0701 

 

 なお、本研究は人間環境大学看護研究科倫理審査委員会の承認を受けています。 

また、本研究にあたり、苦情、相談等は研究責任者までお問い合わせください。 

 

本研究にご協力いただくにあたり、本書にてご説明いたしました。 

 

       令和〇年〇月〇日 

          説明者   楳田恵子 

          機関・所属 人間環境大学 大学院 看護学研究科 博士後期課程       
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研 究 協 力 同 意 書 

 

楳田恵子 

 

 

 

 

 私は、 

『在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発』 

 

の研究について、その目的、方法、その成果について充分な説明を受けました。 

また、本研究を受けることに承諾しなくても何ら不利益を受けないことも確認した上で、被験者になる

ことを同意します。 
 

 ただし、この承諾は、あくまでも私自身の自由意思によるものであり、不利益を受けず随時撤回でき

るものであることを確認します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

  令和    年   月   日 

 

 

                 研究協力者氏名                      
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研究協力同意取り消し書 

 

楳田 恵子 

 

 

研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

 

 上記研究の協力に承諾いたしましたが、諸事情により研究協力をご辞退したいとの 

結論に至りましたので、ご連絡申し上げます。 

 

  

 

 

 

 

令和 〇 年 〇 月 〇日 

 

         研究協力者氏名                      
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令和〇年〇月○日  

○○大学看護学部 

  在宅看護学 

      〇 〇 〇 〇  殿  

  

研究協力依頼書 

  

 ○○の候、ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。このたび、下記の研究を実施するにあたり、内容をご確認の上、

ご協力をいただきたくお願い申し上げます。 

 

 研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

                 記 

1.研究事業案について 

 在宅看護論は、地域で生活しながら療養する人々とその家族を理解し在宅での看護実践

を学ぶことです。しかし、看護学生は病院内にいる患者のイメージすることはできますが、

在宅で生活している療養者（生活者）・家族およびその生活の場をイメージすることができ

ないと報告されています。原因としては、家族形態の変化や、住民との交流の希薄などの

生活体験の未熟さであると考えます。そこで、学生に療養者の生活の場をイメージできる

ように、療養者が生活している場面をバーチャル・リアリティに映し出されている教材を

使用し、家庭訪問という架空体験をします。その体験を通して、具体的に生活している療

養者・家族を理解することができると考えました。教材を作成するにあたり、学生と訪問

看護師から、学生がイメージできない「療養者とその生活の場」を調査しました。その結

果を吟味し、在宅療養者を学生と訪問看護師が同行訪問する過程をバーチャル・リアリテ

ィの教材として作成いたしました。そこで、教材を使用していただき、VR 教材の評価をお

願いいたします。 

2.研究の目的及び研究期間について 

（1）研究目的は、バーチャル・リアリティ教材を作成しその検証を行う。 

（2）研究期間：研究第２段階倫理審査後から令和〇年〇月と予定しております。 

3.協力内容について 

 VR試行とバーチャル・リアリティ教材試用後の「VR教材の意識調査」アンケートで約 30

分程度予定しております。 

4.個人のプライバシー保護や配慮について 

（1）同意の方法 
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   アンケート用紙配布前に、研究の目的を説明いたします。その後研究協力同意書に 

   月日と名前を記載していただきます。 

（2）対象指導者の負担の配慮 

   VR試行には、VR酔いすることがあることを説明いたします。 

  体調チェックを行い試行します。また、試行中に気分不快が出現した時点で画像の 

  停止を行います。 

（3）情報の管理 

   データ管理は、個人名を特定するものはなく番号に置き換えます。データは、 

   鍵のかかるボックスに入れ、研究者の研究室で保管します。 

5.本研究から生じる個人への利益、不利益について 

 看護学生には研究の還元はできませんが、今後、在宅看護演習において、指導者との同

行訪問の仮想体験をすることができ、不安なく実習に臨むことができます。 

6.同意撤回について 

 本人の撤回希望があればいつでもできます。アンケート後でもアンケート結果は削除い

たします 

7.研究成果の公表について 

 学会発表や学会誌などの記載を考えており、結果はそれらの基礎資料としていたします。

8.研究終了後の資料・データの破棄方法について 

 研究の中断および研究期間が終了した場合のデータはシュレッターで破棄いたします。 

9.研究実施責任者・お問い合わせ 

 研究者： 楳田 恵子 

 指導教員：人間環境大学 大学院 看護学研究科 教授 篠崎 惠美子 

 所属機関：人間環境大学 大学院 看護学研究科 博士後期期課程 在宅看護学 

 連絡先：人間環境大学大学院 看護学研究科 〒474-0035 愛知県大府市江端町 3-220  

 電話番号：0562-43-0701 

 

 なお、本研究は人間環境大学看護研究科倫理審査委員会の承認を受けています。 

また、本研究にあたり、苦情、相談等は研究責任者までお問い合わせください。 

 

本研究にご協力いただくにあたり、本書にてご説明いたしました。 

 

       令和〇年〇月〇日 

          説明者   楳田恵子 

          機関・所属 人間環境大学 大学院 看護学研究科 博士後期課程      
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研 究 協 力 同 意 書 

 

楳田恵子 

 

 

 

 

 私は、 

『在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発』 

 

の研究について、その目的、方法、その成果について充分な説明を受けました。 

また、本研究を受けることに承諾しなくても何ら不利益を受けないことも確認した上で、被験者になる

ことを同意します。 
 

 ただし、この承諾は、あくまでも私自身の自由意思によるものであり、不利益を受けず随時撤回でき

るものであることを確認します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

  令和    年   月   日 

 

 

                 研究協力者氏名                      
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研究協力同意取り消し書 

 

楳田 恵子 

 

 

研究テーマ 

 在宅看護論における療養生活のイメージを育成するバーチャル・リアリティ教材開発 

 

 

 

 上記研究の協力に承諾いたしましたが、諸事情により研究協力をご辞退したいとの結

論に至りましたので、ご連絡申し上げます。 

 

  

 

 

 

 

令和 〇 年 〇 月 〇日 

 

         研究協力者氏名                      
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同行訪問 登場人物紹介 

 

〇木 良子 80歳 

 

【現疾患】右大腿骨頚部骨折手術後（退院後 1か月） 

【既往歴】糖尿病（内服薬あり）・アルツハイマー型認知症（認知症日常生活自立度ランクⅠａ）何らか

の認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。 

【生活状況】長男夫婦と 3人暮らしで昼間独居である。 

      退院後から、家事を行っている。食事の支度（昼・夕）、洗濯・自室の掃除など 

      お風呂は未だ入っていない。シャワーのみであり、本人はゆっくりとお湯につかりたいと 

      希望している。また、昼間は一人であるため不安と訴えている。 

【身体状況】一本杖で歩行、5分程度の立位で右下肢の痛みを訴える。 

      糖尿病は内服薬で血糖値は安定している。 

【サービス状況】介護認定：要介護 1 

      訪問看護 2週間に 1回 60分のみ 

【訪問看護の目的】 

・症状観察を行い、糖尿病・高血圧症の悪化予防を行う。 

・歩行機能を高め転倒することなく、自立した生活を送ることができる。 

  

 

※ 画像には訪問看護師しか登場していませんが、学生さんは訪問看護師さんの後について歩いている。

または、訪問看護師さんの後ろに立っている設定になっています。 
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